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巻首図版 1

向六工遺跡 全景 (南上空より)
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麟難勢

ず

向六工遺跡出土貿易陶磁・瀬戸美濃系陶器

同 縄文土器
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野口遺跡 SB02

オンドル状施設



諏訪湖を眼下にのぞむ岡谷JCで中央自動車道西宮線より分かれ、更埴JCで上信越自動車道と合

流する長野自動車道は、長野県の南北を結ぶ交通の大動脈として200万県民から期待され、本年 3

月に開通いたしました。本道路の開通に際しては、道路建設工事に先だって数多くの埋蔵文化財

が調査されました。すでに東筑摩郡明科町までは、その整理作業も終了し、11冊の報告書を刊行

してきており、善光寺平については、現在鋭意整理作業が続けられています。

今回報告する 5遺跡は、長野自動車道が左手に北アルプスを眺めながら松本平を北進し、田沢

付近で筑摩山地にトンネルで入り、それを抜けた、筑北盆地の坂北村・麻績村に所在しています。

この一帯は、松本平 と善光寺平・越後を結ぶ古代の東山道の支道が通過し麻績駅が置かれたとさ

れ、古 くから交通の要所として栄えたところとして知られています。その名残として、山岳仏教

の代表的寺院である岩殿寺・福満寺には藤原時代の仏像がのこされており、国から重要文化財に

指定されております。

調査は、道路建設工事の工程との調整上、昭和62年から平成 2年の 4カ年にわたり、実施しま

した。調査成果の概要については、現地説明会・出土遺物展示会・長野県埋蔵文化財センター年

報等によって公開してまいりました。ここに報告書が完成しましたが、いずれも縄文時代から中

世にかけての比較的小規模な遺跡とはいいながら、当時代の筑北盆地の歴史を理解する上で、重

要な資料を与えてくれたと思われます。

最後になりましたが、調査開始より本書発刊に至るまで、記録保存の遂行に深いご理解とご協

力をいただいた、日本道路公団名古屋建設局・同豊科工事事務所・長野県高速道局・同筑北高速

道事務所・坂北村・同教育委員会・麻績村・同教育委員会・地区高速道対策委員会・地区被買収

(者)組合等、ならびに発掘現場や記録整理作業に従事された多くの方々、直接のご指導・助言を

賜った長野県教育委員会文化課、発掘調査から整理作業に携わった(財)長野県埋蔵文化財センター

職員に対し、心から敬意と感謝を表する次第であります。

平 成 5年 12月 20日

(財 )長野県埋蔵文化財センター

理事長 1佐 藤善房 1



例  言

1 本書は、中央自動車道長野線建設工事にかかわる、長野県東筑摩郡坂北村向六工遺跡・十二遺跡、麻
績村野口遺跡・古司遺跡・子尾入遺跡の発掘調査報告書である。

2 上記遺跡の概要については、すでに当センター発行の『長野県埋蔵文化財センター年報』 4～ 8、 『長
野県埋蔵文化財ニュース』NQ22 0 31で紹介しているが、本書の記述をもって本報告とする。

3 本書で使用した地図は、日本道路公団作成の中央自動車道長野線平面図 (1:1,000)を もとに作成
したほか、建設省国土地理院発行の地形図 (1:50,000)を使用した。

4 写真図版PLl e 2の航空写真 (版権国土地理院)は 日本地図センタ~か ら提供を受けたものである。
5 巻首図版 1お よび写真図版PL 3の航空写真は (株)写真測図研究所に委託したものである。
6 本報告書には次の方々から玉稿を賜 り、付章に掲載した。記して謝意を表する。 (順不同)
黒曜石の分析……………立教大学一般教育部 鈴木正男氏、同原子力研究所 戸村健児氏

炭化材の樹種同定………金沢大学教養学部 鈴木三男氏、農水省森林総合研究所 能城修一氏

人骨鑑定…………………獨協医科大学第一解剖学教室 茂原信生氏
鉄滓・砂鉄の分析………・り|1鉄テクノリサーチ株式会社 総合検査・分析センター千葉事業所
7 執筆分担は次のとおりである。 (五十音順)

小日 徹 第 6章第 2節

関 全寿 第 2章第 1節、第 3章第 2節 1、 第 4章・第 5章・第 7章の各第 2節の一部
原 明芳 第 3章第 4節 3040第 5節 2・ 3、 第 5章第 4節 203

町田勝則 第 3章第 4節 1(2)・ 第 5節 1に )・ に)
三上徹也 第 6章第 10304節

綿田弘実 上記以外
8 遺構番号は、時代にかかわらず種別ごとに付けたが、原則として発掘調査時の番号を変更しなかった
ため欠番がある。遺物番号は、縄文土器は通し番号、石器は器種ごとの通し番号、古代土器は遺構ご

との通し番号、中世以降の遺物は種別ごとの通し番号とした。この番号は挿図・挿表 0写真図版のい

ずれにも符合する。

9 注・参考文献は各章あるいは節の末尾にまとめたが、第 3章第 5節は執筆者ごとに適宜まとめた。
10 本書の編集・校正は、 7に 記した町田担当分以外を綿田が行い、樋口昇一が全体を校閲・校正した。

なお、付章は原則として原稿のままとした。

11 本書で報告した各遺跡の記録および出土遺物は、 (財)長野県埋蔵文化財センターが保管している。

12 発掘調査・報告書作成に当たり、下記の諸氏・諸機関にご指導・ご援助頂いた。記して謝意を表する

次第である。 (敬称略、五十音順)

会田 進 青山 均 赤羽義洋 阿部芳郎 石井 寛 石坂 茂 磯部幸雄 伊藤正人 上原 茂
大沢 哲 大塚真弘 小口達志 小坂英文 奥川弘成 金子直行 木村有作 郷道哲章 ガヽ林康男
塩見真康 重松和男 島田哲男 下平博行 新谷和孝 杉浦 知 関根1真二 竹原 学 谷口康浩
谷藤保彦 田村陽一 趙 現鐘 塚本師也 中沢道彦 藤巻幸男 宮井英一 宮本長二郎 百瀬忠

幸 守矢昌文 山下歳信 山口逸弘 領塚正浩

刈谷市郷土資料館 埼玉県埋蔵文化財調査事業団 塩尻市平出遺跡考古博物館 知多市歴史民俗資
料館 茅野市尖石考古館 名古屋市博物館 南山大学人類学博物館 横須賀市人文博物館
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本書に掲載した実測図の縮尺は下記のとおりで、該当箇所のスケールの上に記してある。

1)主な遺構実測図

遺構分布図 1三 800、 1:400 糸電文時代・中世遺構群  1:125、  1:100

竪穴住居址 1:60 住居址内施設  1三 30 土坑・集石  1:40

2)主な遺物実測図

縄文土器  1:4 縄文土器拓本 1:2 石暦・争J片・石鏃・刃器・石錐  1:1

石匙 2:3 原石・石核・打製石斧・磨製石斧 1:2 磨石・凹石・敲石 1:3

古代・中世土器・陶磁器 1:4 土製品・鉄製品・石製品 1:2 石臼等 1:6

銭貨 2:3

本書に掲載した主な遺物写真の縮尺は、下記のとおりである。

図上復原した縄文土器 1:3 拓本図化した縄文土器  1三 2 石器 実測図と同一

古代・中世土器・陶磁器 (杯・椀・皿・小型甕等)1:2。 5 古代・中世土器・陶器 (甕)1:3

銭貨 1:1 その他の古代・中世遺物 実測図と同一

遺物の出土地′点の表記は、縄文時代の石器と中世の銭貨は一覧表により、古代土器は実測図中に出土

遺構を示した。その他は番号のわきに表記した。

実測図中のスクリーントーン等は、下記のように用いた。これら以外の場合は、当該項目の中で説明

するか、図中に凡例を示した。

1)遺構実測図

焼土・火床 礫の断面 炭化物 攪 乱

2)遺物実測図

①古代土器

実測図の断面は、黒色土器・土師器は白ヌキ、須恵器は黒ヌリ、灰釉陶器は網点とし、黒色処

理部分は網点で表現した。

②中世以降の土器・陶磁器

実測図の断面は、土器は白ヌキ、国産陶器は黒ヌリ、輸入陶磁器は網点とし、釉の種類は鉄釉

は濃い網点、錆釉は砂日で表現した。

古代土器の器種分類は、 (財)長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報

告書 4 松本平総論編』(1990)に 準拠した。

几
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全景、HU区全景、SH09 0 10、 SF43～    P L16 縄文土器131(下段分布帯)

47、 ⅣA F12土器出土状態 ) P L17 縄文土器に)(中段分布帯、上段分布帯)

PL6 古代遺構(1)(SB020遺物出土状態、SB03    P L18 縄文土器151(上段分布帯)

・炭化材出土状態、SB04、 SB07、 SB05    P L19 縄文土器(0(上段分布帯)

・遺物出土状態、SB06 0カ マ ド)

PL7 古代遺構(a(SBo80遺物出土状態・カマ

P L20 石  1器(1)(SBl1012 0 13 0 26 0 29、  SK

ド、SB090カ マ ド・Pl、 SB140遺物出土    P L21 石 器121(原石 :石核、余j片 )

状態) P L22 石 器131(石鏃 )

PL8 古代遺構0)(SB14カ マ ド1020遺物出    P L23 石 器(0(打製石斧 )

土状態・炭化材出土状態、SB16・ 西壁、    P L24 石 器151(磨石・凹石・敲石 )

SB170カ マ ド・遺物出土状態 ) P L25 石 器(0(石匙・刃器 )

PL9 古代遺構(4(SB19・ 遺物出土状態、SB21、    P L26 石 器(η (磨製石斧・石錐 )

SB220遺物出土状態、SB220遺物出土状    P L27 古代土器(1)(SB02004005)

態 ) P L28 古代土器(a(SBo6007008016017019020)

P L10 中・近世遺構(1)(SB240SAll、 SHll、 ST    P L29 古代土器131(SB190220280遺 構外)

04・礎石、SH01、  6ト レンチ断面)

P Lll 中・近世遺構9)(SA030SF18～ 27、 SF

P L30 中世土器・陶磁器(1)(SK1030、 土器皿、

白磁杯 )

250断面、SB100遺物出土状態、SF260断    P L31 中世土器・陶磁器υ)(貿易陶磁、瀬戸

330)

Xll



美濃系陶器、内耳鍋、鍛冶道具)           ら、東から)、 東地区全景 (西から)

P L32 近世陶磁器 (SB010遺構外)         P L38 遺構(1)(SB020カ マ ド・溝と蓋石・遺物

P L33 古代石製品・土製品・鉄製品 (祗石、土        出土状態・カマ ド付近遺物出土状態 )

錘・羽日、鉄鏃・刀子ほか)、 中・近世    P L39 遺構 (劾 (SB010遺物出土状態・カマ ド、

石製品(1)(砥石・温石、石鉢・台石)         SK01、 SK02、 SK030断面 )

P L34 中・近世石製品9)(石 臼)、 中・近世鉄    P L40 古代土器 (SB01002、 SK01)
・銅製品                 P L41 SK02鉄 滓・羽口、SK01土器埋設状態推

P L35 銭 貨                       定復原、縄文土器・石器、中世陶磁器

十二遺跡                    古司遺跡

P L36 遺跡全景 (東から・西から)、 風倒木痕、    P L42 遺跡全景 (南東から)、 調査区全景 (北
第 5ト レンチ断面、 トレンチ掘削、第 4        東から)、 HO断面、H-2断 面

トレンチ断面

子尾入遺跡

野口遺跡                    P L43 遺跡全景 (南西から、北東から)、 Aト

P L37 遺跡全景 (西から)、 西地区全景 (西か        レンチ断面、 Cト レンチ断面

。Ｘ
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第 1章 序 説

第 1節 調査の契約

1 発掘調査委託契約
財団法人長野県埋蔵文化財センター (以下「埋文センター」という)の業務運営規程によれば、埋蔵文化

財の調査および研究に関してく埋文センターは長野県および国または国の機関が実施する公共開発事業に

ついて、事業のため調査を行う必要があるものの委託を受けて、埋蔵文化財の調査を行うほか、埋蔵文化

財の保護のための必要な調査および研究を行うこととされている。また、埋文センターが委託を受けて行

う調査は、あらかじめ長野県教育委員会 (以下「県教委」という)が行政上の調整をすませた上、埋文セ

ンターにおいて受託して行うことが適当であると認めたものについて行われる。

高速自動車道用地内にある埋蔵文化財の発掘調査については、「日本道路公団の建設事業等工事施工に

伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」に準じて実施されている。それによれば、日本道路公団 (以

下「公団」という)は事業施工前に県教委の意見を聴取の上、文化庁との間で協議し、その結果、記録保

存と決定し発掘調査が必要となった場合、公団は県教委に委託して調査を実施することが決定されている。

長野県の場合、県独自の調査体制lや機関が設置されていないので、公団と県教委との契約後、あらためて

埋文センターに県教委が再委託する方式がとられている。

中央自動車道長野線 (以下「長野線」という)は、昭和57年 3月 の起工式から岡谷市で本格的な工事が

開始された。そこで県教委も同年 4月 から長野線の事業に対応すべく埋文センターを発足させた。この結

果、公団→県教委→埋文センターという委託契約の図式ができ上がり、以降の調査が実施されることとなっ

た。この際取り交わされた契約書および計画書の書式は、『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告

書 1-岡谷市内一』に掲載してあるので省略し、以下に公団豊科工事事務所管内の東筑摩郡坂北村・麻績

村関係分の、年度別の遺跡と調査契約面積および調査実施面積を掲げておく。

(年 度)

昭和62年度

(調査契約面積) (調 査実施面積 ) (備 考 )

昭和63年度

平成元年度

平成 2年度

(遺 跡 )

麻績村 野口遺跡

同  古司遺跡

同  子尾入遺跡

坂北村 向六工遺跡

同  十二遺跡

坂北村 向六工遺跡

坂北村 向六工遺跡

9,700m2

14,500m2

12,800m2

13,600m2

26,000m2

14,500m2

(14,500m2)

9,700m2

280m2

1,400m2

(試 掘 )

1,500m2

11,700m2

2,800m2

用地未買収

当初契約面積より増加

前年度の継続

2 契約業務 の経過
前項に、年度別の調査実施面積を示したので、以下に年度を追って調査体制と遺跡別の調査期間および
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担当者名を掲げる。発掘調査経過の詳細は、個々の遺跡の報告に譲ることとする。この間、発掘調査から

整理作業、報告書刊行に至るすべての業務は、長野調査事務所が管轄 した。

(1)昭 和 62年度
○調査体制  事務局長 (兼長野調査事務所庶務部長)

同 総務部長

同 調査部長 (兼長野調査事務所調査部長)
長野調査事務所長

○遺跡と調査期間 0担当者 (◎ :班長、以下同じ)

・古司遺跡 4月 20日 ～ 5月 11日

調査研究員 ◎三上徹也、斉藤イ申介、田川幸生、福島厚利
・子尾入遺跡  4月 23日 ～5月 27日

調査研究員 ◎綿田弘実、伊藤友久、春 日文彦、宮尾栄三
0野口遺跡 7月 8日 ～10月 13日

調査研究員 ◎綿田 ほか上記 7名
この間、麻績村公民館報・筑北農協広報に大きく取り上げ

られるなど、地元の関心は高まった。野口遺跡では 9月 7日

に発掘調査と並行して現地説明会を行い、平日にもかかわら

ず115名の見学者が訪れた。また、調査終了後には、麻績村

教育委員会の要請により、11月 3日 に野口遺跡の出土品等を

村民文化祭に展示し、450名 の見学者があった。発掘調査の

合間と調査終了後には、図面・写真の点検、所見整理、遺物

洗浄・注記・接合など、基礎的な整理を行った。

(2)昭 和 63年度
○調査体制  事務局長兼総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長) 半田順計

同 調査部長   (    同   調査部長) 笹沢 浩
同 技術参与                佐藤今雄

長野調査事務所長               塚原隆明

○遺跡と調査期間・担当者

半田順計

堀内計人

樋口昇一

塚原隆明

・十二遺跡

・向六工遺跡

4月 14日 ～ 4月 28日

4月 26日 ～ 4月 28日

調査研究員 ◎綿田弘実、自居直之、斉藤イ申介、中村敏生
十二遺跡は重機によるトレンチ調査で少量の遺物を採集して終了、向六工遺跡は用地未買収のため試掘

にとどまり、 5月 以降は長野市内の遺跡の調査に従事した。

(3)平 成元年度
○調査体制  事務局長兼総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長) 半田順計

同 調査部長   (   同  調査部長)笹 沢 浩
同 技術参与                佐藤今雄

長野調査事務所開所式 (昭和62年 4月 )
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第 1節 調査の契約

○遺跡と調査期間・担当者

0向六工遺跡  4月 18日 ～9月 13日

調査研究員 ◎綿田弘実、飯島明孝、入沢昌基、下島章裕
調査期間中、地元教育委員会関係者・小中学生の見学があいついだ。 9月 10日 に現地説明会を行い、162

名の見学者が訪れた。向六工遺跡の本年度分の調査終了後、更埴市・長野市内の遺跡調査を経て、平成 2

年 1月 以降、図面・写真′点検、所見整理など基礎的な整理の一部を行った。

(4)平 成 2年度
○調査体制  事務局長

長野調査事務所長

同 庶務部長補佐
同 調査課長

同 総  括

同 調査部長 (  同

同 総務部長補佐 (  同

長野調査事務所長

同 整理課長代理

塚原隆明

松本忠巳

臼田武正

宮下健司

塚原隆明

塚田次夫

小林秀夫

佐藤今雄

松本忠巳

峯村忠司

宮下健司

同 総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長)
同 調査部長 (    同   調査部長)
同 技術参与

同 総務部長補佐 (  同   庶務部長補佐)
長野調査事務所長

同   調査 2課長
○遺跡 と調査期間・担当者

・向六工遺跡  4月 5日 ～ 9月 17日

調査研究員 ◎綿田弘実、飯島明孝、下島章裕
住宅移転の都合から、調査は 4月 と7～ 9月 の 2回にわたり、夏場は最近50年間はないという早魃に見

舞われ難航した。 9月 7日 には約 1時間の現地説明会を行い、50数名の見学者があった。
長野市内の遺跡調査を経て、12月下旬以降基礎的な整理を行った。平成 3年 2月 17日 から 1週間、長野

市立博物館を会場とした速報展に出土品を展示した。

(5)平 成 3年度
○整理体制  事務局長 塚原隆明

塚田次夫

小林秀夫

山寄今朝寛

峯村忠司

同 総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長)

原 明芳
同 調査研究員 綿田弘実、町田勝則

長野市内の遺跡調査を終了した 6月 以降、更埴市′鳥林・

小坂西遺跡、長野市鶴萩七尋岩陰遺跡・赤沢城跡の 4遺跡

とともに、向六工・十二・野口・古司・子尾入の 5遺跡の、

報告書干J行に向けた整理に着手した。本年度は遺構カー ド

の完備と遺構実測図の トレース用版下作成、遺跡・遺構写

調査部長 )

庶務部長補佐 )

土器接合作業 (平成 3年 8月 )
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真の選定 0レ イアウ ト、遺物の洗浄・注記、土器の接合・石膏復原と分類・計量・実測・採拓、金属器の

仮保存処理を行った。

(6)平 成 4年度
○整理体制  事務局長                   峯村忠司

同 参  事               樋口昇一

同 総務部長                神林幹生

同 調査部長                小林秀夫

同 総務部長補佐 (兼長野調査事務所庶務課長) 山寄今朝寛
同 総務係長   (   同   庶務係長)羽 生田博行
長野調査事務所長               岡田正彦

同  整理課長          原 明芳
同  調査研究員         綿田弘実、西鳴力、町田勝則

本年度は遺跡全体図類・遺構実測図の トレース、石器・金属製品などの実測、遺物実測図の版組み・ ト

レース、遺物写真撮影、原稿執筆 と編集等を行った。

発掘調査報告書の印刷・製本、および校正にかかわる業務は平成 5年度に行った。

3 調査 に参加 した補助員
坂北村・麻績村分の5遺跡のうち、昭和62年度の古司・野口遺跡と平成元・2年度の向六工遺跡の発掘

調査、および平成304年度の整理作業には、作業従事員として参加された多くの方々の協力があった。
お名前のみ記して、感謝の意にかえさせていただく。 (敬称略・順不同)

○発掘調査 町田徳男、吉野文敏、高野源成、塚原広保、木藤祐夫、青木哲夫、石井喜久子、伊藤公郎、岩渕花
子、岩渕守、大田喜代人、大田好子、窪寺弘明、倉下静子、黒岩一男、鳴田弥生、高野キワ子、高

野博久、高春保子、田口教男、轟しのぶ、中尾保子、西沢淑子、野尻具治、野尻千枝子、待井市子、

丸茂松江、宮入元晴、宮腰真幸、宮沢よう子、宮下さみ、宮下公一、柳沢たか子、柳沢登代子、山

崎絢子、田中国夫、宮下愛子、滝沢廣幸、滝沢シゲ子、宮下千恵、宮下正治、宮下幸夫、吉原基治、

若松俊江、渡会留治、小林正枝、荒田浩明、関森貴紀、洞 智彦、増田正弥、伊藤孝子、臼井景佐
浩、鎌田なが子、桐山みとし、小林清寿、小山百江、関崎清春、関 宗利、林 健吾、日詰しげ子、
前川ふみ、峰村甲子美、飯森昌寿、飯森 満、山岸秀樹、青柳文彦、太田美幸、城山美恵子、平田
公江、藤原伸子、根石 聡、平松潤子、藤沢健司、待井裕之、宮鳴徹也、山岸香澄、山本美佳、山
崎朱実、山本郁夫、横山利昭、五十嵐裕美、飯

森拓也、窪田剛次、大飼理恵、臼井幸一、臼井

正三、上野孝仁、城山奈緒、中沢ゆきえ

○整理作業 小山丈夫、名取さつき、山岸隆男、小林由香、

橋本信子、青木明美、近藤朋子、立岩洋子、半

田純子、西村はるみ、古平道子、宮下孝一、西

田君子、西村美登子、北島康子、小出紀彦

平成元年度向六工遺跡発掘調査団 (平成元年 9月 )
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第 2節 調査の方法

1 発掘調査 の方法
当埋文センターの受託事業は広範囲を対象とし、継続的な調査となることが予想された。このためセン

ター発足当初より、調査に当たっては一定の方針に従い、共通した方法をとる必要があるとの認識が強く、

昭和57～ 59年に実施した岡谷地区調査の経験を基に「遺跡調査の方針と手順」を作成し、以後これに沿っ

た発掘調査が行われてきている。しかし、さまざまな遺跡の内容、調査の状況に照らして必ずしも十分な

ものとはいえず、実際の調査を通して検討が重ねられている。ここに報告する5遺跡も、基本的にこの「方

針と手順」にのっとって調査を行った。本項では、調査報告をまとめるに当たって必要な事項についての

み、概述する。

(1)遺 跡名称 と記号
遺跡名は県教委作成の遺跡台帳に記載されている名称とした。また、記録の便宜を図るために、大文字

アルファベット3文字で表記される遺跡記号を与えた。 3文字の 1番目は長野県内を9地区に分けた地区

番号で、A:北信地区、B:長野地区、C:上小地区、D三 佐久地区、E:松本地区、F:大北地区、G:

諏訪地区、H:上伊那地区、 I:飯伊地区、 J:木曽地区、(K:予備)と 区分している。 203番 目は

遺跡名をローマ字表記した場合の 2文字で、遺跡記号が重複しないように調整している。

ここに報告する東筑摩郡は松本地区 (ほかに南安曇郡、塩尻市、松本市を含む)に属し、地区記号Eが冠

される。向六工遺跡はMUKAIROKKUで EMR、 十二遺跡はJUUNIで EJU、 野口遺跡はNOGUTI

でENG、 古司遺跡はKOSIで EKS、 子尾入遺跡はNEOIRIで ENOを遺跡記号とした。この記号は当

該遺跡に関する図面、写真、遺物およびその整理箱等すべての資料に注記され、今後の情報処理にも用い

られるものである。

(2)調 査区設定の原則

調査区 (グ リッド)の設定は、国土座標

のメッシュに従うことを原則とした。測量

基準点は、国土地理院の平面直角座標系の

原点 (長野県は第VⅢ系、X=0,0000、 Y=0,

0000)を 基点に200の倍数値を選んで調査

範囲内の 1点に設け、測量基準線はX軸・

Y軸 とした。

グリッドはこの基準点を基に設定 し、

大々地区・大地区・中地区・小地区の 4段

階に区分した。

まず調査範囲が最小限にかかる200m×

200mの 区画を設定し、これを大々地区と

した。大々地区の呼称は、原則として北西

から南東へ向かって、 I・ Ⅱ・Ⅲ……の

ローマ数字とした。

大々地区を40× 40mの 25区画に分割し、

ABCDEFGH

(夕1)

第 1図 大・中

丁

１
上

一̈̈
¨̈̈
一̈̈
一̈̈
一̈一̈一̈̈
¨

Ｉ

７

‥―‥…‥

¨̈一̈̈
¨̈̈
一̈̈̈
¨̈̈
¨̈

|

|

-5-

Mは 小地区L M05



第1章 序 説

大地区とした。大地区の呼称は、北西から南東へ A・ B・ C……Yの大文字アルファベ ソヽトとした。

大地区を 8× 8mの 25区画に分害1し、中地区とした。中地区の呼称は、北西から南東へ 10203… …

25のアラビア数字 とした。

大地区を 2× 2mに分割 し、これを小地区とした。小地区は、大地区の北西隅を起点とし、X軸上に西

から東へ A・ BOC… …Tのアルファベ ッ ト、Y軸上に北から南へ01002003… …20の数字を付tて 400

区画 し、両者を併せて「A02」 のように小地区名 とした。

これらの呼称を組み合わせ、例えば向六工遺跡の大々地区「Ⅱ区」のうち、大地区「L区」の中の中地

区「17区」は、「EMRIIL17」 と表記される。また、大地区「L区」を小地区に分割した「M05」 の場

合は、「EMR Ⅱ LM05」 と表記される (第 1図 ):

現場における調査区およびベンチマークの設定は、公団設置の引照′点または座標値の明らかな工事用杭

を利用した。調査用の基準杭は中地区 (8× 8m)を基本とし、業者委託によって設定したが、一部は調

査研究員が設定した。

(3)遺 跡調査の手順
坂北村・く麻績村はもともと考古学的な調査が少なく、調査対象となった遺跡も既知の情報は乏しかった。

また、野口遺跡の一部を除いて試掘調査が行われていないため、遺跡の範囲や内容は不詳であった。この

ため、いずれの遺跡も試掘調査から着手することとなった。

試掘は用地買収の条件や地目、上物のあり方に応じて、人力によるテストピットまたは トレンチ、重機

によるトレンチ掘削の方法をとり、遺構 0遺物の分布状態、土層の堆積状態の把握を試みた。この調査で、

遺構・遺物が認められないか、きわめて少量のため面的調査が不要と判断された場合は、土層断面のみを

記録し、この段階で調査を終了した。向六工遺跡と野口遺跡西地区以外はこのケースであった。

面的調査は試掘の成果をもとに、重機 (油圧式シャベル)で表土を除去した後、前項のとおリグリッド

を設定し、人力で遺構検出を行った。この際に出土した遺物は小グリッドあるいは中グリッド単位で取り

上げた。遺構面が 2面以上の部分は重機 0人力の作業を繰 り返すか、遺物包含層の場合は 2mグ リッド単

位で掘 り下げながら遺構検出にっとめた。

なお、発掘現場から室内の作業に至るまで、埋文センターの「発掘調査に関する安全基準」をi3_守 し、

危険防止につとめた。

(4)遺 構記号
遺構名称は記録・注記等の便宜を図るため記号を用い、遺構番号は時代等にかかわらず種類ごと、検出

順に付した。遺構記号は基本的に検出時に決定するため、主として平面的な形態や分布の特徴を指標とし、

必ずしも個々の遺構の性格を示すものではない。混乱を避けるため原則として遺構記号の変更は行わず、

最終的な遺構名称の決定は整理作業の段階で行われる。本書で用いた遺構記号には、次の種類がある。

OSB:2m以 上の大きさの方形、円形、楕円形の掘 り込み。竪穴住居址、竪穴状遺構。
OSK三 単独もしくは他の掘 り込みと関係が認められない、 SBよ り小さな掘 り込み。土坑 (墳 )、 陥

し穴、貯蔵穴、井戸等。

OSA:SBよ リガヽさな落ち込みや石が、列として酉己置されるもの。柵、築地。
OST:SBよ り小さな落ち込みや石が一定間隔で方形、円形に配置されるもの。これ以外の落ち込み

と関係が認められるものがある。掘立柱建物址、礎石を使用した建物址。

OSF:単 独で存在し、火を焚いたあとが面的に広がるもの。火床、炉址。
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第 2節 調査の方法

eSH:石 が面的に集中するもの。集石、焼石炉。
OSQ:遺 物が面的に集中するもの。ごみ捨て場、
OSX:以 上の遺構記号およびSD(溝等)、 SL

諸記号に該当しない、不明遺構。

SBOST内 の掘 り込み (柱穴等)にはPを付した。

(5)遺 構の調査方法
検出された遺構の調査については、竪穴住居址を例にとる。まず、おおよその平面形を確認した後、主

軸や付属施設を考慮しながら先行 トレンチをあけて埋土や床・壁を確認する。そして土層観察のために、

埋土を十字形のベルトに残して掘 り下げる。その際、埋土内から出土する遺物の取り上げの便宜を考えて、

北東を 1区く南東を2区、南西を 3区、北西を4区 と呼んだ。ベル トは断面記録後除去し、遺物は先の区

割 りと土層単位に取り上げたが、完形およびそれに準ずるものや床面密着遺物は原位置を記録したものが

ある。この後床面精査を行って炉 `カ マ ド・柱穴などを検出する。これらの施設も必要に応じて先行 トレ

ンチをあけるか半割して記録しながら掘 り下げた。その他の遺構もこれに準じて調査し、住居址より規模

の小さい土坑・小ピットなどは半割して埋土や柱痕を確認して掘 り下げた。なお、土層観察の際、土色の

記録は原則として『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)に よらた。   l

(6)測 量

遺構の測量は簡易遣 り方測量により、調査研究員およびその指導のもとに作業従事員が行った。この場

合中地区の 8m杭を基準とし、必要に応じてこの間を2mに 区切ってメッシユを設定した。住居址や一部

の大形土坑、集石などは個別遺構図として実測し、その他の遺構は中地区単位に区切った割付図として実

測した。地形測量は同じメッシュを基準に lmま たは 2m間隔で水準測量し、比例配分によって等高線を

導き出した。

遺構測量の縮尺は、個別遺構図と割付図が 1:20、 住居址の付属施設 (カ マドなど)や遺物分布図、集

石などは必要に応じて 1:10と した。

(7)写 真

遺跡の景観や遺構などの撮影には、マミヤRB6× 7と ニコンFM2を併用し、ともにモノクロプリン

ト (ネ オパン)と カラーリバーサル (フ ジクローム)で撮影した。35mmの場合はすべての遺構についてモノ

クロプ リントとカラー リバーサルで撮影 した。 6× 7の モロクロプリン トはほぼこれに準じ、カラー

リバーサルはとくに必要 と思われる場合に限った。撮影はすべて調査研究員が行い、撮影後の現像 と

ベタ焼きは業者委託とした。航空写真は向六工遺跡で 1回撮影した。

整理作業の方法

(1)発 掘記録の整理
発掘調査終了後の冬季の整理作業では、現場で作製された図面類と写真の整理を最優先した。図面類は

記載事項 (遺跡名、遺構名、地区名、実測担当者、実測年月日t標高、縮尺など)の′点検を行い、住居址など

主な遺構については平面図、断面図、部分図などを相互に照合・補筆し、第 2原図を作成した。あわせて

調査経過、遺構の構造所見等を「遺構所見整理カード」へ記載し、第 2原図等とともに「遺構カァド」へ

祭祀址等。

(水田・畑址)、 SC(道 路)、 SM(古 墳・墳墓)の
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貼 り込んだ。この作業は遺構の調査担当者が行った。写真の整理は、モノクロプリントについては撮影

順にアルバムヘ、カラー リバーサルは当面は撮影順にスライドファイルヘ収納し、記録簿と照合 して必

要事項の注記をすませた。時間的な制約から、発掘 と同一年度内の整理はここまでを最低 目標とし、発

掘現場での遺物洗浄・注記作業を除いて遺物の整理、遺構 0分布図との照合などは報告書作成に向けた

整理にゆだねることとした。

報告書作成にかかわる作業は整理課が担当し、その内容は第 1節 2の末尾に記した。製版・原稿執筆等

を経て、遺跡全体および遺構実測図・遺物実測図 0遺構カー ド・写真は永年保存資料 として台帳に登

録 し、将来的な収納・検索に備えた。

(2)遺 物の整理
出土遺物への注記は、遺跡記号、遺構記号・番号または地区名、取り上げ番号を記し、石鏃など小形石

器、金属製品には観察・保存の支障とならないよう、直接注記しなかった。土器・石器は分類・選別

の後、接合・石膏復原を経て実測・採拓を行った。石器の実測には業者委託によるスリット写真を用

い、その他は手測によった。また、金属製品は実測・撮影に耐えるよう、埋文センター保存処理室で

応急保存処理を施 した。遺物の写真撮影は埋文センター写真室が担当し、カメラはマ ミヤRB6× 7、
フィルムはTMAX100を 用い、現像・焼き付けまで行った。これらの作業を経た遺物は台帳登録し、テ
ンバコヘ仮収納した。理化学的な分析・鑑定は整理期間中に委託し、本書の付章に報告した。

(3)報 告書の記述 と編集
遺跡の掲載順序は、高速道路線の南から北とした。個々の遺跡の報告は遺構 。遺物に節を分け、それぞ

れ時代別・種類別に項目を分けた。遺構の記述については調査担当者の所見に基づいて整理担当者が

行い、住居址は位置、検出、埋土、規模・形態 (主軸方向・床面積)、 床・壁、柱穴、炉 0カ マ ド、諸

施設、遺物分布の諸項目の順序で記述し、他の遺構もこれに準 じた。床面積はプラニメーターで計測

し、 3回の平均値をとった。遺物分布図については、掲載された遺構の深さがいずれも20cm前 後 と浅
く基本的に単層だったため、垂直分布図は省略してもっぱら文章記述によった。なお、時期・性格の

不明な土坑やピット (遺構記号SKを 付した)は全体図に分布を示すのみとし、記述は省略した。

遺物については例言にある分担執筆者が整理から担当し、「成果と課題」の各時代の項で考察を行った。

遺物分類や記述の観点については、それぞれの項目を参照されたい。、なお、報告に当たっては例言に記

した指導者と分担執筆者のほかにも、長野調査事務所内外の多くの調査研究員から、整理担当者に指導・

援助があった。

請群|:

石器実測作業 石器集計作業 (平成 5年 2月 )
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第 1節 筑北山地の地形と気候

第 2章 遺跡群の環境

第 1節 筑北山地の地形と気候

1 地 形 の概 要

筑北山地は、松本盆地の東側、長野盆地と松本盆地を隔てる筑摩山地のほぼ中央部に位置しており、更

級郡・小県郡 と境する東筑摩郡の最北端に所在する。長野と松本を結ぶ中間的位置にあり、いわゆる筑北

地方と呼ばれ、本城・坂北・麻績・坂井の 4カ村が含まれる。筑摩山地の山間地であるが、犀川上流の麻

績川およびその支流に沿って谷底平野や河岸段丘の発達した盆地状の低地が開けており、古 くから開発が

進み、峰々の間を抜ける峠道が開削され、重要な街道筋であった。

この地域の地形は、大きく谷底平野の盆地とそれ以外の山地とに分けられる。山地はさらに盆地の東側

と西側で地質構造や侵食などによって大きな違いが認められ、いくつかの山地に分けることができる。

盆地は、構造性を加えた侵食盆地で、西条盆地と麻績盆地に分けられる。いずれも山頂部を火山岩類に

よって覆われたり、また、貫入岩によって貫かれている聖山(1,447m)・ 冠着山(1,252m)・ 四阿屋山 (1,387

m)の筑北三山に代表される一段と急峻な山や、中央隆起帯 (飯島1962)に属する山地、および700 γ l,000

m内外の比較的平坦な山々に囲まれている。

これらの地形面は、海成の第二紀を基盤として、長野盆地や松本盆地が形成される以前の、更新世前期

末 (お よそ80～ 100万年前)につ くられた高位侵食小起伏面 (隆起準平原)で、北安曇郡池田町地籍の大峰

付近を模式地とした大峰面群 〔小林・平林1955、 仁科1972〕 と呼ばれており、侵食によって削られてできた

侵食面である。この大峰面群より高い聖山・冠着山・四阿屋山・大洞山・岩殿山など郡境や地域を分ける

山々は、この大峰面が形成されていた当時侵食から免れていた山々で、このような山を残丘 と呼んで

いる。

善光寺盆地面

聯濡 後
こひ
うじ
げり
ん

3墨轟
大峰面群

0 (1:250,000)5km

□
第囃 層
び 0火

山⑮ 新脚 層日 喜圭袋磨

0 :約 30万 )40km

800  700

第 2図 筑北・更埴地区位置図
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第1節 筑北山地の地形と気候

また、700～ 1,000mの 山地は、大峰面が更新世中期以降 (お よそ70万年前)隆起 しながら侵食を受けて

でぎた山地で、侵食面が局部的な平坦面や、やせ尾根 となって残ってお り、猿が番場峠 。一本松峠など各

所に見られるウイン ドギャップ (風の通り道)は、古 くからの峠道 として利用されている。

一方、河川沿いには段丘・扇状地や氾濫原などが発達 している。段丘は、その形成の古い方か ら中位段

丘 I・ 中位段丘Ⅱ・低位段丘 I・ 低位段丘Ⅱ・沖積段丘 I・ 沖積段丘Ⅱの 6段に区分される。段丘面は古

いものほど標高の高い所に残 り、その後の侵食を受けて地形面の明瞭さを欠 く傾向が見られる。

2 地 形 区分
筑北地方は、山地・低地・河川などの特徴に基づいて、地形を細分することができる。谷底平野は麻績

盆地と西条盆地に分け、山地は聖山山地・中央隆起帯の山地・岩殿山地の 3つに細分される。

聖山山地は、横原山丁聖山一三峰山を結ぶ東西方向に延びる尾根を主稜とするため、北斜面と南斜面が

発達する。ケスタ地形 (差別侵食によってできた非対称の山の背地形)を呈し、北斜面側に緩 く傾 く。これ

に対し、南斜面の標高1,100m以上の地域には300mにおよぶ断崖が連続する.こ の断崖は聖山の溶岩から

できている。その下位の標高1,000m以下の南斜面は、大峰面群の侵食面で、地層面が延びる方向に直交

して南へ流れる河川が数多く発達しており、これらの河川は上流から押し出された大量の土砂によって埋

められている。この地域に集落が多い。また、河川と河川の間には小川累層からなる尾根が延びている。

中央隆起帯の山地は、冠着山一大林山―四阿屋山一大沢山一御鷹山に続く標高1,200～ 1,600mに およぶ

最も高い郡境をしきる山地である。山地の主稜はほぼ南北に延び、斜面はきわめて急峻で、これに直交す

る南西方向の河川が発達してい

る。河川は、上流からの押し出

し堆積物に埋められ、末端部に

小規模な扇状地をつ くり、扇端

部は麻績川や東条川に削られて

段丘地形を形成する。

なかでも四阿屋山は、この地

域のほぼ中央部を占めく頂上に

は筑北 4カ村の境界が集まる。

山頂は安山岩でtこれが差別侵

食によって残丘地形を形成 し

た。地層は小川層の砂岩・礫岩

で、これを貫く助岩の岩脈や岩

床が各所に見られ、硬い尾根筋

や頂を形成するとともに、山全

体の安定化に役立っている。西

斜面はなだらかで大峰面群が発

達しており、山腹にはローム層

に覆われた平坦面が残され、ま

た盆地に向かって幾筋もの尾根

が延びている。北西へ延びる尾

根の先端には、戦国時代の土豪

青柳氏の山城が存在した。ここ

第 1表 筑北地区の地質層序区分
地質時代 地層名 四石

新

生

代

第

　

　

四
　

　

紀

完
新
世

酢
前

７０

　

　

‐８０

湿 地 ・ 氾 濫 原堆 積 物 [蓉嘗睾酵b僣褥結競総ζ縄泰璽ρ
堆積物。支流の小規模

崩積± 0押 出し堆積物

縄 文 段 丘 堆 積 物

低 位 段 丘 堆 積 物

中 位 段 丘 H堆 積 物

中 位 段 丘 I堆 積 物

淘汰の悪い亜角礫を含む砂質の泥土を基質とする。地すべり
土石流、扇状地堆積物。

砂を基質とした亜円礫。向六工遺跡を含む。標高600m以上の
地域では、地表に河岸段丘としては露出しない。

更
新
世

後

期

砂を基質とした亜円礫が主。標高640～ 680mに分布し、向原
団地面を含み、上流域では谷底平野面が対比される。

中

期

標高750m前後の平坦なやせ尾根を構成。砂を基質とした亜
角礫が主。開析が進んでおり、堆積物の観察はできない。

標高850～ 950mの緩傾斜山地を構成。東山開拓地の平坦面を
含む。礫。砂・シルトからなり、クリスタル・アッシュをのせる。

前

期

新
　
　
第
　
　
一二
　
　
紀

鮮
　
新
　
世

猿
丸
層

柵

層

四阿屋山火山岩―麻績～西条盆地東側の四阿屋山など山頂や
尾根に′点々 と分布する緻密な輝石安山岩。

三峰山火山岩―複輝石安山岩溶岩と同質の凝灰角礫岩からな
り、シルト・凝灰岩の薄層をはさむ。

聖山火山岩―複輝石安山岩溶岩と同質の凝灰角礫岩。溶岩は
多孔質。山頂は玄武岩質安山岩溶岩。

凝灰角礫岩～凝灰岩。火山角礫岩や軽石凝灰岩層をはさむ。
一部は水中堆積。

砂岩 。泥岩およびその互層が主。礫岩や炭化度の低い石炭層
をはさむ。 また、軽石凝灰岩がはさまる。

中

　

新
　
　
世

後

　

　

期

小

川
層

泥岩・砂岩が主。炭化度の低い石炭層や礫岩層・凝灰岩層を
はさむ。シジミ・タニシなど淡水性化石を含む。

角閃石黒雲母流紋岩質凝灰岩。一部に溶結凝灰岩がみられ
る。裾花凝灰岩に対比される。

層山灰爽重
塊状砂岩・礫岩を主とし、何枚かの薄い石炭層 。炭質泥岩層
または泥岩層をはさむ。植物化石を含む。

下

部 差 切 礫 岩 砂 岩 層
塊状砂岩を主とし、礫質砂岩に移化する。礫岩・泥岩の薄層
をはさみ、漣痕目立つ。カキ化石・砂管含む。

中

　

期

青
木
層

上

部 赤 松 泥 岩 砂 岩 互 層
横への変化に富み、泥勝ち互層、砂勝ち互層、砂質泥岩から
なり、スランプ構造や堆積構造が発達している。

下

部 細 田砂 岩 泥 岩 互 層 ?暮「憾底盪学彙子月翼善還濃看暴2番売を夕
厚い砂岩をは
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第2章 遺跡群の環境

は標高905mで、盆地 との標高差は300m、 玲岩のピークにある要害の山城であった。この尾根筋は、屏風

のように麻績川と東条川合流点まで延び、麻績盆地と西条盆地とに分けている。

岩殿山地は、岩殿山を主峰とする東条川と犀川に挟まる山地を呼び、標高700～ 900m内外の大峰面群の

平坦な山嶺が広がる山地である。河川は地層面の延びる方向に沿い縦谷が発達して深 く刻み、生坂・岩殿

・富蔵の小山脈を分ける。小山脈は、南北方向に延び、斜面は急崖の岩壁となって谷に落ちている。麻績

川は、この南北方向の地層に直交して、赤松以西で横谷となりV字谷をうがって差切峡谷をつくっている。

岩質が硬いため侵食がはばまれ、盆地部への下方侵食をおくらせている。ここの主峰岩殿山は、独立した

残丘を形成していない。それは残丘をつ くりやすい火成岩が分布しないからである。

谷底平野は、麻績川沿い中流部の上永井や中安坂から麻績・下田を経て竹場 0仁熊にかけた地域と、東

条川沿い下流部の竹の下から西条を経て中村にかけた地域とに、比較的広い谷底平野や段丘が発達する。

前者は麻績盆地、後者は西条盆地と呼ばれる。また、小仁熊川 0別所川上流部にも小規模な盆地地形が見

られる。これらの低地は、周辺を聖山・四阿屋山・岩殿山地などの山々に囲まれて盆地状の地形をなして

いる。この地域の水を集めているのは麻績川である。その横谷部の差切峡谷が川床の下刻をはばんでいる

ために、盆地部では側方侵食が進み、谷幅を広げて谷底平野をつくっていった。その後、間欠的隆起運動

によって小規模な河岸段丘を形成した。麻績盆地の場合、沖積世に入って地形交換点 (遷急点)が盆地内

部に届かなかったため、河川の下刻が全域まで及ばず、沖積段丘は日立たない。押し出し堆積物の閉塞に

よる一時的な湛水を含め、河川堆積物による堆積が進み、沖積層の比較的広い分布が見られる。また、盆

地周辺の河川は、押し出し堆積物が顕著で、緩やかな斜面をつくり谷底平野を覆っている。

一方、西条盆地は、東条川の流路に沿って沖積層が広がる。段
岳
や押し出し堆積物は、右岸に発達が顕

著である。これは、四阿屋山を含め中央隆起帯に属する山々の隆起量が西側山地より大きく、盆地との比

高も高いために多量の崩積堆積物が押し出され、これが河川堆積物として堆積し厚さを増したことによる。

沖積世の地形変換点が内部まであがっているため、河床勾配は急で、小規模な沖積段丘をつくる。

3気 候

気候は、全般的に降水量が少なく、日較差 0年較差の大きい中央高地式 (内陸性)を示す特徴をもつ。

県内の最寡雨地である上田・更埴地方に隣接しており、降水量は年平均1,000mm前後と寡雨地域の一部で、

降水型は太平洋型を示し、冬少なく、夏多い。日本海へ70kmと 近い位置にあるため、冬季の積雪は北の影

響を受けやすい。しかし、聖山一三峰山一冠着山の山列が東西方向に延びていて、地域の北側の屏風とな

り、冬の季節風をさえぎるため、山列の北側地域に比べて降雪量・積雪量とも少ない。降水量の少なさ、

谷の浅いこともあり、用水確保のための溜池や貯水ダムが目立つ。

気温は、麻績 (標高632m)の年平均気温が10。 2℃ を示しており、長野より約 2℃、松本より1。 5℃ 前後

低い。秋冬の訪れが早 く、 102月 は零下となり、春秋の期間は短い。日較差は、月別平均で 5月 が最も
高く13。 9℃ を示し、春冬秋夏の順となり、低地ほど大きい。年較差は、長野26。 3℃ 、松本25。 3℃ に対して

麻績は2a5℃ と大きく、冬低 く夏高い特徴をもつ。これは、盆地性と冬の季節風の吹き抜けることが原因

する。また、高さによる気温差は、麻績の年平均気温を基準にして垂直減率 (100mに つき0。 5～ 0。 6℃ )に

よって算出すると、700m-9.8℃ 、800m-9.3℃ 、900m-8。 6℃ 、1,000m-8。 3℃、1,10om-7。 8℃、1,447

m(聖山山頂)-6。 1℃ となり、この値は地域の観測値と近似している。したがって、気温減率による年平

均気温差を等高線に沿って広げていけば、この値が地域の年平均気温の水平分布と見なせる。桜前線や紅

葉前線も高さによる気温差に左右されており、紅葉前線は最低気温が 8℃ 以下に下がる日が数日続くと紅

葉が始まるといわれ、 9月 末に聖山や四阿屋山などの山頂にあった紅葉前線は、10月上旬の後半には一
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第1節 筑北山地の地形と気候

気に標高750mの線まで下 り、 10月 の半ばには、全地域が紅葉に包まれるのが一般的である。

一方、風は、地形が複雑なため局地風が多いが、一般的には北ないし北東風が卓越する。この卓越風

は、冬季には季節風と重なり、長野側から吹き上げて雪を伴うことが多い。また、山を越えて乾燥した空

風となり、この地域に厳しい寒気をもたらす。夏季は乾燥した風となるので、内陸性の気温の高さに対し

て、さわやかさを運んでいる。一本松峠や猿が番場峠など聖山山地の鞍部は、この風の通り道 (ウインド

ギャップ)で、この卓越風は、聖おろし 0番場おろし・冠着おろしとか呼ばれており、聖山や三峰山山頂

・聖湖畔などに、南または南西に傾く風障樹をつくっている。
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下平真樹 1990 「地形と地質」『坂北村誌上巻』坂北村編纂会
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働長野県埋蔵文化財センター 1989 『長野県埋蔵文化財センター年報』 6

仁科良夫 1972 「大峰面の形成過程」 (『地質学論集』 NQ 7)

本間不二男 1931 『信濃中部地質誌』古今書院
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第 2章 遺跡群の環境

第 2節 歴史的環境と周辺の遺跡

今回調査の対象となった 5遺跡が分布する西条・麻績盆地には、坂北村・麻績村のほか、本城村・坂井

村の 4カ村がある。これまで筑北 4カ 村で行われた考古学的な調査には、1962年の坂井村安坂古墳群の発

掘、1970年 の本城村コクサギ (唐前)遺跡の発掘、1979年の麻績村武士塚古墳の発掘、1990年の本城村番

場遺跡の発掘のほか、1940年代の安坂古墳群の調査、『東筑摩郡・松本市・塩尻市誌』編纂に伴う調査が

知られるのみである。ここでは筑北山地の遺跡の消長を概観してみる (第 2表、第5図 )。 なお、麻績村の

遺跡数が多い理由には、1989年刊行の村誌編纂事業に伴って既存の遺跡分布図が見直されたことも関

係し、近い将来他の 3カ 村についても、分布調査によってより正確に把握されることが期待される。

旧石器時代 現在筑北最古の遺跡は、石刃を出土した坂北村東山遺跡と思われる。このほか本城村南平

遺跡から神子柴型石斧、麻績村蔵次郎遺跡 (第 5図 96、 以下番号のみとする)か ら神子柴型尖頭器、山吹堂

遺跡 (90)か ら槍先型尖頭器が出土し、旧石器時代末期の人跡がうかがえる。

縄文時代 早期の遺跡は、特殊磨石を含む石器のみを出土した遺跡も含めると16カ 所に上 り、聖湖岸、

大沼池周辺、一本松峠周辺など、筑北山地でも最も標高の高い、聖高原一帯に集中している。これに属す

遺跡としては、麻績村聖山山頂 (103)・ 大沼 (104)・ 雀木 (105)・ 聖湖西 (107)・ 聖湖 (108)・ 一本

松 (109)・ 坂井村蟹沢 (131)・ 蕗清水 (133)・ 強清水 (134)の 諸遺跡があり、押型文・条痕文土器が出

土している。更埴市大池南 (144)・ 古屋敷AOB(1490150)・ 八幡林 (151)・ 大岡村シャレー聖ケ

岡 (141)・ 聖山 (142)・ 鍋久保 (143)遺跡も高原立地の遺跡群で、鍋久保遺跡では押型文土器を伴う住

居址や、貝殻沈線文土器を伴う土坑群が調査されている。一方、盆地内では絡条体圧痕文土器を出土した

本城村上手山遺跡、ごく少量の遺物を出土した坂北村十二 (2)・ 麻績村仏岩岩陰 (91)遺跡がある。東

条川の河岸段丘にある坂北村向六工遺跡 (1)は最も低位の立地を示し、少量の押型文土器を除けば、絡

条体圧痕文が盛行する末葉の単純な集落址である。

前期の遺跡は、石匙を含む石器のみを出土した遺跡を含めると11カ所を数え、筑北全域に拡散して分布

している。比較的高所の山腹に立地する本城村矢塚 (9)・ 麻績村野田沢上 (52)・ 坊平 (82)・ 北山

(102)遺跡と、山麓から河岸段丘に立地する本城村八木 (10)・ 坂北村東畑 (41)・ 麻績村和合 (46)・

清水 (102)遺跡が知られ、和合・野田沢上遺跡からは諸磯 C式が出土し、後葉段階の遺跡が多いといわ

れる。

中期の遺跡は15カ所を数え、前期の約 3倍増という長野県全体の動向ほど顕著な増加は見られないもの

の、石斧・石鏃など石器のみを出土した遺跡のかなりの部分は中期に属すと推定される。東条川の段丘に

立地するコクサギ (唐前)遺跡 (22)か らは唯一住居址が検出され、勝坂式・加曽利 E式の出土が知られ

ている。町裏遺跡 (23)も これに近い。麻績川の河岸段丘に立地する麻績村和合遺跡 (46)は 初頭段階、

下井堀遺跡 (58)は 後葉段階のまとまった土器を出土した。下井堀遺跡の土器は唐草文系第Ⅲ段階を主体

に、千曲川流域と犀川流域北部に多い圧痕隆帯文土器が伴い、彼我の交流がうかがえる。これらの支流に

立地する本城村上手山・堂畑・坂北村東畑 (41)・ 菖蒲田 (42)・ 麻績村夜舟 (99)・ 市野川 (100)遺跡

や、より高所に立地する坂北村清長寺裏 (38)。 東山・麻績村北山 (102)・ 坂井村蟹沢 (131)・ あわら

平 (132)遺跡もある。

後期は前葉の土器が麻績村野口 (3)・ 坂北村向六工 (1)遺跡でわずかに出土しているのみで、晩期

は遺跡が矢日られていない。

弥生時代 土器の出土が知られるのは中期 10後期 6遺跡を数える。東条川・麻績川の段丘に立地する

遺跡が多く、本城村町裏 (23)・ 坂北村向六工 (1)・ 麻績村寺裏 (60)・ ツヅネ森 (70)・ 砂田 (85)・
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立石 (92)・ 坂井村古司 (4)遺跡がある。これらの支流に立地するのが麻績村宮本 (93)・ 梶浦上 (98)

・夜舟 (99)0坂井村崎平 (115)遺跡、高所の山腹に立地するのが麻績村北山 (102)・ 頭無 (106)・ 坂

井村強清水 (134)遺跡である。立石遺跡からは箱清水式土器、太形蛤刃石斧、扁平片刃石斧、石包丁、

炭化米が出土し、麻績川の沖積地で稲作を行っていたことは確実 といわれる。このほかに磨製石器を出土

した遺跡 としては、寺裏・宮本・梶浦上・古司・崎平 0強清水遺跡から太形蛤刃石斧、向六工・北山遺跡

から石鏃の出土が知 られ、これらを中期 とすれば10遺跡となり、後期を上回ることになる。長野県では磨

製石器は弥生後期には消滅するといわれ、筑北の諸例の帰属時期が問題 となるとともに、高冷地への稲作

の波及期 を考えるうえで見逃せない資料である。

古墳時代 筑北最古の古墳は坂井村東山中腹に立地する安坂 102号墳 (117-1・ 2)である。いずれ

も一辺10mの方墳の積石塚で竪穴式石室を備え、 5世紀代の築造である。 1号墳からは剣、直刀、鉾、き

さげ、砥石が出土し、剣の地金は朝鮮半島渡来といわれる優品である。安坂古墳群は 7基が登録されてい

るが (現存 4基)すべて方墳で、山麓に立地する 3・ 4号墳は後期古墳である。「安坂」の地名は『日本

後紀』の延暦16年 (797)の条の「賜姓安坂」に見られ、安坂古墳群の被葬者は高句麗からの渡来氏族と

考えられている。後期古墳は筑北各地に分布するが、麻績盆地に集中している。坂井村では安坂 3～ 7号

墳 (117)の ほか、塚畑古墳 (118)・ 積石塚方墳の追沢古墳 (121)・ 山秋古墳 (125)・ 山崎 1～ 3号墳 (127

～129)の 11基、麻績村では砂原古墳 (47)・ 塚原 102号墳 (53054)・ 天王西原古墳 (65)・ 塚田古墳 (68)
・叶里塚古墳 (71)0武士塚 1～ 5号墳 (72073)0王 塚 (ブス塚)古墳 (76)・ 宮本古墳 (94)・ 梶浦古

墳 (97)の 14基、坂北村では武士塚古墳 (29)・ 高塚古墳 (30)の 2基、本城村では小仁熊の塚田古墳 (15)

0塚田添古墳 (20)・ 東条の塚田古墳 (21)・ 竹の下古墳の 4基が知られる。このうち武士塚 1号墳は発

掘調査され、 1次埋葬後、 708世 紀にかけて横穴式石室を改修して 2次埋葬し、さらに、11世紀に 3次

埋葬が行われた状況が明らかになった。これら33基の古墳が知 られている反面、集落址はほとんど不

明で、わずかに後期に属する遺物が採集されているにすぎない。

古 代 古代の筑北は更級郡麻績郷に属していた。更級郡の境域は、北は犀川以南の川中島から南は本

城村に及び、現在の更埴市八幡の郡に郡衛が置かれていたことはほぼ確実といわれる。麻績郷はその中で

も最大の面積を占め、その範囲は現在の東筑摩郡麻績村を中心に坂井・坂北・本城村の 4カ村が該当し、

一部は犀川流域に達していた。ここには、松本平から越後へ通ずる東山道の支道が通っていた。この支道

は四賀村の錦織駅で分岐し、麻績駅を過ぎて冠着山の古峠を越えて善光寺平へ通じていた。このため都の

文化にも直結して、貞観 8年 (866)に は定額寺の安養寺が麻績郷内に置かれたのをはじめ、岩殿寺や福

満寺など山岳仏教が栄え、嬢捨の月の名所として名をはせた。平安後期には郷内も荘園化が進み、11世紀

には伊勢神宮 (内宮)に寄進され、麻績御厨という荘園となった。伊勢神宮へは毎年、鮭300尾、筋子 1

桶、鳩栗 1斗、千棗 1斗を貢進している。

筑北の古代遺跡はすべて平安時代とされ、本城村 8

・坂北村 5・ 麻績村18・ 坂井村 7カ所の集落遺跡が知

られている。これらの大部分が東条川・麻績川の河岸

段丘付近に集中する一方、麻績村屋敷平 (101)・ 坂

井村竹原 (130)・ 蟹沢 (131)・ 蕗清水 (133)遺跡な

ど、峠道に通ずる遺跡も見られる。本城村藤塚窯跡

(18)・ 麻績村松倉窯跡 (57)は須恵器窯である。坂

北村長者原経塚 (31)は近世末に掘られ、経筒外容器

は12世紀代の常滑系甕である。本城村鏡平遺跡出土の 安坂 1号墳
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第2章 遺跡群の環境

八稜鏡 もこのころに属する。文献に華々しく語られているわりには遺跡の実態は明らかになっておらず、

麻績村野口 (3)。 坂北村向六工 (1)遺跡の調査によって、 9010世紀の山村のありさまが初めて語 ら
れることとなった。

中 世 鎌倉時代初期に、麻績郷は筑摩郡に移ったらしく、東山道支道も一本松峠を通るようになっ
た。承久の変後、服部伊賀守が新補地頭 として麻績に入部した。このころ、岩殿山は12坊 04支院を

有する修験道場 として栄えた。建武 3年 (1336)に は宮本の十日市場付近の戦いで村上信貞が北条軍を

破 り、筑北地方は村上氏の領有 となった。応永 7年 (1400)の大塔合戦では、在地領主麻績山城守が反

守護軍に属 して戦った。戦国の動乱期 を迎え、寛正 5年 (1465)を 最後に麻績御厨は退転 したらし

い。永正の初め (1508こ ろ)、 服部清信が麻績に入部し、中町裏付近に居館を構え、虚空蔵山城 (88)に

拠 り、麻績城 (89)を 築いた。甲越戦争は筑北地方も戦乱に巻き込み、天文22年 (1553)武田晴信が筑北

地方に侵攻すると青柳氏はこれに降り、服部氏は越後の長尾景虎のもとへ走って、麻績は青柳氏の支配す

るところとなった。天正10年 (1582)武田氏が滅びた後、上杉景勝と小笠原貞慶の影響力の間で麻績城・

青柳城 (36)の城主は目まぐるしく代わり、天正15年 (1587)青柳頼長が小笠原貞慶に滅ぼされた後、青

柳城は小笠原氏の領有 となった。天正18年 (1590)、 小笠原氏に代わって松本へ入封した石川数正が筑北

地方を領有して以来、近世前半は松本藩の歴代藩主が筑北を統治することとなった。

中世遺跡としてはここにふれたような城館跡が盆地にのぞむ要所に築かれ、本城村 50坂北村 40麻績
村 50坂井村 3カ所を数える。このほかに陶磁器や内

耳鍋などの出土が知られる遺跡は筑北全体で18カ所に

上る。麻績村古屋敷遺跡 (86)か らは瀬戸美濃系陶器

灰釉小皿10枚が内耳鍋、石臼などと出土し、居館跡の

可能性が高いという。坂北村向六工遺跡 (1)は、筑

北で度重なる攻防が繰 り返された16世紀半ばを中心と

する集落址である。麻績村野口遺跡 (3)は青柳城の

北麓に位置し、城に関係した伝承地でもある。

・この表は『長野県史考古資料編全 1巻(1)遺跡地名表』 (1981)の 「長野県市町村別・時代別遺跡数一覧表」をもとに作成
した。
・ただし『県史』は地名表のみのため、第 5図筑北地区遺跡分布図および遺跡地名表に掲載したのは、市町村遺跡台帳・

貧壇踪ほ箸侵見ル
た遺跡、あるいは都誌・村史等の遺跡分布図に記載があるものに限り、地図上で位置が確認できなかっ

°
菅1鷹傷期甥ネ謬酬湖管掃踊滅も」ソ騒堤%鍋漏駄集編趾虎3   躍橋冬
・筑嘉 1カ繕あ追跡には城館跡を含め、さらに、時期不詳の遺跡については、土器が確認されていない場合でも特徴的な

震言ら慎呼ほ:進象碁黒思軍鯨習52級ξk「
文時代については、特殊磨石は早期、石匙は前期 として扱った。弥生時

青柳の切通 し (1582年開削)

第 2表 筑北地区時代別遺跡数一覧表

×
般 遺 跡

古 墳

窒
¨
　

　

址

寺

院

址

経

　

　

塚

城

　

　

跡

館

　

　

跡

遺

跡
総
数

旧

石

器

縄 文 時 代 弥 生 時 代 古 墳 時 代
奈良 平安 中世 近世

草創 前期 後期 晩期 不詳 前期 中期 不詳 前期 後期 不詳 後方 後円 円墳 不詳

本 城 村 1 1 4 7 1 1 2 1

坂 北 村 1 2 1 1 7 1 1 2 1 2 1 1 1 1

麻 績 村 2 7 6 1 7 3 1

坂 井 村 1 3 5 2 2 8

松本地区計 1 0 0 1 1 0 1

長野県合計
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第 表 筑北地区遺跡地名表 (1)
番

号

遺

跡

名

石

器

縄

　

　

文

弥

　

　

生

古

　

　

墳

奈

良

平

安

中

近

世

文

献

草

）^
早

一削

。

中

後

・・
晩

不

　

　

詳

中 後

不

　

　

詳

一則

。

中

後

不

　

　

詳

: 向 六 工 遺 跡 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ 28・ 29

町  裏  〃 ○ ○ ○ ○

(番号は第 5図 と符合する。◎は遺構のある時期 )

番

号

跡

名

石

器

縄
　
　
文

弥

　

　

生

古

　

　

墳

奈

良

平

安

中

近

世

文

献

草

・）
早

一則

　

。
　

中
，

後

）^
晩

不

　

　

詳

中 後

不

　

　

詳

ユ剛

。

中

後

不

　

　

詳
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第 4表 筑北地区遺跡地名表 (2)

屋 敷 平 遺 跡

聖 山 山 頂 〃

大  沼  〃

雀  木  〃

熊 ノ川 日影 〃

〔安 坂 古墳群〕

安坂 1号 古墳

硯 龍 寺 砦 跡

安養寺窪遺跡

山崎 3号古墳

天 宗 寺 館 跡

シャレー聖ケ岡遺跡

番

号

遺

跡

名

石

器

縄

　

　

文

弥

　

　

生

古

　

　

墳

奈

良

平

安

中

近

世

文

献

草

・・
早

一則

。

中

後

・・
晩

不

　

　

詳

中 後

不

　

　

詳

ユ則

。

中

後

不

　

　

詳

大 池 南 ○ ○ ○ ○

芝  平  〃 ○ ○ ○ ○

北 和 合 遺 跡 ○ ○ ○

本 田 遺 跡 ○ ○ ○

桜 塚 古 墳 ○

藤 ノ 木 〃 ○

堂 城 山 〃 ○

堂 城 山 経 塚
|

○

仙 石 遺 跡 群 ○
|

〇
|

○ ○ 〇
|

○

(仙石酬 塚穴遺跡 ○
|

〇
|

〇
|

○ 〇
|

〇

(〃 )東歩行山遺跡 ○
|

〇
| |

〇
|

○ 〇
|

Э

勝 山 遺 跡 ○
|

〇
| |

〇
|

〇
|

〇
|

勝 山 古 墳
|

〇
|

勝 山 経 塚
|

Э
I

須 坂 遺 跡 〇
| |

〇
| |

〇
|

〇
|

Э
I

幅 田 遺 跡 群 ◎
|

◎
|

〇
| |

◎
| |

◎
|

◎
| |

5、 8、 9、 19、 38

三 島 古 墳
|

〇
|

三 島 遺 跡 群 〇
|

〇
| |

Э
I |

〇
| |

Э
I

◎
|

◎
|

2、  20

一-18 -一



第 5図 筑北地域の遺跡分布図 ―-19 ・ 20-―
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第 3章 向六工遺跡

むかい ろっ く

第 3章 向 六 工 遺 跡

第 1節 遺跡の概観と調査の概要
1 遺跡 の概観
本遺跡は、東筑摩郡坂北村字向六工5,846ほかに所在し、JR篠ノ井線坂北駅の西300mの位置にある。

高速道路線としては六工高架橋の南側で、高速バス坂北停留所に当たり、中心杭5120513を含む。

本遺跡は東条川左岸にあり、東に張り出した台形の段二全面を占め、標高590～ 600mの地点である。こ

の段丘は面積約20,000m2を測り、緩傾斜面で日照は良く、筑北山地の遺跡立地としては好適な条件を備え

ている (第 6図 )。 地元では古くから石鏃や銭貨の出土地として知られ、岩殿寺山門のあったという伝承

地でもある。遺跡として登録されたのは昭和56年が初めてのことのようで、縄文時代の石器と平安時代の

土器が記載され、内容は不詳であった。

現況は一部宅地を含む疏菜畑で、かつては全面が桑畑であったという。昭和50年代に本遺跡の西側の上

位段丘面にある柳原団地の造成に伴って、六工橋から遺跡北東部を通過する村道が建設された。

2 調査 の概要
本遺跡の発掘調査は、昭和63年度に13,600m2を 対象面積として計画されていたが、年度当初には未買収

地が過半分を占めていた。このため、坂北村

十二遺跡の調査後、 4月 26日 から28日 に調査

研究員 4名が lm四方のテスト・ピット16カ

所を掘 り下げる試掘を行った。この結果、縄

文早期の条痕文土器、石鏃、弥生時代の磨製

石鏃、平安時代の土師器・灰釉陶器、中世の

銭貨などを検出し、遺物包含層と遺構の一部

を確認した。その後、 7月 に至っても用地買

収の進捗が見られないため、次年度に延期す

ることとした。

平成元年度には調査研究員 4名が担当し、

4月 18日 から9月 13日 まで、未買収の宅地と

切 り回しの必要な村道部分を残して全面的な

発掘調査を行った。 トレンチ調査によって調
査地北端にも遺物包含層が延びていることが

判明したため、対象面積は14,500が となり、

この内前述の部分を除く11,700m2を 調査した。

平成 2年度には調査研究員 3名が、村道部

分を4月 5日 から20日 、宅地音Ь分周辺を7月

24日から9月 17日 まで調査 した。対象面積は

2,800m2で、 2カ 年の発掘で本遺跡全体の 7

割以上が調査されたと推定される。残存部分第 6図 地形 0配点図 (1:3,000)
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第 1節 遺跡の概観 と調査の概要

第 7図  トレンチ設定図 (Tは トレンチ)

はⅡMOR・ V地区の東側のみとなった。

第 8図 遺構割付図

面的調査の手順としては、本調査当初に重機により25m間 隔で南北 4本 (1～ 4T)・ 東西 8本 (5～

12T)の トレンチをあけて遺物包含層を確認した後、北側から表土景Jぎ を行い、浪j量基準杭と簡易貫板を

設定した (第 7図 )。

測量基準杭は第 1章の原則により、日本道路公団の工事用杭の座標から業者が算出して 8mグ リッド杭

まで設定し、水準測量もこれによった。調査予定地には200mの大々グリッドI～Ⅳ区がかかったが、西

側急斜面に当たる I・ Ⅱ区は結果的に調査区からはずれ、南端のⅣ区は40mの大グリッド3地区、大

半を占めるⅡ区は同じく11地区を調査した。大々グリッド基点のIVAA01の座標は (X=47,600。 000、 Y

=-43,600。 000)で、X軸は遺跡の長軸、Y軸は遺跡の短軸と一致する (第 6図 )。

遺構測量には適宜 2]m方眼を設定して手測した。地形預J量もこれに準じて言己録し、後に上ヒ例酉己づれこよっ

て地形図を作成した。航空撮影は平成元年度調査の終了時に行った。

遺構実測図の報告書掲載は、縄文早期・中世遺構については、局地的に同一調査面で各種の遺構が集中

する部分が見られるため、これを遺構群ととらえ、割付図として抜き出した (第 8図 )。 その他は個別遺

構の挿図とした。

V_V土層図位置
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調査の経過

平成元年度

4月 12日  重機で トレンチ掘 り下げ。土層分層。
4月 18日  発掘開始式。表土景Jぎ。 HG・ H区遺構検出。
5月 8日  ⅡLOM区 で中世らしい焼土・ピット多数検出。
5月 19日  最初の平安時代住居址の掘 り下げ。遺構実測。
6月 2日  ⅡL区中世遺構精査。増蝸出土。
6月 20日  2回 目の表土景Jぎ。平安・中世遺構の掘 り下げ

・実測。道路公団豊科工事事務所水間所長視察。

6月 29日  ⅡG・ H区調査終了。 LOM区 平安・中世遺構
調査。坂北村大田教育長・文化財調査員視察。

7月 5日  坂北村老人学級90名見学。
7月 19日  ⅡL区黒色土層で黒曜石片多出。平安住居 l■L掘

り下げ。道路公団小栗庶務課長視察。

7月 21日  聖南中学 1年生60名見学。
8月 1日  重機でⅡV・ Ⅳ区表土余Jぎ。ⅣA区西佃1で崖錐

堆積下の遺物包含層を確認。

8月 8日  表土余Jぎ終了。HV・ ⅣA区で平安住居址 5軒
以上検出。聖南中学郷土クラブ員12名見学。

8月 18日  平安住居址精査。ⅣA区では絡条体圧痕文を伴
う条痕文系土器多出。

8月 29日  ⅣA区で縄文早期の焼土址 0集石土坑精査。
9月 7日  空撮準備 し、午後実施。
9月 10日  現地説明会開催。見学者162名。
9月 13日  機材撤収し本年度分の調査を終了。
平成 2年度

4月 4日  現地へ機材搬入。重機で表土景Jぎ。
4月 5日  発掘開始式。ⅡG・ L区で中世遺構検出。
4月 11日  中世遺構・平安住居址の精査・実測。
4月 17日  重機による 2回 目の排土。遺構検出。
4月 20日  関調査員、地形・地質について現地指導。
7月 24日  重機で通学道路の付け替えとⅡU区表土剥ぎ。
7月 27日  作業従事員参加し遺構検出開始。晴天で乾燥。
8月 7日  ⅡP・ V区で縄文・平安住居址検出。雨なし。
8月 24日  ⅣA区で縄文早期の住居址・焼土址を検出。Ⅱ

U区にかけて遺物多出。実測開始。

8月 29日  ⅡU区の土坑から瀬戸美濃系丸皿11枚が出土。
8月 31日  平安住居址の掘 り下げ中、中世火葬施設を検出。
9月 3日  調査開始以降 8月 10日 以外に雨がなく、数十年

ぶりの早魃。作業難航しタンクで給水。

9月 7日  作業と並行して午後現地説明会。50数名見学。
9月 12日  道路公団豊科工事事務所土手本副所長視察。
9月 17日 作業を終えて機材撤収。筑北 4カ年の調査終了。

遺構検出作業 (平成元年 4月 )

坂北村老入学級の見学 (平成元年 7月 )

旱天下での水播き(平成 2年 9月 )
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数字はSB番号

O                     m

第 9図 全体遺構分布図
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第 2節 地形と基本層序

第 2節 地形と基本層序
1地 形

向六工遺跡は、JR篠ノ井線坂北駅西方約350mの、坂北村向六工地籍に所在し、西条盆地の西端部近 く

を北流する東条川合流地付近の左岸、標高590mほ どに存在する小段丘上に位置する。

西条盆地は、更新世中期 (約70万年前)以降、大峰面群を侵食して発達した山間部としては、比較的広

い谷底平野である。これは、西側の山地に比べて、隆起量の大きい東側の中央隆起帯の山々から運ばれた

河川堆積物や、土石流堆積物に覆われている。その後の間欠的隆起に伴い、これらの堆積物は、河川の侵

食によって先端部付近を削られて、河岸段丘を形成している。また、東条川の流路に沿って狭小な沖積平

野が分布するが、沖積層は薄 く、基盤岩の露出するところも見られる (第 13図 )。

遺跡の立地する小段丘は、東条川の地形変換点に当たり、氾濫原からの比高約 6m、 薄い河床礫に覆わ

れた緩い傾斜をもつ基盤岩の堆積面となっている。背後は、比高約30mの青木層の砂質泥岩砂岩互層の露

出した段丘崖を隔てて、10m前後の河床礫をのせた更新世の段丘が広がる。

小段丘は、背後からの崖錐性堆積物や、南側からの小渓流が運んだ腐植物を含む堆積物に覆われており、

堆積物の礫種が同じ河川系のため、段丘堆積物と二次的堆積物との区別を困難にさせている。

小段丘は、東条川の下位段丘であるが、これは犀川沿いでは下位から二番目の縄文段丘 (北村遺跡の分

布する段丘)に対比される。沖積世に入ってから形成されたもので、その形成過程の違いは、差切峡谷の

横谷部が侵食をさえぎっているためである。

1囲 2圃 3□ 4囲 5圃 6図 7囲
1.縄文時代以降の氾濫原堆積物  2.押 し出し堆積物 (土石流・扇状地性堆積物 )
3.縄文段丘堆積物  4.低 位段丘堆積物  5。 中位段丘Ⅱ堆積物
6.大峰面群の残存山嶺  7.山 地   ▲印 向六工遺跡

第13図 遺跡付近地形図

遣跡全景 (南から)
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第 3章 向六工遺跡

2 基本層序
本遺跡の基本層序を、南北方向は 10203ト レンチ、東西方向は 6・ 8ト レンチの概念図で表示した

(第 14図 )。 基本的には背後からの崖錐性堆積物や、南側の小渓流が運んだ腐植物からなる二次堆積物で

ある砂混じり壌土の I層 三耕作土層、Ⅱ層 :遺物包含層、段丘堆積物の砂礫からなるⅢ層 三地山 (写真

左)と なり、次のように分層した。

I 層 三にぶい黄褐色±。小礫を多量に含む。耕作されたⅡ層。
ⅡA層 :灰黄褐色土。小礫を多量に含み、 I層 とⅡ層の中間的な土質。

ⅡB層 :暗褐色±。小礫を多量に含み、硬 くしまる。部分的に多量の中・大礫を含む。最も広 く分布す

る標準的なⅡ層。

HC層 :黒褐色土。黒みが強く、挟雑物の少ない軟質の土で、堆積する部分は限定されている。
ⅢA層 :黄褐色砂。細粒砂 と壌土が混じり、層厚は薄い。ⅡI B層 の上部に部分的に堆積している。

Ⅲ B層 :黄褐色礫。小～大礫層で、遺跡の地山の大部分を占める。土壌化した暗色の部分もある。

本遺跡の立地する小段丘上の等高線は、ほぼ南南東から北北西の走行を示し、調査区内で最も高いⅣA

区が調査面の海抜標高約598m、 最も低いHH区が約589mを 測る。この中間に当たるⅡ FM01か らⅡVQ
01あたりにかけて、小規模の段差が見られる。このため、この部分は多少地形の改変を被っている。

遺物包含層であるⅡ層の層厚の厚い部分は等高線と平行して帯状に分布し、上段のⅡUか らⅣA区、中

段のHPOQ・ V区、下段のⅡG・ L・ R区に大きく分かれ、縄文時代遺物の分布範囲と強い相関性が見
られる。この 3帯の中間部分は耕作の影響を被ったためかⅡ層の層厚が薄いか、 I層から直接Ⅲ層へ変わ

る部分もある。

H層中の分層は、主に土壌化の程度や腐植物の多少を要因とする土色の差を指標としており、必ずしも

年代差を示すものではないが、およそ次のような傾向は認められる。

HC層は背後の急傾斜の段丘崖直下に位置するⅣA区西端 (写真右)と 、ⅡU区 とⅡL区に認められる

東条川の旧流路のくぼ地状部分に分布し、縄文早期の遺物を含む層である。HB層は縄文時代遺物を含み、

平安時代住居址の埋土の基調をなし、また中世遺構の検出面となる部分もある。ⅡA層は中世以降の遺構

に特徴的な埋土で、またこの時期の遺物包含層となる部分もある。

前項では本段丘が犀川沿岸の縄文段丘に比定される点が指摘されているが、本遺跡最古期の縄文早期押

型文期には東条川の下刻は進行しておらず、南側の小渓流も段丘上を流れ、遺跡全体が水辺の集落といっ

た観を呈していたと推定される。

遺跡の地山層 ⅣA区の崖錐堆積層

- 30 -



〇
〇
．
一
Ｏ
Ю

興
ｍ
日

四
く
日

爬
０
目

興
ｍ
目

四
く
目

興
　
Ｈ

□国吻饉国国

一

ｉ
、悠
日
寒
ヤ

σ
目

ホ
λ
▲

二
∞
線

（Ｒ
Ｆ

Ｈ倒
Ⅲ

′８
ｏ
¨
Ｈ肝
く
）

〇
〇
。
日
Ｏ
Ю

〇
〇
〇
．
∞
Ｏ
Ю

〇
〇
．寸
Ｏ
ЮＯ

Ｏ
．Ｎ
Ｇ
崎

〇
〇
。∞
０
０
１

，

〇
〇
。
Ю
Ｏ
Ю

ホ
λ
ム
ニ
∞
∬

一　
　
　
ホ
λ
ム

ム
Ｎ
鵬

ゼ
、黙
日
７
７

飩
目

ホ
λ
ム
二

一
鵬

一

ｉ
、は
日
寒
０

・飩
目

一

ゼ
、枢

日
３

＞
ｏ
つ
目

一

〇
〇

寸
Ｏ
Ю

■
、ｗ
い
日
ｏ
寸
＞

・
つ

目

ホ
λ
ム
４
一
鵬

〇
〇
。Ｎ
Ｏ
Ю

第14図  土層図

〇
〇
．
０
０
Ю

一

σ

・
ａ

目

一

８

＞

・
つ

目

一

３

ｍ
・
く
≧

一
　

　

　

８

。ｏ
３

‐

，

８

』
≧



第 3章 向六工遺跡

縄文時代の遺構

(1)竪 穴住居址
SBl l(第 15図、 PL4)

位置 :Ⅱ P14に ある。検出 :Ⅱ B層下部で、

◎Pl
が
A′

―型L595。 50

一
一
一
一
・

第 3節 遺 構

′
焼土を伴う円形の暗褐色土の落ち込みを認めた。中央部に中

世らしいピットが掘 り込まれている。埋土 :Ⅱ B層 に

近い暗褐色土 (1層 )の単層であるが、層厚は薄い。

ただし後述する台石が原位置を保つとすれば、検出時

点ではほとんど埋土がなかったことになる。規模・形

態 :東西2。 Om・ 南北2。 5mの楕円形。面積は4.26m2。

床・壁 :掘 り込んだⅢA層 とHC層の混じる貼床(20
〇
∞
．Ю
Ｏ
Ю
ｍ

A'    1:暗 褐色土、 4:焼土
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第3節 遺 構(1縄文時代の遺構)

3層 )を もつらしい。壁は外傾して立ち上がり、壁高は10cm程度である。柱穴 :北壁にあるPlは 直径25

cm O深 さ10cm、 やや中央寄 りのP2は直径・深さとも10cm程度で柱穴の可能性がある。炉 :中央部に径100

×70cm O層厚10cm弱 の焼土がある。下部は床面よりわずかに低 く、 1層上面から認められた。遺物分布 :

1層上面に、北西壁に接して長径57cm・ 重量36kgの 扁平な安山岩の台石がある。そのほか、ごく少量の土

器片と多数の石器が 1層全体から出土した。土器は、絡条体圧痕文を含む条痕文系土器の小破片12である。

石器の内訳は、石鏃 15、 磨石 1、 台石 1、 石匙 2、 刃器13である。石鏃およびその失敗品、石匙を含めた

石核・景J片・砕片等の石暦類は総重量567。 19gを測 り、黒曜石が89%、 チャー トが6。 9%、 頁岩が4。 1%を

占める。

SB1 2(第 15図、 PL4)

位置 :Ⅱ P10にある。検出 :Ⅱ B層下部で一部に焼土を伴う楕円形の黒色土の落ち込みを認めた。プラン

が多少不明瞭のため、サブ トレンチで確認した。暗渠の集石と内耳土器の出土から中世と思われるピット

が掘 り込まれている。埋土 :南側はⅡC層 に近い黒褐色土、北側はわずかに暗褐色に近い埋土であるが、

層厚はともに15cm前後と薄 く、漸移的な分層である。この土色の差と西壁線のゆがみから2軒の重複も疑

われるが、床面に段差等が認められないため 1軒 とした。規模・形態 :南北5。 5m・ 東西3.5mの不整楕円

形。面積は18。 29m2。 床・壁 :床は掘 り込んだⅢA層 である。壁高は低 く、立ち上がりは不明瞭である。

柱穴 :1層 を埋土とする南側部分に直径15～ 40cm・ 深さ10～ 20cmの ピット5個が不規則に並ぶ。炉 :長軸

上の南に片寄って直径 lmの焼土がある。掘 り込みはなく、 1層上面から認められた。遺物分布 三P5°

P6の北側から多数の黒曜石片が集中的に出土した。そのほかに少量の土器片・石器が 102層全体から

出土した。土器は、絡条体圧痕文を含む条痕文系土器の小破片10である。石器は、石鏃 10、刃器 5である。

石鏃製品と石暦の総重量は123。 1lgを測 り、黒曜石が84。 3%、 そのほかはチャー トである。

SB1 3(第 15図、 PL4)

位置 :Ⅱ K250 P05に ある。検出 :Ⅱ B層下部で黒褐色土の楕円形の落ち込みを認めた。北 。東壁のプラ

ンが不明瞭だったためサブトレンチで確認を試みたが、北側はやや不明瞭である。中世と思われるピット

が掘 り込まれている。埋土 :南側はⅡC層に近い黒褐色土、北側はわずかに暗褐色に近い埋土であるが、

ともに層厚は10cm前後と薄 く、漸移的な分層である。この土色の差と南北にかなり長いプランのため、 2

軒重複も疑われるが、床面に段差等が見られないため 1軒 とした。規模・形態 三南北5。 94m・ 東西2。 66m

の長楕円形。面積は13。 06ず。床・壁 :床は掘 り込んだⅢA層である。壁高はきわめて低い。柱穴 :1層
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第 3章 向六工遺跡

を埋土とする南側部分に直径 15～ 30

cm、 深さ10cm前後のピット6個が炉址

を囲むように並ぶ。炉 :長軸線上の南

に片寄って80× 100cmの浅い掘 り込み

があり、底面に焼土がある。遺物分

布 :ご く少量の土器片と石器が 1・ 2

層全体から出土した。土器は条痕文系

土器の小破片 7、 石器は石鏃 2、 刃器

1である。石鏃製品と石暦の総重量は

37。 7gを 測 り、黒曜石が42。 2%、 その

ほかはチャー トである。

SB26(第 16図、PL4)

位置 :ⅣA21022に ある。検出 :崖錐

性堆積物に厚 く覆われたⅡ層の下にあ

り、ⅢA層上面で黒褐色土の円形の落

ち込みが確認された。埋土 :Ⅱ C層に

近い黒褐色土を基調とし、 5分層でき

た。規模・形態 三長径 2。 2mの円形。

面積は検出面の輪郭では3。 63m27、 掘 り

込まれた床面では2。 76m2を 測る。床・

1:暗褐色± 4:黄褐色土、

く :朧E重驚着
5:焼595。 70

小礫混

土

― ―

い

― Ｉ

Ｊ

・

…

硝

ヅ

ー

ー

リ

ー
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蚕
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‐

0     (1:60)

第 17図  S B29実測図

壁 :掘 り込んだⅢA層が最初の床面と思われる。 5層の焼土がより高い位置にあり、 5層 と同じ面にある

3層、 5層下の 6層 とも遺物を含むため、住居使用中に黒色土が流入したか、 306層 を貼床とし、廃棄

時の床面は 3層上面と思われる。壁は不明瞭である。炉 :中央よりやや南に片寄ってⅢA層 を直径75cm・

深さ10cmの 円形に掘 りくぼめ、黒色土の 6層 を挟んで上部に層厚 5 cm前後の焼土がある。遺物分布 :20

306層 から出土した。炉の上部は礫と遺物が多く、絡条体圧痕文をもつ尖底土器 1個体 (1)の破片が

12cm以 内のレベル差の中に集中していた。これを含めた条痕文系土器は破片にして45点に上り、 7点は縄

文が施されている。石器の内訳は石鏃 15、 石匙 3、 刃器 3。 石鏃製品・石匙と石暦の総重量は230。 6gを

測り、黒曜石が79%、 チャー トが10。 6%、 頁岩が10。 4%を 占める。

SB29(第 17図、PL4)

位置 :Ⅱ P24025に ある。検出 :Ⅱ B層下部からグリッド掘 り下げを行い、焼土と多量の黒曜石片を含む

黒色土の落ち込みを確認した。プランは不明で、サブトレンチにより床面を確認した後、壁へ掘 り進んだ。

埋土 :Ⅱ B層にⅢA層が混じった暗褐色土の 1層 を基調とし、西壁下にはいわゆる三角堆土の 203層が

見られる。規模・形態 :東向きの斜面にあるため東壁は認められない。南北4。 45m・ 東西 4m以上の隅丸

方形。面積は15。 55m2。 床・壁 :掘 り込んだⅢA層 を平坦な床面とする。山側の西壁は外傾して立ち上が

り、壁高30cmを 測る。柱穴 :北西隅のP2は直径30cm、 中央のP3は直径15cmで、ともに深さ15cm足 らずで

あるが、柱穴の可能性がある。炉 :中央部床面上の 1× 2mの範囲に薄い焼土 (5層)がある。遺物分

布 :1層下半部から床面直上で多数の石器が出土した。石暦類は焼土の南側に多く、 Plに は黒曜石砕片

が集中していた。土器は条痕文系土器の小破片10′点と少ない。石器の内訳は石鏃42、 磨石 1、 石匙 4、 刃

器 8、 磨製石斧 1である。石鏃製品・石匙と石暦は総重量715。 5gを 測 り、黒曜石が77。 6%、 チャー トが

19。 9%、 頁岩が2。 5%を 占める。

ⅡPPi計

ⅡUP計
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第 3節 遺 構 (1縄文時代の遺構)

(2)Ⅳ A区縄文時代遺構群 (第 18～ 20図、PL5)

本遺跡の縄文時代遺構は、粗密の差はあれ調査区全体から遺物が出土しているのに反して、前述の住居

址のほかにはこれと認定できるものは少数であった。ⅣA区は調査区南西端に位置し、西側半分は崖錐性

堆積物に覆われて、縄文時代遺物包含層が後世の攪乱を被る部分は少ない。

ⅣA E07か らⅣAM07の土層断面図から本地区の層序を概観する (第 19図 )。 現在の段丘崖裾部は、Ⅲ

A層 を地山とし (6層 )、 この上面から5層下部で遺構が検出された。HC層相当の黒褐色土 (405層 )

が遺物包含層であり、大礫を多量に含んでいる。このうち、層厚20cm前後で腐植物を多く含む 4層が主た

る遺物包含層をなし、 6層 と漸移的な 5層は遺物が少ない。ⅣA G01か らⅣA G20あ たりが現状の段丘崖

裾部となるが、これ以西は崖錐性堆積物 (203層)に厚 く被覆され、調査区の西端部が遺物包含層のと

だえる範囲である。

この地区からはS B26のほか、集石 5、 焼土址 8の各遺構が検出された。土器は少量の押型文土器のほ

か、絡条体圧痕文を伴う条痕文系土器のみが多量に出土し、石器も豊富であった。このため、遺構の時期

も縄文早期末葉に限定されると思われる。ただしS B26以外には各遺構に伴う遺物を特定することは困難

である。

① 焼土址 (第 18図 )
IVA07に S F28・ 29・ 42、 IVA 12に S F43・ 44、 IVA17西端にS F45・ 46・ 47がある。 S F45046・ 47

は 1カ所の焼土址とみなしてよく、これらは 2～ 6m前後の間隔で段丘裾部に南北に散在している。いず

れも掘 り込みは認められず、焼土面は長径40～ 80cmの 円形または楕円形を呈し、赤化部分の層厚は 5 cm以

内である。全面に礫が多く、人為的な配置は認められない。焼土址の周囲はきわめて遺物量が多かった

(第 69図 )。

② 集 石 (第18020図 )

ⅣA13に S H09013、 ⅣA18に S H10、 ⅣA23に S H14015が ある。 S H09と 13、 S H14と 15はそれぞ

れ近接し、 S H10を 中心に弧状に分布する観がある。 6層上面で掘 り込みを確認したが、 405層 中に礫
が多かったため、 S H130 140 15は大部分の礫を取り上げた状態で遺構と認められた。大形で浅い掘 り込

みの中に礫が集中する遺構であるが、 S H13は掘 り込みが不明瞭で、遺構と認めてよいか疑間が残る。集

石の周囲には多数の穴が分布するが、規模・形態や配列に規則性が見いだせず、柱穴とする積極的な根拠

は認めがたい。ここでは比較的良好に検出できたS H090 10を代表例とする。

S H09は 1。 75× 2。 65mの楕円形を呈し、深さ約20cmの緩やかな掘 り込みの中に、長径 5～ 10cm前後を中

心とした亜角礫が集中している。礫は火熱による赤化やひび害Jれは認められず、埋土の黒色土中にも炭化

物は認められなかった。遺物は出土していない。

S H10は 1。 80× 2。 35mの楕円形を呈し、深さ約25cmの緩やかな掘 り込みの中にS H09同様の礫が集中し

ている。中央にはやや大形の礫が目立つ。やはり火熱の痕跡や炭化物は見いだせず、遺物も伴っていない。

S H09と 10は約 5mの間隔をもち、ともに長軸は北西から南東を通る。

S H13は 0。 80× 1。 60mの範囲に、やや散漫に礫が集中している。 S H14は 1。 55× 2。 65m・ 深さ12cm前後、

S H15は 2。 70× 3。 35m e深さ10cm前後の不整楕円形の落ち込みをもち、これらの位置するグリッドからは

土器片と黒曜石片少量が出土した。

これらは直接遺物を伴わないため時期決定の根拠に乏しいものの、 S B26や焼土址群と同じ検出面にあ

り位置も近いこと、平安時代にこの種の遺構が見られないことから、縄文早期と考えるのが妥当であろう。

火熱の痕跡や炭化物を見いだせなかったが、しいて機能を推定するならば一種の集石炉の可能性があり、

低火度で使用されたものであろうか。
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1:にぶい黄褐色土、大礫多、I層
2:黄褐色土、大礫多、6層 の再堆積
3:暗褐色土、2層 に4層 混

第 3節 遺 構(1縄文時代の遺構)

4:黒色土、大礫多、炭混、ⅡB・ C層 7:暗褐色砂礫、ⅢB層
5:黒褐色土、固、ⅡB・ C層
6:黄褐色土、ⅢA層。生598.00

｀
＼     2

第 19図  IV A 7・ 8区土層図

第20図  S H09・ 10実 測図

S K329      bl

第21図  S K329・ 333・ 330実測図
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S K330

1:黒褐色土、礫混、黒曜石片多

0  (1:40) lm

(3)土  坑 (第 21図 )
埋土から縄文土器片や黒曜石砕片などが出土した土坑は10数基数えられるが、縄文時代に帰属すると認

められるものは少数に限られる。これらのうち(多数の景J片・砕片を出土したS K329・ 3300333は確実

に縄文時代の遺構と見られる。 S K329 0 333は Ⅱ L18、 S K330は Ⅱ Q03に あり、縄文遺物の分布範囲の

中では下段に位置し、旧流路のくぼみに近い。

S K329・ 333は重複しており、HC層上面で検出された。埋土はややHB層に近い暗褐色土である。 S

K329は径90× 203cm・ 深さ8 cmの不整楕円形を呈する。遺物には黒曜石の石鏃 ,2点、.余j片・砕片が75。 8g

ぎnοЪ
°ぐ

◎ 湿竃K田3で ツ

一- 37 -一
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第3章 向六工遺跡

(3,851点 )、 チャー トの砕片 2.g(96点)があり、特に北東隅から集中的に出土した。S K333は 329の底面

で検出され、直径30cm・ 深さ12cmの 円形を呈す。遺物は黒曜石の砕片2.6g(116点 )、 チャートの石核・砕

片23。 6g(196点 )、 頁岩の砕片0.lg(4点 )である。

S K330は HC層上面で検出され、土色では不明瞭ながら、礫の混入や硬度の差から識別した。径が50
×120cm・ 深さ20cmの不整楕円形を呈す。内部には地山の礫が露出している。内部には絡条体圧痕文を伴

う条痕文系土器 4点、黒曜石の景J片・砕片78.9(220点 )、 チャー トの砕片9。 lg(39点)がある。

この 3基の土坑の位置するグリッドからは、ごく少数の五領ケ台式や堀之内式が出土しているものの、

条痕文系土器がやや密に分布する地

区であり、帰属時期は縄文早期末葉

と考えられる。また、ほとんど製品

を含まず、石暦が集中的に出土した

ことから、この地区は石鏃製作の場

であった可能性が高い。

平安時代の遺構

ⅡMCO午

(1)竪 穴住居址
SB02(第 220134図 、 PL6)

位置 :Ⅱ M01に ある。検出 :Ⅱ B層

下部で古代土器を伴う暗褐色土の落

ち込みを確認した。埋土 :暗褐色土

(1層 )の単層で、層厚は薄い。規

模・形態 :南壁は削平のため不明で、

東西4。 oOm:南北4。 22m以上の隅丸

方形。床面積は13。 55m2。 主軸はN
90° W。 床・壁 :掘 り込んだⅢA層

を床面としている。壁高は12cm前後

と低 く、やや外傾 して立ち上がるら

しい。柱穴 :東壁上から掘 り込まれ

たP3° P4ヽ 南壁下の P10P2°

P8、 西壁のP7の 6個が柱穴と考え

られる。これらは直径15～ 30cm・ 深

さ23～ 30cmを測る。 P7° P8は灰溜

めと思われるP10の中にある。カマ

ド前にあるP5は 浅い。カマ ド :西

壁中央よりわずかに西に片寄った位

置にある。支脚の抜き取り痕と火床

が認められ、煙道下部はわずかに壁

外へ張り出す。ほぼ原位置にある袖

石は、左袖の 1個だけであるЬ諸施

目 ／
７

5

＝
Ｊ
駆
留

¨
Ｈ

W
W
ド
ギ

くこ三]三ニラノ2

"

tMD側

第22図  S B02実測図・遺物分布図
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第 3節  遺 構 (2平安時代の遺構)

九 ME博 司

A
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1

第23図  S B03実測図
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１
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(1:60) :暗褐色土、礫混

:暗褐色土

2m
1:焼土・炭混 2:に ぶい黄褐色土・炭混
3:暗褐色土、炭多 4:暗褐色土

第24図  S B04実測図

設 :カ マ ドの右にあるP9、 左の南西隅にあるPl。 は灰溜めと思われる。 P10にはカマ ド石 と思われる多

数の礫と遺物が投棄されたような状態で出土した6遺物分布 :遺物は多量で南半分に多く、ほぼ床面直上

と思われるが、土師器甕 Bの 11012013は 分散して出土した。カマ ドからは黒色土器AttA(5)・ 椀

(6)、 土師器甕 B(14)が、灰溜めの Pl。からは土師器杯A(1)0鉢 A(8)・ 甕 B(12013015016)・

黒色土器AttA(4)、 灰釉陶器椀 (10)が出土した。

SB03(第 23図、 PL6)

位置 :Ⅱ G607に あり、南北方向の段差の下に当たる。検出 三地表下約20cmで焼土と多量の炭化物の集

中が観察されたが、ただちに古代の遺構とは思われず、HB層下部での遺構検出により方形の落ち込みを

確認した。埋土 :Ⅱ B層 を基調とし、南半部には炭化材と焼土が多量に分布する。後述のように、焼却後

の人為的埋没と推定される。規模・形態 :谷側の東壁が不明瞭で、東西3。 58m以上・南北2。 82mの不整長

方形を呈す。主軸はN20°W。 床面積は8。 09m2。 床・壁 :掘 り下げた地山を床面としている。南壁は 5～

10cmを 測るが、他は不明である。柱穴 :西・南壁に接するPl～ P4と 中央付近の P5は直径15～ 25cm,1深

さ20～ 40cmを 測る。 P10P3° P5は大部分が空洞で、他も埋土はしまりがない。カマ ド三西壁中央に長

径75cmの くぼみがあり、煙道下部が壁外へ突出している。遺物分布 :P2底面から土師器杯、埋土中から

甕の小破片が各 1点出土したのみである。土器等を搬出し、柱を抜き取った後に焼却した可能性がある。

SB04(第 24013401350140図 、 PL6)

位置 :Ⅱ M16017に ある。検出 :Ⅱ B層 中で土器が出土したが、面的な検出は不可能なためサブトレンチ

で床・壁を確認した。埋土 :Ⅱ B層 を基調とし3分層できたが、自然埋没であろう。規模・形態 :東西

2。 70m・ 南北3。 25mの長方形を呈す。主軸はN90° E。 床面積は6。 85m2。 床 `壁
三HB層中から掘 り込ん

でⅢA層 を床面としている。壁高は20cm前後で、外傾して立ち上がる。カマド:東壁中央に焼土があり、

カマ ドの痕跡と推定される。遺物分布 :遺物は少量で、黒色土器AttA(第 134図 1～ 3):皿 B(4)な

どがあり、散在していた。なお、須恵器甕A(第 135図 5)の大部分は表土余jぎの際に本址南側から出土

し、本址の破片が接合した。このほかに鉄製品 (第 140図 10)がある。  l  .     :     
チ

SB05(第 250135図 、 PL6)   ́          :              |  1 1',

5礫

⑮
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焼土多

第25図  S B050カ マ ド実測図
(1:60) 2m

位置 :Ⅱ L07に ある。検出 三グリッド掘り下げの際ⅡB層 中で土器とカマドらしい石組みが露呈し、住居

址を想定した。黒色土の堆積が厚い部分のためサブトレンチで床を確認し、HC層上面でプランを確認し

た。埋土上部には中世の柱穴が掘り込まれている。埋土 :Ⅱ B層に近い1層 とⅡC層に近い 2層に分層し

たが、水平堆積のため自然埋没らしい。規模・形態 :東西3。 07m O南北3。 22mの隅丸方形を呈す。主軸は

N85° E。 面積は8。 04m2。 床・壁 :掘 り込んだⅡC層下部を床面としている。西・南壁は壁高約40cmを 測

り、わずかに外傾する。カマド三東壁の南隅寄りにあり、燃焼部が壁外へ突出するらしい。左袖の袖石は

下部を埋め込まれ、大小 708個ずつがほぼ原位置を保つと思われ、天丼石も一部残る。火床は床面と同
レベルで、煙道に向かって緩 く立ち上がる。遺物分布 :埋土全体に散在し、黒色土器AttA(第 135図 2)・

鉢 A(3)、 軟質須恵器杯 A(1)、 灰釉

陶器皿 (405)、 土師器甕D(6)があ

る。カマ ド左わきの 10203は ほぼ

原位置と思われる。

SB06(第 260135図、 PL6)

位置 :Ⅱ R06に ある。検出 :HA層下

部でカマ ドらしい石組みを検出した。

平面観察ではプランが不明瞭のため、

サブ トレンチで床面と壁を確認した。

埋土 :Ⅱ B層 を基調 とす る単層で

ある。規模・形態 :東西 4。 10m・ 南

北4625mの方形を呈す。主軸はN98°

E。 面積は1■ 72m2。 床・壁 :掘 り込

んだⅢA層 とⅢ B層 の混 じった 2層

を、厚さ10cm程度の貼床としている。

壁高は30ch前後でやや外傾 している6

柱穴 :Pl～ P6が柱穴と考えられる。

Plが西壁下で、他は中央寄 りに位置

‐⊇L591.50

1:暗褐色±  2:にぶい黄褐色土

第26図  S B06実測図
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第 3節 遺 構(2平安時代の遺構)

し、不規則である。直径 18～ 33cm、 深

さはP2° P3が 14cm前後、他は 7 cmと

浅い。カマ ド :東壁中央よりやや南に

片寄った位置に火床があ り、支脚石が

原位置を保つ。両袖の石は浮いた状態

にあるが、原位置をとどめないのか、

土を主体に構築されているのか明らか

ではない。右わきにあるP8の 中にも

火熱 を受けた同大の礫が並んでいる

が、カマ ド石が投棄されたものであろ

う。諸施設 :南東隅にあるP8は長径

60cm・ 深さ10cmの楕円形で、灰溜めで

あろう。その西にあるP6は 直径65cm

O深さ10cmの 円形で、数イ固体分の土器

片が出土したことから同様の施設と思

われる。遺物分布 :遺物量は多い。カ

マ ド内からは黒色土器 A tt A(20

5)、 土師器甕C(15)、 P8° P9内 か

こ`三二正三二,76 R「 ~~¬ ~~~瓦 ″

´

1

第27図  S B06遺物分布図

HLPl士

HLPl廿

九 Q
T07

らは黒色土器 Att A(10)、 土師器杯 A(1)0甕

(16)が 出土した。このほか土師器甕 B(13014)

はカマ ド周辺にあり、黒色土器AttA(3060

8)、 灰釉陶器皿 (11012)は 散在していた。

SB07(第 28図・136図、 PL6)

位置 :Ⅱ L14015に ある。検出 :暗褐色土のⅢB層

上面で焼土とともに土器が多少まとまって出土した

ため住居址を想定し、ⅢA層が地山となる明瞭な西

壁線からプランを確認した。埋土 :Ⅱ B層 に近い

土質の単層である。規模・形態 :東西3。 42m・ 南北

3。 22mの方形を呈し、東壁線がゆがんでいる。主軸

はNO° 。面積は8。 40m2。 床・壁 :Ⅲ A層上面あた

りが床面となる。著しく削平され深さは10cm足 らず

(1:60)
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第28図  S B07実測図

で、壁の状態は不明である。カマ ド:北壁中央にあり、火床のみ残存する。遺物分布 :少量の出土で、す

べて床面直上である。カマ ドと北西隅からは土師器甕が出土し、ここからやや中央に寄って黒色土器A杯

A(第 136図 1)・ 椀 (2)、 灰釉陶器小椀 (4)、 土師器甕 (5)が集中していた。

SB08(第 2901360140図、 PL7)

位置 :Ⅱ P07に ある。検出 :HB層 中でカマ ドらしい礫と炭化物を含む落ち込みを検出したがプランは不

明で、サブ トレンチで床面と東西壁を確認した。しかし南北壁が確認できず重複も考慮されたが、炭化物

の多い床面を掘 り広げてプランを把握した。埋土 :Ⅱ A層に近い暗褐色土の 1層 と、ⅡC層に近 く、多量

の炭化物を含んで床面直上に堆積する 2層 に分層できた。焼却後の埋没と思われるが、人為が加わってい

るかどうか明らかではない。規模・形態 :東西2。 84m・ 南北3。 50mの隅丸長方形を呈し、東壁線はややゆ

ひ≠1 8 γヽfⅡ R A08

九LQ‖
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1:暗褐色±  3:黒 褐色土、焼土混
2:黒褐色±  4:焼  土

2m 第29図  S B08・ カマ ド実測図

―型二591.20

::度婆亀着±1:塘ど量〒得量十決信■
・炭混性可_「_三ユニ⊇堕____2押

第30図  S B09実 測図
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がんでいる。主軸はN2° E。 床面積 7。 41m2。 床・壁 :掘 り込んだⅡB層下部を床面としている。壁はわ

ずかに外傾し、壁高30cm前後である。カマ ド:南壁中央にある。袖石は、左右とも下部を埋め込んだ 20

3個が原位置を保ち、カマ ドの両わきへ 203個が転落している。支脚石はやや傾きながら原位置にある。
遺物分布 :比較的遺物量は多く、カマ ドと北東隅に集中していた。カマ ド石組みからは、火床からわずか

に浮いて土師器甕 B(8)・ 小型甕D(7)、 黒色土器AttA(4)が 出土した。そのほかに土師器杯A
(第 136図 1)、 須恵器長頸壺A(同 9)がカマ ド周辺から出土した。北東隅からは黒色土器AttA(2030
5)がほぼ完形で 3枚重なり横転した状態

で遺存し、これに接して黒色土器椀 (6)

が出土した。この出土状態は食器の保管場

所を示唆しているようである。ほかに祗石

と刀子 (第 140図 107)がある。
SB09(第 300310136図、 PL7)

位置 :Ⅱ L02にある。検出 :Ⅱ B層上部で

中世遺構を調査後、厚い黒色土を 2mグ
リッド単位で掘 り下げたところt ⅡC層下

部で完形の土師器杯を検出し、古代住居址

を想定 した。ⅡB層 中の検出は困難なた

め、グリッド壁を帯状に残してHC層上面
でプランを確認した。断面観察ではⅡB層

下部から掘 り込みがわかる。埋土 :Ⅱ B層

に近い 1層 と、ⅡC層 と同じ土質で黒色の

淡い 2層に分層できた。人為的な埋没とす

る根拠はない。規模・形態 :東西4。 00m・

南北4。 67mのやや不整な方形を呈し、北東

隅と東壁線がゆがんでいる。主軸はN3°

W。 面積は13。 86m2。 床・壁 :掘 り込んだ

九 L FO)

九 PF∞

OP7        P5



第 3節 遺 構(2平安時代の遺構)

ⅢA層上面を床 としている。壁高

は30cm前後で南・北壁は垂直に近

く、東・西壁 はやや外傾 してい

る。柱穴 三東壁佃Iの P2～ P5ヽ 西

壁側の P6～ P10の 9個が柱穴 と

思われる。直径 25～ 30cmで、深さ

は P8 ° P10が 20cmの ほか、 10cm

前後 と浅い。カマ ド :南壁中央に

あり、燃焼部がわずかに壁外へ突

出する。両袖石は砂岩を主体 と

し、左右各 3個が崩れて内傾する

ものの、ほぼ原位置を保 ってい

る。煙道部の天丼石も1個残存じ

ている。火床の奥に支脚石が立

5:焼土
6:焼土、固
7:灰黄褐色土、炭・焼土混
8:黄褐色土、炭・焼土多

陣
§

ｂ

IU

ハ
l

IЧ ―■ 590。 90

(1:30) lm

第31図  S B09カ マ ド実測図

ち、燃焼部から煙道部へは約40度の傾斜で立ち上がる。諸施設 三カマ ドの右わきにあるPlは、直径が約

70cm O深 さ26cmの 円形で灰溜めであろう。下部には焼土と炭が多く混じり、上部からはカマ ド石 と土器が

投棄されたような状態で出土した。遺物分布 :遺物量は少なく、カマ ドとPlに集中していた。カマ ド内

からは土師器甕 B(第 136図 5)OJ小型甕D(4)、 須恵器甕の破片、右袖に接して黒色土器AttA(1)が

出土した。 Plの上部には 5の破片が散在し、北東隅には黒色土器AttA(2・ 3)があった。

SB14(第 32013601370140、 PL708)

位置 :Ⅱ V03にある。検出 :重機によるトレンチでカマ ドの火床らしい部分が確認され、住居址を想定し

た。ⅡB層上面では平面的なプラン確認は困難なため、東西・南北にサブトレンチをあけたところ、
・新た

に 2カ所の焼土が確認され、掘 り込みの規模も大きなことから3軒程度の住居址の重複が予想された。し

かし断面観察でも埋土に差異がなく、床面も段差のない平坦面であること、壁線にも食い違いがないこと

から 1軒の住居址と考えるに至った。さらに 2カ所のカマ ドから同一個体の土器片が出土したこともこれ

を裏付ける。ただし重機によるトレンチが床面を削平した部分があり、重複をまったく否定することはで

きない。埋土 :基本的にはⅡB層に近い 1層 と、これに炭化物がやや多く混じった 3層 に 2分層され、挟

雑物と土色の差から、部分的にさらに 2分層された。規模・形態 :東西5。 04m・ 南北6160mの隅丸長方形

を呈し、本遺跡中最大規模の住居址である6西壁カマ ドを主体 とすれば主軸はN90° W。 面積は24。 76m2。

床・壁 :掘 り込んだⅡB層下部を床面とし、西壁カマ ド北側は部分的に暗褐色土を約10cm貼 っている。谷

側の東壁はやや不明瞭であるが、他は外傾して立ち上がり、西壁高は約45cmを測る。柱穴 :ビ ット8個が

床面および床下から検出され、北壁側のP10P2ヽ 東壁側の P3、 南壁側の P4° P5、 西壁に接してカマ

ドの両側にあるP6・ P7の 7個が柱穴と思われ、整然とした対応関係にある6直径30cm前後、
i深
さはP6

が46cmを 測るほか、35cm前後である。 P4° P6・ P7の埋土の中心部は空洞であった。カマ ド:3カ所の

焼土のうち、石組みを残す 2カ所がカマ ドと考えられる。その 1は東壁の南隅にあり、わずかに壁外へ突

出する。火床は比較的良く残るが、火熱を受けた礫が周囲にある。その 2は西壁中央にある。火床は良く

残 り、焼土は層厚 6 cmを 測る。芯材らしい礫が周囲にあり、壁際にわずかに煙道が確認できた。カマ ド左

側の壁は赤 く焼けている:ほかに北壁のP10P2の 間に長径60cmの楕円形、層厚 8 cmの焼土があるが、礫

は伴わない。遺物分布 :遺物は多量で土器の種類・器種も多いが、特定の位置に集中しない。東壁のカマ

ド1の周囲からは黒色土器AttA(5)、 軟質須恵器杯A(2)、 土師器甕 B(16)・ D(18)、 また西壁の

OV蝠
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カマ ド2の北側からは

軟質須恵器杯 A(3)、

須恵器長頸壺 A(17)、

土師器小型甕 A(13)

・ D(14)、 黒色土器

A tt A(8)、 灰釉陶

器皿 (9010)が 出土

した。このほかに鉄鏃

(第 140図 8)がある。

SB16(第 330137

図、 PL8)

位置 :Ⅱ V05に ある。

検出 :西側が盛り土し

た宅地にかかっている

ほか、地表下30cm足 ら

ずの深さにあり、表土

争JぎによりJL東 4分の

1ほ どを削平 して し

まった。この際にカマ

ドの火床を検出したた

め、面的にプラン確認

を行った。Ⅱ層上部で

埋土との土色の差は明

瞭であった。平成 2年

度に西壁を検出し、南

西隅を中世火葬施設 S

く )P5 ◎P4

‐EL 594.Oo

九 vI側 士Iv JOI

▼ C

８

螢

ｄ
‐

K1048が切ることと、西側に隣接してS B28

の東壁カヤ ドが位置することから、直接重複

はしないものの、本址と同時存在はし得ない

ことを確認した。埋土 :Ⅱ B層に近い暗褐色

土を基調とし、焼土と炭化物を多量に含む部

分を分層した。焼却して人為的に埋めた可能

性がある。規模・形態 :東西 4。 40m O南北

4。 44mの方形を呈し、東壁線がゆがんでいる。

主軸はN4° E。 面積は16。 72m2。 床・壁 :掘

り込んだⅢA層 を床面としている。壁高は20

～30cmで、垂直に立ち上がる。西壁下には幅

10cm・ 深さ 6 cmの周溝が沿っている。柱穴 :

壁上から掘 り込まれた南壁のP5～ P7、 西壁

のP4は確実に柱穴であろう。直径20～ 30cm

‐JL 594.Ool
―⊆L594.Oo

第32図  S B14実測図・遺物分布図
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ながらP4は床面T50cmに達 し、 他 も

深さ20cmを 測る。カマ ド :北壁にあ

り、火床のみ残存した。諸施設 :北西

隅に 2イ固連:接するPlは 直」径約40cm O

深さ10cmの 円形、 P2は長径124cm O深

さ20cmの楕円形で、ともに土器を出土

したことから灰溜めと思われる。遺物

分布 :Plか らは土師器甕の破片が出

土した。 P2か らは礫数イ固と黒色土器

A椀 (第 137図 2)と 灰釉陶器皿 (3)、

周溝上からは黒色土器AttA(1)が

それぞれ出土した。このほかにはほと

んど遺物がなかった。

SB1 7(第 340350137図、 PL
8)

位置 :Ⅳ A03に ある6検出 :昭和63年

度の試掘坑が本址床面に当たったこと

から所在がわかっていた。大礫を多量

‐司
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第 3節 遺 構 (2平安時代の遺構)
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第33図  S B16実測図

に含むⅡB層 中から掘 り込まれているため、面的なプラン確認は不可能であった。東壁は地山がⅢB層 と

なり壁線が確認できたので、東西・南北方向のサブ トレンチで床と他の壁を確認した。埋土 :基本的には

ⅡC層 に近い 2層の単層である。規模・形態 :東西4。 10m・ 南北4。 45mの方形を呈する。主軸はN90° W。

面積は12。 56m2。 床・壁 :掘 り込んだ

ⅢA層、東壁際のみⅢB層 を床面とし

ている。西壁の北端から北壁に沿い、

東壁の北端まで、幅10cm・ 深さ 3 cm前

後の周溝がめ ぐっている。壁高は30cm

前後で、外傾して立ち上がる。柱穴 :

北・西壁のほぼ中央にあるP3° P4、

南壁に並ぶ P5～ P7の 5個が柱穴と思

われる。 P3° P4は斜めにうがたれて

いる。いずれも壁上から掘 り込まれ、

直径 10～ 20cmと 小さいが、 P6以外は

床面下15～ 30cmに達 している。 P5°

P7の間は壁の傾斜が緩やかで、外側

へやや張り出している。カマ ド:西壁

中央からわずかに南に寄った位置にあ

る。左右の袖石各 1個が下部を埋め込

まれて原位置にあり、これにかけた天

井石の砂岩数イ固が残存していた。袖石

の基部にはⅢA層 を基調 とする袖土

A_597.40

曇
ギ

1:にぶい黄褐色土、小礫多 2:黒褐色土

第34図  S B17実 測図
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第3章 向六工遺跡

(4層)が見 られた。火床は床面 と同レベル

で、支脚の痕跡がある。燃焼部から約30度の

傾斜で煙道部へ立ち上がっている。諸施設 :

カマ ド左側の南西隅にある Plと 、右側の西

壁下にあるP2は灰溜めと思われる。 Plは 80

×54cII1 0深 さ23cmの楕円形を呈 し、埋土中に

は炭化物・焼土が多量に混じり、上部にはカ

マ ド石 らしい大礫約10個が投棄されている。

P2は 130× 80cm・ 深さ 9 cmの楕円形を呈し、

やはり埋土中に炭化物・焼土が混 じり、上部

に礫数イ固がある。遺物分布 :遺物量は多いが

比較的散在 し、南半部に多い。カマ ドからは

0 (1:30) im

1:にぶい黄褐色土、小礫多
2:黒褐色土
3:赤褐色土、2層に焼土混
4:黄橙色土、黄褐色土に2層 混
5:焼土、固

第35図  S B17カ マ ド実測図

黒色土器AttA(第 137図 10304)、 灰釉陶器皿 (17)が出土した。南壁に沿って土師器小型甕A(15)、

黒色土器AttA(506)・ 皿 (8)、 灰釉陶器皿 (11)な どが出土した。

SB18(第 36図 )

位置 :Ⅳ A13に ある。検出 :表土景jぎの際地表下20cmでカマ ドらしい焼土と土器を検出した。地山のⅢA

層とⅢB層の境界に当たり、ⅢA層の部分に暗褐色土の落ち込みを認め、焼土との位置関係から竪穴住居

址の西壁の一部と推定した。焼土を挟んでⅡC層基調の 1層 と、それにⅢA層が混じった 3層に分層した。

焼土との上下関係から、 3層は貼床で 1層が本来の埋土と推定される。規模・形態 :検出時にほとんど床

面まで削平されたため、ⅢA層の部分のみに貼床をもつ住居址の痕跡と判断した。西壁にカマ ドがあり、

主軸はN9° Wあ たりを通る。柱穴 :焼土の両側にあるP10P2は柱穴の可能性がある。遺物分布 :焼土

付近から黒色土器AttA(第 137図 1)が出土したのみである。

SB1 9(第 3701370138図、 PL9)

位置 :Ⅳ A13018に ある。検出 :Ⅱ A層 中で暗褐色土の落ち込みと焼土・石組みを検出し、竪穴住居址を

想定してサブトレンチにより壁を確認した。プランが明確にならないため、ⅡB層 まで掘 り下げて確認し

た。埋土 :Ⅱ B層 に近い暗褐色土の単層である。規模・形態 :東西3。 38m O南北3。 60mを 測り、基本的に

は隅丸方形と思われるが、かなり丸みをもつ不整形である。主

軸はN77° W。 面積は9。 67m2。 壁・床 :削平のためか壁高は10

cm前後と浅 く不明瞭である。掘 り込んだⅢA層にII B層の混じ

る貼床 (2層 )を作っており、これを取り除くと凹凸の著しい

掘 り方となる。柱穴 :9個のピットのほとんどが 2層の下で検

出された。 P10P2° P4～ P6° P iOは 長径20～ 30cm・ 深さ 5

～10cmの楕円形を呈し、規模・形態は柱穴に準ずるが、確実な

ものは認められない。カマ ド:西壁中央よりやや南に片寄った

位置にある。袖石の一部とⅢA層 を基調とする右袖の袖土が残

り、火床には支脚石が立っている。諸施設 :カマ ド左わきの南

西隅にあるPlは長径80cm・ 深さ10cmの楕円形を呈し、礫や土

器を出土したため灰溜めと思われる。遺物分布 :遺物量は比較

的多い。床面上の礫が多い部分に遺物も多く、P10P3の上部

にやや集中した。カマ ド周辺からは土師器杯 A(4)、 黒色土

④
ち 4″
の

ハ
一

A′

1:黒褐色土
2:焼  土
3:黄褐色土、地山層
と1層混、掘形

t41,

0

第36図  S B18実 測図
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第37図  S B19実測図・遺物分布図

器AttA(1)が 出土した。土師器甕B(8)と 黒色土器AttA(3)は カマ ドとPlか ら、土師器甕D
(7)はカマ ド付近とP2か ら出土した。

SB20(第 380137図 )

位置 :ⅣA19024に ある。検出 :ⅢA層 中から焼土を伴う暗褐色土の落ち込みを検出した。サブ トレンチ

により壁と床を確認したが、東壁はほとんど削平されていた。埋土 :層厚は薄 く、ⅡB層 を基調とする単

層 (1層 )と 思われる。規模・形態 :東西3。 18m O南北3。 85mの長方形を呈し、深さ 5 cm前後である。主

軸はN2° E。 面積は10。 77m2。 床・壁 :Ⅲ A層の掘 り方に、これを基調とする層厚 3 cm前後の貼床 (2

層)を作っている。壁はほとんど残存しない。柱穴 :P3は北東隅寄 りにあり直径30cm・ 深さ10cm、 P5は

中央にあり長径25cm O深 さ 5 cmで、規模的には柱穴の可能性があるが断定できない。カマ |ド :北壁の中央

にあるP2は浅いくぼみで、焼土を伴う。石材等は残存しなかったが、|その位置から火床の痕跡と考えら

④

A_595。
30

そ1 1:暗褐色土
0

2:黄褐色土

(1:60)
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第39図  S B21実測図・遺物分布図
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第 3章 向六工遺跡

れ る。諸施 設 :Plは 北東隅にあ

り、直径 50cm・ 深さ約20cmの 円形を

呈し、礫 4個が入っていた。カマ ド

の痕跡 P2と の位置関係から灰溜め

の可能性が高い。 P2に南接するP4

は長径 65cm・ 深さ25cmの 楕円形を呈

し、性格は不明である。遺物分布 :

遺物量は少ない。 P2か ら土師器甕

B(第 137図 3)、 P4か ら黒色土器

AttA(1)が 出土 した。灰釉陶器

杯 (2)は P10P2か ら出土した。

SB21(第 390138図、 PL9)

位置 :Ⅱ V17に ある。検出 :Ⅱ 層中

でカマ ドらしい石組みと土器を伴う

黒褐色土の落ち込みを検出し、サブ

トレンチで壁を確認してプランは容

易に把握できた。埋土 :Ⅱ B層 を基

調とし2分層した。大礫を多量に含

む 2層が南壁寄 りに堆積 し、その後

礫の少ない 1層が大部分を埋めてお

り、自然埋没と思われる。規模・形

態 :東西3。 12m・ 南北3.42mの 方形

を呈する。主軸はN83° W。 面積は

8。 1lm2。 床・壁 :掘 り込んだⅢA層

を床面としている。壁はわずかに外

傾して立ち上がる。やや傾斜が急な

地点にあるため、山側の西壁高は約

35cm、 東壁は約25cmを 測る。カマ

ド :西壁中央よりわずかに南に片

寄った位置にある。火床には厚い焼

土があり、支脚石が原位置を保って

十
ⅡQEI

‐JL 594.20

1:暗褐色、炭混 2:暗褐色土、小礫混

第40図  S B22実測図
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第41図  S B22遺物分布図

いる。両袖の基部には袖土と思われる灰褐色の粘質土が残存し、煙道にかかる部分には崩落した石材があ

る。煙道部へは約60度の角度で立ち上がる。遺物分布 :遺物量はやや少なく、カマド付近に集中したほか

・
床面に点在していた。カマドからは土師器甕B(5)・ C(6)、 床面からは黒色土器AttA(2)、 土師器

小型甕D(3)、 須恵器長頸壺C(3)が出土した。特に 5は大形破片が火床上に重なるような状態で

あった。

SB22(第 4004101380140図 、PL9)

位置 :Ⅱ Q17022に ある。検出 :HB層上面で土器片と炭化物を含む暗褐色土の落ち込みを確認した。サ

ブトレンチで壁とカマ ドを確認したが、北側半分が農道にかかるため 2カ年の調査となった。埋土 :Ⅱ B

層を基調とする暗褐色土で、礫の量から2分層した。 2層 は壁際に堆積した三角堆土で、 1層 はこれを被

01
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覆 している。規模・形態 :東西 4。 47m・ 南北

4。 13mの隅丸方形を呈す。主軸はN90° E。 面

積は14.38が。床・壁 :掘 り込んだⅢA層 を床

面としている。カマ ド右わきの南東隅寄 りの一

部に、貼 り固められた層厚 3 cm程度の貼床があ

る。壁高は約30cmを 測り、やや外傾して立ち上

がる。柱穴 :Plは中央部の南東寄 りにあり、

直径・深さ28cmを 測り、位置・形態から柱穴の

可能性がある。カマ ド :東壁のほぼ中央にあ

る。燃焼部奥の左右の袖石が残 り、石を芯に両

側を 1層 と共通の暗褐色土で固めている。火床

はやや くぼんで煙道部はわずかに壁外へ突出し

ている。諸施設 :Plは 南西隅にあって、深さ

10cm足 らずの半円形で、中礫数イ固が出土した。

P2は 南東隅にあり、長径65cm・ 深さ数cmの楕

円形を呈す。この中から遺物は出土していない

が、位置・形態は灰溜めにほぼ適合する。遺物

分布 :遺物量は比較的多く、カヤ ド周辺にやや

まとまっていた。カマ ド内からは土師器杯A

(5)、 黒色土器AttA(2)、 手前からは灰釉

陶器皿 (6)が出土した。北東隅には黒色土器

AttA(103)が 完形で正位に置かれ、土師

器小型甕 A・ D(708)が つぶれて出土 し

た。 また、 1に接 して鉄鏃 (第 140図 6)が出

土した。床面には大・中の礫が散在 していた

が、焼けた礫が混在しており、カマ ド石を投棄

したものと推定される。

SB23(第 42図 )

位置 :HV01002に ある。検出 :Ⅲ A層上面で

黒褐色土の落ち込みを確認したが、不明瞭な部

分があった。規模から住居址を想定し、東西・

南北方向のサブ トレンチで断面観察し床を確認

1:黒褐色土

―JL 594.80

tIUR17

‐JL 596.60 :暗褐色土、礫多

第 3節 遺 構 (2平安時代の遺構)

tuTⅣ

ヽ
ロ

８

螢

司

‐

第42図  S B23実測図

した。地山と埋土が似ている北壁のプランは明  第43図  S B25実 測図
瞭にならなかった。埋土 :単層でⅡB層に近いがやや黒みが強い。規模・形態 :東西3。 94m・ 南北4。 00m

前後の隅丸方形を呈するらしい。主軸は最も安定している南壁線を基準にすればNO° となる。床面積は

11。 67m2前後。床・壁 :掘 り込んだⅢA層 を床面としているが、東側にわずかに傾斜しているё南壁は外

傾し壁高は25cm前後を測るが、東・西壁の傾斜はかなり緩 く、北壁は不明である。柱穴 :南西隅で数イ固の

浅いピットを検出したが、周囲のⅢA層上面で検出されたピットの残存部分の可能性が高く、本址には伴

わないものと考えた。遺物分布 :埋土中から縄文早期の土器片と黒曜石等の砕片、平安時代の土師器片が

少量出土したが、図化に耐えない。カマ ドが確認できなかったことに加えて遺物からも時期を確定しにく

Ａ
一

Ａ
一

九V F03=‐
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第 3章 向六工遺跡

④

1:黒褐色土
2:暗褐色土、炭多
3:暗褐色土、炭・焼土混
4:暗掲色土、焼土多
5:暗褐色土、黄褐色土混
6:黄褐色土、暗褐色土混
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7:黒褐色土、炭混
8:暗褐色土、焼土多
9:暗褐色土、炭・焼土多
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第44図  S B28・ カマ ド実測図 0遺物分布図
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第3節 遺 構(2平安時代の遺構)

いが、全体の規模 0形態から平安時代の可能性が高いと判断 した。

SB25(第 4301380146図 )

位置 :Ⅱ U25に ある。検出 :Ⅱ B層下部で土器を伴 う暗褐色土の方形の掘 り込みを検出して住居址を想定

した。サブ トレンチの断面観察でプランと床を確認 した。埋土 :Ⅱ B層 を基調 とする暗褐色土で、礫を多

量に含む。規模・形態 :東西 3。 80m?南北 3。 85mの方形を呈す。主軸はNO° 。床面積は12。 60が。床・壁 :

掘 り込んだⅢ B層 を床面 とし東へ傾斜 している。壁高は10cm足 らずで、特に東側はほとんど残存 しないё

カマ ドは検出できなかったが、あったとすれば削平の著しい東壁側と予想される。遺物分布 :埋土中に少

量が散在した。図化できたのは黒色土器AttA(102)の みで、ほかに灰釉陶器椀や須恵器甕がある。

南西隅付近からは鉄釘 (第 146図 3)が出土した。このほかに長径20c五前後の礫が散在していた。

SB28(第 4401390140図、 PL9)

位置 :Ⅱ U09010に ある。検出 :表土余1ぎの際Ⅱ層中でカマ ドらしい石組みがかかり、前年度調査 したS

B16の西壁カマ ドと予想した。この面ではプランが不明のため、赤 く焼けた壁線を追ってプラン確認した

ところ、 S B16の西に隣接する別個の住居址となった。カマ ドわきにあけたサブトレンチの所見ではSB

16と は直接切 り合わないことが判明したが、同時存在は考えられない。また、掘 り下げ中に北東隅で本址

の壁面と同様に赤化した中世火葬施設 S K1048を検出した。埋土 :基本的には上下 2層 に分層される。壁

際から床面直上には暗褐色土に焼土・炭化物が混じる 2～ 5層が堆積し、火災あるいは焼却によるものと

思われる。特に炭化物の多い部分 (2層 )、 焼土の多い部分 (4層)があり、焼土ブロックは南西部分が厚

い。この上部を、ⅡB層 を基調とする 1層がレンズ状に被覆している。規模・形態 :東西5。 40m・ 南北

5。 10mの隅丸方形を呈す。主軸はN77° Eで本遺跡の平安住居址中、正方位とのずれは最も大きい。面積

は23。 13m2。 床・壁 三掘 り込んだⅢA層 を平坦な床面としている。壁の立ち上がりは垂直に近 く、西壁高

は40cm前後を測る。全周の壁面の上半部は赤化している。東壁と南西隅を除いて、幅10～ 15cm・ 深さ 3～

5 cmの周溝がめぐっている。柱穴 :P2～ P4と P5～ P7は 3対の主柱穴であろう。 P4° P7は西壁上から

掘 り込まれている。これらは直径35～ 40cmを 測り、床面下20～ 30cmに達し、ⅢA層で埋め戻されている。

P2° P5に は直径10cm強 の柱痕が認められる。北壁には壁上から掘 り込まれた P8° P10と 、周溝中に

あってよリガヽさなP90 P llがある。カマ ド:東壁中央よりわずかに西に片寄っている。両袖石が原位置

を保ち、この間に直径50cmほ どの火床がある。この中央部のピットは支脚の痕跡であろう。火床からわず

かに浮いて扁平な砂岩t土師器・須恵器破片が出土し、芯材の可能性がある。諸施設 :Piは カマ ド北側

の東壁下にあり、南北205cm O東 西80cm・ 深さ約20cmの 楕円形を呈する。上部から多くの遺物が出土し、

灰溜めと思われる:遺物分布 三埋土下部の 2～ 5層から多量に出土し、カマ ドとPl周辺、西壁付近に集

中していた。カマ ドからは黒色土器AttA(10508010)、 須恵器甕破片、 Pl周辺からは黒色土器A

杯A(30607)、 灰釉陶器椀
:(11012)、

土錘 (第 140図 4)が出土した。土器は食器と比較して煮炊具

は少量であった。このほか、祗石 2点 (第 140図 203)、 刀子 (同 9)・ 鉄釘 (同 11)が出土した。
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第 3章 向六工遺跡

中世以降の遺構

(1)HG区 中世遺構群 (第 45～ 47図、P Llの

ⅡGl10 120 160 171 210 24区 に分布する。便宜的にⅡL区遺構群と分割したが、一連の中世遺構群で

ある。これらは小段差の傾斜部から東側の平坦面に展開している。H層 中で検出され、暗褐色土の地山と

遺構埋土ⅡA層の土色の差は明瞭であった。本地区の調査は 2カ年にわたったため、検出面に多少の高低

差があり、調査後に図面上から建物址などと認めた遺構もある。

① 掘立柱建物址

SAll・ SB24(第 45図、P L10):小段差の直下にあり、10個の円形柱穴が南北に並ぶ。柱穴は

9間 (19。 5m)にわたる。直径15～ 30cm・ 深さ 4～ 50cmでばらつきがあるが、 P2～ P7はやや削平された

ため浅い。 P6は 除外すべ きかもしれない。埋土は少量の炭が混じるⅡA層基調で、柱痕は確認できな

かつたが P7は二重の掘 り込みである。主軸はN9° Eを通 り、 Pl～ P5か ら東へ lm隔てて10cm足 らずの

段差があり、平坦面をなしている。これにS B24を付したが、柵址 S Allと一体の建物址と考えられる。

S B24の 推定範囲内には長径 1。 20mの薄い炭化物層、焼土址 S F01030、 集石 S Hllが含まれる。焼土址

は直径50～ 60cmの 円形を呈し、赤化部分の厚さは数cm以下である。掘立柱建物址 S T01011、 柵址 S A12は

切 り合いか共存か明確ではない。遺物はP9付近から内耳鍋が出土し、検出面や埋土からも中世 と判断さ

れた。

S丁 11(第 45図):S B24の 南に隣接 している。直径25～ 30cm O深 さ15～ 25cmの 円形柱穴 10個か らな

る。 P2° P4° P5は不整形である。検 出できない柱穴 もあるが、南北棟の 4間 (7。 00m)× 2間 (3。 00m)

の建物址と考えられる。主軸はN2° Eを通 り、 S Al10 S B24と は、ずれる。梁行の P3° P7・ PHは

1。 54mの等間隔、東側の桁行は不規則、西側は不明である。南北の妻の外倶1lmに あるP6° P9は棟持柱

であろうか。遺物は伴わないが、埋土から中世と判断した。

S丁 01(第 45図):4個 の円形柱穴が 2列に並ぶ、 3間 × 1間の建物址と見られる。東側の桁行 P2
・ P4・ P6・ P8は柱筋が通 り4。 32mを測るが、西側のP10P3・ P5・ P7は不規則である。 P2～ P8の

主軸はN12° Eで、 S Allに近い。柱穴は直径・深さとも20～ 30cmで、 P5は 7 cmと 浅 く、 P4° P6は斜め

に掘 り込まれている。遺物は伴わないが、埋土から中世と判断した。

S丁 12(第 46図):S Tllの 東にある。当初 P10P2と P3～ P6を別イ固の遺構 と考えた。いずれも方

形柱穴で、 P10P3° P6の柱筋が通り4。 00mの等間隔であること、P20P4が対応することから、東西

棟の 2間 (8。 00m)× 2間 .(4。 05m)の建物址とした。検出できない柱穴もあるが、柱間は桁行が梁行の

2倍 を測る。P10P2は径35cm,深さ40cmの 方形で、ともに直径約15cm e深さ50cmの 円形の柱痕が認めら

れた。ほかの柱穴は径20～ 25cm・ 深さ40cm前後で、柱痕は見られない。遺物は伴わず、埋土から中世と判

断した。同じ検出面で本址の範囲内に焼土址 S F31032がある。焼土址は長径60～ 100cmで、赤化部分の

厚さは約10cmを測る。

S丁 14(第 10図):S T12に 隣接し、径25cm前後の浅い 4個の方形柱穴からなる。検出できない柱穴

があり構造は不明であるが、 Pl～ P3は 2間 (3。 84m)で N7° Wを通る。本址に伴う遺物はないが、 P4

の東 2mの位置で半完形の白磁杯が出土した。

② 柵 址
SA12(第 45図):S B24の 平坦面にある。直径20～ 30cm・ 深さ10～ 60cmの 円形柱穴 5個が5。 76mに

わたって乱杭状に並び、主軸はN24° Eあたりを通る。隣接するピットに対応関係は見いだせないが、同

規模のS K1005～ 1010等 とつながるならば、建物址の一部の可能性もある。
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第 3節 遺 構 (3中世以降の遺構)
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第 3章 向六工遺跡

第46図 p丁 12・ SF31 0 32実 測図

③ 集 石
SHl l(第 47図、 P L10):S Al10 S B24の

平坦面にある。地山に含まれる径約10～ 20cmの礫が

2。 5× 3。 5mの楕円形に分布している。Ⅱ層中にある

ため、掘 り方があるか不明である。検出面下20cm前

後まで 304個が重なる音6分が見られるが、全体に

平面的な分布を示し、中心部では礫が散在状態であ

る。礫自体に被熱の痕跡が見られず炭化物も伴わな

いため、本址の性格は不明である。遺物はないが中

世遺構群と同じ検出面であること、この地′点に他の

時期の遺構・遺物の分布が乏しいことから、本址も

中世と考えた。

HG区の中世遺構群には、焼土を伴う建物址が最

大 5棟は含まれている。これらは明瞭に全体の構造

をうかがえるだけの遺存状態をとこめていないが、

▽    0 (1:40) lm
第47図 SHll実測図
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‐⊆ 591.00
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▽
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他の中世遺構より主軸がずれるSAl10 SB250 ST010 SA12と 、主車由が共通のS Tl1012 0 14が見ら

れることから、時期差が想定される。また、 S Tllが南北棟、 S T12が東西棟と推定されるなど、棟方向

の異なるものがある。さらにⅡ G250 H220 M02周辺の建物址として扱えないピットも、検出面や埋土か

ら中世と推定されるものがあり、遺構群はより東側へ拡大するものと推定できる。この地区はⅡLOM区

と比較して中世遺物はきわめて少なく、遺構の性格を示唆する資料も乏しい。帰属時期については、遺構

に伴わないものの、瀬戸美濃系陶器と輸入青磁の年代から16世紀と考えられるが、 S T14付近から 1′点出

土した白磁杯が13世紀の所産のため、中世前期に属する遺構の存在も考慮される。
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第 3節 遺 構 (3中世以降の遺構)

(2)Ⅱ L区中世遺構群 (第48～ 55図、P L1001⊃

ⅡLl～ 8011～ 13017区に分布する。本地区の遺構群はG区から続 く小段差に沿った東向き斜面に展

開している。Ⅱ層中で検出され、暗褐色土と遺構埋土ⅡA層の土色の差は明瞭であった。Ⅱ L02006は 旧

流路に当たるため、Ⅱ層の堆積が lmに達する部分がある。この部分を東西に切った重機によるトレンチ

の観察では、掘 り込み面に若干の差がある中世遺構が認められたが、平面的にこれを峻別することはでき

なかった。

① 掘立柱建物址
S丁 04(第 48・ 50図、P L10):Ⅱ B層上面で検出した。当初、東西に並ぶ大きさのそろった 6個の

円形柱穴 Pll～ P16を柵 と考えた。 P4～ P7等 との対応関係から東西棟の 6間 (11。 84m)× 2間 (4。 48

m)の身合の北側に、 Pl～ P3の半間の廂か間仕切 りをもっ建物址とした。ただし、さらに北側を東西に

並ぶS K213 0 9780 979が P7・ P150 Pl:と もほぼ対応することから、梁行 3間の可能性もある。柱筋のよ

く通るPll～ P16の軸はN92° Eと なる。柱穴は南側の桁行 Pll～ P16が直径30～ 40cmと 最も大きく、棟

通 りのP8～ P10は 20cm前後と小さい。 Pl～ P3● P5～ P7● P13～ P16は座面に平石をもつ。約 4度の傾

斜があるため、柱穴の深さは10～ 50cmと 開きが大きいが、底面のレベルはほぼ同じ。 P130P14の間に集

石 S H01がある。本址に直接伴う遺物はないが、柱穴埋土から中世と判断される。

SA03(第 48050図、P Lll):S T04の 南にある。焼土址 S F18～ 26の分布範囲の東側に多数の小
ピットがある。南北に並ぶ P2～ P12を 当初柵址と考えS A03を 付したが、ⅡB層 中の若干低い面で検出

されたピットや、東西方向に対応するピットを結んで建物址とした。 P2～ P12の間は7。 80mを測るが、

柱間寸法はふぞろいである。P2の西側延長上にあるS B10の Pl、 P3の西側の同 P2ヽ P6の東側の S K233

などが本址に含まれるならば、規模はさらに大きくなる。しかしP12o P13が S Q02に 切られていること

など、若干の時期差も考慮される。これらの柱穴は直径20cm前後の円形で深さは10～ 40cmと ばらつきが大

きい。埋土は炭化物を含むⅡA層で、 P8か らは直径約10cmの柱痕を検出した。遺物はPl内部から瀬戸美

濃系陶器招鉢が、 P12● P13を 切るS Q02か ら同丸皿・天目茶碗が出土し (第 55図 )、 本址の年代は16世

紀半ばごろとされる。

SA02(第 12図 ):S T04の 東側13mの位置にあり、ⅡB層下部で検出された。正確に東西に並ぶ円
形柱穴 4個からなる、 3間 (5。 12m)の柱列である。南北に対応する柱穴は検出できなかった。柱穴は直

径40～ 45cm・ 深さ30～ 40cmを 測るが、調査年次の異なるPlは底面のレベルが高く、本址に含めてよいか

疑間が残る。 P2～ P4は よくそろい、建物址の残存と考えられる。同じ検出面にS K1610 173な どの円形

小ピットがある。 Plの南側 lmの位置に、隣接する焼二彙 S F33034が ある。焼土は長径が約80cm・層厚

10cm前後を測る。周囲に中世遺物は少なく、柱穴埋土から時期を判断した。

② 竪穴建物址
SB10(第 51図、P Lll):小段差の斜面にあり、Ⅲ層上面での遺構検出の際に内耳鍋が集中する部
分があったため、東西方向のトレンチをあけて遺構検出を試みた。当初地山と思われたⅢ層の下から炭化

物層が検出されて床を確認し、再堆積したⅢ層 (1層)に被覆されたことがわかった。約15度の斜面を東

西約 3。 00m O南北3。 90mに わたってⅢB層 を半円形に掘 り込み、ほぼ平坦な床面としている。東側の一部

はH・ Ⅲ層の混じった 2層 を貼っている。西側の壁高は約40cmを測る。柱穴の可能性のあるピットは掘削

部分より東側にある。 Plは径30cm・ 深さ20cmの方形、 P2は 直径20cmの 円形を呈す。ただしPl・ P2は

SA03の P2° P3の西側延長上にあり、本址に属すか不確実である。西壁中央にあるP4は長径40cm O深 さ

10cmを 測 り、炭化物層 (4層 )が堆積して大礫がのっていた。これに接する床面が一部焼けている (3層 )。

P3は長径60cm・ 深さ30cmで柱穴とは考えにくい。 Plの南領Iに、周囲に数イ固の礫を伴うピットS H06があ

- 55 -



V
211

∩
|

22300224

幸   Q
S F18     225
227

q・
LI田

C
212・ L E01

。

９７
０

９７８

Ｆ
ｕ

⑤
８４３‐^‐サ‐Ｖ

１４０

彦
９‐９

Ａ

一　

　

　

Ｂ

一

◎ 2:8
0219

0◎
i43

B′

◎
221

.L10b

S丁 04

S H01

″

短“ ◎

２２２

◎
220

Ⅲ
Ⅲ

０５
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

脚

Ⅲ

ＩＩＩＩＩＩ

酬
Ⅷ
Ⅷ
Ⅲ

Ｆ

一

（υ

‐３７

」 Ｅ

0
230

咄⑮、T◎ T
226

D141

◎:42

01
憔
S F20

P2

明‖Ⅲ
P lo.

◎i47

0235

S F23 P9
ｒ
Ｔ‐
―――‐
―――‐
―――‐
‐‐――
‐―‐‐
　
　
　
　
　
　
Ｓ‐

ｏ
２

◎
‐４６

Ｏ

ＳＱ０４
調実群構造世中区

Ｌ図第

S H03 工
鵠
S F24

・
L Ii3

o      (1:100)    4m

P8 216

94鈍
“
獅

九 Ei3 SQ06

卸5



_上上591.00

1:Ⅲ層、下部は炭混、近世以降の盛土
2:HB層 、小礫多
3:HC層 、礫含まず
第49図  H Lll～ 13土層図
‐生 591.70

_旦 591.80

‐2591.80

‐■
591。 70

‐壁 591.50

‐二 591.90

‐⊆
591。 90

第 3節 遺 構 (3中世以降の遺構)

0 (1:100)2m

SH‐ 01

Ｇ
一

‖U        に別  輛
第50図 S丁 04 0 SA03断 面図

七 L B09

・
592.:

0

5:Ⅲ A層 に炭化物混

L E09

るが、本址に伴うかは不明であ

る。掘削部分に遺物はな く、

P2に 接 して内耳鍋 (31)1個

分が集中し、ほうろく?破片

(34)も 見られる。ttt■Lは竪穴

状の構造で炉を備えているが、

埋土中から縄文時代遺物の出土

はなく'(′ 中世遺構群の一角を占

めているため、内耳鍋などが時

期を示唆するものと考えた。

③ 集 石
SH01(第 53図、 P L10):
S T04の P130P14の間を占め

る。HB層上面で検出された。

東西2。 10mを 測るが、南側半分

程度はトレンチで切られ現存幅

り
｀
3

(1:60) 2m

Iま たはⅡA層 に礫多
。ⅢA層 に風化礫多 3:焼 土

4:炭 化物

第51図 SB10実測図・遺物分布図
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第 3章 向六工遺跡
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炭混、盛土
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咄

111:S日

4 ‐ 暗褐鏡

第52図 SA02・ SF33 0 34実 測図

o  (1:80) lm

0  (1:40)  2m

:黄褐色土、固
:暗褐色土に黄褐色土混
:黄褐色土、木炭多

は 1。 Omで、平

面分布はほぼ円

形を呈するらし

い。礫は最大30

cmま での大きさ

で密集し、垂直

分布は40cmに お

よぶ。明瞭な掘

り方はなく、礫

を含む 8層は東

に傾斜している。

被熱の痕跡は見

られず、炭化物・

焼土・遺物は伴

わない。検出面

から中世遺構と

考えられ、 ST

04の付属施設の

可能性もある。

SH02

(第 53図、 PL

ll):遺物包含

層確認のため東

西方向の トレン

チをあけたとこ

ろ、ⅡB層上部

で断面観察され

た。このため中

央部を分断され

ている。平面分

布は長径 2m程

度の不整形を呈

するらしく、垂

直分布は30cmの

範囲である。掘

り方は確認でき

ず、礫は径 5～

20cm程度の大き

さである。被熱

の痕跡は見られ

‐生 592.00 ▲1

ゞ θ

暗褐色土、炭混

第53図 5H01・ 02・ 03・ 06実測図
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第3節 遺 構(3中世以降の遺構)

ず、 S H01同様遺物等は伴わない。 S K150が本址に

接しており、検出面から中世と考えた。

SH03(第 53図 ):ガ 段ヽ差の斜面にあり、ⅢB層

を掘 り込んだ1.6× 1。 Omの浅い楕円形の掘 り方の中に、

径 5～ 20cmの礫が集積している。全体に東へ傾斜し、

埋土は炭化物をやや多く含んだⅡB層 を基調とする。

礫には被熱の痕跡は見られないが、内耳鍋の小破片と

炭化したクルミが出土した。        ‐

SH04(第 48図 ):S T04の 西側の小段差斜面に

あり、大礫 5個が半円状に並んでいる。掘 り方はなく、

被熱の痕跡も見られない。

SH05(12図 ):S H02等の東側の平坦部に位置

し、ⅡB層 中で検出された。45cm四 方・深さ数cmの掘

り込みの縁辺に大礫 4個が置かれている。これに接し

て内耳鍋の小破片が出土したが、確実な伴出遺物とは

いえず、帰属時期にはやや疑間が残る。  ::
SHO:6(第 53図、I P Lll):S B10の東佃1に隣接

して、ほぼ貼床面上で検出された。長径40cmの楕円形

ピットの掘り込み面を、径206m前後の扁平な砂岩 5個

で半円状に囲んでいる。このうち1個には煤状の付着

物がある。ピットは深さ55cmで下部ほど狭く、底部は

‐
・

592.00

直径10cmを 測
.る
。

埋土はⅡA層 を
:基
調 とし、下半

音るの 3層はしま

りがな く木炭を

1多 く含む:上半

音5の 102層 は

硬 く(3層 との

中間には礫が多

い́。内面は底部

近
tく

まで焼け、

1所々景J落 してい

る。本址の南側

にも少量の焼土

が見られる。同

じ検出面で隣接

して土器皿や内

耳鍋が出土し、

本 t」Lの時期 を示

tW上 十
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第55図  SQ01・ 02・ 03・ 06実測図・遺物分布図

唆する。S B10や焼土址群に伴う可能性がある。

④ 焼土址 (第 54図、P Lll)
Ⅱ L07008の S B10と S A03の間約10mに わたって、ⅡB層上面にSF18～27の 10カ所の焼土址が群在

している。このうちわずかに検出面の低いS F25は 、長径100cmの円形の北半分に赤褐色の焼土 (2層 )、

南半分にⅡA層 と近似した黄褐色土 (5層)がある。中央部約40cmは きわめて硬い橙色の焼土 (1層 )で、

炭化物の集中部分 (4層)がある。焼土の層厚は12cmを測る。これに隣接するS F22023は 長径100cmで、

5層 を欠いた 2層の焼土の中に1層の硬い焼土があり、層厚は13cm 0 18cmと 深い。S F190 26 027は 長径

50～ 75cmと やや狭く、周囲は暗褐色土に炭・焼土粒が混じった 3層で、 102層の範囲はより狭いもので
ある。焼土厚も10cm以下と浅い。これらの焼土址は、Ⅱ L12か ら出土した靖蝸の破片が示すように、鍛冶

炉の炉床の残存部と考えられ、S F25な どが比較的遺存状態の良好なもの、S F19な どはこれがやや削平

されたもの、S F21な どはさらに削平された痕跡的なものと見られる。焼土址群に直接伴う遺物はなく、

鉄滓も出土しなかった。しかしⅡL区西半分からは後述のように中世遺物が比較的多く出土し、本址の時

期決定の根拠となる。

⑤ その他の遺構 (第55図、P Lll)
検出当初、性格がわからなかった遺構である。HL.12017に分布し、斜面部にあるS Q04～ 06はⅢA層

上面、平坦部にかかるS Q01～ 03はⅡB層上面の検出である。

SQ01(第 55図、P Lll)三 東西2。 4m・ 南北2。 Om以上の長方形を呈し、深さ3 cm程度の掘り込みで
ある。埋土には焼土址群の橙色焼土 (1層)に近似する硬い焼土児と木炭が多量に混じる。遺物には瀬戸

美濃系陶器の志野丸皿、羽回の一部らしい焼土塊があり、隣接して内耳鍋破片が出土した。

SQ02(第 55図、P Lll):長径3.7m・ 短径0。 7～ 1。 7mの弧状の掘り込みで、深さは 5 cm前後を測
る。埋土中にはS Q01同 様に焼土と炭が多量に含まれ、特に形状をとどめた木炭が目立つ。西端の底面か

ら2個のピットが検出され、 S A03の P10。 Pllの南側延長上に位置するため、本址に切られたピット

(P12° P13)と 考えられる。遺物には瀬戸美濃系陶器丸皿・天目茶碗、羽口、鉄器がある。 S A03の

P13の上部からも瀬戸美濃系陶器丸皿が出土し、本調査区は全調査区中で輸入 0国産陶磁器の出土量が最

も多い。また、S Q01002出土の木炭の樹種はクリと同定された (付章第2節参照)。

SQ06(第 55図):0。 7× 1。 7m O深 さ8 cmの楕円形を呈する。埋土はⅡB層 を基調とし、少量の炭が
混じる。甘禍の破片があり、隣接して内耳鍋破片も出土した。
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第3節 遺 構 (3中世以降の遺構)

S Q03～ 05は規模が異なるが、 S Q06と 同じ炭化物混 じりの埋土をもつ浅い土坑である。

S Q01～ 06は、増蝸・羽回の出土や焼土址群の存在から、鍛治あるいは鋳物の廃棄場所と考えられる。

これらの遺構が鍛冶工房とすれば露天で作業を行うはずがないから、S A03お よびSKを付した小ピット

は上屋を支える柱穴と考えられる。

S T040 S B10と 一連の鍛冶関係遺構との確実な共存を示す根拠は提示できず、S Q02と S A03の P12

°P13が切り合うなど、若干の時期差もうかがえる。しかし本地区から出土した陶器はすべて大窯製品で、

年代は16世紀半ばごろのきわめて限定された時期であり、SQを付した廃棄場からの煮炊具の食器の出土

から、工房を営んだ職人の日常生活の場が隣接していたと考えるのが妥当であろう。なお、ⅡL区から鉄

滓がまったく出土しなかったため精錬工程を伴った可能性は薄く、鉄鍵を素材としていたものと推定され

る。

(3)Ⅱ M・ Q・ R区中世遺構群 (第 56～ 59図、P L 121
ⅡM160 170 210 22、 Q05010、 R01002006区に分布する。調査区の中では遺物包含層Ⅱ層の下段分

布域に当たる平坦面である。本地区の中世遺構の埋土はⅡB層に近似し、土色差は不明瞭なものが多かっ

た。用地界にかかっており、地形や表面採集の結果から用地外に遺構が広がることは確実である。採石敷

きの仮設道路が通じていたため、遺構の遺存状態は良くなかった。

① 掘立柱建物址
S丁 02(第 58図):2間 (1。 7m)× 1間 (1。 2m)の東西棟の建物址と思われる。直径40～ 50cmの円形

柱穴 5個からなり、深さは10～ 15cmで柱痕は認められなかった。やや小さいP2に対応する柱穴は検出で

きなかった。中心に大きな扁平礫があり、 P3● P5の 中間の、柱穴検出面よりわずかに低いレベルから銭

貨 8点が集中して出土した。内訳は皇宋通賓・嘉祐元賓・元祐通賓・紹聖元賓・宣和通賓・永楽通賓・鋳

写偲で銭文不読のもの・摩滅の著しいもの各 1′点である。

S丁 03(第 56図、P L12):当初はⅢA層上面で検出した暗褐色土のビット群 Plo P2。 P4。 P5。 P7.

P8を建物址と考えたが、図面上で柱筋の通るP3。 P6。 P9を含めた。黒色土中の検出は困難で、検出面に

高低差がある。 2間 (4。 2m)× 2間 (4。 Om)の総柱と思われるが、柱筋の通りはよくない。遺物は伴わ

ず柱穴埋土は中世以前の遺構と共通するが、古代の掘立柱建物址が調査区内で確認されていないこと、中

世遺構群の一角に位置することから中世としたが、疑間の余地は残る。

② 焼土址 (第 56057図、P L12)
S F02～ 17・ 48:17カ所がⅡB層下部で検出された。このうち比較的遺存状態の良かったS F13は 、長

径74cmの 円形の淡色焼土の中央部に暗赤色の焼土がレンズ状にのり、下部はより淡色の焼土となっている。

焼土厚は14cmを測る。他の焼土址も上面が比較的赤く、下部は淡色で、焼土厚の最も厚いS F07か らごく

薄いものまで見られる。遺物はS F10と Ⅱ R06か ら羽口が出土し、これらの焼土址群はⅡL区 と同じ鍛冶

炉と考えられるが、肖j平のためきわめて痕跡的である。鉄滓は出土していない。このほか焼土址に直接伴

わないものの、分布域内からは土器皿と銭貨の出土が目立った。

③ 井戸址
S K151(第 59図、P L12):S T03の西側に隣接する。暗褐色のⅢB層上面で検出した。開口部は長径

2。 2mの楕円形、底面付近は直径0。 8mの円形となり、壁面は下部ほど垂直に近いラッパ状を呈する。埋土

はⅡA層 またはⅡB層 に近似し、多量の大礫を交え、検出面では集石状を呈していた。検出面下約1。 4m

で湧水があり、規模・形態から丼戸と判断され、廃棄時に礫が投棄されたものであろう。遺物は伴わない。
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なお、本遺跡の地山をなすのは段丘堆積物のⅢ層であるが、地表下約 3mで厚い砂岩層となり、不透水層

をなしている。工事の法面でも砂岩層上面からの湧水が観察された。

本地区でもⅡL区同様の鍛冶炉を検出したが、付属する建物や廃棄場は明らかにならなかった。検出の

困難さと後世の攪舌Lが原因であろうが、東倶Iの調査区外に存在する可能性もある。一方、本地区は中世遺

物の分布密度は最も高く、内耳鍋 0土器皿が多出した反面、国産・輸入陶磁器はⅡL区をかなり下回る。

また、銭貨は本地区に集中し、特に目立った遺構を検出できなかったⅡQ05010に多い点は注目される。

(4)Ⅱ U区中世遺構群 (第60～ 62図、P Llの
ⅡU区はわずかに東に傾斜した平坦面で、第60図の遺構検出面は西側がⅡB・ C層、東側はⅡ層下部～

ⅢA層上面である。中世とした遺構は約10cmレベル差のある2面の検出によって確認されたが、異常な乾

燥という悪条件のため、本来第 1面にあるピットが第 2面で検出されたものも当然あると思われ、図面上

で整合するピットを一連の遺構として整理した。第 1面検出の遺構はS T13の P12～ P21、 S K987～ 992

010300103401039010400104401045、 S F35～ 39、 S X01、 S B27、 第 2面はその他である。
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① 掘立柱建物址
ST13・ SA12(第 60図、P L12):当 初、東西のピット列 Pl～ P6と 、南北列のP7～ Pllを柵址
と考えた。またSKを付したP17～ P22の円形ピット列も同じ軸を通り、対応する位置にあるため、これ

らを1棟の建物址とした。いずれも柱筋はよく通り、東西はP2～ P6の 4間 (6。 8m)、 南北はP6～ P9

の 3間 (6。 Om)、 主軸N85° Eの東西棟と推定される。柱間寸法は0。 9～ 2。 8mま で長短があり、南側に廂
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第61図 SK1030実測図               第62図 SB27実測図

がつ く可能性がある。柱穴は、 Pl～ P13が長径20～ 30cm・ 深さ30～ 60cmの 方形、これ以外は直径20cm程

度の円形で、検出が 2面にわたるP17～ P22は深さがふぞろいである。内側の柱穴はP23が方形のほか、

柱筋が通らないためSKを付した円形のピットである。外側にあるS K1052～ 105501060も 方形ピットで、

埋土も共通のため本址に付属する可能性が高い。

② 柵 址

SA12(第 60図、P L12):S T13の柱穴 P6～ Pllの 5。 3m東側に並列し、軸はN5° Eを通る。すべ

て方形柱穴で、長径20～ 35cm・ 深さ20～ 60cmを測る。 Pl～ P7は
~直線上に並び、13。 3mに わたる。隣接

するP8～ Pllも 一連の柱穴と考えられる。 S T13と 同じ軸をとおり、 P3～ P7が きわめてよく対応する

ため、本址までS T13に 含めた 1棟の建物址となる可能性もある。ただし、この間 5mに柱穴が見られな

いことや、P10P2が対応しないため、建物に付属する柵址と考えた。

③ 焼土址 (第 60図 )

S T13と S A12の 間にS F35～ 39、 これらから南北にそれぞれ約 5m離れてS F40・ 41がある。いずれ

も長径40～ 60cmの楕円形を呈し、深さ数cmま で赤化している。検出面・分布範囲から建物址・柵址と一連

の遺構と考えられる。

④ 土 坑

S k1030(第 61図、P L12):S T13の P3の南に隣接する。東西に長軸をとる2。 06× 1。 22mの楕円形を

呈し、深さ26cmを 測る。埋土は褐色土の単層で、ごく少量の焼土・炭を含むが、本址で火を焚いた痕跡は

認められない。東壁は垂直に近 く立ち上がり、ほかは緩やかである。東側の底面には、壁に沿って 8個の

扁平礫が並べてある。北壁下には完形の瀬戸美濃系陶器丸皿11枚が下向きに重なっていた。南東隅からは

灰釉陶器長頸壺の底部が出土した (第 142図 )。

⑤ 竪穴状遺構
SX01(第 60図):S F36037の南側に隣接し、 S T13の P8を被覆していた。東西 3。 7m・ 南北2.2

mの長方形部分に焼土粒・炭粒が薄 く分布し、掘り込みや柱穴は見られない。遺物はない。

SB27(第 62図):S T13の 南側にあり、埋土は暗褐色土の単層である。東西2。 39m・ 南北 2。 09mの

方形を呈し、中央部は深さ25cmを測るが周囲ほど浅く、壁は緩 く立ち上がる。壁際に大礫が見られるが、

野饉ρ

o  (1:40) im

第61図 SK1030実測図
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施設や遺物はないι

前述のとお り、これらの遺

構群は 2面にわたって検出さ

れたため、詳細な共時性の検

討は難しい。しかし遺構群が

局地的に集中することや、 S

T13に付属する可能性が高い

ものが多いため、短時期の一

連の遺構群 と推定してよかろ

う。S K1030を 除けば本地区

から遺物はほとんど出土しな

かった。 S K1030は S T13の

屋内の土坑 と考えられ、瀬戸

美濃系陶器丸皿はⅡL区の S

Q01出土と同時期の大窯製品

で、遺構群の年代の唯一の根

拠 となる。焼土址群は、 SA

12が柵とすれば露天、S T13

の東壁をなすとすれば屋内に

位置することとなる。これら

がⅡL区の焼土址群と同様な

ものなら、S X01は S Qolな

どと同じ廃棄場の可能性があ

ろう。
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第 3節  遺 構 (3中世以降の遺構)

(5)そ の他の遺構
① 掘立柱建物址
S丁 09(第 63図):II V

02003007008に ある。ガヽ グ

リッド掘 り下げの際、ⅡB層

中で黄褐色土のピットを検出

し、図面上で 1棟に整理 した。

長径20二 30cm・ 深さ10～ 30cm

の方形柱穴 9個からなり、 2

間 (6。 24m)× 2間 (2。 92

m)の東西棟 と推定される。

1間の寸法が長いP5～ P7°

P6～ P9の 間は検 出で きな

かった可能性がある。東西軸

はN85° Wを通 り、 S T13と

同じ。本址の南に S T08、 南

東に S T07があるが、やや不

規則な配置で、円形柱穴であ

る。

② 柵 址
SA15(第 64図、P L13):

Ⅱ P24025に あり、ⅢA層上

面で検出した。i長径20～ 30cm

O深さ20～ 35cmを測る東西 4

個 (4。 64m)の方形柱穴から

なる。埋土はⅡA層 を基調と

し、柱痕は認められなかった。

本址の北側、 Plo P2の 間に

S K1061が ある。ⅢA層 を掘

り込んだ1。 Om四 方、深さ約

30cmの方形土坑の縁に、人頭

大の礫約20個 を埋め込んで囲

むが、地表下30cmた らずのた

め、表土景Jぎの際に礫の大部

分を除去してしまった。埋土

は 2分層でき、上層 (2層 )

は少量の炭化物を含み、下層

(3層 )は径 1。 Ocm大 の小斑

状に多量の炭化物を含んでい

る。 2層上面から瀬戸美濃系

1:黄褐色土、中礫多
2:暗褐色土、中礫混
3:焼 土
4:暗褐色土、炭多

―旦 589。 60

66図  SB01実測図
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陶器の鉄釉丸皿が出土し、17世紀前半の所産である。

③ 火葬施設
S K1048(第 65図、P L13):Ⅱ U10に あり、ⅡB層上面から掘り込まれ、 S B28の南東隅を切ってい

る。東西1。 44m・ 南北1。 52mを測る方形の燃焼部の東西に突出部があり、この全長は東側が攪乱を受けて

いるものの2。 44mを測る。突出部は約35度の傾斜で立ち上がる。燃焼部は垂直に掘り込まれ、深さ60cmで

平坦面を作り、突出部を結ぶ中央部はさらに溝状に掘り込まれている。壁面は赤化し、溝状部はレンガ状

に焼けている。溝状部から平坦面上には骨片を含む灰層 (3層 )があり、ⅡAOB層基調の 1・ 2層が堆
積している。骨片は細片約100イ固で、鑑定の結果、800～ 900度で火葬された成人 1体分のごく一部である

(付章第3節参照))。 このほか、 3層中から焼けた銭貨 4″点の残欠が出土した。

④ 家屋址
S B01(第 66図、PL13):Ⅱ G15に あり、ⅢA層上面で検出された。南北5。 15m。 東西3。 3mの黄褐色
土が見られるが、竪穴状の構造ではなく、土間の貼床のようである。北東隅に炭と3カ所の焼土があり、

赤化した砂岩の石組みを伴う。北西隅には不整形の掘り込みがある。遺物は焼土部分から西条焼と思われ

る鉢が出土し、近世末ごろの家屋の一部と思われる。

⑤ 野溜め (第67図、P L13)
S K285(II Q 20)・ 289(II Q 17)0302(II Q 24)01047(H U10):4基 がある。 S K285 0 289・ 302

は遺跡中央部を東西に横切る農道に接し、S K1047は これから南に分かれた道に接している。検出面はⅡ

層上面であるが、上部は削平されている。S K1047は ⅢA層 を掘り込んだ直径90cmの 円筒形の穴で、上部

はラッパ状に開いている。S K289は 底径135cmと やや大きいが、同じ構造である。S K302は ⅢB層 を掘

り込み、直径162cmの掘り方に黄褐色土 (1層 )を貼っている。この内法は162cmを 測り、平坦な底面の周

囲がわずかに深く、桶の痕跡であろう。S K285も 同じ構造である。遺物はS K1047か ら近世末期の染付

磁器が出土した。 4基とも規模・形態は共通し、農道に接しているが、粘土を貼るか否かは掘り込んだ地

山が礫層か砂層かの違いによるものであろう。

向六工遺跡の現況 (高速バス坂北停留所 )
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第 4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

第 4節 遺 物

1 縄文 時代 の遺物

(1)土 器

①土器分類の概要

今回の調査で出土した縄文土器には、早期末葉を主体に、押型文土器から後期前半までがあり、次のよ

うに分類した。

第 I群 押型文系土器
第Ⅱ群 条痕文系土器群

第 1類 絡条体圧痕文が施される土器
第 2類 条痕文が施される土器
第 3類 縄文が施される土器
第 4類 無文の土器

第 5類 東海系土器

第 6類 その他の土器 鰊j突文・沈線文・側面圧痕文・撚糸文)

第Ⅲ群  中期の土器

第 1類 五領ケ台式並行期の土器

第 2類 加曽利 EⅢ・Ⅳ式土器

第Ⅳ群 後期の土器

第 1類 称名寺式土器

第 2類 堀之内 102式 土器

第 5表 地区別縄文土器出土点数一覧表  条痕文のうち、内・外面一方が争J落 して両面条痕文と判別不可能
の資料を含む場合*を付した

分類

大
地
区

Ｉ
群
　
押
型
文

H  群    条 痕 文 系 Ⅲ群 中期 後期IV群
Ⅲ

・
Ⅳ
群
小
　
計

備    考

(遺  構 )

1

絡圧
条痕
体文

2条 痕 文 3縄 文 ４
　
征
小　
文

５
　
東
海
系

６
　
そ
の
他

無
繊
維
不
詳

含
繊
維
不
詳

Ｈ
群

計

１
五
領
ケ
台
式

2

加 III
曽・

禾UIV
E式

１
　
称
名
寺
式

2

堀 1
之・

内 2
式

内

外

面

外

　

面

内

　

　

面

小

　

　

計

外
面
縄
文

内
面
条
痕

小
　
　
計

HG 1

1 1 1 1

IIM 1

1 S K330を 含む

1 1

下段小計 計345′点

1 1 S Bll・ 12・ 13・ 29を 含む

HU 1

HV 1

中段小計 計 263`点

HU 1

IVA S B26・ SHoSFを 含む

上段小計 1 5 計 1039′点

表面採集 1 計 7点

合  計 1566 総計 1654′点
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第68図  縄文早期土器分布図
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第 4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

以上のうち、出土土器の約95%を 占める第Ⅱ群土器については、第 2・ 3類を外面・内面施文の別に分

類した。また、第 6類にはごく少数出土した数種の土器を便宜的にまとめたが、これ自体が類をなすもの

ではない。胎土・焼成の状態などから第Ⅱ類に属すと思われるが、摩滅や細破片のため分類不可能な資料

については繊維の有無を観察し、「無繊維不詳」・「含繊維不詳」とした。

②土器の分布と出土量

上記の分類にしたがって集計したのが第 5表である。集計は大小にかかわらず破片を1点 とし、同一イ固

体の場合も1破片数で示した。また、遺構出土土器は、その遺構の位置する中地区 (8mグ リッド)に含めた。

この方法で調査区内の土器の出土量を示したのが第68069070図である。第 2節 2に おいて基本土層につ

いて述べた際、遺物包含層Ⅱ層が等高線に平行して上・中・下 3段にわたって帯状に分布していることに

ふれた。調査区全体の第 I・ Ⅱ群土器、すなわち、縄文早期の土器分布を示した第68図はこのことを明瞭

に表している。第 5表は、北東から南西へ 3段の分布帯に分けて大地区 (40mグ リッド)名 で土器の出土

点数を示したが、例えばⅡQ地区の場合北東側が下段分布帯、南西側が中段分布帯に含まれ、この間に土

器が出土しなかった中地区が介在する。l以下に各々の分布帯に含まれる中地区名と遺構をまとめておく。

下段分布帯 Ⅱ G171 19～ 21023～ 25、 L01003～ 05007008012～ 15018～ 20023～ 25、
16017021・ 22、 Q03(S K330)005010015020( R01006011016

中段分布帯  Ⅱ L21、 P04(S Bll)005(S B13)009010(S B12)014019023024(S

Q06012022～ 24、 U05009010014025、 V01γ 03007008012013

下段分布帯 ⅡU06007・ 11～ 13017～ 19(S K1062)・ 22023、 ⅣA020 03007(S F280
012(S F43044)・ 13(S H09013)016(S F45二 47)～ 18(S H10)・ 21022

H14)ご 23(S H15)

R江 11: 120

B29)025、

29:・ 42)008

(S B260 S

調査区全体からの土器の出土量は1,654′点を数え、分布帯別の出土量は下段が345点 (20。 9%)、 中段が

263点 (15。 9%)、 上段が1,039点 (62。 8%)、 表面採集 7点 (0。 4%)である。時期別の出土量は第 I群 7点

(0。 4%)、 第Ⅱ群1,566点 (94。 7%)、 第Ⅲ群38点 (2。 3%)、 第Ⅳ群43点 (2.6%)で、第Ⅱ群の占有率が圧

倒的である。分布の特徴としては、第 I群は上段、第Ⅲ群第 2類と第Ⅳ群第 2類は下段、第Ⅳ群第 1類は

中段に多い傾向が見られ、これらの少数出土土器も子細に見れば特定の中地区に集中している (第 70図 )。

これらの土器は第Ⅱ群とは出土量とともに時期の開きが大き:いため、遺跡全体が縄文早期末葉の単純相と

見られる。また、全体の60%以上を占める上段は第Ⅱ群が98。 8%を 占め、早期末葉の中で時間幅をもつも

のの、調査区全体の中でも特に良好な資料群 と認められる (第 69図):た だし、いずれの地区でも層位的

に時期を分離できる出
=状
態ではなかった。

③第Ⅱ群土器の分布 _

第 3節 1で縄文時代の遺構について述べ、S Bl10 120 130 26の 5軒の住居址とも第Ⅱ群土器を伴った

ことにふれた。このうち、上段にあり、厚い崖錐堆積に覆われたS B26か らは第 1類の完形個体や第 3類

の内面条痕文土器が出土しく隣接する小地区 (2mグ リッド)か らの出土土器は少量のため、遺構一括資

料と認めてよいものであろう。中段に分布するほかの住居址からは少量の細破片が出土したにすぎず、内

外面に条痕文を施された第 2類を主体に第 1類が伴うらしいことを把握できたにとどまる。これらの住居

址は現地表面から浅いレベルで検出されたため、耕作の影響を被っていることが予想され、隣接する中地
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第4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

区からの出土土器 もきわめ‐

て少なかった。

縄文時代に属する焼土址

と集石はすべてⅣ A区西半

部に分布するが、住居址 S

B26以外は遺構が平面的な

構造のため、伴出する遺物

を特定できなかった。この

地区から多量に出土した縄

文早期土器の平面分布状態

を表したのが第69図 である。

少量の第 I群の押型文土器

はⅣADOE・ F16に集中

している。第Ⅱ群土器が最

も濃密なのはⅣA207・

12017区 で、焼土址の分布

とほぼ重なっている反面、

耕作の影響もあるのか集石

の周囲は希薄である。図上

復原した個体の分布は、第

Ⅱ群第 1類の 6と 第 5類の

8がⅣAG304、 第 1類

の 205と 第 5類の 7がIV

AF9周 辺に集中していた。
これに対して、ⅡU区は

ⅣA区 と連続した帯状の分

布を示すものの、密度はや

や低 く図上復原できる程度

の資料も認められない。ま

た、遺物出土地区のⅢA層

上面は浅いくぼ地を呈し、

遺構は検出されなかった。

このことから、ⅡU区はⅣ

A区 で生産活動 を営んだ

o (1:1,200)30m

第70図 縄文中・後期土器分布図

人々のゴミ捨て場のような空間と考えられる。

3カ所の分布帯における第Ⅱ群第 1～ 4類の比率は、下段が16:140:4:2、 中段が11:68:14:6、 上

段が138:400:96:63と なり、下段に比較して中・上段では第 2類の条痕文土器に対する第 3類の縄文土

器の比率が著しく高いことがわかる。第 4類の無文土器も同じ傾向を示す。また、第 2類に対する第 1類

の比率も中・上段が高く、絡条体圧痕文の出現頻度に差が見いだせる。第 5類の東海系土器は上段のみ確
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2 ⅣAF9

o  (1:4) locm

第71図 縄文土器実測 ,拓本図(1)

認できた。第 2類の条痕文の施文部分が内外面・外面・内面のいずれかについて比較すると、下段が67:

25:48、 中段が22:20126、 上段が188:147:65と なる。外面のみ・内面のみ施文の資料には他の面が観

察不可能のものが含まれているため、内外面施文の比率は実際にはこれより高いものと思われる。さらに

条痕文系土器の条痕文は‐般に外面施文が卓越することを考慮して、内面のみ施文の資料を内外面施文に

加えればt下段は内外面施文の比率がかなり高く、これに比較して上段は外面のみ施文の比率が内外面施

文により近いものと推定される。ここでは第 5表から読み取れる特徴を指摘するにとどめ、絡条体圧痕文

の文様意匠や条痕文の種類などの検討は、後に行うこととする。

:挿図の順序は、最初に図上復原した資料を1ま .と め、次に遺構出土資料を置いた。遺物包含層出土資料は

下段・中段・上段の順にまとめ、各々の分布帯の中は原則として分類の順に配列した。資料の説明は遺構、

分布帯の順に行う。

なお、実測図 0拓本図の縮尺については先に例言でふれたが、縄文土器の挿図中で用いた記号には、次

のようなものがある。胎土中に繊維を含むものは、多少にかかわらず断面の中に「・」を入れた。内外面

を採拓した拓本図は、断面の向かつて左側に外面、右側に内面を表示し、内面が観察不可能の場合、断面

図の向かって左側、外面が観察不可能の場合、右側に「△」を付けた。図上復原した資料は、外面の拓本
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1

第72図  縄文土器実測・拓本図(2)
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第3章 向六工遺跡

はA、 内面の拓本はBを、番号の横に付けた。

④遺構出土の上器

S Bll(第 73図 9～ 12)

9は 第Ⅱ群第 1類で、口唇部に絡条体を深 く押圧 している。外面に浅い条痕文が施される。10は第 2類

で、外面に斜位の細かい条痕文が残る。11012は 器面の余j落が著 しい。

S B12(第 73図 13～ 15)

15は 第Ⅱ群第 1類で、外反する口縁部付近に条の細い絡条体圧痕文が横位に施文されている。 14は 第 2

類で、外面に貝殻 と思われる縦位の条痕文が施される。 13は第 4類で、軽い擦痕状のナデが見られる。

S B13(第 73図 16017)

17は 第Ⅱ群第 2類で外面に細かい条痕文が見られ、16は摩滅 している。

S B29(第 73図 18～ 25)

19は第 1類で、わずかに絡条体圧痕文が見られる。18020～ 23は第 2類で、22023は 同一個体である。

18は 内外面、20は外面、21～ 23は内面に横位または斜位の条痕文がある。24は第 4類で、内外面ともナデ

調整、25は内面がナデ調整されている。

S B26(第 71図 1(第 73図 26～ 34、 P L14015)

1026・ 28は第Ⅱ群第 1類である。 1は 口径15cm・ 現存高20cmの砲弾形を呈し、丸みのある尖底となる

らしい。回唇部は円頭状で、横位に深 く押圧した絡条体圧痕文で回縁部文様帯の上下端を区画した後、こ

の間を縦位に密に充填している。胴部には浅い押圧の絡条体圧痕文で、やや乱雑ながら縦長の菱形文を構

成している。絡条体の原体には細い 1段の条を用いている。内面は上半部には横位、それ以下には縦位の

絡条体条痕が施されている。器壁はやや厚 く、細かい砂 と少なめの繊維を含み、鈍い黄褐色を呈する。26

028は 口縁部破片である。26は角頭状の口唇部から斜位の絡条体圧痕文を施し、この下は横位にめぐるら

しい。28も 口縁部文様帯の下端部と思われ、斜位の絡条体圧痕文が見られる。30～33は第 2類で、33は 内

外面、そのほかは外面が摩滅して内面のみに細かい条痕文が施されている。27029・ 34は第 3類である。

29は底部付近で、外面には縄文RLが施され、一部羽状となっている。器面が乾燥しないうちに施文した
ためか、やや不明瞭ながら、原体は多条縄文と思われる。内面には細かい条痕文が施される。27034は 多

条縄文のLRで、内面に29と 同様の条痕文が見られる。これらの第 203類土器は橙褐色または暗褐色を
呈し、胎土には比較的多く砂を含み、特に粗粒の石英が目立つ。

S K40(第 73図 35)

第Ⅱ群第 2類で、外面に粗い条痕文が施され、内面には虫食い状の繊維痕が見られる。

S K330(第 73図 36～ 39)

36037は 第Ⅱ群第 1類で、角頭状の回縁部に沿って横位の太い絡条体圧痕文が施される。36に は隆帯が

伴うらしく、内面には条痕文が見られる。38039は 第 2類で、粗い条痕文が施される。 4点 とも砂を多く

含み、37～ 39は粗粒の石英が目立つ。

S F46(第 73図40041)

同一個体 らしく第Ⅱ群第 3類で、外面に縄文、内面に細かい条痕文が施されている。

⑤下段分布帯出上の土器

第Ⅱ群 (第72074075図、P L140 16)

第 1類 (第 72図 3、 第74図 42～ 50)

- 76 -



｀

 9:0 11

16

‐３
川
甲△

　

　

　

‐４

出
日
Ｈ
Ｈ

出
＝
肝

劇

椰

戦

0  (1:2) 5 cm

ざ長jき沢
lib lli「′l:FttF29)

円
‐・―
踊

出
目
月
胴

△

　

　

２８

出
―
・
Ｉ
Ｈ
Ｈ

(晃 I:::
S Bll、 13～ 15:S B12、 16・
S B26、 35:S K40、 36～ 39:

- 77 -

第73図  縄文土器拓本図(3)



第3章 向六工遺跡

3042二 45は隆帯をもつものである。 3は器壁がきわめて厚い大形の土器で、口縁部はわずかに外反し、

日唇端部に絡条体圧痕文が施される。幅広で低い隆帯が口縁部下にめぐり、隆帯上には交互に傾 きを変え

て強く押圧した、太い絡条体圧痕文が施されている。これより上は、内外面と,も 粗大な横位の条痕文が施

されく胴部は条痕文が目立たない。42は高い隆帯がめぐり、 この両わきに弧状の絡条体圧痕文が施される。

隆帯より上には斜位の絡条体圧痕文が施され、内外面とも絡条体と思われる条痕文がある。43は比較的高

い隆帯をもち、これを絡条体で縦位に深 く刻む。内面には粗い条痕文がある。44の隆帯も同じように刻ま

れている。45は隆帯のわきに絡条体圧痕文が施される。46は鋸歯状に浅 く施文される。47は縦位、48050

は横位に深 く施文される。49は浅い横位密接施文である:これらは内外面に粗い条痕文が施され、暗褐色

を呈している。          i

第 2類 (第 72図 40第 74図 53～ 61、 第75図 62～ 82)

4053～ 63は 内外面に条痕文が施されたもの、65～ 69は外面、64070～ 82は内面に施されたものである。

全体に器壁が厚 く器面の調整が粗雑で、暗褐色または赤褐色を呈する。条痕文は粗いものが多く、貝殻条

痕主体と思われるが、繊維の含有量が多くほとんどの器面が荒れているため不明瞭である。58～ 63067な

どは絡条体条痕と思われる。外面の条痕文は横位または斜位に施されている。 4は第 1:類の 3と 隣接した

グリッドから出土し、器壁の厚い大形土器である。丸底に近い尖底と思われ、 3と 同下個体の可能性もあ

るが、色調が異なる。64は円頭状、67は角頭状の口唇部を呈し、54は 口縁部が外反する。
:  :

第 6類 (第 74図51052)

51は細い竹管状の施文具による刺突文が 2列並ぶ。52は内外面に貝殻条痕文を施し、、ラによる裁痕状

の刺突文がめ ぐっている。これより上は器壁が薄い:暗褐色を呈し、胎土には繊維が少なく白色砂粒が目

立つ。  :

第Ⅲ群 (第 75図、P L16)

第 1類 (第 75図 83～ 85)

85は波状口縁の波頂部で、 2条の沈線が沿っている。時期比定には確信がもてないが、砂を多く含んだ

きわめて粗い胎土である。84は内湾した波頂部で、半裁竹管内面によ
:る
平行沈線で器面を埋めている。五

領ケ台式末期に並行する北信に多い土器である883は外面無文の浅鉢で、口縁部内面に爪形文をめぐらし

86は加曽利 EⅢ式の深鉢胴部で、縦位の磨消縄文が施される。87は櫛状施文具による縦位の条痕文をも

ち、86と 同じころと思われる。88～ 90は加曽利EⅣ式の深鉢で、微隆起帯の方形区画内に縄文を施すもの

である。88089は 口縁部、90は胴部である。                ‐

第Ⅳ群 (第 75図91092、 P L16)

2′点とも第 2類に属す。91は磨消縄文で渦巻状の文様を描 く堀之内 1式の鉢である。92は細い沈線で円

文を描 くらしくi、 堀之内 2式の注目:土器と思われる。1   ・      ‐ :

ている。      l

第 2類 (第 75図 86～ 90)

⑥中段分布帯出上の土器

.第
II群 (第 76図 93～ 111、 P L17)

第 1類 (第 76図93～ 99)

93094は 隆帯がめぐり、このわきに絡条体圧痕文が沿う。93は隆帯より上に斜位、94は隆帯より下に横

位に絡条体圧痕文が施文される。95は 日縁部に小突起があり、日唇端部に絡条体を押圧する。口縁下には

斜位に絡条体圧痕文を施している。96は横位、97は斜位〈98は傾き|を変えた斜社、09は維位密接の絡条体
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第 4節 遺 物(1縄文時代の遺物)
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第4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

圧痕文が施される。これらは器壁がやや薄 く、小破片のため文様構成は不明であるが、絡条体はいずれも

細めで浅 く押圧し、98は特に細い撚紐を絡めている。96の外面に細かい条痕文が見られるほか、条痕文は

観察できなかった。

第 2類 (第 76図 100～ 10201040105)

1000101は 内外面に絡条体 と思われる条痕文が施される。102は外面に貝殻、内面に絡条体による条痕

文が施される。104は器壁が厚 く胴下部と思われ、外面はランダムな方向から条痕文を施し、内面はナデ

調整している。105の 内面は粗い条痕文である。これらは下段の第 2類より繊維の含有量は少ない。

第 3類 (第 76図 106～ 111)

106は外面に節の不明瞭な縄文、内面に絡条体条痕文を施す。107は細かい条痕地文の上に縄文を施す。

108は RL、 1090111は LRの縄文が施される。110は付加条縄文である。これらは器壁が薄 く、1060108
0111は繊維の量がきわめて少ない。10701090111は繊維が観察できなかった。1090110は焼成がよく、

時期が下る可能性がある。

第 6類 (第 76図 103)

103は器壁がやや厚 く、外面に斜位の撚糸文が施され、内面は粗雑なナデ調整である。繊維は少なく、

細かい白色砂粒が目立つ。

第Ⅲ群 (第 76図 1130114)

113は外側に張 り出す底部で、第 1類に属す。114は加曽利EⅢ式の深鉢胴部で、縦位の磨消縄文が施さ

れ、第 2類に属す。

第Ⅳ群 (第76図 1120115～ 119)

116～ 119は第 1類に属す。1160117は同一個体で、沈線で描かれた帯状の文様の中に列点が施される。

118も 同様であろう。119は磨消縄文をもち、無文部に刺突が見られる。これらは称名寺Ⅱ式である。112

は細めの沈線が斜位に施され、115は無文である。便宜的に本群に含めたが、時期決定しかねる。

①上段分布帯出土の土器

第 I群 (第81図 252～ 257、 P L19)

すべて楕円押型文で、横位密接施文されている。楕円文は米粒大でt252以外よく整っている。253・ 255

は少量の繊維を含み、同一個体の可能性がある。橙褐色を呈して焼成は良い。細久保式である。

第Ⅱ群 (第71072077～ 81図、P L140150 17～ 19)

第 1類 (第 71図 2、 第72図 506、 第77図 120～ 第78図 153・ 155～ 15701590160)

1200121は隆帯をもつ。120は隆帯の両わきに絡条体圧痕文を施し、これより上は間隔をあけた縦位、

下は横位の線状に施文するらしい。121は低 く細い隆帯で、これより上は鋸歯状に絡条体圧痕文を施文す

る。

50122～ 1270131～ 1370152は絡条体圧痕文で口縁部文様帯を区画し、この中に縦位・斜位・鋸歯状

・弧状の絡条体圧痕文を施すものである。 5は推定胴部径約30cmの大形土器で、幅狭の区画内には絡条体

圧痕文を縦位に充損し、下端区画の下には斜位に施文している。内外面とも粗大な条痕文が横位に施され

る。器壁は厚 く白色砂粒を多く含み、繊維は目立たない。122は 口唇端部に絡条体を押圧する。123は 口縁

部がわずかに外反し、端部は薄い。上下 2条ずつの区画内に斜位の絡条体圧痕文を施す。内面には明瞭な

絡条体条痕を施す。1240125は直立する口唇端部に絡条体を押圧し、この直下から文様帯を区画する。124

は区画内に 2条平行の鋸歯状文を施し、125は斜位に充損する。126は縦位に充損した後、鋸歯状文を重

ね、内面に細かい条痕文が見られる。127は外反する口縁部で、区画内に 2条平行の鋸歯状文を施し、内
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第 4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

面に粗い条痕文が見られる。131は 1段の条の大い絡条体を用い、
:区画線より上は横位の弧状に施文して

いる。13201340136も 同様な原体を用い、似た構成をとるらしい。133は きわめて細い条を密に絡めた絡

条体を斜位に密接施文してぃる:135,137は浅 く横位弧状に施文している。152は短 く外反する日縁端部

に刺突文を施し、 2条の区画線の下には斜位に施文する
!ら
しV｀ |:

206:0128～ 130は口縁部文様帯の中段に絡条体圧痕文を1二 3条めぐらせ、この上下に鋸歯状 `X字 |

状 :弧状に施文するものである: 2は推定回径17cmの 口縁部が直立する深鉢で、
:角
頭状の口唇端部に絡条1‐

体を押圧する。 3条の横位絡条体圧痕文:よ り上は下向き、下は上向きの半円形に絡条体圧痕文を施文して

いる。原体は長い軟軸に1段の条を絡めたものであ
,,1今画||す T雫

整されて不
胃雪
な条
辱率ギ:事 |ゴ|||

見られ、:内面は摩滅して,い る。繊維はやや少なく、暗ぃ黄褐色:を呈する。6は推定自径20cm、 現存高約23

c五の直線的に開く深鉢である。角頭状の口唇端部には絡条体が押圧され、外面がわずかに肥厚する。 2条

の横位絡条体圧痕文の上下に、緩い鋸歯状の絡条体圧痕文が施され、下段は 2列である。外面は縦位、内

面は横位の絡条体条痕文が施される。繊維を多く含み、器画の景j落が著しく、暗褐色から橙褐色を曇する。

130は短く外反する口唇部と横位絡条体圧痕文の狭い区画に、絡条体圧痕文をX字状に施支する:■ 28:129

も同様と思われ、129は 1条の横位絡条体圧痕文を挟んで上下にX字状文が施される。

これらのほかは、文様帯部分の破片と思われるものの構成が不明である6138～ 142は細い絡条体を用い

る。138は 2段以上の狭い区画内に縦位施文する。139は 3条の横位絡条体圧痕来の上下に斜位 :縦年 1弧

状の施文を行う。141は縦位の弧状施文の組み合わせ、1400142は縦位・ 横位施文を重ねている。143は外

反する口縁部で、太い絡条体庄痕文を縦位に浅く施し|ている。外面は絡条体条痕文、内面は貝殻条痕文が

施されている。144は明瞭な条痕地文の上に横位弧状の絡条体圧痕文を施す。145は細い原体の弧状施文で

ある614601470148は 斜位施文で、147には内外面に条痕文が施される。1490150は同一個体で、太い条

の絡条体を横位に重層施文する。151は細い条の絡条体を横位重層施丈し、内外面に絡条体条痕文が施さ

れる。1530157は 口縁部付近と思われ(横位の条痕地文上に横位施文されている。155は横位の直線的な

浅い施文である。156は 3条、159は 1条の横位施文である。160は条の間隔のあいた原体を深く押圧する。

これらの絡条体圧痕文を施された土器は、条痕文をもつものが少なく、内面はナデ調整されたものが多

い。観察できた条は 1段が多く、特に細めのものは観察できなかった。胎土に繊維の含有は少な:く 、砂を

比較的多く含み、暗褐色を呈する。1440151は黒褐色を呈し、石英が目立つ特徴的な胎土である。

第 2類 (第 78図 168～ 1760179～ 第80図 216)

168～ 176・ 183～ 1880193～ 199は :内外面に条痕文を施されたものである。179■ 1820189～ 192は外面に

条痕文が施され、内面は観察不可能なものである。200二 209は外面のみ条痕文を施されたものである。210

～216は 内面に条痕文が施され、外面は観察不可能のものである。

条痕文土器は次の 3種に大別できる。

a種 三器壁が厚いものが多く比較的多量の繊維を含みギi貝殻条痕を含む粗大な条痕文が施されるもの。

b種 :器壁は厚いもの、薄いものがあり、主に絡条体による条痕文が施されるもの。 l
C種 1器壁が薄いものが多く,繊維は少量で、条の細い絡条体あるいは木口状の施文具と思われる細かい

条痕文が施されるもの。

条痕文の原体については、●条痕施文後ナデ調整されたり、程度の差はあっても器面が摩滅
:余J落して観

察しにくいものが多ぃため
it特
徴の明瞭なもの以外は推定にとどまる。        i

早種 1事外面の条痕文では168～ 17301750176・ ェ§1～ 188019001930200～ 202、 内面のみ観察できた条

痕文では210～ 212が該当する。170の 内面条痕文は外面と異なり、b種に該当する。施文方向は横位・斜

位が多い。183二 1880193は ランダムな方向から乱雑に施文され、184な どは文様効果を意図している可能
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第4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

性もある。これらの条痕文は単位が不明瞭で、半裁竹管や棒状の施文具も考えられる。180は器壁が厚 く

a種の作 りと似ているが、擦痕状の条痕文をとどめる。

b種は外面の条痕文では17401890191019401990203～ 208、 内面のみ観察できた条痕文では213～ 216

が該当する。施文方向は斜位が多く、1870203は斜めに交差し、189は縦・横である。

C種は1920195～ 1980209が該当する。施文方向は内外面とも縦位が多い。胎土に石英が目立ち、暗褐

色あるい黒暗褐色を呈するものが特徴的である。

第 3類 (第 80図217～第81図 2420244)

217～ 2350237は 内面に条痕文が施されるもの、2360238～ 241は 内面に条痕文が施されないもの、242

0244は 内面が観察不可能なものである。縄文原体は 2段のLRが多く、器面が乾燥しないうちに施文し
ている。2210231な どは多条縄文の可能性がある。22402260227は羽状である。238は角頭状の回唇端部

に絡条体圧痕文が施されている。内面の条痕文は、218～ 23102350237が 第 2類の b種、232～ 234が C種

に該当する。橙褐色または暗褐色を呈し、胎土は石英などの砂粒を含み、第 2類 bOC種 と似ている。
第 4類 (第81図 247)

Ⅱ群に属す無文土器は図化に耐えるものが少ない。247は外面が平滑に仕上げられ、内面は粗雑な横ナ

デが施されている。胎土は繊維が少なく白色の細粒砂が目立ち、表面は鈍い黄褐色、断面は黒褐色を呈す

る。 1類の134、 2類の194、 6類の撚糸文245な どと胎土・色調はきわめて似ている。

第 5類 (第72図 7・ 8、 第78図 163～ 166)

7は直線的に立ち上がる深鉢で、推定胴径約28cmを測る。口唇端部は丸棒状工具で上から押圧されて小

波状を呈し、波頂部内面には絡条体が軽 く押圧されている。口縁部外面には横位条痕文が見られ、胴部は

条痕をナデ消しているようである。内面には擦痕状の条痕が施される。胎土には繊維がやや多く、粗粒の

長石・石英が目立つ。暗褐色を呈し、比較的焼成はよい。 8は推定回径26。 5cmを測る深鉢である。外反す

る日唇端部を上から、小波頂部を外面から、交互に押圧する。口縁下に高い隆帯がめぐり、同様の交互押

圧が施される。この押圧には絡条体が用いられているが、器面の争j落のため不明瞭である。内面に横位条

痕文が見られる。胎土には粗粒の長石・石英を多量に含み、表面は鈍い黄褐色を呈する。

163～ 166は 口唇端部に交互押圧が施されるものである。器形は 7に近 く、比較的器壁が薄い。165は 口

縁部が外反し、口唇部はヘラ状の工具で刻みが施されている。いずれも条痕文は目立たず、ナデ調整や擦

痕が認められ、胎土・焼成は 7と 似ている。これらは上の山式に通ずる特徴を備えている。

第 6類 (第 78図15401580161016701770178、 第81図24302450246)

154・ 155は 1段の縄の側面圧痕文である。154は横位 3条のうち下 1条は絡条体圧痕文と思われる。158

は撚糸地文である。161は胴部にヘラで縦位に刻まれた、大きな列点文がめぐる。出土地点が同じ第 5類

の166と 同一個体の可能性が高い。167は太い横位沈線が施され、器面はナデ調整される。胎土は繊維が少

なく、自色細粒砂を含み、暗褐色を呈する。

1770178024302450246は 撚糸文を施された土器で、図示したほかに数片が確認されたにすぎない。

いずれも斜位に施文され、観察不可能の178以外、内面に第 2類 b・ C種の条痕文が施される。243は きわ

めて細い条の原体である。2450246は 同一個体で器壁が厚 く、246に は補修孔がある。胎土は繊維が少な

く、1770178は石英が目立ち、24302450246は 白色細粒砂を含む。

底 音『 (第81図248～ 251)

2500251は 同一個体で、丸みのある尖底である。外面は横ナデ調整され、わずかに絡条体圧痕文が見ら

れるため、第 1類の底部である。内面には大粒の絡条体が反復押圧されている。繊維を挟んで粘土を貼り

合わせ、器壁は厚い。2480249は小さな平底に近い。2500251は 白色砂粒、248は粗粒の石英、249は小礫
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第4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

を含む。

第Ⅳ群 (第 81図 25802590261、 P L19)

258は 第 1類で、口縁部をめ ぐる帯縄文から横長の J字文が 4単位描かれるらしい。259は 第 2類で、沈

線で渦巻文が描かれる堀之内 1式の鉢である。261は 縄文を施 され、焼成はよい。正確に時期比定 しがた

い。

①表面採集の土器 (第 78図 162、 第81図260(P L16018)

162は 161と 同じ第Ⅱ群第 6類に属す、列点文を施された土器である。ヘラ状施文具で垂直に刺突され、

器壁は厚 く白色砂を含む。260は第Ⅳ群第 2類の堀之内 1式の鉢でt頸部に沈線がめ ぐり、要所に刺突文

が施される。

③第Ⅱ群土器の編年的位置付け

当初の分類に沿って資料を説明してきたが、出土土器の95%を 占める第Ⅱ群土器は、各類の中にもいく

つかの種別が認められた。ここでは長野県の縄文早期末葉土器の研究成果に基づいて、類・種オロ互の編年

的位置の把握を試みたい。

本遺跡では第 2類の条痕文は分類可能な土器の主体を占め、第 1類の絡条体圧痕文を施す土器の内・外

面、第 3類の縄文を施す土器、および第 6類に含めた撚糸文を施す土器の内面にも施文されているため、

第 1～ 306類 の並行関係を示す指標となり得る。長野県では、茅山上層式以降の早期末土器編年は、伴

出する東海系土器を基準としている。条痕文自体の変遷は、おおむね上の山式段階は内外面に貝殻条痕が

施されて入海 I式段階に絡条体条痕に転化が進み、入海Ⅱ式～石山式段階には、文様をもつ土器の器面に

はナデ調整が施され、条痕文は見られなくなる。この時期に絡条体による撚糸文地文の土器が現れ、次の

石山式～天神山式段階には地文としての撚糸文施文が確立し、縄文施文土器が伴出してくるとぃわれる

〔百瀬1989〕 。

第 2類 a種は貝殻条痕を含む粗大な条痕文で、内外面に施文したものが多く、上の山式段階までの比較

的古い時期 と思われる。第 1類では 30405な どが該当し、内外面に施文している。第 3類、第 6類外

面撚糸文の土器の内面に施文した例は見られない。 b種は主に絡条体条痕文と思われるもので、入海 正式

段階を中心とするらしい。第 1類では 60123の 内外面、 1の内面に施文されている。第 3類の内面施文

はほとんどが b種で、外面撚糸文の245な どにも施文されている。 C種はいわゆる刷毛目調整に近いもの

で出土量は少なく、第 3類の2320233な どの内面に施文されている。また、 a種は内外面に施文されたも

のが大部分を占めるのに比較して、 b・ C種は内面に施文が認められないものがやや多い。

以上のことから、条痕文を指標として、第 2類 a種条痕文土器と第 1類 3・ 405な どの絡条体圧痕文

土器で構成される古段階と、第 2類 bOC種 条痕文土器と第 1類 1060123な どの絡条体圧痕文土器 (

第 3類の縄文土器、第 6類の撚糸文土器で構成される新段階に大別できる。この時期区分は条痕文の種別

のみでなく、器壁の厚さや胎土の類似、 S B26で第 1類の 1と 第 2類の29が共伴したことからも裏付けら

れる。また、第 5表からうかがえた上・中段と下段の第 2類の内外面施文の多少や、第 3類の比率の違い

は時期差ととらえてよく、下段分布帯はほぼ古段階で占められているとみなされる。 l

第 5類の東海系土器はすべて図示した。口唇端部とこの下にめぐる隆帯に絡条体で交互押圧を施した 8

は、上の山式の特徴をよく備えている。そのほかの土器もほぼ上の山式か、下っても入海 正式に比定され

る特徴をもつ。また、第 6類とした下段出土の52は内外面に貝殻条痕文が施され、裁痕状の刺突文が 1列

めぐり、粕畑式の可能性が高い。これらは第 102類に比較して器壁が薄く、52以外は条痕文が目立たな
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第4節 遺 物(1縄文時代の遺物)

いが、東海地方からの搬入品とは認めがたい。

前述の早期末条痕文の変遷と東海系土器の伴出から、 a種条痕文を指標とする第Ⅱ群土器の古段階は、

おおむね粕畑式・上の山式並行期 と推定される。一方 b・ C種条痕文を指標とする新段階には東海系土器

の伴出が認められないが、撚糸文がきわめて少ないことと、第 10203類 の大部分が内面に条痕文を施

文されていることから、入海Ⅱ式を下らない時期と推定される。

第Ⅱ群土器は、第 2類を指標とすれば新旧 2段階に区分され、第 5類では 3ま たは 4型式にわたると推

定される。第 1類は県内では量的に安定し、在地系土器としては唯一文様意匠をもつため編年の指標とな

るが、その変遷は必ずしも明らかになっていない。低隆帯上に絡条体圧痕文を施文する 3は、埼玉県下段

遺跡第Ⅲ群第 3類や、茅野市高風呂遺跡43号住居址に類例が見られ、茅山上層式または粕畑式が伴出して

いる。 5は上の山式を伴出した塩尻市竜神平遺跡の土器に類似する。 a種に近い条痕文を施され、隆帯を

もつ42・ 43や、底部内面に絡条体を押圧した251は古段階でも新しい時期に属すと思われる。内外面に b

種の絡条体条痕を施された 60123は東海系土器の共伴例が知られないが、入海 I式段階ごろと思われる。

外面に条痕文を施さない 102は より新しい傾向を示し、縄文・撚糸文を地文にもつ絡条体圧痕文土器は

認められなかった。 1の胴部文様は絡条体圧痕文による縦長の菱形文で、県内では他に例を知らない。,そ

のほか、X字状に施文する1290130、 繊細な絡条体を用いた12401250133,1380139な どは本遺跡では

新しい段階に属すものと思われるが、刀ヽ破片に見られる文様要素から時期決定はできかねる。口縁部文様

帯には、絡条体圧痕文で上下を区画する501230127015201、 中段の横位絡条体圧痕文の上下に施文

する2060130、 隆帯がめぐるJ3042093・ 120な どの系統がある。早期末の絡条体圧痕文土器について

は、第 5節で改めて検討したい。

第Ⅱ群土器の新段階は第 3類の外面縄文・内面条痕文の土器が特徴的で、一部に異方向施文が見られる。

入海Ⅱ式～石山式を伴った岡谷市膳棚 B遺跡は撚糸文で占められ、石山式～天神山式を伴った梨久保遺跡

では、撚糸文に代わる新しい要素として、条痕文をもたない羽状縄文土器が出土している。絡条体圧痕文

土器に縄文施文の土器が伴うことはすでに予想されているが、石山式段階以前の縄文施文土器は県内では

明確な例が知られていない。第 6類 とした縄の側面圧痕文1540158も 注目されたことがなく、あわせて第

5節での検討課題としたい。
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(2)石 器

① 概 論 (第 6表 )

調査にて得た資料は合計28,689′点におよぶ。このうち26,834′点が石器製作に伴い石暦として弾き出され

た資料で、1,809点が道具として認定できた石器である。その内訳は1,227点 (68%)が狩猟をつかさどる

石鏃であり、470点が調理・加工用の刃器類で、合わせて全体の94%を 占める (第 6表 )。 器種組成など石

器群の内容から設定できる文化的な位置付けは、狩猟・採集の段階にある。出土土器の95%を 早期末葉の

土器群が占め、 5軒の住居址からは石器も伴出しており、ほぼ該期の所産と考えられる。

以下t出土資料につき報告するが、記述は 6つの項目について実施した。

1)材質、 2)製作法、 3)分類 (形態的類別・機能的類別)、 4)法量 (大きさ)、 5)遺存状態、 6)出土状

況・出土地区 (遺構)である。        第6表 石器組成表第 6表 石器組成表

総数 母岩 石  暦 狩猟具 漁携具 採集具

名称

数量 28,689

原石

27

石核

119

争J片ほか・両極

26,592096

石槍・石鏃

101,227

石錘

1

打製石斧

‐ 35

調理具     l   加工具 加工痕有

名称

数量

磨石類

26

師
　
２

石匙

67

刃器・使痕

310372

磨製石斧

12

石錐

35

大形

34

小形

12

※ 3)機能的類別についてはルーペ (Vixen× 2。 3)

にて全資料を、実体顕微鏡 (Ni∞n SMZ2で ×40、

SMZ10で ×100)に て石鏃・石錐・刃器を観察し

た。 6)出土地区の呼称は土器の分布 (帯)と 同一

とする6

② 原 石 (第 82～ 84図、第85図 1～ 3、 P L21)

争j片景J離に供される原材で、一度も争J離作業の実施

されていない資料。自然面 (風化面)に覆われた転石

で、総数27′点を収集した。形状には規則性がなく、卵

形から棒状のものまで多種におよぶ。すべて黒曜石材

で法量は平均値 2。 3× 3。 6× 1。 8cm、 14。 8gを 計測。出

土はすべて遺構外でⅡU区～ⅣA区に分布し、特にU

12:A2に局所的に集中する。

③ 石 核 (第 82～ 84図、第85図 4～ 10、 第132図 16、

P L20021)

景J片の争J離生産を主目的とした個体群で、少なくと

も一回以上争J離作業が実施された資料。総数119点 を

収集。石質別内訳は黒曜石 104点、チャー ト13点、頁

岩 2点 である。法量平均値は黒曜石 2。 2× 2。 6× 1。 4

cm、 8。 lg、 チャー ト2。 5× 3。 1× 1。 Ocm、 8。 6g、 頁岩

2。 5× 4。 6× 1。 2cm、 13。 2gを 計測。争I片争J離は自然面

または節理面を打面とし、以下 2種の方法に基づ き

実施される。

第1種―原石から直接景J片景J離を行うもの (4～ 6

016)。

第 2種―原石 または石核から景J片 を争J離し、これを

石核として景J片剥離を行うもの (7～ 10)。

1

23 24
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第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

打面は90度ないしは180度に転移し、 2面または3面で構成される。打面転移に伴う作業面の拡大は石

核の表裏 2面に限定され、景J離回数はいずれも10回を下回る。

出土は大半が遺構外でⅡU～ⅣA区に分布する。黒曜石材はA2012に 局所的に集中し、遺構内でSB

llか ら2点、 S B29か ら8点確認されている。チャートおよび頁岩はⅡA区 7012付近に散在する。

石核  原石
●黒曜石■黒曜石
○チャー ト

☆頁岩

長さと幅

第83図  原石・石核法量相関図
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第84図  原石 0石核出土分布図 (チ‐ 卜・頁岩)

一- 93 -一



第 3章 向六工遺跡

0   (2:3)   5cm

第85図  原石・石核実測図
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第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

④ 剥片・砕片 (第 86～ 93図、第131図 11、 第708表、P L21)

争j片余J離作業において加工の施される属性を担った対象を余j片 とし、これが景J離される過程に産出され

た製作に不適な資料を砕片とする。製作途上での出現時期あるいは素材部位を考慮し、 2種 4類に区分。

原石の表皮が片面 2分の 1以上認められる景J片 を1種、表皮が 2分の 1以下の最j片を2種とする。各々で

両極争J離痕を有する争J片 をA類、石鏃製作に関する素材用景J片 をB類 として抽出。景JttA類については石

核または楔としての位置付けも可能であり、ほかと区別し分布図・グラフを作成した。

A類総数96点を収集。石質別内訳は黒曜石88点・チャート8点である。チャート材は石核数13点に対し

出現率が62%と 高い。法量平均値は黒曜石 1。 9× 1。 4× 0。 7cm、 1。 7g、 チャー ト2。 3× 1。 6× 0。 7cm、 2。 7gを 計

測。使用後の形状変移は上下両端部形の組み合わせにより類別した。

I類 (面 と面)・ Ⅱ類 (面 と

線、1)OⅢ類 (面 と点、2)・ IV

類 (線 と線、5011)・ V類 (線

と′点、304)・ VI類 (′点と′点)。

法量では面を属性 とする資料

が幅に、点を属性 とする例が

長さに対 し優位に相関する。

出土は大部分遺構外からで

ⅡP～ V・ ⅡU～ⅣA区に分

布 し、特に P24025、 U50

120 17022、  V7 0 13、  A2
012に集中が認められる。遺

構内では黒曜石材が S B26か

ら 2点、 S B29か ら 5点出土

して い る。争J片 1種 (3761

点、8)・ 争J片 2種 (1337″点、

9)・ 争Jtt B類 (893′点、10～ 1

3)0砕片 (20601点、607)に

ついては、遺構別・地区別の

長さと幅 (材質別)

第86図  剥片 A類法量相関図
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第 7表 剥片 A類形態別出土数
形状型 I IV V VI 他 計

黒曜石

チャート

第 8表 剥片 A類属性表

平均値
法量 (全体値 )

計

上

法量 (全体値 )

計

上チャート 黒曜石

性
類
属
分 護くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ 要
⑪

数

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚さ
くcm〉

重さ
くg〉

数

I

1

1

V

。
OA

。
°A●

".
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第87図  剥片 A類出 布図
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第90図 剥片B類・その他分布図(頁岩)
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第91図 剥片 B類出土分布図 (黒曜石)
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第92図  その他出土分布図 (黒曜石)
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出土数表を作成。争Jtt B類 ではⅣA区に60個以上の集中があり、上段・中段・下段 とも均等に分布する。

他類はⅡU・ ⅡVeⅣ A区に分布 し、特に P25～ U5、 V8、 U12～ 18、 A2、 A12～ 22に 集中が認めら
れる。

⑤ 石 槍 (第 102図 91)

刺突・殺傷が想定できる資料。頁岩製 1点収集。表裏面には平坦で奥行きの深い余j離が施され、全体が

木葉形を呈する。出土はQ10か らである。

⑥ 石 鏃 (第 94～ 102図、第130～ 132図、第 9表、P L20022)

刺突・殺傷が想定できる資料。製品968点・失敗品259点、計1227点 を収集。火成岩を主体 とし黒曜石

913点・チャー ト302点・頁岩11点 安ヽ山岩 1点である。

形態的視′点から基部が無茎の I類735点 と有茎のⅡ類10′点を大別 し、細別は基部形状に基づき実施した。

IA類―平らで直線的な基部を呈するもの (61点、12～ 20、 S B12-3、 S B26-1)。

B類―基部が内湾するもの。えぐりが浅 く全長の 6分の 1以下で、脚部の開き角が120度以上をBl
寿1(429′点、 21～ 62、 S Bll-1 02、  S B12-102、  S B26-2～ 5、 S B29-1～ 6)と し、

えぐりが深 く開き角120度以下をB2類 (236点、63～ 77、 S B26-607、 S B29-7)と す
る。

C類一 I類中で、特徴的な別の要素が加わるもの (9点、80～ 85)。 基部に小さな米粒状のえぐりを

施す例 (4点、81082)、 研磨を施す例 (2点、80081)、 脚部が鍬形状に張り出す例 (4点、

83084)、 丸 く張り出す例 (1′点、85)がある。

ⅡA類―平らで直線的な基部を呈するもの (6点、86～ 88)。

B類―基部が内湾するもの (4点、89090)。

以上のほか、形状不明223点がある。

上記類別を補佐する側辺部の形状は、外湾するa類 (23～ 26028035048063～ 65067077081082085
0870880 S Bll-1 0 SB12-1 0 SB26-2 0 30 SB29-1)、  直線的なb類 (12～ 15018～ 22027029
030036～ 40049～ 53066068～ 760800 830840860890 s Bll-2 0 SB12-3 0 SB26-1 0 4～ 7 0SB

29-30607)、 内湾するC類 (54090)に 区別でき、側辺先端部が屈曲し先細るd類 151点 (16017031
～34041～ 47055～ 620 S B12-2 0 SB29-20405)に 類別。した。脚部先端形は三角形が主体である。

機能的側面は使用による先端部の損傷・装着痕跡 。付着物について観察した。機器は実体顕微鏡 (× 100)

の各適応倍率を使用し、実測資料90点につき実施。結果35点 (39%)に装着を考えさせる痕跡が確認でき

た。先端部の損傷は明瞭ではないが、先端が丸 く変形した例 (35078079)や先端および側辺部を局部的

に調整し先細 り状を呈した例 (側辺部形態d類)が存在する。

法量については類型別に第 9表に平均値を提示した。個別には長さ2。 Ocm(1。 Ocm× 2)を超えるものを

大形、1。 Ocm前後を小形に数値上区分できた。

形態的類別から除外した資料に、技術的に製作途中の失敗品と考えられる例がある。製作の進行度合い

により細別し、素材の全体成形時に留まる資料を失敗品 1(178点、 1 0 SBll-4 0 SB12-4 0 SB13-

102)、 成形後、基部の意識的作出のある資料を失敗品 2(81′点、2～ 110 S Bll-3 0 SB29-8)と し

た。

欠損は部位 としてBが、状況でハが多く、欠損率は84%である。

出土はⅡU・ v区、ⅣA区、上段 と中段に分布。特に黒曜石製はU17に局所的な集中が認められる。
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平均値 法量 (全体値 ) 計
上
数

基部形の数 側辺部形の数 素材 欠損状況の数 欠損断面 自
然
面

総
　
数性

類
属
分

さ

ｍ＞

長
くｍ

幅

ｍｍ

厚 さ 襲
⑪

A Ｂ．①
Ｂ‐
②

縦

長

横

長 A C

IA 5

0 429

0 1 236

1 0

失敗 1

失敗 2

(Cm)

3.8

3.6

3.4

3.2

3.0

2.8

2.6

2.4

2.2
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第 9表 石鏃属性表
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第95図 石鏃法量相関図 (製品と失敗品)第94図 石鏃法量相関図 (材質別)
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第96図  石鏃製品分布図 (チャート)第 97図 石脚 品舗 図(チャート) 第98図 石鏃製品0失敗品分布図頓岩0安山却
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第 101図  石鏃実測図(1)
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第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

① 打製石斧 (第 103～ 107図、第10表、P L23)

大形の打製石器で、主に掘削などの作業が想定できる資料。堆積岩を主体とし粘板岩140砂岩 90頁岩 7
,安山岩 5、計35点 を収集。製作法は争I片 を争J取 し、敲打成形するものに限られる。形態的類別は全体形と

その構成要素 (頭部・胴部・刃部)の形状に基づき実施した。概括し全体形を類別すると4類 5細別となる。

A類一全体の形状を長方形に整えるもの (12点、 1～ 4)。

B類―半月形 (Bl類)に整えるもの。Bl類 を基本形とし、 1側辺のえぐりが強いものをB2類 と

する(Bl類 1点、 6、 B2類 11点、 7～ 12)。

C類一三角形に整えるもの (3点、13～ 15)。

D類一瓢形に整えるもの (1点、16)。

ほか、不明なもの 7点がある。

頭部の形態には、素材争J離時の縁辺をそのまま残す例と加工成形する例があり、両者を区別することな

く類型化すると4類。直頭状の 1類 (1点、 5)、 尖頭状の 2類 (3″点、13～ 15)、 円頭状の 3類 (4点、 1

0607016)、 斜頭状の 4類 (3点)である。刃部形は使用状況を反映し、類別は使用後の形状変化を示

す。直刃 1類 (2点 )、 尖刃 2類 (1点、 9015)、 円刃 3類 (12点、 10307・ 8011～ 13)、 斜刃 4類

(7点、 206010016)に 類別できる。刃部の作出は原則的に景J離時の片面・片刃 (b類、 8点)を利用

するが鋭利な刃部を残すものが少なく、使用および刃部の再生を経て両面・両刃 (a類、14点)と 変化し

たものが大部分である。また、自然面の残存状況では頭部または全面におよぶ例が主体。各形態類別と全

体形との相関は第10表に示す。

第10表 打製石斧属性表
平均値 法量 (全体値) 計

上
数

(機能部値) 使用痕跡 刃部平面形 断面形 頭部形

属性
分類

醸

くｃｍ＞

幅
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J

●完

△ 1・ 2・ 3([頂音5)

▲ 405・ 6(内部 )

口 7・ 8(そ の他 )

第104図 打製石斧出土分布図 (欠損別) 第105図 打製石斧出土分布図 (形態別)

機能的視点では刃部に摩耗 0線状痕を、基部 (胴部・頭部)に装着痕を確認する。観察はルーペを使用

し全資料に対して実施。倍率は×50× 20と し、結果19点 (約54%)に 摩耗痕が観察できた。発達した線

状痕は刃縁に直行し、D類 1点のみ50度前後の開きを示す。摩耗痕の範囲では大きさの点でDec.B.
A類 と序列し、瓢形のD類が最も長く、幅広い。また、B2類 とD類は刃部角が他よりも大きく、A類 と

D類では刃角が大きい。特にA類では上下両端部の使用例 3点が存在する。

法量については第10表に各形態別の平均値をまとめた。従前の分類ではAと Bが短冊形、Cが撥形に相

当する。欠損状況では圧倒的に刃部破片が多いが、C類には頭部の残存率が高い。

出土はすべて遺構外でⅡG・ L・ Rお よびⅣ区、中段から下段に分布している。

① 磨石・凹石・敲石 (第 108～ 111図、第112図 1～ 22、 第1300131図、第11表、P L20024)

スル・タタクなどの作業が想定できる資料。特徴的で頻繁な用法に基づき磨石・凹石・敲石を類別した。

総数26′点を収集。堆積岩を主体とし砂岩19′点・安山岩 4′点・閃緑岩 2′点・花同岩 1′点である。製作法は河

原石をそのまま使用する1種 (19′点)と 、素材縁辺部に敲打痕を伴うもの 2種 (6点)がある。

形態的視点から類別を行うと、 3類 6細別となる。

A類一円形で扁平を基本とするもの (lA類 5点、10 2 0 4 0210 SB26-12、 2A類 3点、307・ 12)。

B類―楕円形を基本とするもの (lB類 3点、5 0 60 SBll-9、 2B類 3点、9010011)。

C類一長楕円 。長方形を基本とするもの (lC類 1点、 8)。 本類中に特殊磨石10点 `(2・ C類 14～ 22・

S B26-13)を 含む。

ほか敲石 1点 (13)が ある。

+

一- 104 -―
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第4節 遺物(1縄文時代の遺物)

機能的視点からの類別は、スル・タタクの 2大別 7細分が可能。観察はすべてルーペを使用し、× 50

×20と する。この段階で使用面の不確かな11′点 (総数外)は除外した。

摩耗面

I類一使用面が部分的な 1カ所に限られるもの。範囲は230cがで単純表面積の56%である。運動方向

はほぼ単一で、面の転移は原則として認められない (3点、 204021)。

H類一使用面が面全体に広がるもの。範囲は306cm2で単純表面積の60%である。運動方向は長軸と20

～40度前後の開きが主体。面の転移は表裏転換のかたちで行われる (表 17点、 103・ 5～ 7

014～ 200 S Bll-9、 裏 17′点、 3050609012014～ 200 S B26-12)。

Ⅲ類一極度な一側面使用が認め られるもの。特殊磨石 (9点、14～ 220 S B26-13)。

第11表 磨石 `凹石・敲石属性表
平均値 法量 (全体値) 計

上
数

摩耗面・表 摩耗面・裏 摩耗面・側 敲部形状 (表 ) 敲部形状 (裏 ) 敲
部
側
面

欠損状況 総
　

数
性
類
属
分

長 さ 幅
くｃｍ＞

厚 さ 要
くｇ＞

% 1/3 2/3 %
完
形

lA 375

2A 427

lB 465

2B 292

lC

2C 565

敲 石

2 9 gl12
A   B      c
形態分類模式図

O⑤ ⑩
I    H   III
磨耗面の類型

OaQQ00g
000
%   2/3  %
欠損部位の類型

０

％

5.06.0 7.08.09。 010.011.012.013.0

(Cm)

(表面 )

磨面類型による長さと幅

第108図  磨石・凹石・敲石法量相関図
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/6

●ダ

(Cm)

18.0

17.0

16.0

15.0

14.0

13.0

12.0

11.0

10.0

9.0

8.0

7.0

6。 0

5.0

5.06.07.08.09。 010.011.o12.0(cm)

製作法による長さと幅

5.06.07.08.09.010.011.012.013.0

(裏面)

☆ 台石
● A～ C類
△ 2C類
▲敲石
口 A～ C類
(凹音Бあり)

類

類
殊

Ｉ

Ⅱ
特

類
類

殊

Ｉ
Ｈ
特
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第109図 磨石・凹石 0敲石出土分布図



第3章 向六工遺跡

敲打痕

1類―小 さな粒状の単位 (0。 1～ 0。 5cm)が集合 し、

凹部を形成するもの。花弁状に広がり浅い 1

a(表 6点、 9・ 10012、 裏 3点、11012)と

2カ所以上にわたり連結した lb(表 1点 t
S B26二 12)、 独立した lC(表 1点、 8)が

ある。固定的な使用部はタタク・ワル作業の

受け手が想定できる。

2類―アバタ状を呈するもの (表 3点、 506‐ 80

9011013014016～ 190 S Bll-9)。 舌L雑

な痕跡はタタク・ワル作業の持ち手を想定。

3類―細長い溝状のもの (表 4点、 809。 11015、

第110図 敲打痕の長さ・幅・深さ

裏 3点、 8 0210 SBll-9)。 タタク

(mm)
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24.0
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6.0

▲ 1
● 2
口 3
△ 4

(mm)
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26.0
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22.0

20.0

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

(mⅢ )

・ワル作業

の受け手を想定。

4類一小争j離痕を伴うもの (1点、10020021)。 タタク・ワル作業の持ち手が想定される。

以上の属性および作業の想定は独立したものではなく、大多数は併用あるいは転換した使用結果を示す。

総体的に摩耗面の発達度は弱く、敲き部が顕著。 3類が主で機能的には敲き具が中心と考えられる。 C類

には磨耗面の発達が著しいが、他類と痕跡上の差異は確認できなかった:

法量の平均値は第11表に示したが、厚さの点で各類とも5。 Ocm以下である点、使用後あるいは使用時の

数値として特筆できる。

欠損状況ではほとんどが完形品であるが、 C類では大半が 2分の 1欠損の資料である。

出土はⅡU区およびⅣA区、上段に分布。この点は争J片争J離作業に関連する資料と状況を同じくする。

③ 台 石 (第 112図 23、 第130図 10、 P L20024)

スル・タタク (ツブス)な どの作業が想定でき、置いて使用された資料。火成岩である閃緑岩 2点が収

集された。両者とも河原石をそのまま使用し、形態は方形の崩れた形態を呈する。

機能的にはスル 」タタク作業で、広範囲にわたり摩耗面 (Ⅱ類)が認められる。表面積は大きなもので

685cm2を 計測するが、皿状にくぼむことがないため容量は少ない。使用部は局所的ではなく、手の運動と

しては大きな上下あるいは回転の運動が想定できる。

法量はそれぞれ56。 5× 40。 5× 9。 3cm、 31。 8kg(第 130図)と 20。 0× 21。 6× 6。 5cm、 4.5kg(第 112図)である。

2点のみであるため平均化はあまり有効ではないが、厚さの点で8。 Ocm前後と一致した値を示す。

欠損はなく、 2点 とも完形品である。

出土はS Bll床面から 1点、遺構外HP区・中段から1点である。

⑩ 石 匙 (第 113011401170118図、第12表、P L20025)

切る・掻 く等の作業が想定でき、茎部 (つ まみ部)を有する資料。堆積岩を主体としチャー ト25′点・頁

岩 8点・黒曜石34点、総数67点である。製作法は大きめな争J片 を素材とし加工を施すもので、茎部のみ作

出する 1種 と全体に整形加工する2種に大別できる。茎部は全長の 2分の 1以上あるものを大 (8点、13

～15)、 それ以下を小とする。茎部の作出位置により類別を行った。

A類一刃縁に平行 (延長上)して茎部が作出されるもの。いわゆる縦形 (37点、 1～ 6 e s B26-90

100 S B29-15)。

B類―刃縁に直行 (対峙)し て茎部が作出されるもの。いわゆる横形 (15点 (14～ 20)。

一- 108 -



第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

:514

0磨耗面  1運動方向
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第111図 磨石・凹石実測図(1)



第 3章 向六工遺跡

2!

第112図 磨石・凹石(2)・ 敲石・台石実測図
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第4節 遺物(1縄文時代の遺物)

C類 -45度前後で斜めに作出されるもの (8点、 7～ 130 S Bll-8)。

このほか不明 7点がある。

刃部の形態は直刃・外湾刃が主体。刃付けは両刃 と片刃がほぼ同数で、刃角はいずれも30～ 40度内である

(第 12表 )。

機能的側面の観察は実体顕微鏡を使用 し、全資料に対 して実施。倍率は×100ま でとし、結果 31点 (46

%)に使用 と考えられる痕跡を確認した。痕跡には光沢 と稜線のつぶれ二者が認められたが、対象物につ

いては判断がつかなかった。作図中抜き出した刃部の記号部分が痕跡の範囲に相当する。また第117図 7

と第118図 15の資料については、試験的に走査電子顕微鏡にて×150ま で観察を行い、併せて元素解析を実

施 した。詳細は第 5節 (3)に記す。

法量については形態的類別に見合う差異は認められなかった。詳細は第12表に示した。

出土はⅡU区 12～ 18t ⅣA区 207012を 中心とし上段に集中、中段には散在している。形態別・材質

別に分布差は認められない。

⑪ 刃 器 (第115011601180119図 、第12表、P L20025)

項目中提示した器種以外で、刃部を有し切る・掻く等の作業が想定できる資料。刃部に加工を施す例

(2種・スクレイパー)と 刃つぶれ・刃こぼれ等のある例 (1種・使用痕跡を留める石暦)を 包括する。前者

は黒曜石14点・チャート9点 0頁岩 6点・安山岩 2点、総数31点である。後者は黒曜石318点 0チ ャー ト45

li.|ト
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第12表 石匙属性表

平均値 法   量 (最大値)
計
上
数

刃   部
総
　
数性

類
属
分 護くｃｍ＞

幅
くｃｍ＞

厚 さ 重 さ 刃角 長

ｍ＞
刃
くｃ

幅

ｍ＞
刃
くｃ

平面形 断面形

外 直 内 片 両

石
匙

A 22

B 3。 6

C 2。 7

刃
器

A 3.8

B

小
形

C

D 79

複刃の場合は 2回計上

石匙・刃器法量相関図

-111-

7.0  (cm)



第 3章 向六工遺跡

(材質別 )

第114図 石匙出土分布図

点・頁岩 8点・安山岩 1点、総数372点 である。

2種の資料につき、技術形態的視′点から類別を行うと2類。

A類―素材の長辺に平行し、緩斜度の刃部を作出するもの (20点、21～ 240 S B29-14)。

B類一素材の長辺に直行し、急斜度の刃部を作出するもの (11点、27～ 320 S Bll-7 0 SB29-12～

14)。

1種につき、機能的視′点から類別を行うと2類。

C類一基本的には加工を施さず、素材の縁辺を刃部とするもの (290点、S Bll-6 0 SB12-60

S B29-10)。

D類一カ日工を施さず、扶入状の刃部となるもの (82点、250260 S B12-7 0 SB26-8 0 SB29-11)。

刃部の形態はA類に直刃、 B類に外湾刃が主体。刃付け (刃部断面形)は大部分の資料が片刃で、基部

では景j片景1離打面をそのまま残す無加工品が主体である。

機能的視′点の観察は実体顕微鏡を使用し、石匙同様に行った。結果光沢痕跡および稜線のつぶれを確認

したが、対象物の推定には至らなかった。 2種は全資料中25点 (81%)に痕跡を確認した。 1種について

は、肉眼で確認できる刃つぶれ状の痕跡の有無にかかわりなく、すべての石暦類 (26,592点)に対して×

40(SMZ-2)に て実施した。倍率が低 く、資料が黒曜石であることから、精度の点で課題が残るが、
372点 (1。 4%)の資料に使用痕跡を認めた。作図は石匙と同法である。

法量では 2種A類が重さの点で石匙と区分でき、刃角では10度前後の開きがある。 2種 B類は長さと重

岬

●黒曜石

▲チャー ト

■頁岩

-112-



▲1種 C類
口1種 D類

第 4節  遺物 (1縄文時代の遺物)

形態別

第116図  刃器 2種出土分布図
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第 115図 刃器法量相関図
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第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

`

|

0   (2:3)   5cm

第118図 石匙・刃器実測図(2)
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5cm

‖

(2:3)

第119図 石匙・刃器実測図(3)
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第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

第120図 刃器 1種出土分布図 (黒曜石)     第121図 刃器 1種出土分布図(チャート・頁岩・安山岩)

さの点で 1種に近い値 を示 し、刃角は60度以上で他類 と隔た りがある。 1種はいずれも3。 Ocm以下 と小さ

く、頁岩・チャー ト・黒曜石の順で小さな値を示す。頁岩は黒曜石のおよそ 2倍の値を示す。

出土はHP区 24025、 V区 7～ 13の 中段、U区 12～ 22、 ⅣA区上段に集中して分布する。形態的な分布

差は特に認められない。

⑫ 磨製石斧 (第 122～ 1240132図 、第13表、P L20026)

伐採・切断の作業が想定できる資料。火成岩を主体とし蛇紋岩11′点・泥岩 1点 t計12点である。製作は

河原石を粗 く争J離し研磨の工程をとる。側面部は研磨により形成され、外見的には擦 り切 り様を呈する。

形態的類別は全体形とその構成要素 (頭部・胴部・刃部)の形状および大きさの属性に基づき類別した。

大形A類一全体を台形状に整え、最大厚で 2 cmを 超えるもの (1′点、 1、 失敗品 1′点、 8)。

中形B類一大形A類 と同義で法量として下回り小振りなもの (4点、 2～ 5)。

C類一全体を長方形に整えるもの (1点、 7)。

小形D類―中形B類 と同義で法量として一回り小振りなもの (1点、S B29-17)。

E類一全体を三角形状に整えるもの (1″点、 6)。                
‐

このほか、表面の争j落など形態不明 3点がある。

頭部形態では 2類。直頭状を呈する 1類 (3点、708)と 尖頭状の 2類 (5点、 1,2 0 5 0 6 0 SIB29

-17)である。刃部の形態は 1類円刃 (4点、 102040607)と 2類斜刃 (2点、 3)があり、刃部の

作出は表裏面のいずれかに偏りのある両刃6基部横位断面形は凸形が主体。各類別と全体形との相関は前項
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第 3章 向六工遺跡

および第13表に負う。

機能的視′点では刃部に摩耗 ,線状痕を確認した。観察はルーペと顕微鏡を使用し、倍率は×5020、 ×

100ま でとした。結果刃部 6点中 5点 (83%)に痕跡が確認できた。作図中スクリーン部分・実線 (刃部の

み抽出し実測)の表現が使用痕およびその範囲である。対象物の推定には至らなかったが、刃の衝撃が少

なく線状痕の発達が弱い点から考えると、硬質よりは軟質の対象物が、大きな破壊力よりは軽度の作業が

予想できる。線状痕の入射角はA・ B・ D・ E類で刃部と斜位 (60度前後)に、 C類ではほぼ90度に発達

している。摩耗の範囲は長さでA類が 1。 Ocmを超え、ほかはいずれもそれ以下の値を示し、幅では中形で3。 0

cm前後、小形では1。 Ocm前後の値を示す。

法量については第13表に形態別の平均値を提示した。長さ12。 Ocm前後を大形、8。 Ocm前後を中形、4。 Ocm

前後を小形とした。A・ B類が縦斧に、 C～ E類が横斧に相当すると考えられる。欠損状況では刃部・頭

部とも半々で、完形率も高い。

第13表 磨製石斧属性表
平均値 法量 (全体値) 計

上
数

(機能部値) 使用痕跡 刃部平面形頭部形 欠損状況 総
　
数

性
類

属
分

長 さ 幅 厚 さ 姜
くｇ＞

刃 幅
くcm〉
刃部角
〈度〉

長 さ
くcm〉

幅 珀
Φ

型 装
着

完
形摩 線

A 275

B 65

C

D

E

失敗品

不  明

口

７

昌

８

０

６

型

∩国一一５岬

〔一一一
４
榔

ニロ
∪
３
欠

邑

２

邑

・

∪   ノ
1    2
刃部形の類型

√ 1 ハ
1    2
頭部形の類型

(Cm)

14.0

13。 0

12.0

H.0
10。 0

9。 0

8。 0

7.0

6.0

5.0

4。 0

3.0

2.0

1.0

●A
OB
▲℃
□D
■E

(Cm)

14。 0

13.0

12.0

11.0

10.0

9.0

8.0

7。 0

6。 0

5。 0

4.0

3.0

2。 0

1。 0

○

　

▲

0 1.02.03.04.05.06.0(Cm)

長 さと幅

重さと個数

第122図 磨製石斧法量相関図

長さと幅
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第3章 向六工遺跡

出土はⅣA区 2、 上段部に局所的に集中する。

⑬ 石 錐 (第 125～ 130図、第14表、P L20026)

刺突・穿孔作業が想定できる資料。総数35点。堆積岩を主体とし、チャー ト21点・黒曜石13点・頁岩 1

点である。製作は原則的に石鏃と同法の余J片争J離および調整加工による。加工部位に基づき大別 2種、機

能部のみ加工する第 I種、全体を加工する第Ⅱ種に区別した。

形態的視点から類別を行 うと5類。

I種 1類一素材縁辺の一部にのみ調整を施すもの (2′点、 102)。

2類―素材の長い 2側辺にわたり景J離を施すもの (9点 )。 素材の特徴を壊すことなく加工 し、

先端機能部と基部の区別が明瞭な 2A(7点 、3～ 5)と 不明瞭な2B(2点、7)に 区別

できる。

Ⅱ種 3類―素材全体に加工を施し、先端機能部と基部の区別が明瞭なもの (1′点、 6)。

4類―先端 と基部の区別がなく、両端の尖ったもの (23点、 8～ 15)。 本類中には石鏃を半分に

割ったような形態的に異質な例 3点が含まれる (150 S Bll-5 0 SB12-5)。

.以上のほか、石鏃 IB類の欠損品を石錐に転用した例 1点 (16)がある。

刃部断面形は菱形 b(23点、20307～ 10012013015)と 三角形 C(4点、 10405)が ある。円形

aは bが使用によって摩耗した状態と考えられる。

第14表 石錐属性表

平均値 法量 (全体値) (機能部値) 計
上
数

断面形 欠損部位 欠損状況 素材オ1片 総
　
数性

類
属
分

長 さ 幅 厚 さ 姜
くｇ＞

長 さ 幅
くｃｍ＞
厚さ
くcm〉

A B C D イ 縦 横

1

2A

2B

7777を
A B C D

欠損部位の類型

≪ヽ イ

〇 ロ

0 ハ

欠損面

○ ◇ △
a   b   c

機能部断面

′

卜

∴

・

・

□ 1

★2A
△2B
▲3

(g)

7.0

6。 5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

(Cm)

2.0

1.0     2.0     3.0(Cm)

長さと幅

第125図  石錐法量相関図

甲は5B70
2    3

形態分類模式図

(Cm)

2.0

1.5

1.0

0.5

0。 5   1.0(Cm)

長さと幅

一- 120 -一

第126図  錐部の法量相関図
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0 10

H  °

○

一 使用痕

A 顕著なもの

o(石御n～ 16,1:1)2.5cm

o (石 錘17,1:2)5cm

第127図 石錐・石錘実測図
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NJ

●黒曜石

▲ チャー ト

■ 頁 岩

第128図 石錐出上分布図 (材質月U) 第129図  石錐出土分布図 (形態別)

機能的視′点からの観察は実体顕微鏡を使用し、実測資料 16′点に対して行った。倍率は×100ま でとし、

結果13点に使用痕跡が観察できた。使用痕には明瞭に発達した摩減 (実測図中の実線)と 部分的で不明瞭

な摩滅 (点線)があり、線状痕を伴う例 (矢印)も 確認できた。装着痕跡については確認できなかった。

刃部は片端に限定される例 と両端に認められる例 (10011)があり、大部分の資料が前者である。欠損は

先端部を欠くAが60%で最 も多く、欠損断面では表裏面からの作用による事故 (欠損状況口)が大半であ

る。

法量全体値では長さ・厚さ・重さの点で 1類 と2a類が、幅の点で 1類が区別できた。

出土はⅡU区・ⅣA区、上段部に集中し、中段部ⅡV区には 1類の資料がわずかながら分布している。

⑭ 石 錘 (第 127図 17)

紐掛けが予想できる部位を有し、錘としての用法が想定される資料。砂岩製ではさみ打ちによる打ち欠

き錘 1点カドある。円形を呈し、法量7.6× 7。 8× 1。 5ch、 123gを 計測する。tti推卜け音6全周値は16。 Ocmを測る。

ⅣA区1702層から単独出土である。

⑮ 加工痕跡を留める石層
争j片争J離を伴う道具製作に関し、遺跡内にて行われたであろう生産行為の結果として出現した資料で、

器種 として認定が困難な例を一括した。この場合打製石斧などの大形品を製作する際に出現する個体群

(A群)と石鏃など小形品を製作する際に出現する個体群 (B群)を類別した。A群はすべて34′点、B群

は12′点ある。材質と製作技術的な視′点から、A群中明らかに打製石斧製作に関連する資料は 2′点、刃器製

作に関連する資料は 6点ある。これらを抜いた26点が用途不明資料となる。B群では石鏃製作に関連する

と想定される資料が 8′点、対象器種が想定できない資料が 4′点ある。両群とも器種別総数外としておく。

J
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4
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一

Ａ
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焉
舅
一
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鵬
赳

Ａ
ハ
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Ｗ

▽
Ａ

Ｂ‐‐
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
・

一

一

Ｓ

２
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鐵

丞
　
０
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S B13

一
　

　

　

一

Ｓ

」

2 0  4

〇
。 5
◇  6

0      (1:1)      5cm

一- 124 -一



第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

9

獨

S B29

l

: ∠  ノ
1

‐

一- 125 -一

第132図 遺構出土石器実測図(3)



第 3章 向六工遺跡

第 15表 石器観察表 (1)
原石・石核

番号

法   量 (最大値) 打  面 作 業 面

剥離技術
自然面
(素材)

石 材 分類 出土地
`点
備 考

鵬
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
熙
くｃｍ＞
姜
Φ

状態

調

有

整

有

云移
数 状態

調整

有 | 有

云移
数
角

度 熊
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

転石 黒曜石 原石 ⅡU12G-12

ⅣA 12E-11

ⅣA7G-8

自然面 自然面 直接 1種 ⅣA3J-3

景J離面 ○ ○ ⅣA 17G-16

自然面 IVA 7 H-6

剥離面 1 剥離面 剥片 チャート 2種 ⅣA7G-6

自然面 ○ ○ 直接 黒曜石 IVA 12 F-9

景J離面 ○ ○ ⅣA 12F-12

節理面
景J離面

○ ○ 2 チャート IVA 2 H-4

132-16 自然面 ○ 自然面 1 転石 黒曜石 1種 SB-29

法   量 (最大値)

有デ毅マ向1形状
はさみ打ち 自然面あり

〇1212 Q22 F-17
Q10 Q-5
A22 E-17 自然面あり

131-11

剥片・砕片

番号

法 量 (最大値 打 面 作 業 面 景

　

型

離技術 自
然
面
石 材 分類

出土地点

備 考護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚さ 重さ 有

鉦
小

形状 数
角

度 形状
面

数

離
‐
―

剥

有 熊くｃｍ＞
幅

ｃｍ
型 遺構名

○ 自然面 景J離面 ○ 黒曜石 砕片 V13 K-10

○ 剥離面 ○ ○ V13 K-10

○ 自然面 自然面 ○ 剥1種 V13 K-10

○ 剥離面 ○ ○ 剥2種 V  9ト レ
○ ○ 争lB類 Vl D-1

○ 彙J離面 1 ○ チャート A18 1-16

○ 自然面 ○ ○ V8 J-5
○ ○ ○ A12 E-11

鏃石

番号

法   量 (最大値 ) 機 能 部 装着痕跡

痕跡 1付着

瑯蹴‐劃‐
圃踪 状

況

燎

‐
‐
‐
部
位

材

片

素

剥

自

然

面
石材 分類

出土地点

鵬
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚さ 重 さ 長 さ 幅

冊

扶り長 挟り幅 長

ｍ＞

茎

価

使用澤跡
痕跡 1状況

再

生 遺構名 取上番号

1 盤
小

黒曜石 失 1 A2 H-4
2 チャート 失2 A12 H-10

黒曜石 A3 J-2
4 A12 E-12

5 b 横 A17 E-16

○

7 2.57 L18 K-14

チャート U8 G-15
(1.89) 欠 ○ V8 M-6
(1.86)

(1.55) V8 1-6
縦 黒曜石

横 U4 0-3
(0:33) ○ チャート

○ U22 H-17

(1.40) 黒曜石 A17 F-16

○ チャート A17 G-15

(0.52) 黒曜石 A2 1-1
(1。 11) ○ U17 G-14

○ (完 ) チャート A17 F-14

黒曜石 A18 1-16

○ V7 H-5
チャート A21 D-18

○ 盤
小 黒曜石

○ V6 A-15

- 126 -



第 4節 遺物 (1縄文時代の遺物)

第16表 石器観察表(2)
石  鏃

番号

量 (最大値 )法 機 能 部 羅
　
勘

i痕跡

1付着

部

態

基

形

茎 1形

鵬瀦
部

位

損
‐燃
嘲

材
片
素
剥

自

然

面
石 材 分類

出土地点

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
熙
くｃｍ＞
要
Φ

さ

０

長

くｍ

幅

ｍｍ

挟り長
幅

＞

り

ｍｍ

扶

く

長

ｍ＞

茎

く
ｍ

使用痕跡

痕跡 1状況

再
生 遺構名 取上番号

盤
小

黒曜石

○ ○ P25Q-19

チャート

○ 横 頁岩

0.55 ○ 黒曜石

0.32

○ 横 L18J-15

横 チャート

(0.68) 黒曜石

0.55 ○

○ ○ チャート U12G-10

○

黒曜石

(0.66) ○

○ チャート

黒曜石

(0.36) ○ A・ B

○

○ チャート

Z 排土

(0.91) 欠 ○ イ 黒曜石

チャート

欠

頁岩

黒曜石

0。 75

○ 横 チャート

欠 ○ ○

0。 72

(0。 33) 欠 A・ B イ・イ 黒曜石

(0。 55) 欠 チャート U23J-20

黒曜石 Uト レンチ

○

チャート

黒曜石

チャート

○ 頁岩

(0。 75) チャート

○ 黒曜石

(0.65)

チャート

黒曜石

(1.18) 欠 ○ イ チャート

(0。 78) 欠 ○

(0.65) 欠 ○ ○

(0。 21) 黒曜石

(0.26) イ

(0。 15) 欠 縦

○ 縦 一
|

チャート

0.66 黒曜石

14.0 ○ 横 ―
|
チャート

(1。 00) ○ 有 IIA

○ ○ 横 頁岩 L4 検出時

(1.93) 欠 A・ F チャート Q10T-7・ 8

○ 頁岩  | Z 排土

=| チャート |

V18J-13

130-1 虹
小

黒曜石

b ―
|

〇
|

―
|

チャート

一- 127 -―
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第17表 石器観察表(3)
石  鏃

番号

量 (最大値)法 機 能 部 装着

痕跡

痕跡

1付着

基部
形態

茎 1形

側辺部
形態 部

位
状

況

損
材

片

素

剥

自

然

面
石 材 分類

出土地点

さ

ｍ＞

長

くｃ

幅

ｃｍ
熙
くｃｍ＞
姜
Φ

さ

ｍ＞

長

く
ｍ

幅

皿

快り長 扶り幅
長

ｍ
＞

茎

飾

使用痕跡

痕跡 1状況

再

生 遺構名 取上番号

130-1 ○ 征
小

黒曜石

5

失1

131-1 (2.2) (2.5)

○

131-1 頁岩 南半

横長 黒曜石

A・ B

○

炉内

-7 欠 ○ チャート 南半

132-1 sB-29

黒曜石

○ A・ B

○

○ チャート

-7 A・ B 床面

-8 横長 黒曜石 失1

縦長 ○

番号

量 (最大値)法 刃  部 使 用 痕 跡 酷

平
面
形

装
着
痕
跡

敲
打
痕
跡

欠損

部 状
位 況

素

　

材

自

然

面
石 材

分

　

類

出土地点

備  考長 さ 幅

ｃｍ

さ

ｍ
＞

厚

く
ｃ

襲
Φ
数 幅

ｍ＞
刃音番角
く度〉

平

面

形

断

面

形

長さ 幅

ｃｍ

刃角
〈度〉
型

遺 構 名

2.0

2_5

3.5

4.2

摩

線 ○ 横 砂岩 表採M13 両端使用

1 4 ○
珪 質
粘板岩

1 3 ○ 縦 (b'C) 砂岩

1 摩 横 粘板岩 L10 Q-8

1 1 Rl C-2

(10.8) 2
4.7

(4。 0)

摩

線 砂岩 両端使用

1 ○ ○ 粘板岩

1 ○ 頁岩 U12 G-11

1 2 粘板岩 V2 E-1

1 砂 岩 P20 Q-16

1 L4 M-1

1 摩

1 ○ ○ 頁岩 R-l A-4

1 U12 F-12

Ml CD-1 両端使用

○ ○ 粘板岩 M

磨 石 類

番号

法  量 (最大値)
磨  面 凹  部

敲打面
石 材
(粒子)

分

　

類

出土地点

表 面 裏 面 側面 表 面 裏 面
遺 構 名さ

ｍ
＞

長

くｃ

幅

ｃｍ
腱
くｃｍ＞

重さ さ

０

長

くｍ

幅

ｍｍ

形

状
長さ 幅

冊

形

状
形
状
有
無

さ

ｍ＞

長

くｍ

幅

ｍｍ

深さ 形

状
長さ 幅

冊

さ

ｍ≫

深

飾

形

状 表 裏

1 砂 岩 B

I 砂 岩 A
安 山 岩

I 閃 緑 岩

花 商 岩

○ 閃 緑 岩

○ 安 山 岩

○ 砂 岩 C

○ 砂 岩 B 2

○ 砂 岩 A
○

安 山 岩 Q10 S-7

0.1以下 砂 岩 A

131-11

130-9 ○ SB-11
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第 4節 遺物(1縄文時代の遺物)

番号

量 (最大値)法
磨  面 凹  面

敲打面
石 材
(粒子)

分

　

類

出土地点

面 表 面 裏 面 側面

遺 構 名
長 さ 幅

ｃｍ
熙
くｃｍ＞

重さ 熊
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

形

状 麟
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

形

状
長さ 幅

ｍｍ

さ

０

深

くｍ

形

状

さ

ｍ
＞

長

くｍ

幅

皿

さ

ｍ
＞

深

輸

形

状
形
状

有

盤
小

表 裏

○ 砂  岩

(11。 8) 砂 岩 A

(11.6) (475) ○ 硬砂岩B

○ 安 山 岩

(11.6) ○ 硬砂岩B U トレンチ
○ U-2 G-2

○ 砂 岩 C
lA・

2C

○ 砂 岩 A
砂 岩 C

第18表 石器観察表(4)
特 殊 磨 石

匙石

番号

法   量 (最大値) 部

　

位

機能部の様態

整形
(素材)

欠
損
部
位

石 材
分

　

類

出土地点

考備皿 磨 面 敲面

長さ 幅

ｃｍ

厚さ
さ

ｇ
＞

重

像 数
形

状 形成
さ

ｍ＞

長

くｃ

幅

ｃｍ
腰
くｃｍ＞

形

状 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
数
形

状 遺構名
上
号
取
番

表
裏 ■形 自然石利用 閃緑岩 台石 2

15_7

表
裏 安山岩 SB■11

番号

法量 (最大値) 茎部 刃

鰤剛‐
石 材 分類

出土地点

さ

ｍ＞

長

くｃ

幅

ｃｍ

厚 さ 重さ 奢裏{
跡

型 加工 数
角

角
刃
主

長

ｍ＞

刃

くｃ

幅

ｍ＞
型 釉
形 署曇『壁加工 遺構名 取上番号

O 複
_(3._8D_

3.8

_loヽ al__

0.5
片刃 直 ○ ○ 縦長 黒曜石 A2 1-3

2.20 ○ 片刃 外 ○ ○ U18 J-14

15。 79 ○ 両刃 直 ○ ○ ○ U7 E-5

○ 複 片刃 直 ○ ○ A12 H-9

○ 複
_3。■_
3.9

片刃 直 ○ ○ ○ チャート Ql A-1

○ 片刃 内 ○ ○ ○ 黒曜石 A12 E-11

○ 複
_14Q返

45

(4._OD_

4.5

_lo、 5Σ

O.5
両刃 直 ○ ○ チャート

(6.33) ○ 1 両刃 直 ○ ○ A23 1-18

13。 06 ○ 複
(30)

30
(4.21_

5。 2

(0。 9)

0.6
両刃 直 ○ ○ A2 G-2

○ 1 両刃 内 ○ ○ 縦長 A2 G-2

19.33 ○ 1 片刃 直 ○ ○ A12 H-9

○ 両刃 外 ○ ○ ○ 黒曜石 A17 E■ 15

(1.51) ○ 1 両刃 直 ○ 横長 チャート A12 F-9

○ 1 両刃 外 ○ ○
中
石 A16 D‐ 15

18.92 ○ 1 両刃 外 ○ ○ ○ チャート M22 G-20

○ 1 両刃 内 ○ ○ 縦長 黒曜石 U7 E-8=

○ 1 両刃 外 ○ チャート V13 」-9

○ 1 両刃 外 ○ 横長 黒曜石 A7 F-5

○ 1 片刃 直 ○ A12 E-12

(3.56) ○ 1 両刃 外 O ○ U12 H-10

130-8 ○ 1 片刃 外 ○ ○ チャート C SB-11

131-9 ○ 1 両刃 直 ○ ○ 縦長 SB-26

(2.5) (5。 7) ○ 複 片刃 直 ○ ○ SB-26

132-15 ○ 複 両刃
直
外 ○ ○ SB-29

番号

量 (最大値)法 背 (棟 )部

鰤剛‐
石 材 分類

出土地点

考備

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚さ 重さ
加工 数 刃
抽

長

ｍ＞

幅

ｍ＞

刃

くｃ
型
平面

形

使用痕跡

有無
加工 遺構名 取上番号

15。 39 ○ 複
_4._2_ _Oι 3_ 片刃 直 ○ ○ 縦長 頁岩 U18 J-14

両 刃 直 ○ ○ ○ チャート A12 H-9

(6.25) 片刃 直 ○ ○ 横長 頁岩

1.22 33.96 両刃 直 ○ ○ ○ 縦長 安山岩 L5 Q-2
片刃 ○ 横長 黒曜石 A12 H-10

複 片刃 ○ 縦長 A17 E-15

片刃 円 ○ ○ チャート A12 H-10

1 片刃 円 ○ ○ 黒曜石 A2 EF-1
片刃 ○ ○ 縦長 安山岩 Lll D-12

片刃 円 ○ ○ 横長 チャート A2 G-1
片刃 円 ○ ○ 黒曜石 U17 H-15

1 片刃 円 ○ ○ チャート

器
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第19表 石器観察表(5)
刃  器

番号

法 量 (最大値) 背 (棟 )部 刃 部

自然面
(素材)

石 材 分類

出土地点

備 考熊
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
腱
くｃｍ＞

重さ
加工 数 刃
抽

長

ｍ＞

幅

ｍ＞

刃

くｃ
型
平面

形

使用痕跡

有無
加工 遺構名 取上番号

複 片刃 内 ○ 横長 黒曜石 SB-11

円。内 ○ ○ 縦長

複 ○ ○ SB-12
○

○ ○ SB-26
1 ○ ○ 横長 SB-29

1 1 ○ 縦長 チャート

1 円 ○ ○ ? ○ 黒曜石

1 ○ ? ○

両刃 直 ○ チャート

磨 製 石 斧

番号

法 量 (最大値 ) 刃  部 使用痕跡

形

部

面

頭
平

装
着
痕
跡

融
打
痕
跡

欠

部
位

損

状
況

自

然

面
石 材

分
　

類

出土地点

備 考護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
験
くｃｍ＞

重さ 幅

ｍ＞

刃

くｃ

刃部角
く度〉
平面形 熊
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
珀
く度＞

型 遺構名 取上番号

(275) 摩線 7 蛇紋岩 A2 H-01
A2 G-2 5

A2 F-1 6

摩 泥岩 7

1 蛇紋岩 U22 H-20 4

6 U12 G-10
7 摩線

○ 1 ○ 」卜土中 1 失敗品

摩線 SB-29

石 錐

番号

法 量 (最大値) 打 面 機 能 部 使
用
痕
跡

断

面

形
態

欠
　
部
位

損

　
状

況

自然面
材

片

素

剥 石 材 分類

出土地
`点

備 考さ

ｍ＞

長

くｍ

幅

剛

厚 さ 要
くｇ＞

有

盤
小

形状
調整

佃l
数

さ

ｍ＞

長

輸

幅

皿

さ

冊
＞

厚

くｍ
遺構名 取上番号

1 ○ 自然面 片面 ○ 縦 黒曜石 1 U13 J-12

○ 剥離面 1 ○ 横 チャート A7 H-5
○ 両面 1 ○ 横 2A V7 F-7

○ ○ 横 V3 SB-14
○ 余J離面 1 縦 黒曜石 A17 F-16

○ 1 ○ ○ チャート A12 H-10

○ 自然面 1 ○ ○ 縦 U22

(12.7) 1 ○ F 縦 A2 H-2
1 ○ 黒曜石 U17 F-13
1 ○ チャート U17 G-13

○ 黒曜石 A12 F-9
1 b U17 F-15

27.1 ○ チャート A12 H-10
1 ○ U22 G-18

(31.2) (12.0) 1 ○ b A7 G-4
○ イ 黒曜石 他 U17 F-13 石鏃再利用

130-6 1 b SB-11 石鏃 ?

27.5 SB-12

石 錘

番号

法 量 (最大値) 機 能 部
材

面扶
¨

素

自

製作

技術

欠
損
部
什

石 材
分
類

出土地点

備 考熊
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
熙
くｃｍ＞
襲
Φ

長さ
外

ｍ
＞

幅

くｍ

内

ｍ
＞

幅

くｍ

さ

ｍ＞

深

くｍ
遺構名 取上番号

礫 打欠 砂岩A AG-17
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第 4節  遺物 (2弥生時代の遺物 03平安時代の遺物)

(1:3) 10cm

o(1:2)2 cm

第 133図  弥生土器・石器実測図

2 弥生 時代 の遺物
(1)土  器 (第 133図 1～ 3)
1～ 3は箱清水式に属す壺である。 1は 強く外反する口縁部で、10%程度の破片である。外面は縦刷毛

目を施した後横ナデする。内面は横ナデしている。内外面とも摩滅し、わずかに赤彩痕が認められる。 2

は肩部破片で、櫛描き横線文が施されている。 3は底部で、外面には縦ヘラ磨き、内面には斜めの刷毛目

が施されている。外面に赤彩が残り、底面は薄い。いずれも砂粒を含み、黄褐色を呈して、焼成はやや不

良である。

1は Ⅱ L25、 203は H L F02の出土で遺構に伴わない。弥生土器が出土したのはⅡL地区のみで、ほ

かに同一個体を含めて10片足らずがある。

(2)石  器 (第 133図 4)
4は有孔磨製石鏃である。先端と基部を欠損し、長さは推定約 6 cmである。幅1。 8cm・ 厚さ0。 2cmを測り、

側縁は摩滅している。米占板岩製である。ⅣA03の S B17埋土中から出土した。このほかに有茎石鏃が出土

し、縄文時代として扱ったが、最も新しい時期の土器としては堀之内2式が確認され、有茎石鏃の帰属時

期と一致するかどうか問題を残す。あるいは弥生中期に属す可能性もある。

上記の土器と磨製石鏃は出土地点がかなり離れ、時期が異なるため関連性は薄い。

3 平安 時代 の遺物
(1)焼 物

古代の遺物は、遺構をみてもほとんど重複がなく、遺物からみても、短時間の資料と思われる。以下、

遺構ごとに遺物について説明をしていくが、その前提について簡単に述べておきたい。

器種分類については、量が多い食膳具については、埋文センターが行った松本平の調査の成果に基づい

て行う。焼物の種類についても同様である 〔原ほか1989、 小平ほか1990〕 。以下の遺構ごとの説明では、図

示した遺物のみの説明になるが、遺構単位の用途別、焼物別、器種別の出土量については、第25表に示し

た。参照されたい。なお、今回は遺構単位に分類を行ったが、それは当時のその遺構 (例えば住居)で使

用されたそのままを示しているのではなく、住居が廃絶され、その際、あるいはその後にくぼ地に廃棄さ

れたり、自然の力で入りこんだすべてを、それぞれに区別できないため一括としてとらえている。また、

遺構の調査所見をみる限り、埋納あるいは生活時の出土状況を示している例はない。

S B02(第 134図、 P L27)

食膳具 を中心に比較的多くの遺物が出土している。 1は土師器杯 AⅡ、 2～ 5は黒色土器AttA Ⅱであ
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S B02(1～ 16)

0   (1:4)  10cm

S B04(1～ 4)

彗華彗ソT#ン
2

一- 132 -一

第134図 古代土器実測図(1)



第 4節 遺物 (3平安時代の遺物)

る。 708はいずれも土師器鉢で、 8は体部下半を縦方向のヘラケズリで仕上げており高台は付かないと
思われ、 7は透かしの入れられる比較的高い高台をもつであろう。 9010は灰釉陶器で、9は輪花が施さ

れる椀、10は皿Bである。煮炊具 (11～ 16)は、16のロクロ調整の小型甕を除くと、ほかはハケ調整の長

胴甕である。このほか図示しないが須恵器等が出土している。

S B03

ほとんど遺物は出土していない。わずかに土師器杯Aの破片が見られる程度である。

S B04(第 1340135図 、 P L27)

量的には多 くないが、食膳具・貯蔵具が見られる。 1～ 4は黒色土器Aで杯 AⅡ (1～ 3)、 皿 B(4)

がある。 5は須恵器の甕で、外面は斜めのタタキが見られ肩部で方向を変えている。内面は、当て具痕が

ヨコナデで消されている。

S B05(第 135図、 P L27)

量的には少ない。 1は土師器杯 AⅡ、 2は黒色土器AttA Ⅱ、 3は杯 AIで ある。 405は 灰釉陶器皿

Bで典型的な三 日月高台を有する。

S B06(第 135図 ( P L28)

食膳具・煮炊具が比較的多く出土している。 1は 土師器杯 AⅡ、 2～ 9は黒色土器杯 AⅡ である。10は

土師器の無台皿で、底面はロクロケズリで仕上げられてお り、松本平には見られない器種である。11012

は灰釉陶器皿 Bで、日縁端部は玉縁状に仕上げられる。130:14は 土師器長胴甕で、日縁内面には横方向の

ハケ調整が施され、外面は縦方向のハケ調整の後横方向のナデで仕上げられる。15016は体部下半を縦方

向のヘラケズリによって仕上げる長胴甕であるが、いわゆる武蔵型甕 と異なり器壁は薄 くない。

S B07(第 136図、 P L28)

遺物の出土量は少ない。 1は 黒色土器AttA Ⅱ、 203は 椀であり、 4は灰釉陶器の小型の椀である。
5は長胴甕の底部で、ヘラケズリによって仕上げられてお り、いわゆる武蔵型の甕 と思われる。

S B08(第 136図、 P L28) |

遺物の出土量は多く、器種 も豊富である。 1は 土師器杯 AⅡ、 2～ 5は黒色土器 A杯Ⅱ、 6は椀である。

7は外面にカキメが施されるロクロ小型甕、 8は長胴甕で外面のハケ調整は粗雑で横方向のナデで消され

ている。 9は須恵器の長頸壺で、体部上半 と高台部を欠損している。

S B09(第 136図 )

煮炊具の出土量が多いが、図示できるものは少ない。 1～ 3は黒色土器杯 AⅡ、 4は外面を回縁までカ

キメを施すロクロ小型甕、 5はハケ調整の土師器長胴甕である。

S B14(第 1360137図 、 P L28)

遺物の出土量が比較的多く、器種 も豊富であり、食膳具の中で、須恵器の占める比率が当遺跡の中で比

較的高いことが特徴である。 1～ 3は須恵器杯 AⅡ で、 102は 青灰色をした硬質の焼成で内面の底部周

囲に強いナデが入れられるのに対 し、 3は灰白色で黒斑が見 られ軟質の焼成である。 4・ 5は黒色土器A

杯 AⅡ、 6は椀、 7は 皿 B、 8は片口が付けられる大形の無台の鉢で体部下半は斜めのヘラケズ リで仕上

げられる。 9010は灰釉陶器皿 Bで、口縁端部が玉縁状に仕上げられる。12～ 15は ロクロ調整の小型甕で、

カキメが外面に施される例 (12・ 14)と 、ない例 (13015)がある。 16はハケ調整で仕上げられた長胴甕

である。 11は灰釉陶器小瓶、17は須恵器長頸壺、18は いわゆる須恵器凸帯付四耳壺である。

S B16(第 137図、 P L28)

遺物の出土量は少ない。 1は黒色土器AttA Iで底部およびその周囲をロクロケズリで仕上げてお り、

2は椀である。 3は灰釉陶器皿 Bである。
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第 4節 遺物 (3平安時代の遺物)
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第136図  古代土器実測図(3)

一- 135 -



第3章 向六工遺跡

S B17(第 137図、 P L28)

比較的遺物の出土量が多い。黒色土器 Aに は、杯 AⅡ (1～ 306)、 杯 AI(405)、 椀 (7)、 高台

の付けられない皿 (8)がある。13は土師器の軟質の焼成の小形の耳皿である。 9010は 灰釉陶器の椀、

11012は皿 Bである。14015は ロクロ調整の土師器小型甕で、外面にカキメを施す例 としない例がある。

S B18(第 137図 )

遺物の出土量が少ない。 1は黒色土器 AttA Ⅱである。

S B19(1370138図 、P L29)

食膳具 と煮炊具の出土量が多い。黒色土器 Aは杯 AI(3)と 杯 AⅡ (102)が あり、 4は土師器杯

AⅡ である。 5は灰釉陶器椀で口縁端部が玉縁状に仕上げられ、 6は ロクロ調整の小型甕である。 708

は長胴甕で、 7はハケ調整の後粘土がはられ粗いナデ調整がなされ、 8は ロクロ調整の後体部下半を縦方

向のヘラケズリで仕上げる。

S B20(第 137図、 P L28)

.遺物の量は少ない。 1は 黒色土器AttA Ⅱ、 2は灰釉陶器椀である。 3はハケ調整の長胴甕で、ハケの

単位は粗 く太い。

S B21(第 138図 )

102は 黒色土器AttA Ⅱである。このほか図示 しないが食膳具 としてく皿 Bと 鉢がある。 4は須恵器

長頸壺で、底部周囲をロクロケズ リで仕上げている。 5はハケ調整で仕上げた長胴甕、 6は体部が薄 く仕

上げられる、いわゆる武蔵型甕である。

S B22(第 138図、 P L29)

比較的多量の遺物が出土している。 1～ 4は黒色土器AttA Ⅱ、 5は 土師器杯 AⅡ、 6は灰釉陶器皿 B

である。 8は外面にカキメを施すロクロ調整の小型甕、 9はハケ調整の長胴甕でハケの単位が大きく粗い。

10は甑の底部で、端部が肥大 し外面を横方向のヘラケズリ、内面を横方向の
ハケ調整で仕上げている。

S B23                       ■、

遺物の出土量が少なく、図示できるものはない。

S B25(第 138図 )

遺物の出土量は少ない。 1は 黒色土器AttA Ⅱ、 2は 皿 Bである。

S B28(第 139図、 P L29)

‐遺物の出土量が最 も多く、上面に構築された中世火葬墓 (S K 1048)の遺物 も含めてみていく。 1～ 9

は黒色土器杯 AⅡ、10は杯 AIで ある。11012は灰釉陶器椀、13は皿 Bである。14は ロクロ調整の小型甕

で、外面にカキメが施される。

遺構外出土 (第 139図、P L29)

102は 須恵器杯 AⅡ で、焼成は硬質で青灰色をしてお り、内面の底部周囲に顕著なロクロナデが入れ

られる。 3～ 5は黒色土器AttA Ⅱ、 6は椀である。 7は ロクロ調整の外面にカキメが施される。 8は上

半部がヨコナデで消されるハケ調整の長胴甕、 9は縦方向のナデで仕上げられる長胴甕である。10は須恵

器短頸壺、11は 凸帯付四耳壺の頸部である。
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第137図 古代土器実測図(4)
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3

S B19(7・ 8)

0     (1 : 4)   10cm

S B21(1～ 6)

難:シ

S B22(1～ 10)

S B25(1. 2)

職:フ
第138図  古代土器実測図(5)
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S B28(1～ 14)

第 4節 遺物 (3平安時代の遺物)

i4

三:I:三 :三 11:三‡三1:卜三:ン

::::::::::::::::〃

::::::::::::::::::::::::フ

::::::::::::光

::::::::::::::::ン

::::::::::::::::::::::::::::::::

考

遺構外(1～ 11)

o  (1:4) iocm

第139図 古代土器実測図(6)

(2)石 製品 (第 140図 )

1は S B08のカマド付近より出土した祗石で、砂岩の河原石の片面を研磨してある。 203は 同じく砂
岩製の砥石で、前者は摩耗が著しく断面長方形を呈しており上下を欠損している。後者は河原石で、片面

をわずかに研磨しており、加工部分は少ない。

(3)土 製品 (第 140図 )
4は、S B28よ り出土した土錘で、全長 5 cmを測り、断面は直径 2 cmほ どの円形で、 5 mmの穴が貫通し
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ている。 5は遺構外より出土した羽口で、外径 7 cm、 内径 2 cmを測り、先端部には溶着物が付着している。

(4)鉄 製品 (第 140図 )
出土量は少なく、これといった特徴は認められない6

608は鉄鏃である。 6は茎部の大半と逆刺先がわずかに欠損し、箆被部 (頸部)が比較的長い。 8は
茎部で上下を欠損している。 709は 刀子で、 7は柄部に一部木質が残っており切先を欠損している。 9
は身部と柄部の境で大部分を欠損している。10は鑓鉤状の工具と考えられ、先端部を潰し、扁平で平面台

、
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第 4節 遺物(3平安時代の遺物・4中世以降の遺物)

形の刃 を造 り出 している。11は 断面方形の釘で、下部 と頭部 を欠損 している。第146図 3は大形の釘である。

4 中世以降の遺物
遺物の分布は、第141図 に示すとおりで、遺構の集中する部分にやはり大きく三群に分かれて集中する。

この片寄 りが、生活の場の中あるいはその周囲への廃棄活動 と関係があることは疑いない。種類別の分布

の片寄 :り 等はほとんど認められないが、 S T02(H Q Q07)の部分に銭貨が集中することが注目される。

(1)焼 物
確実に遺構に伴った例はくわずかにS K1030し かない。他の遺構からの遺物は量的にも少なく、それも

埋納と考えられる例はなく、埋没時の入り込みであろう。焼物の種類別に取り上げることにする。

瀬戸美濃系陶器

輸入陶磁

内耳鍋

土器皿

銭  貨
金属製品

石製品

鍛治道具 (増蝸・羽 口 )

o  (1:1,00o) 30m

・

０
　

●
　

口
　

△
　

０
　

■
　

▲
　

☆

占
〔
〇

●

口

△

◎

第 141図  中世遺物分布図
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第142図 中世土器・陶器実測図

① 遺構出上の焼物
S K1030(第 142図 )

掘立柱建物 (S T13)の 施設の一部 と考えられ、遺物がまとまって出土したため、混入・廃棄の可能性

より、一括埋納された可能性が高い。しかし箱等の痕跡は認められていない。その時期が建物の遺棄時か、

生活時かははっきりしない。

1～ 11は完形の瀬戸・美濃系陶器の丸皿で、伏せて重ねられた状態で出土している。いずれも黄味が

かった灰釉が底部外面を除き全面に施釉されており、大窯期前半、16世紀前半の所産と思われる。 102

は無文、 304は 中央に「かたばみ」のスタンプが押され、 5～ 11も 同様にスタンプが押され周囲を丸ノ

ミで花弁状に彫 り込んでいる。これらは法量の規格も統一されており、同
二時期に同じ窯で生産された可

能性が高い。12は灰釉陶器長頸瓶の底部で、平安時代の所産と考えられ、なんらかの理由で入り込んだと

思われる。

このような埋納遺構は、県内の中世では類例が少なく、塩尻市柿沢東遺跡で同様に大窯期の陶器を伴っ

た例がみられるのみである 〔塩尻市教育委員会1982〕 。

② 土器皿 (第 142図 )
比較的多くの土器皿が出土しているが、全体の形態がわかる例は少ない。また形態復原ができた例も小

破片が多く、法量の数値等も正確とはいえない。胎土はいずれも混入物が少なく、焼成も良好である。成

形・調整は「手づくね」はなく、いずれもロクロ調整で底部に糸切痕を残している。法量からみると、日

径は大きく10～ 1lcm(8～ 13)、  9～ 10cm(607)、  7 cm以下 (1～ 5)の大中ガヽの3種類に分けることが
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第4節 遺物(4中世以降の遺物)

可能である。 3は 口縁にススが付着 してお り、灯明皿 として使用されたと思われる。

時期的には松本平の成果から、「手づ くね」が存在 していないことから、14世紀以後 と考えられ、伴出

する陶磁器の年代とは矛盾しない。

③ 輸入陶磁器 (第 143図 )
14～ 17は龍泉窯系青磁の碗である。14015は底部で、

を描く小碗である。18は ほぼ全容のわかる口禿の自磁、

15世紀代に位置し、ほかの土器・陶磁器と矛盾しない。

16は 口縁に雷文帯を施し、17は線で幅の狭い蓮弁

19は 白磁皿である。年代的にみると、やはり14・

④ 瀬戸・美濃系陶器 (第 143図 )
出土量は多いが、前述したS K1030出 土品を除くと、いずれも破片で全体が復原できる例は少ない。

20021は緑がかった灰釉が施された古瀬戸の緑釉小皿である。22026は鉄釉の天目茶碗であり、大窯前

半期と思われる。23は鉄釉、24025028029は 灰釉が施された丸皿で、いずれも大窯期の所産と思われ、

29の内部には「かたばみ」がスタンプされる。30は大窯期の招鉢、27は鉄釉の仏花瓶である。時期的には

S K1030出 土品を含めて、古瀬戸後期から大窯前半期の製品が多く、15016世紀代に位置づけられる。

⑤ 内耳鍋・ほか (第 143図 )
31は内耳鍋で、口縁は強いヨコナデを3条入れほぼ直立し、体部は垂直に立ち上がる。外面にはススが

付着する。時期的には、口縁の外反がほとんどないことから16世紀代と考えられる。内耳鍋は破片が多数

出土しているが、全体の形態がわかる例は少ない。32は内耳質のほうろく状の器で、内外面にまばらに横

方向のヘラミガキが施されている。33はいわゆる内耳形の「ほうろく」で、器高 5 cmと 浅い。32033は 江

戸時代と考えられる。

⑥ 近世陶磁器 (第 143図、P L32)
1(S B01出土)は近世末の西条焼と考えられる甕で、粗雑な混入物の多い胎土で外面に鉄釉が全面に

施された後、灰釉が流し掛けされる。このほか、瀬戸・美濃系陶器の陶器・磁器、伊万里の磁器、在地産

の招鉢が出土しているが、遺構に伴うものはない。時期的には、17018世紀代もみられるが、ほとんどは

19世紀代である。S B01は 建物の土間の音5分 と考えられ、このほかにも削平されてしまってはいるが、い

くつかの建物が江戸時代末期から明治時代にかけて存在していた可能性がある。

(2)鍛 冶道具 (第 143図 )
1は 口径 8 cmを 測る、対蝸と考えられる小形の皿状の土製品である。内面には溶着物が全面に厚く付着

している。 2は類例はほとんどないが、急須形の注ぎ口をもち、内部付着物が認められることから、鋳造

の際に溶解物を流し込む道具と考えられる。このほか羽口がいくつか出土しているが、いずれも細片であ

り図示できないが、出土地点については、遺構の項でふれてある。

(3)石 製品 (第 1440145図 )
第144図 1は 片口が方形に削り出される珠洲系招鉢と形態が類似した石鉢で、口径30cm程度を測る。 2

は口縁が内湾する石鉢で、体部は厚く内面は摩耗している。これらの石鉢は、珠洲系招鉢が分布する千曲

川流域に多く分布する。 3～ 6は安山岩製の招鉢で、 6以外は上自である。
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第 4節 遺物 (4中世以降の遺物)

2岬

7 ⅡvL9

9 ⅡQ20

第144図 中世以降石製品実測図(1)

7～ 10は比較的大形の砂岩製の砥石で、自然面を多く残しており、片面のみを研磨している。線状痕を

残している例もみられる。第145図 11012は粘板岩製の砥石で、丁寧に研磨されている:13は滑石製の研

磨された薄い板状の製品で、直径 5 mmほ どの穴が開けられている。中世の温石の可能性がある。

(4)鉄 ・ 銅製品 (第 147図 )

8,14は銅製品、ほかは鉄製品である。 1は 断面方形の金具で、鐸あるいは鈴の舌の可能性が高い。 2

は断面方形の釘と思われる。 4は 断面方形の棒状で、火箸の可能性がある。 5は断面方形で片側の端部は
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第 4節 遺物(4中世以降の遺物)

第20表 銭貨一覧表

出土地点 層位 貨幣名 誹 初鋳年 径 重 量 備 考 台帳NQ

ⅡQS-03 開元通費 621 23。 2 わずか欠損

HMC-19 23.4

ⅡQR-07 24。 2 2。 75 完形、穿が左へ33° ふれている。

ⅡQR-07 23.8 略完形、背面上部に「―」

ⅡQS-02 太平通費 976 24.2 4/5残存

ⅡQQ-06 至道元□ 真 995 24.6 3/4残存「至道元責」

HRA-03 至道元責 24.7 2.75 完形 29

HVE-07 景徳元賓 1004 24.2 2.35

ⅡR-6 24.0 2.20

ⅡRA-06 景祐元責 1034 23.8 2.45 〃 摩滅orさ びでやや不鮮明

ⅡQR-07 蒙 24。 5 2。 00 45-②

ⅡRD-01 皇宋通費 真 1039 24.6 2.80 〃 穿が37・ 左へふれている。

ⅡQQ-07 24.2 周縁欠損

HRB-06 至和元賓 1054～ 1055 24.2 3。 05 完形、穿が33° 左へふれている。 35

ⅡQQ-07 嘉祐元贅 象 1056 24.3 周縁2/3欠損

ⅡVF-07 真 23.2 2.75 完形 49

ⅡQS-03 元豊通費 1078 24.5 2.80

HRA-07 24.2 2.15 〃 穿が25° 左へふれている。

不明 蒙 23.7 3。 25

ⅡQT-02 元祐通費 真 1086 24.5 略完形、肌に穴があく、腐食か

HRC-02 蒙 24.0 3。 05 完 形

22 HQQ-07 24。 0 2。 80

ⅡQ-20 真 24.3 3.45 36

24 HQR-07 23.5 2.00

ⅡQQ-07 紹聖元賓 象 1094 24.8 2650

HQ-20 元符通責 1098 24。 3 一部欠損

ⅡGO-20 真 23.5

ⅡQS-03 聖宋元賓 象 1101 25。 0 略完形

ⅡQQ-07 宣和通費 真 1119 24.5 一部欠損、破砕して10数分断

ⅡQS-03 淳熙元賓 1174 23.5 3。 15 完形、背面上部に F―」、下部に「○」

HQS-07 咸淳元賓 1265 23。 5 1。 40 完形、背面上部に「三」 28

ⅡQQ-07 □□□賓 23。 5 摩滅甚だしい。「元」が右に見えるので南宋銭か。

ⅡQP-05 洪武通費 1368 23.6 わずか欠損、背面下部に「福」

ⅡQS-03 22。 2 3。 20 完形、背面右に「一銭」

ⅡQT-02 永楽通費 1408 24.7 2。 80 完形

ⅡQT-02 25。 0 2.85 完形

ⅡQT-02 24.7 2.60 完形

HQQ-07 24。 4 2.40 完形

39 HQR-07 24.8 3.40 完形 45-①

40 ⅡV-3 表 □宋□責 2/3残存、下は「宋」か

不 明 25。 0 2。 30 無文、鋳写銀か

ⅡQQ-07 20.0 1。 25 輪あり、銭文不読、鋳写銀。

トレンチ 寛永通費 24.2 2.55 完形

44 ⅡQR-07 □因□□ 23。 7 一部欠損、押圧によりゆがむ、「宋」らし〈も見える。

45 不明 □□元賓 2。 42 1.90 完形だが、中ほどよりU字に折曲がる。

S K1048 5 mm以上の細片 (溶塊)3ケ

S K1048 (現物不明、溶塊の細片)

S K1048 13。 5mmの溶塊 1ケ

S K1048 20mmの 溶塊 1個 と細片 5個
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第4節 遺物(4中世以降の遺物)

丸 く仕上げられてお り、長大であるが用途は不明である。 6・ 7は板等に貼付ける飾金具の可能性がある。

8は 断面が蒲鉾状で大きく湾曲してお り、把手の可能性が高い。 9・ 10は細い棒状であるが、用途は不明

である。 12・ 13は刀子で破損が著 しい。14は 内側に断面長方形の鉄製品が入 り、周囲を板状の青銅製品で

包んでお り、小柄の柄部の可能性がある。 15は 断面方形の棒状の鉄製品で用途は不明である。 16は 「木の

葉」形の鋸で、柄部が厚 く付けられてお り、遺構の時期から近世末 と考えられる。

(5)銭  貨 (第 146図・第20表 )

調査区域全域にわたって、多数出土しているが、東群に最も集中する。遺構では、火葬墓 (S K1048)

より4枚がまとまって出土しているが、被熱して溶着しており貨幣名は不明である。棺桶等に六道銭とし

て入れられ、そのまま拾骨される際に残されたと考えられる。そのほかは遺構外からの出土である。すべ

て唐代の開元通賓から明代の渡来銭で、初鋳年は最も新しい永楽通賓で1408年 であり、陶磁器の年代と矛

盾していない。

青柳城から見た向六工遣跡周辺の現況
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第 3章 向六工遺跡

第 5節 成果と課題

1 縄文時代
(1)第 Ⅱ群縄文早期末葉の土器群
第 4節 1に おいて、第Ⅱ群 とした縄文早期末葉の土器の編年的位置付けを試みた。その大別は、第 2類

a種の貝殻条痕を含む粗大な条痕文を内外面に施文する条痕文土器と、同種条痕文を施す第 1類の絡条体

圧痕文土器で構成される古段階と、第 2類 b・ C種の絡条体条痕と刷毛目状の条痕文土器、同種条痕文を

施すものを含む第 1類の絡条体圧痕文土器、第 3類の外面縄文・内面条痕文の縄文条痕文土器、第 6類の

少量の撚糸文土器などで構成される新段階である。遺跡の継続時期にほぼ間断がないものとして、東海編

年では古段階は粕畑式・上の山式期、新段階は入海 I式・Ⅱ式期におおむね対比できるものと考えた。こ

れを模式的にまとめれば、第21表のようになる。ここで問題となるのは、第 5類とした東海系土器がほぼ

上の山式に限られ、入海 I・ Ⅱ式を伴っていないために新段階の時期が不明確な点と、従来知られている

長野県内の早期末葉土器群の中に、縄文条痕文土器の存在が明らかになっていない点である。前節と重複

する部分もあるが、これらの′点について、絡条体圧痕文系土器編年の基準とされる資料を見直しながら検

討してみたい (第 1480149図 )。

長野県では縄文早期の絡条体圧痕文土器はかつて子母口式に比定されていたが 〔信濃史料刊行会1956〕 、

有明山社大門北遺跡において早期末から前期初頭に位置付けられ 〔樋口1969〕 、見直しの端緒となった。 i

その後、和田村男女倉遺跡C2地点の調査結果から、絡条体圧痕文土器を含む第 5類土器を、茅山下層式

との親縁性か
・
ら早期後葉でも末に近い段階に位置付けられた 〔笹沢1975〕 。この一群は、1970年代末から

1980年代前半にかけて盛んに議論された子母口式存否論や早期末編年論のなかでしばしば取り上げられて

きた 〔安孫子1982、 毒島1983〕 。1983年 には中部・関東地方の早期末・前期初頭の土器群が集成・検討され、

東海系土器に対比させた変遷の見通しがついた 〔神奈川考古同人会1983〕 。これ以降、岡谷市梨久保遺跡

〔会田1986〕 ・膳棚 B遺跡 〔百瀬1988〕 、茅野市高風呂遺跡 〔守矢1986〕 で住居址に伴う資料が報告され、諏

訪盆地 と松本盆地南部の資料から絡条体圧痕文系土器の変遷がたどれるようになった 〔長野県史刊行会

1988、 児玉1988、 百瀬1989、 宮下1989〕 。さらに、隣県の新潟県 〔小熊1988〕 、埼玉県 〔金子1989〕 、山梨県

〔浅利1990〕 でも絡条体圧痕文土器が報告・検討されている。また男女倉遺跡 C2地′点第 5類土器は、あ

らためて茅山上層式段階に位置付けられている 〔中沢1991、 金子1991〕 。

今 日、長野県の早期末絡条体圧痕文土器は茅山上層式段階までさかのぼれる。前述のとおり男女倉遺跡

C2地点第 5類 (第 148図 1～ 10)の絡条体圧痕文土器は、同遺跡SKllま たはSK15か らの出土状態と 〔中

沢1991〕 、東北南部の常世Ⅱ式との型式学的な検討から 〔金子1991〕 、茅山上層式段階といわれている。一

方、古手に属すといわれている牟礼村丸山遺跡の完形資料 (第 148図 11)はいまだ類例を見いだせない。

第21表 第 H群土器模式分類表

段  階 推定時期

第 1類 第 2類 条痕文 第 3類 第 5類 第 6類
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第148図 長野県の絡条体圧痕文系土器(1)(1・ 2 他は 1:4)



第3章 向六工遺跡

高風呂遺跡43号住居址 (第 148図 12～ 25)は茅山上層式でも古段階の土器、39号住居址 (第 148図 26～ 39)

では粕畑式を伴出して、この段階の基準 となる。貝殻条痕を主体に絡条体条痕を伴い、内外面に施文され

ている。このうち低隆帯をもうものは埼玉県下段遺跡第Ⅲ群第 3類にも見られ、向六工遺跡の第 1類 3は

これに対比される。絡条体圧痕文は横位・山形などに施文され、装飾性が少ないものである。39は 39号住

居址埋土上部の集石から出土し、住居t■Lに は伴わない。県内では粕畑式の出土例は多く、千曲川流域にも

分布する。松本市北原遺跡 〔島田1985〕 では明確に遺構に伴わないものの、絡条体圧痕文土器とともに、

出土した条痕文土器の約20%を、ほぼ粕畑式に限定される東海系土器が占めている。ただし、高風呂・北

原遺跡とも男女倉遺跡C2地点に対比できる資料が少ない点に問題を残す。

高風呂遺跡40号住居址 (第 148図 41～ 62)は 39号住居址を切っている。貝殻条痕と絡条体条痕が施文され、

絡条体圧痕文は縦位・横位 OX字状・密接施文など装飾的で、日縁部内面にも見られる。爪形文土器を伴

うが、編年上の位置ははっきりしていない。向六工遺跡第Ⅱ群古段階の一部に共通するものがある。

上の山式段階では遺構共伴例は知られていない。塩尻市八窪遺跡 〔百瀬1989〕 からは上の山式に近似す

る特徴を備えた土器と、非装飾的な絡条体圧痕文土器が出土した。他型式を交えずに絡条体圧痕文を共伴

した例 として、塩尻市竜神平遺跡 〔百瀬1989〕 があり、八窪遺跡に後出し、文様の多段化、多様化傾向が

指摘されている。向六工遺跡第 1類 5は これと対比される。このほか男女倉遺跡C2地点、茅野市金山沢

北遺跡 〔小林1981〕 、岡谷市海戸・丸山遺跡 〔戸沢1973〕 出土土器の一部がこの段階に属すと思われるが、

他型式を交えるためはっきりしない。

入海 正式段階では遺構共伴例も単純時期の遺跡も知られず、塩尻市竜神遺跡周辺出土土器が提示され

〔百瀬1989〕 、装飾性の増加、口唇端部の肥厚、貝殻条痕から絡条体条痕への転化が指摘されている。こ

れに基づいて向六工遺跡第 1類 60123な どをこの段階に位置付けた。このほか塩尻市堂の前遺跡 〔百瀬

1985〕 や高風呂遺跡にこの段階の資料があるといわれる 〔百瀬1989〕 。

膳棚 B遺跡 1号住居址 (第 149図 63～ 69)では撚糸地文を施し、内面をナデ調整する絡条体圧痕文土器と

入海H式～石山式の過渡的な特徴を備えた土器が共伴した。遺跡全体でもこの 2型式に限られ、同じ特徴

をもつ絡条体圧痕文土器を出土し、条痕文は少数である。鱗状・X字状など文様意匠が多様化し、装飾的

である。向六工遺跡出土土器には撚糸文土器が少量含まれているが、いずれも内面に条痕文が施され、膳

棚 B遺跡と共通するものは見られない。このことから第Ⅱ群新段階の下限は膳棚 B遺跡まで下らない時期、

すなわち石山式かそれに近い段階の入海Ⅱ式以前と考えられる。

梨久保遺跡23a・ b・ 75号住居址 (第 149図 73～ 142)では撚糸地文を施し、内面をナデ調整する絡条体圧

痕文土器が出土した。口縁部の隆帯が特徴的で、絡条体圧痕文は文様意匠がやや簡略化して横位施文が目

立つ。同じ住居址内から隆帯をもつ縄文施文土器も多量に出土し、羽状縄文を構成するものが多い。東海

系としては石山式・天神山式が出土し、天神山式の量が多い。報文では早期末の東海系土器・絡条体条痕

文土器と、絡条体圧痕文土器の大部分・撚糸文および縄文施文土器を時期区分しているが、少数の東海系

土器を主体に 1時期を構成するとは考えにくく、撚糸地文の絡条体圧痕文土器とは共伴とみてよいと思わ

れ、膳棚 B遺跡に続く時期に位置付けられる。松本市坪ノ内遺跡 〔島田1990〕 の土器集中区からは梨久保

遺跡と同時期の絡条体圧痕文土器、撚糸文および縄文施文土器が出土し、少数の入海Ⅱ式・塩屋式が含ま

れているため、多少時期幅がある。向六工遺跡第 3類は縄文条痕文土器であり、梨久保・坪ノ内遺跡の縄

文施文土器とは原体や羽状縄文の点でも、内面調整の点でも異なり、ほかに共通するものは見られない。

ここまで絡条体圧痕文土器を伴う県内の代表的遺跡と向六工遺跡を比較し、第Ⅱ群土器の編年的位置を

確認してきた。この結果、入海 正式前後の段階は現状では資料的制約から明確に時期区分できないものの、

おおよその時期幅を確認できた。しかし、第 3類の縄文条痕文土器に比較 し得る資料は見いだせなかっ
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第3章 向六工遺跡

た。仮にSB26に おける絡条体圧痕文土器 との共伴関係を無視 しても、ほとんど条痕文を伴わない膳棚 B

遺跡や梨久保遺跡の資料群に介在させる余地は認められない。このことは、向六工遺跡SB26を含む第Ⅱ

群新段階の土器群の一部が、これまで未確定の時期に位置する可能性を示唆する。

早期後葉の縄文施文土器は東北地方で発展したもので、中部・関東地方の前期初頭土器群の成立に強い

影響をおよぼしていることは周知のとおりである。向六工遺跡の第 3類縄文条痕文土器は、多条の原体を

含む斜縄文に少数の異方向施文の縄文を伴い、SB26で共伴した胴部に縦長の菱形文を描 く絡条体圧痕文

土器 (第71図 1)は注目される。このような文様構成は下段遺跡第Ⅳ群第 102類土器〔金子1989〕 と一脈
通ずるもので、報文では早稲田5類や東北南部の土器群との関連が指摘されている。したがって、第 6類

の側面圧痕文土器も含めて、先に想定した向六工遺跡第Ⅱ群新段階の時期は、東北地方から東海地方にお

よぶ土器群の比較検討によって確定される課題である。縄文条痕土器第Ⅲ期 財目原1985〕 に属す福島県松

ケ平A遺跡 〔鈴鹿1984〕 には、側面圧痕文とともに口縁部にX字状の文様が沈線で描かれた土器があり、

縦位の隆帯を伴う例も見られる。花積下層式成立直前の、縄文条痕土器群第Ⅳ期 財目原1985〕 とされる福

島県の大畑G式 〔馬目1975〕 は、早稲田5類並行という説もあり 〔林1982〕 、位置付けには不確定要素をも

つが、縄文・撚糸を地文とし、幅広の回縁部文様帯に米字状文や弧線文を描く。向六工遺跡より後出の、

膳棚B遺跡 1号住居址の絡条体圧痕文土器には同様の意匠がみられ、明科町ほうろく屋敷遺跡 〔大沢199

1〕 にはこれに縦位の突起をもつ例がある。これらは前段階の鋸歯状文やX字状文の系統から理解するこ

ともできるが、撚糸文・縄文施文とともに、その出自を並行期の東北系土器に求められるであろう。山梨

県中込遺跡 〔浅利1990〕 の縄文地文に絡条体圧痕文で弧線文が描かれる土器 (第 72図)は、茅野市御座岩

岩陰遺跡 〔宮坂1966〕 ・よせの台遺跡 〔宮坂1978〕 に類例があり、やはり東北系統の文様とみられる。これ

らは梨久保遺跡の段階であろう。

石山式～天神山式段階の梨久保遺跡・坪ノ内遺跡では多量の縄文施文土器が出土したが、おそらく膳棚

B遺跡の時期の前後に、在来の条痕施文の絡条体圧痕文系土器から、中道式に代表される縄文尖底土器へ

の転換が始まり、早期終末には東北地方で醸成されてきた羽状縄文土器が急速に波及したものであろう。

それらの縄文施文土器の位置付けは、中道式の定義や早期と前期の区分と不可分の問題であり、なお1真重

な検討が必要である。

これまで眺めてきた長野県の絡条体圧痕文系土器の変遷を概観してみよう。絡条体は文様を描くには融

通のきかない原体のためか、時期が異なっても文様意匠に顕著な変化が見られない傾向がある。このよう

な理由から文様意匠の変化はさておき、地文の変化に着日して 3大別し、模式的ではあるが東海系土器の

諸段階に当てはめてみる。古段階は粕畑式・上の山式段階で、貝殻条痕文を含む粗大な条痕文を内外面に

施文する時期である。中段階は入海 I式・入海Ⅱ式段階で、絡条体条痕文を内外面に施文する時期である。

新段階は石山式・天神山式段階で、撚糸文を外面のみに施文する時期である。向六工遺跡第Ⅱ群古段階が

ここでいう古段階t新段階が中段階に、それぞれ相当する。古段階は県内に広く分布する鵜ケ島台式以来

の貝殻条痕文の伝統を受け継ぎ、関東 0東海地方の土器分布圏とも重複している。中段階には絡条体とい

う単一の施文具で文様意匠・地文を施し、関東地方とは異なる、絡条体圧痕文主体の土器群を生み出す。

貝殻使用の衰退と粕畑式以降の東海系土器の分布の減少は連動しているようであり、自立性の強い時期と

いえる。新段階は、在地の伝統を残しながらも条痕手法から撚糸文という回転手法に移行し、東北地方を

核とする羽状縄文土器の生成という汎東日本的な動向に歩調を合わせる。

このような東北系土器群への接近という動向の中で、向六工遺跡の縄文条痕文土器は新段階到来の第一

波といえるが、膳棚B遺跡に縄文施文土器が見いだせないため、梨久保遺跡の段階への連続性に問題を残

す。これについては資料の充実に待つほかないが、松本盆地の最北端に位置し千曲川流域にも近い向六工
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第 5節 成果と課題(1縄文時代)

遺跡は、諏訪盆地周辺より東北の情報が届きやすかったというような、地理的な要因も考慮される。

この後、県南は塩屋式の分布圏に取り込まれて中越式の成立基盤をなす。県北には中道式の祖形あるい

は古段階の土器が主体的に分布し、この段階の絡条体圧痕文は隆帯や突起・口唇部への押圧などの装飾要

素として残存じ、間もなく終息すると予想される。

(2)縄 文早期末葉の遺構 と集落
今回の調査で検出された縄文時代の遺構には、住居址 5軒、焼土址 8カ所、集石 5基、土坑 7基がある。

住居址はすべて早期末の条痕文土器を出土し、該期に属することは明らかである。前項で検討したとおり

第Ⅱ群土器には多少の時期幅があるが、上段分布帯にあるSB 26が新段階でも縄文施文土器を伴う新しい

時期に比定されるほか、少量の遺物からは詳細な時期を知 りえない。他の 4軒は中段分布帯にあり、土器

分布の′点からも古・新いずれの段階に属すか明確ではない。焼土址と集石は上段分布帯のⅣA区にあり、

この地区からは多量の遺物を出土したが、個々の遺構に伴う遺物は特定できない。土坑については、下段

分布帯にあるSK329 0 330 0 333が 周辺出土土器から第Ⅱ群古段階に属すると思われる。各種遺構の同時性

は必ずしも明らかにならないが、ここでは住居址を中心に縄文早期末の集落について検討してみたい。

住居址の分布は、中段にあるSBl1 0 12 0 13が 5m前後の距離をもって接近し、SB29は南へ約20m離れ

る。上段にあるSB26の付近には焼土址、集石が分布し、視覚的には中段・上段 2群の遺構群とみること

ができる。ただし、中段は地形の改変や耕作のため遺構の遺存状態はよくなく、本来は焼土址や集石を

伴っていた可能性がある。また住居址が検出されなかった下段も遺物の分布範囲は上・中段を上回る。こ

れらの遺構・遺物分布から、各々の分布帯を一つの生活空間と想定すれば、その範囲は2,000m2前後となる。

住居址の形態はSBl1 0 26が小形の円形、SB12 0 13が大形の楕円形、SB29が隅丸方形を呈し、SB29以

外はきわめて浅い掘 り込みである。いずれも地床炉をもつ。柱穴と思われるピットは、SB12_013が中軸

上の片寄った位置にある炉の周囲に数イ固、SBl1 0 29に は不規則に 203個 あり、SB26に は認められない。
SB12 0 13は 重複の可能性も否定できないが積極的な根拠はなく、 1軒 と考えた。遺物はSB26に 多かった

ほかはごく少量である。ただし、いずれの住居址も黒曜石等の砕片を多数出土し、SBllは台石を備えて

いる。これらのことから、住居の規模・形態にかかわらず屋内外で火が使用され、食物加工や石器製作等

の活動が営まれていたことが推定される。

集石の性格については、外見上被熱の痕跡が認められなかったことから、いわゆる集石炉と断定はでき

ないが、墓 とは考えにくく、一種の調理施設と推定するに留めておく。

次に長野県内の縄文早期後葉の住居址と本遺跡の住居址を比較してみる。第22表は県内の条痕文系土器

の時期に属す住居址を集成したもので、本遺跡を含めて現在31軒が確認されている。これらは、確認でき

る土器型式としては鵜ケ島台式から塩屋式までを出土し、茅山上層式・粕畑式までの前半段階と、それ以

降の後半段階に大別してみる。前半段階では、望月町浄永坊 〔福島1984〕 ・塩尻市堂の前 〔百瀬1985〕 0茅

野市高風呂 〔守矢1986〕 ・宮田村元宮神社東 〔土屋1971〕 ・飯田市中島平 〔佐藤1977〕 の 5遺跡である。形態

は楕円形を主体に円形、長方形があり、規模は長径 4～ 5mを 中心として、 3m以下の小形もみられる。
柱穴は数や配置が不規則なものが多く、 4本の主柱穴か壁柱穴がめぐる二者がみられる。炉は中島平遺跡
の石囲炉が唯一の例である。堂の前遺跡 7号住居址は長径13mの大形住居址として注目される。重複とし

て報告されている元宮神社東遺跡 204号住居址は、大形の長方形の 2号住居址のプラン内のほぼ半分を
占めて方形の 4号住居址がある。床面の深さは 4号が深いが土器型式・埋土には差がないようで、柱穴は

4号住居址のみにある。この例は向六工遺跡のSB12 0 13の 炉 0柱穴のあり方と共通し、 1軒の住居址で

も、上屋のかかる部分とない部分、あるいは低い屋根のかかる部分をもつような構造も推定される。
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後半段階に属するのは、岡谷市膳棚 B〔百瀬1988〕 ・梨久保 〔会田1986〕 ・茅野市駒形 〔宮坂1961〕・南箕

輪村北高根A〔山岡1973〕 ・高遠町宮の原 〔林1977〕 ・カゴ田 〔友野1978〕 の 6遺跡である。規模・形態に顕

著な変化はないが、塩屋式を出土する住居址の過半数が地床炉をもっている。向六工遺跡の 5軒の住居址

はすべて地床炉があり、入海Ⅱ式を下らない時期と思われ、県内で竪穴住居址内に炉をもつ集落としては

初現的な例 となる。また前半段階には炉がみられないから、向六工遺跡のSB26以外の 4軒の住居址の時

期は、第Ⅱ群土器でも新段階に属す可能性が高いと考えられる。後半段階の住居址で注目されるもう一つ

の点は、台石をもつ例があることである。向六工遺跡SBllの 台石は重さ30kgを 超えるもので、一種の遺

構 ともいえる。台石を備える住居址は、原村阿久遺跡第Ⅱ期 〔笹沢1982〕 や豊丘村田村原遺跡 〔酒井1974

0佐藤1983〕 など、前期前葉に多くみられ、向六工遺跡は古い例 となる。住居址内の炉と台石は前期に連

なる要素であり、屋内の暖房や照明の確保 と作業施設の固定化は住居の機能の強化を意味し、定住化の現

れでもあろう。今回の調査によって、条痕文系土器群の後半段階からこれが確実にみられることが明らか

になった。向六工遺跡は、ほぼ全面的な調査によって早期的な小集落の姿を現したが、前項で検討した縄

文条痕文土器とともに、遺構の面でも前期への胎動が感じられる。

第22表 長野県の縄文早期後葉住居址一覧表
遺跡・住居址番号 所在地 出 土 土 器 規 模 平面形 炉 柱  穴 備 考

住

住

坊水ヽ

〃

浄 望 月 町 茅山下・上層 500× 415

500×

楕円形

向 工  11住
12住

13住

26住

29住

坂 北 村 絡条体圧痕文 250× 200

550× 250

594× 260

220× 220

445× 400

不整楕円形

長楕円形

円 形
隅丸方形

地 床 炉 台 石

堂 の 前  3住
〃   5住
〃   7住
〃    10住
〃   6住

塩 尻 市 鵜ケ島台、絡条体圧痕文

条痕文

鵜ケ島台、茅山下層
〃 、茅山上層

250× 250

1300× 400

530×

290× 290

円 形

形

形

形

〃
側

方

長

長

円

壁柱穴多数

12

6

3

3・ 5号→ 7号→10号→ 6号

周溝、小ピット多

膳 棚 B l住 岡 谷 市 絡条体圧痕文、入海Ⅱ式 460× 450 不整方形

保力〈
〃
　
〃

梨 23a住
23b住
75住

絡条、石山、天神山他 550?×

600×

680× 505

長方形 ?

方 形 ?

不整長方形

4以上
3以上
8

石

・

ムロ
２３ bは重複

住

住

住

呂ｍ躙
　
〃
　
〃

一局 茅 野 市 絡条体圧痕文、粕畑

〃   、茅山上層

432× 355

260× 220

540× 460

形

形

形

円
期
方

楕

不

長

壁柱穴

壁柱穴

炉は中央のくぼみか

39住 と重複

駒   形  1住 塩屋、前期初頭 430× 370 隅丸長方形 地 床 炉 4、    〃

昔
同 根 A9住

10住

南 箕 輪 村 塩 屋

天神山、縄文

595× 520

780× 605

不整方形

楕 円 形

宮 の 原  1住
〃   7住

高 遠 町 塩 屋 420× 390

411× 353

不整円形

不整長円形

地 床 炉 ?
〃  ?

壁中外ピット9、 台石 2

小ピット

元宮神社東 住

住

住

田

　

〃

　

〃

宮 鵜ケ島台～茅山上層
〃 、粕畑、入海Ⅱ
茅山下層、粕畑、上の山

390× 280

790× 570

450× 300

小 判 形

長 方 形

隅丸方形

灰 堆 積 ?
６

４

１７

周溝内小ピット多

2住 と重複

カ ゴ 田 114住
228住

316住

町白輌
〃
　
〃

飯 天神山、塩屋、神ノ木台 340× 300

410× 410

395× 295

円   形 炉床

〃

〃

地 壁 外 ?

2

周 溝
この他 2軒

中 島 平  20住 飯 田 市 茅  山 300× 270 楕 円 形 石 囲 炉
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(3)石 器群の個別的研究
① 原石と石核
争j片景J離には核と余j片の 2種の素材を準備する。ただし、後者であっても余J離法は核素材と変わること

なく、最終的には残核として残り、基本的に石鏃製作へは移行しない。いずれの素材も得られる争J片は非

常に小形で、石鏃の大きさを強く規定している。残存する原石が15g前後であることは、入手段階での材

料が予想外に小さなものであった可能性を考えることができる。表面を覆う風化面の存在を考えると、転

石状態での材料を想定することもできる。

② 剥片A類
はさみ打ちによる両極争j離痕のある争J片に対し、上下両端部の形態から6つに類別したが、利器として

抽出できる属性は確認できなかった。石鏃の製作過程に本類が用いられた痕跡は認められないので、剥片

余J離に伴う資料 (石核)を想定しておく。仮に石核として位置付けられるなら、早期前半とほぼ同様な景j

離技術の系統を考えることができる。

③ 石 鏃
材質は黒曜石が全体の74%を 占める。早期末葉、東北南部や関東地方の諸遺跡がチャートや流紋岩ある

いは安山岩などの材質を主体的に使用してくるのと対照的である。形態的には無茎の凹基式 (IB類)が
主体で91%、 側辺部の形では外湾するa類が中心となり60%を 占める。基部のえぐりが浅く爪形を呈する

Bl類は、東北南部から中部・関東地方にかけて条痕文土器群とともに分布する型式であり、向六工には
それが約 6割存在し、時期的地域的に、ほぼ該当している。ただし鏃先端部の形状が乳房状を呈したd類

が26%あ り、その意味付けが問題となる。形態的に相似した資料を重ね合わせると、基部形はもとより幅

に至る属性まで、規格品的な同一性が認められるのに対し、機能部としての長さと幅 (註 1)、 そして側

辺形だけが異なる。このことから単純に類推すれば、ひとつには使用に伴う作り直し (再生)を挙げるこ

とができる。石鏃の大小にかかわる属性差が、再生行為の一要素として表現されている 〔三上1990〕 ので

あれば、d類のような変形が再生結果であることも十分予想できる。ただし向六工では、先端から側辺に

かけてのみ調整加工が施されるのであり、再生が肯定できるのであれば、石鏃は矢柄に装着された状態で

再生されたことになる。大きさには大・中・小があり、総体的に小形である。重量の点でも縄文時代は

1。 Og前後が一般であることからすれば、0。 5g前後の数値はかなり小さい。石鏃が再生を経た最終的な形

態で、使い込まれた石器として残存することも事実だが、弓矢以外に吹き矢などの飛び道具を想定しても

よいのではないだろうか。この場合、平基無茎の IA類 と有茎のⅡ類は側辺形におけるd類の出現率 (10
%以下)と 重量 (1。 Og以上)の点で、 IB類 とは用途的に区別される可能性も指摘できる。
④ 打製石斧
形態は短冊形が中心で、狭義の短冊A類 と半月形B類が半々出土している。B類はA類に比べて小さく、

軽い点で法量的に区別できる。機能部としても刃角で10度ほど小さく、使用痕跡では長さと幅で1.Ocmほ

ど大きな値を示し、用法上の差異が指摘できる。撥形C類はすべて頁岩製で、短冊形の大部分が砂岩製で

あるのと対照的である。短冊と撥形の大きな差異は機能部の特徴にあり、刃の角度で撥形が20度小さく、

使用痕の長さで撥形は2.Ocmほ ど大きい。ただし使用痕の幅にはほとんど差異が認められない。磨耗の激

しい短冊形に比べ、撥形の使用痕跡の発達度が弱いことも特徴である。瓢形D類は 1点のみ出土しており、

使用痕の長さ・幅とも大きく、他類から逸脱している。しかも使用線状痕の方向は刃縁に50度前後の開き

を示し、他類が90度前後の開きであるのと違いが認められ、装着法あるいは用法の差異が指摘できる。分

布は中段・下段部に集中し、石鏃や石暦とは明らかに異なりを示す。この地点は遺構・遺物が確認されず、

生産域の可能性を示すところでもあり、石斧の形態・法量・石材が縄文時代中期の特徴に類似する点を加
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味するならば、本器種の時期的な位置付けは単純に早期末葉とはいえないかも知れない。すなわち早期末

葉の向六工人以外の人の手による可能性が考えられるのである。

⑤ 磨石・凹石・敲石
形態は円形・楕円形を中心とする縄文時代通有なA・ B類 と棒状のいわゆる特殊磨石と呼ばれるC類で

ある。特に後者は中部高地において縄文時代早期の所産 〔八木1970、 小林1988〕 とされており、今回の調

査で後半期条痕文系土器群中での存在がより濃厚となった。ただし前半期の遺物が数点出土しているので、

位置付け (註 2)については再度検討していく必要がある。特殊磨石は狩猟を主体とする段階に存在し、

狩猟形態の転換をもって消滅を云々することが可能であるが、前半期と系統的に類似した石鏃生産が行わ

れている本遺跡に、この器種が存在することは妥当なことかも知れない。磨石の摩耗面は全体的に表面を

使用するⅡ類がA・ B類に限定され、C類は側面の一部分を局所的に使用するⅢ類が主体である。Ⅲ類は

面の長幅が 3三 1か ら3:2の間にあり、面構成は 1面ないしは 2面で構成される。Ⅱ類とⅢ類は外見的
に区別できても、摩耗面の観察から区分することはできない。敲打面はくぼみの発達した 1類に、台石的

な使用を予想し、堅果類を割る作業を想定した。この時手にした敲き具が 2類のアバタ状に発達した例で

あろう。 3類は溝状に発達している′点から、置いて台石的に使用したもので、主に石器の敲打・景J離の使

用が想定できる。小争J離痕を伴う4類は敲き具としての位置付けが可能である。縄文時代ではこれら4類

が必ずしも一元的なものではなく、複合して使用される石器であるが、本遺跡の場合は複合というよりも

分離している状況が強い。特に3類が数量的には卓越している。

⑥ 台 石
皿部が明瞭に形成されたいわゆる石皿の類は出土していない。扁平な河原石または全体を簡単に成形し

た例のみ認められた。SBllで確認された50cm以上の長さで30kgを 測る資料は、表面のほぼ全体が使用さ

れ、摩耗面は良く発達したⅡ類である。皿部が発達しないのは、用法または頻度の差によるものと考えら

れる。また敲打痕の発達は明瞭ではない。

① 石 匙
形態は縦形A類が約半数を占め、横形B類・斜めC類がこれに加わる。縦形は東北地方に主体的に分布

する形態で、向六工のそれが数的に卓越する様は、当該地域との生業上の関連を予想することができる。

B類の一部 (茎部の大きい資料夕J)と C類は、一般的に早期末から前期前半に県中・南部を中心に盛行し

てくると考えられ、向六工では20%ほ ど存在している。また、前期後半に盛行する他のB類 (茎部の小さ

な資料例)も 20%弱が認められた。これら3形態の差異は、A類 とB類では全体の長さ・幅・重さの点で

区別でき、特にB類の刃長においては0。 5cmほ どA類よりも長い。刃角ではC類が最も小さく、刃部平面

形ではB類に外湾刃が多い傾向がある。ただし厚さの点ではA～ C類 とも一致した値を示している。顕微

鏡観察は使用痕跡の有無と使用箇所 (痕跡の確認箇所)を可能な限り検討した。実体顕微鏡 (× 100ま で)

では痕跡を確認することが難しく、表裏面に残る光沢痕、刃縁の刃つぶれを認め得るにとどまり、使用の

方向・度合い・対象物の推定には至らなかった。今回 2′点の資料に対し、試験的に走査電子顕微鏡による

使用痕の確認と元素分析を実施したのでまとめる (第 150図 )。
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試料

第118図 -15

i:EMR¨ i(母材 )

1:EMR… l(キズ)

第150図 石器の本体および付着物の元素分析グラフ

測定時間
°
100s
92/08/20

1JFS: 1560 カウント

、測定時間 :100s

UFS: 156日  カウント

caダ部の成

キズ部の成分

/
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卜1111

第 5節 成果と課題 (1縄文時代)

(キ ズ部の拡大)

il::I::::i:il::il:il
:::::::::::::::11:::::::::::::|:|::::::::|::::|:|:::

華華菫彗1轟:藝華菫華li

X線計数時間 :50ms

分  解  能 :128× 128

(○はキズ、 ↑は使用光沢痕 ?)

走査電子顕微鏡組成像

(キ ズ部の元素 ) (光沢部の元素 )

走査電子顕微鏡元素分析像

観察資料  石匙 2点…………第117図 NQ 7、 第118図NQ15

機  器  走査電子顕微鏡 (JSM-5400LV)、 EDXスペクトロメータ

観察倍率   観察×20、 EDXシ ステム×1000× 150

結 果  1。 観察

実体顕微鏡で推定した光沢痕 と同一場所に、斑晶状の痕跡を確認する。使用痕を
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考えたいが、低倍率 (× 20)で もあり存在の追認に留まる。

2。 分析

斑晶状の痕跡を含め、 2× 2 mm範囲で観察・分析する。チャー トの主構成元素で

あるケイ素 (Si)が大部分を占め、試料に付着した土の成分と考えられるマグネ

シウム (Mg)・ 鉄 (Fe)の分布が観察できた。キズ部にはFeが反応し、発掘以

後の痕跡であることも判明した。課題である痕跡部分についてはきわめて微量な

がらカルシウム (Ca)が反応した。初の試みであり比較データに欠けるが、好

意的に解釈すれば骨のような物質が想定できる。今後十分な検証を要するが、有

効となれば使用痕研究に一石を投じることとなろう。

① 刃 器

本器種は刃部の作出方法に基づき大別 した。すなわち刃部の作出が加工による例 (2種)と 加工しない

例 (1種)である。形式的には 2種 をさらに緩斜度な刃部を呈するA類 (削器)と 急斜度な刃部を呈する

B類 (掻器)に 区別し、 1種を使用痕跡を留める石暦類と類別する。A類は重さと刃角の点または茎部の

有無で石匙と区別できるが、大半の属性は一致し、総合的に見れば機能上区分することはできない。 B類

は属性値からすると、小形 1類に近い数値を示すが、刃角で63度を計測し石匙や刃器A類 とは20度近い開

きを示している。 1種は類別の視点が使用の痕跡のみを留める点にあり、製作された刃部ではないので技

術形態的にこれを類別することはしない。今回は従来の肉眼鑑定をやめ、試験的に顕微鏡観察を実施した

のでまとめる。

観察試料

機 器

観察倍率

方 法

結 果

すべての石暦類 (争j片・砕片)26,592点

実体顕微鏡Nicon SMZ2,照明Nicon Fiver Optic Light

×40

試料の縁辺部を中心に表裏面を観察 (薬品による洗浄は実施していない)。

372′点、全資料の1。 4%に相当する資料が抽出できた。実際には抽出された資料

の大半が、肉眼で刃つぶれ状の痕跡を縁辺部に確認した例であり、そうした痕

跡を見いだせない縁辺部での確認はほとんどできなかった。今回の観察方法で

は機器が落射型の顕微鏡ではなく照明装置が十分でなかったこと、倍率が低い

こと、薬品洗浄ができなかったことなど問題点もあり、加えて対象が黒曜石で

あったこと、観察時間が十分確保できなかったことなどの課題も多かった。結

果、刃器 1類の抽出は不十分であった。

③ 磨製石斧
大形景J片 を磨き成形する。側面部 (折 り取り断面 ?)も 良好に磨かれるので、外見的には擦り切り石斧

様で、扁平な「半定角式」とも呼ぶべき形態を呈する。全面平らに研磨せず、研磨の単位面を残して完成

されている′点も含め考えると、縄文時代では特有な在り方である。石斧の縦位断面は両刃を呈するが、定

角式のように左右が対称ではない。横位断面が強い凸形を呈する点も特徴である。形態的には刃形・頭部

形ともに円形が主体。第124図 7の ように全体が長方形 (短冊形)を呈し、頭部の縦位断面が刃部のよう

に尖る例もある。頭部に使用痕跡は確認できなかったが、今後注意を要する資料である。大きさには 3段

階 (大・中・小)を設定したが、数の上では中形が多い。大形A類には 1点失敗品が存在するが、他類は
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いずれも製品に限られる。法量以外でも使用痕跡の長さの点でA類は1。 Ocmを超え、他類は0.5cm前後であ

る。ただし、使用痕の幅・刃角では両者ほぼ一定のようである。

⑩ 石 錐
形態では棒状で両端の尖った4類が全体の66%を 占め、機能部側面を大きく加工していく2類が26%あ

る。基部まで加工を施す 3類はわずかに 1点であり、景J片の一部に加工を施した 1類は意外に少なく9%

程度にとどまる。中部高地での 4類の盛行は関東地方同様に晩期にあると考えていたが 〔町田1990〕 、早

期後半に量的に安定しているとなれば、該期以降に少なからず出土してくる点や前期後半に比率の高まる

一部の地域性に対し考察の視′点を与えてくれる。機能的には摩耗・線状痕が確認でき、回転穿孔の存在を

想定できる。しかし同形で同質材でありながら、痕跡が発達している例とそうでない例、線状痕までが確

認できる例があり、使用頻度ばかりでなく、用法や対象物の違いを予想できる。また、 4類の生成は回転

もみきり運動の発達と関連があると考えているが、痕跡からは判断がつかなかった。両端を使用した例が

存在する′点を考慮すると、装着交代による利点をいかした類なのかも知れない。

⑪ 石 錘
石製の錘が 1点だけ出±。大形で123gを測る打ち欠き石錘である。出土はⅣA区の 2層からであり、

時間的位置付けは土器量からすると早期後半と考えられる。当地域の縄文時代では非常に古い段階の資料

となり、用法などが課題となる。大きさなど法量の′点では、縄文時代中期初頭から前半の要素と近似して

おり、下段に分布する打製石斧の位置付けや中期土器の存在を含め検討の余地は残っている。

註

石鏃の機能部値は本体の横位断面から先端までの値で計測。断面は基本的に重心を通る線分により設定する

〔町田1991〕 。

部分的に極度な摩耗面を稜線上に形成する特殊磨石は、地域的には時間差が存在する。例えば、東北地方北部

では後期後半 (十腰内式期)に もこうした磨石が出土してくる。また、早期後半の関東地方南部には、類似し

た摩耗面を持つ扶入磨石 〔戸井1982〕 も存在する。

報告文作成に際し、観察法および計測法は拙稿 〔町田近刊〕に基づき、記載法については本文概観で述べたと

おりである。観察法のうち、③分類 (機能的類別)に関する項目は、今回から機器を使用し試験的に実施した。

観察は段階的に 1。 ルーペ (Vixen× 2。 30コ クヨメタルホルダー×20)、 2.実体顕微鏡 (Nicon SMZ 2=× 40

・SMZ 10=× 100)を使用し、その有効性については以下にまとめた。 3月 刊行となった北村遺跡報告文 〔長

野県埋蔵文化財センター1993〕 は、整理の関係で向六工以後となり、これに顕微鏡の高倍率化
0拡大映像装置

などを加えて観察を行った。

機器の種類と倍率

石器の種類

Vixen

<3

メタルホルダー

<20

実体顕微鏡

<40 <100

凡 例

石鏃・石錐・刃器・石匙・使用痕

有る石暦
△ ○ ○  ◎

△

〇

◎

どちらでもよい

よい

よりよい

打製石斧・磨製石斧 ○ ◎ ○   △

石錘・磨石・敲石・台石 0砥石 ◎ △
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(4)石 器群の総体的研究
① 製作技術
向六工遺跡で確認された石器の原材は、組成率の85%を黒曜石が占めるように、大部分を遺跡遠隔の地

に求めている。製作の在りようは、 1。 居住地での製作が主体、 2。 採集地で製作、 3。 製品あるいは半製

品を手に入れるの 3者がある。小形の景j片石器 (石鏃・石錐・刃器の一部)は 1の過程を、大形の余J片石

器 (打製石斧)と礫核石器 (磨石類・台石・祗石・石錘)は 2の過程をとると考えられる。磨製石斧 (蛇紋

岩製)と 刃器 (頁岩製)は 2ま たは 3の過程をとると予想できるが、 2である場合は遠隔地での製作が想

定される。以下に出土状況および分布状態から製作についてまとめる。

小形の剥片石器…………堆積岩である黒曜石を使用。

星ケ塔・和田峠で採集された原石 (註 4)を居住域に持ち込み、争J片剥離を実施する。原石および石核

の法量は鶏卵 Sサイズ以下で、製作器種 (石鏃)と その大きさを推定できる。遺跡内での石暦分布は径 16

m範囲に 6カ所の集中が認められ、これを任意にくくると集中区 1～ 6が設定できる (第 82図 )。 1～ 6

の集中区は製作場あるいは廃棄場のいずれかであると考えられるが、③の項で述べるように製作場を想定

しておきたい。黒曜石以外の石材、具体的には良質の頁岩は周辺にて獲得することができず、新潟などの

県外材が予想される (註 5)。 遺跡内に製作痕跡を留め得ないことも事実で、器種化する刃器の大部分は

製品または余J片素材の状態で持ち込まれていたと考えられる。一方、在地材であるチャー トを主体的に使

用する器種には石錐が挙げられ、石暦の分布は黒曜石と同様な傾向を示している。

石器には石鏃 0石錐・石匙・刃器の類がある。

大形の剥片石器…………堆積岩である砂岩・粘板岩・頁岩、火成岩である蛇紋岩を使用。

遺跡周辺の河川敷にて採集された原石を、その場で余J離・加工し、製品段階で居住域に持ち込む。遺跡

内には大形余J片の類が34点出土し、明らかな製作関連資料はわずか 8点、残 り26′点が性格不明な資料であ

る。硬砂岩を使用した打製石斧 (A類・短冊形)は形態・法量的には縄文時代中期後半に盛行してくる型

と類似し、出土地点が下段部に集中する点、刃部のみの破片である点から別時期 (あ るいは別集団)の製

品である可能性が指摘できる。課題は早期後半にどのような打製石斧が存在していたかであるが、明確に

比較できる資料が中部高地にはない。頁岩製のC類・撥形などはその候補となりそうであるが、同時期の

武蔵野台地で確認されている資料とは製作法・形態に違いが認められる (註 6)。 残念ながら本器種につ

いては時間的な位置付けの′点で保留とせざるを得ない。磨製石斧は自みがかった色調 (風化 ?)の蛇紋岩

製で該期には比較的よく認められる型である。石材は遺跡周辺では求められないので、製作の在 り様は 2

ないし3が予想できる。大形A類に失敗品が 1点あるが、祗石は確認されていない。

石器には打製石斧・刃器・磨製石斧がある。

礫核石器…………堆積岩である砂岩、火成岩である安山岩・閃緑岩を使用。

遺跡周辺の河川敷あるいは地山にて採集された原石を、直接使用する。したがって、遺跡内には製作の

際に出現する石暦類が存在せず、すべて製品で占められている。極度な一面を使用する2種 C類 (特殊磨

石)は形状が他類と異なり、原材の選択が明らかにある。擦面の発達度も著しく、整形加工の存在も予想

されるが痕跡は認められない。台石は 2点 とも扁平な河原石 (閃緑岩)である。石錘は砂岩製で法量的に

大形な打ち欠き錘である。中期初頭の例に類似するが、 1点のみの出土であり、用途および時間的な位置

付けには課題が残る。

石器には磨石・凹石・敲石・台石・石錘がある。

② 器種の形態と時期 (第23表 )
石器イ固々 の特徴が時間的にどのような前後関係を示すのか、千曲川水系の遺跡中で比較してみると、
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第23表 縄文早期石器組成変遷表

区分

石
器
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相
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向六工遺跡の石器に認められる要素 {1)の要素 (古い要素○)、 2)の要素 (向六工の要素◎)}
―――― .――――.~~~~ 組成量

1)前段階からの継続、 2)新 しい段階を構成・次段階の萌芽に区別して考えることができる。以下、数
量的に主体 となる器種についてまとめる。

1)の様相…………石鏃・磨石 (含、特殊磨石)・ 台石・削器・掻器・刃器

2)の様相…… …石匙・石錐

各様相の主体的時期については、 1)の要素が早期前半の末 (早期中ころ・沈線文土器群の遺跡は資料不足
であり、押型文期後半の遺跡と比較)、 2)の要素が早期末葉に該当する。

③ 使用場と廃棄場

出土石器の大半は遺構に伴わない資料である。出土状態については細かにふれることはできないが、分

布上読み取れ、予想できる事柄についてまとめておく。

狩猟をつかさどる道具は石暦の集中区 1～ 6と ほぼ一致した分布を示す。石暦、すなわち石核を中心と

した争J片 0砕片の分布は上段 (く ぼ地)お よび中段部 (平坦地)に あり、住居址とは位置を明らかに異に

する。石鏃の分布が合致している′点は、製作ないし廃棄場所の可能性を考えることができ、再生行為を仮

定した側辺形 (d類)の存在を加味すれば、再生・交換の場でもあったと推定することができる。製作に

伴う石暦の廃棄が特定場所に限定されるのは、縄文時代前期以後と考えているので 〔町田1992〕 、ここで

は製作に伴う置き去り状態として場を想定し、石暦の集中区1～ 6を製作場ととらえ、石鏃の分布を考え

たい。

石錘は打ち欠き例 1′点のみ出土し、使用あるいは廃棄の過程を考察するには至らなかった。

採集をつかさどる道具は、根茎類を予想できる打製石斧 と堅果類を予想できる磨石・台石類に分布の違

いが認められた。打製石斧は下段部に総数の約 6割が集中し、そのうちの71%が刃部破片であった。特に

短冊形A類には両端部の使用が認められ、頭部が刃部化した例が多い。石暦の集中区1～ 6と分布が異な

るのは残され方に違いがあり、刃部が大多数を占めるという点から推測すれば、使用場である可能性が高

い。形態的には縄文時代中期の特徴を示し、場合によっては向六工の主体的時期以外での生産場 (収穫の

場)であった可能性も考えられる。

磨石・台石類は石暦とほぼ同様な分布を示し、製作あるいは生産に伴うものと判断できる。大部分の資
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料が完形であり、使用後の置き去 りが想定できる。厚さ5。 Ocmは ひとつの使用限界値 とも考えられるが検

討を要する。

加工をつかさどる道具には磨製石斧・石錐・石匙・刃器がある。磨製石斧は上段ⅣA区に集中する。欠

損率では約半数が完形またはほぼ完形であり、刃部と基部の残存率は同数程度である。使用痕は約 8割の

資料に認められた。刃角は使用後の数値を示すものと考えられるが、大形・中形で50度以上、小形で30度

以上がひとつの基準となる。刃部の角度を研ぎ直しの限界値とした場合、その基準値を超えると機能的に

能力が減少し廃棄へと進むものと予想できるが、磨製技術を駆使した石器であるだけに再利用のない点、

疑間が残る。また、砥石は 1点 も出土せず、石斧の整形や研ぎ直しが、この地でどの程度実施されていた

ものか推演Jはおよ|ゴない。

石錐は石暦や石鏃に見られたような中段・下段への分布がほとんどなく、 1～ 5に局所的に集中する。

形態的類別にみる2a類の半数が中段部から出土している以外は、特に片寄りは認められない。欠損では

刃部の残存が約半数を占め、使用場所が遺跡内にあることを示唆している。

石匙も上段部 1～ 5に局所的に集中し、形態的類別では中段・下段部にB類 (横形)が主体的に分布す

る。資料の60%が完形であるが、使用痕が約半数に確認できることから、使用後の姿を想定する必要があ

る。刃角1ま 30度が最終の基準値のようである。

刃器は上段・中段部に主体的に分布し、形態的類別に合う片寄りは認められない。97%が完形品であり、

欠損が廃棄の基準となっていないことがわかる。使用痕跡は低倍率 (× 40)でその有無を確認したが、使

用の方向や頻度 (痕跡の発達度)か ら廃棄の基準を探ることはできなかった。削器とされる2A類は刃角

40度以上をひとつの基準とし、掻器とされる2B類は刃角60度以上を最終値としている。また、 1類は刃

幅がいずれも0。 2cmと 他類よりもかなり小さく、刃部の再生は基本的には実施されないので、廃棄は作業

の終了又は機能の衰退などに伴う使い捨て行為を予想できる。

④ 石器の組成 (第 151図 )
個別的に扱ってきた器種を石の道具総体・組成としてまとめ、向六工人の労働内容について考えてみる。

従来の組成論に基づき、石器の遺跡内残存数量比 (第 6表)か ら生業活動を推定すると、狩猟具が全体の

68%、 採集具が3.4%を 占め、生業の大部

分を狩猟活動で担っていたことがわかる。

狩猟具は石鏃 と石槍の総数をもって計上し

たが、失敗品として位置付けた一群259点

を引き算しても54%を 占める。数量上採集

具が石鏃に次 ぐのであるが、狩猟具に対す

る割合はわずかに20分の 1程度である。

採集具には根茎類を対象としたであろう

打製石斧が約 6割、堅果類の調理加工用と 台石
考えられる磨石・台石の類が約 4割ある。 lゥ |%
比率からすると根茎類に関連する石器が多

いように考えられるが、形態的特質や使用

場所・廃棄の仕方に違いが認められ、単純

には数量比較はできない。むしろ、その時

間的位置付けが明確化しない時点では、組

成率への合算・削除の二者を用意する必要 第151図  石器組成グラフ

磨製石斧 0。 7%(12)

石槍 (1)

石鏃 (1,227)

68。 0%

使用痕を留める
石暦
21.0%
(372)

刃器1.7%(31)
総 数

1,809′点

)内は個数
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があろう。

漁携活動を予想することのできる石器は、石製の錘 1点のみの出土であり、具体的には活動そのものの

推定復原はできない。以上 3つが直接食料獲得に関係する活動用具と考えられ、石器総数の約 7割を占め

ている。ただし解体や加工に用いられたと想定できる石匙や刃器を、それらの活動中に含めると、比率は

さらに高くなる。本遺跡では刃部の観察から、石匙および刃器の一部を動物や魚類の解体具に位置付けた

が、詳細な分析はこれからである。

食料獲得以外で直接生産にかかわる道具として工作具がある。磨製石斧・石錐・刃器の一部が相当し、

全体の2。 5%を 占める。このうち石錐の比率約 2割は組成中でも高率で、機能部の観察から骨または木に対

する穿孔作業が想定できた。磨製石斧は一般に木の伐採や加工に用いられたとされるが、粗悪で軟質な蛇

紋岩製で、小さな枝や骨などの半裁 0加工に適し

た例 と考えることができる。刃器および使用痕を

留める石暦は使用痕跡として木などの加工を想定

したが、今後高倍率での観察追究が必要である。

一方、向六工では間接的な生産活動の道具 ?と

して提示できそうな石 (水晶の結晶体62点 )が出

土している。仮に祭祀的行為にかかわる道具で

あったとすれば、全体の 3%も 占めることにな

り、狩猟採集民の精神的側面を考察していく手だ

てとして注意されよう。

さて、向六工遺跡の場合、上述の組成論の展開

に対し論じておかなければならない戦略がある。それは遺跡の性格を考究する上に、避けることのできな

いノイズ、すなわち文化遺物の混合である。本遺跡のように時間差を持ち得た文化遺物、特に数時期にま

たがる土器・石器が出土している場合、道具の組成は必ずしも同一時間内での使用を意味するものとなら

ない。ことに調査の対象が広範囲におよぶ時には、土地そのものの使用に時間差・集団差が生じているこ

とを常に仮定しなければならない。今回遺跡を上段 0中段・下段と区分したが、一部の石器に分布上の差

異が生じた。個別的な検討から形態的・技術的に後出と判定できそうな器種は、早期末葉の組成中にはあ

まり見ることのない、いわゆる打製石斧であった。石器の所属年代を系統的に説明することは、前提とし

て器種ごとに地域的な属性偏差を整理しなければならないが、これの完成されない現在にあって、疑わし

い資料を限定的に器種組成中に投じてしまうのは、いかがなものだろうか。器種の個別的な検討なくして

組成論を独り歩きさせてしまうことは避けねばなるまい。このような視″点から遺跡の性格を捉え直してみ

ると、 1。 狩猟または漁扮を中心とし、わずかな採集活動を伴う居住域としての性格と、 2.根茎類の採集

を対象とした生産域としての性格が複合していると解釈することができる。 1を縄文時代早期末葉に、 2
を中期後半から後期にかけての場と設定することが可能である。また、狩猟具である石鏃中には有茎式鏃

が存在しており、晩期ないしは弥生時代の所産となれば、該期での狩猟場としての位置付けも加えること

ができる。文化遺物の混合を石器の研究から遺跡論として整理する方式を、今後検討していく必要があろう。

⑤ まとめ ―向六工人の生産活動一
石器総数の過半数におよぶ石鏃の出土は、向六工の人々が狩りを主体とした狩猟民であった証である。

その対象が動物であったのか魚類であったのか不確かな部分も残るが、少なくとも動物性タンパクを主た

る栄養源としていたことは確かなようである。0.5g前後の超軽量石鏃からすれば至近距離で、あるいは

強い矢毒を用いての狩猟が予想できるが、吹き矢猟などの形態も考慮してみる必要があるかも知れない。

水晶の結晶体
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いずれにしても、サルなどの小型獣や″鳥類、魚類など身近な生き物を対象 としていたと考えることができ

る。石器以外の罠猟の併用については痕跡を確認できなかったが、石鏃でイノシシなどを捕らえたのであ

れば、追い込みなど工夫された猟法が想定できよう。

採集活動を磨石・凹石・台石の出土量をもって推定すると、ごくわずかな寄与率となる。磨石 `凹石な

どの果皮割り・製粉の道具と縄文時代通有とされたアク抜き法 〔渡辺197501982〕 が密接に結びついてい

るのであれば、少なくとも磨面観察における使用痕の未発達、敲打部類型に見る102類の数的稀少、台

石の稀少と皿部の未発達などは、さしずめ製粉作業の過少を表現したものであろう。ただし、植物性タン

パク源を云々する場合、狩猟民がどのような植物質食料の調理法を持っていたのか、いかなる道具を用い

たのか、十分な配慮が必要である。該期まで存在する磨石 2種 C類 (特殊磨石)の用法も含めて検討課題

である。

一方、工作などの面では、全面研磨された磨製石斧に大・中・小 3つのランクが確立し、木や骨などの

加工・細工が実施されていたと考えられる。大形では樹木の伐採を想定できるが、属性から推察すれば小

木が対象で、簡単な切り倒しや枝払い的作業であろう。石錐からは刺突・穿孔作業が想定でき、木や骨な

こ動植物遺体の加工が考えられる。両端のとがったⅡ種 4類はねじ切り運動が推定でき、全体の過半数が

存在するが、押し切り運動の I種 1類は量的に稀少であった。

ところで、狩猟生活をしていた向六工人たちの 2次的生産は遺物として表現されていないものだろうか。

今回61点 も収集された水品の結晶体 (平均6。 9g)か ら精神的側面を解釈することは難しいが、少なくとも

無加工な状態で集落内に存在していたことは事実であり、今後類例の増加をまって解釈の方法を考えてい

くべき資料であろう。

最後に、長野県の縄文時代早期を生業論 (註 7)か ら考えてみる。石鏃・掻削器を多用し動物質食料の

獲得を主とした段階からの変革、すなわち 1期.掻削器の技術系統的な量産が終了し、石錘を伴い、動物

質食料の獲得が多様化していく段階 (動物と魚貝類)を もって幕開けし、「 ?期.遺跡が不明確で文化

遺物の組成化が困難な時期」、 2期.石鏃・石匙を用いた動物質食料の獲得が形成され、磨製石斧・石錐

などの工作具が発達していく段階に区分することができる。以後 2期は完成された姿として前期初頭へと

突入していく。向六工はまさに2期に相当し、石器個々の発展段階で細かに示せば、②で提示した2)の

様オロ (第 22表 )と して理解することができる。

向六工遺跡の石器残存組成率が示されたことにより、長野県の狩猟採集民の生業が、大まかではあるが

2期まで段階設定できるようになった。 2期の直前およびこれの解体する前期前半～中ごろ以降の生業段

階の調査・研究がこれからの課題である。

註

黒曜石の産地推定 (付章第 1節)に よれば、八ケ岳山麓の星ケ塔および和田峠産出と考えられる。遺跡と採集

地は直線距離にして38kmほ どある。

良質の頁岩 (珪質頁岩)は中部地方北部では、新潟県の第二紀中新世・七谷層とその相当層に含まれ、分布域

での直接採集が予想されている 〔中村1986〕 。

国分寺恋ケ窪南遺跡 〔小菅1987〕 では、早期末葉の住居埋土中から打製石斧数点が出土している。礫核素材で

大形・鈍重である。12号住居址の接合資料は、重量にして447gを計測する。

中部地方では縄文時代早期石器群の全体像をつかむことが難しい。時期的に限定され、かつ石器を多く伴出す

る遺跡が極端に少ないからである。また、石器の器種にも片寄りが認められ、これを同一地域内での遺跡の構

造差として解釈することも一考であるが、現状では追究が十分ではない。今回の段階設定は、こうした中での

代表的な遺跡を指標としており、石器の消長に少々の無理がある。
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2 平安時代
筑北盆地は、古墳は何基か調査されており、すでに平安時代以前から開発が進められていたことが知ら

れている。しかし平安時代の集落が本格的に調査されるのは、今回がはじめてといっても過言ではない。

そこでここでは、比較的資料の多い焼物類について、若干の考察を行い、その後集落について考えてみ

たい。

(1)焼 物

① 時 期

今回の調査で、実年代を推定できる資料はない。住居址から比較的多くの灰釉陶器が出土しており、そ

れより年代を推定してみたい。灰釉陶器の年代について、1960年代から1980年代前半の研究は大きく変動

がみられ、さかんに論争が生産地と消費地で行われた。現在は下火となり、ほぼ両者の大きな隔たりを埋

めるかたちで、前川要・斉藤孝正両氏の研究で代表されるかたちとなっている (註 1)。 前者の研究にし

たがってみたい。出土した灰釉陶器は、後述するように、東濃産光ヶ丘 1号窯式がほとんどである。その

年代は、 9世紀後半があてられており、大半の遺構に灰釉陶器が出土していることから、伴出遺物も9世

紀後半という年代が与えられると思われる。このことから、平安時代の集落の継続した時期も、調査され

た範囲についていえば、半世紀と短い時期である。

② 焼物の種類と組成

筑北地区はその地理的位置が、松本平と善光寺平の中間に位置しており、興味深い資料である。種類と

しては、黒色土器A・ B、 須恵器、土師器、灰釉陶器があり、同時期の松本平の集落と比較して変わりは

ない。ただし、緑釉陶器が出土せず、この点は向六工遺跡の古代集落のランクが、それほど高くなかった

ことを物語っているようである。

食膳具

最初に焼物の特徴について概観したい。

黒色土器Aは、ロクロ調整の土師器の内面をヘラミガキで仕上げ黒色処理をしている。ヘラミガキは、

口縁部の最大 l cmま でを横方向へ、それより下部を中央に向かって放射状に施しており、その単位は明確

に把握できるほど粗雑に仕上げる例もある。土師器は、すべてロクロ調整で、内面を除けば焼成・仕上げ

ともに黒色土器Aと 変わりがない。須恵器は、本来の硬質で還元炎焼成される一群と、灰白色軟質で黒斑

をもって焼成される一群に分けられ、後者の量が多い。以上は、いずれも広義の在地生産品と考えられ、

その特徴は松本平と同じである。灰釉陶器は、断面白色で混入物の少ない胎土をしており、東濃産と考え

られ、施釉方法はハケ塗 りがほとんどである。また、高台が断面三日月状の形態が多い点、端部が若干玉

縁状を呈する例が多いことから、光ケ丘 1号窯式と考えられる。

次にその組み合わせについて見てみたい。遺構別に量的に区分すると第152図のようになり、その比率

は第153図のようになる。出土量の多い遺構を見るかぎり、黒色土器Aが80%と 圧倒的に多く、次に土師

器と灰釉陶器が続 くが遺構ごとのバラツキが多い。また、須恵器の割合は非常に少ない。この焼物の組み

合わせを松本平の吉田川西遺跡の資料 (第 154図)と 比較してみたい。その中の光ケ丘 1号窯式を伴うSB

lll段階 (SB102・ 111)の在地産 (土師器・黒色土器A・ 須恵器)の比率は、向六工遺跡とほとんど変わり

がない。このことから、松本平とその組成は同じと考えられる。また、灰釉陶器では、松本平に比較して

絶対量は少ないが、他の焼物との比率は同じ傾向を示すといえる。

次に器種について見てみたい。種類の比率については第26表に示すとおり、これによれば杯Aの出土量

が最も多いため、それのみを取り上げることにする。
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第5節 成果と課題 (2平安時代)

最初に形態であるが、 3種 (土師器・黒色土器A・ 須恵器)の形態とも松本平 とは大きな違いはな く、調

整技法もほとんど変わりがない。 しかし焼物の組成の変化は、松本平では時期 を決定する上で大 きな指標

となることがわかっているため、次にその構成について見てみたい。当遺跡の比較的多くの杯Aが出土し

た遺構の比率は、第155図のようになる。これを吉田川西遺跡の杯Aの焼物の種類構成の変化 (第 156図 )

と比較してみると、SB144段階からSBlll段階へと変化する段階 (SB102 0 111)の 構成と共通する点が多

い。黒色土器はその比率を維持し、逆に須恵器がその比率を減じ、土師器が徐々にその量を増大させる段
:

階である。後で述べるように、杯Aの法量も共通しており、向六工遺跡の資料はSBlll段階 (松本平 7

期)の前半段階に並行すると考えられ

る。また、前述したように、その段階

に東濃産光ケ丘 1号窯式の灰釉陶器が

搬入され始めており、この点も矛盾し

ない。次に黒色土器A杯の法量につい

て見てみたい。口径と器高を、ほぼ口

縁が180度以上残っている場合 (第 157

図)、 180度未満の場合 (第 158図)の二

者に分けると、後者はやはりその集中

度が低いが、完形により近い前者は、

日径 12。 5cm前後、器高 4 cm前後に集中

し、松本平の杯 AⅡ の規格 と一致す

る。

以上をみるかぎり、食膳具の様相は

松本平とほとんど変わりがないことが

わかる。

煮炊具

煮炊具は、土師器である′点は変わり

がない。その遺構ごとおよび全体の比

率は、第24表に示すとおりである。器

種的にみると、長胴甕と小型甕の 2種

で構成され、北信で見られるような鍋

の出土はない。長胴甕は、ハケ調整の

甕が主体で、体部全体をヘラケズリに

よって仕上げる武蔵型甕が若干加わる

点も、やはり松本平と変わりがない。

しかし、北信地方で主体となるロクロ

甕がある程度の遺構に一定量存在する

点は注目される。小型甕は、すべてロ

クロ調整であり、カキメを残す例と残

さない例の二者がみられる。

貯蔵具

貯蔵具には、須恵器と灰釉陶器の 2
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*凡例 *

匡ヨ 土師器

歴ヨ 黒色土器A

囲□ 黒色土器B

匹ヨ  須恵器

□団 灰釉陶器

第153図 遺構別食膳具組成
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S B 234
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*凡例 *

匡∃土師器
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第 154図 吉田川西遺跡時期別食膳具組成
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*凡例 *

S B02

S B06

S B14

S B17

S B22

S B28

合計

第155図 遺構別杯 A種別組成

第156図 吉田川西遺跡時期別杯 A種別組成

第24表 遺構別煮炊具組成表

第157図 黒色土器 A ttA法量分布 (口縁180度以上 )

第158図 黒色土器 A ttA法量分布 (口縁180度以下 )

(単位 g)
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匡ヨ土師器
SB234
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SK204
圏ヨ黒色土器A
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器
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4
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2

1

0

ｘ準

ｘ
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口径

土 師 器 合計

長胴甕 小型甕        釜 甑 不明

遺構 ナデ ヽケ ケズリ ロクロ ナ デ ハ ケ ケズリ ロクロ

SB02 49550 220 150 4,920

SB03

SB04 80

SB05 270

SB06 1,760 1,220 3,490

SB07 160

SB08 2,200 140 2,380

SB09 710 200 1,350

SB14 1,980 1,220 640 4,460

SB16 250

SB17 150 870 1,340

SB18 170 310

SB19 1,290 2,310

SB20 170

SB21 1,910 2,360

SB22 140 1,580

SB23

SB25

SB28 840 470 1,680

合計 16,550 2,070 3,300 4,440 2,170 28,710

21,920 2,170 28,710
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第3章 向六工遺跡

種類の焼物が見られる。その比率は、前者がほとんどで、後者は 2%以下と少ない。灰釉陶器の比率は食
膳具の10%前後を占めるのに対してかなり低い点が注目される。須恵器の焼成は、食膳具に見られる灰白

色軟質は見られず、従来の硬質な焼成が維持されている。

まとめ

以上、焼物についてみてきたが、筑北地方の特色を導き出すのは難しい。平安時代において、この地域

は更級郡から筑摩郡にかわる時期であり、当初は北信的要素を多く持つことが予想されたが、煮炊具の中

にロクロ甕の比率が高い点など結びつきが考えられる以外、松本平に非常に近い様相であったのは意外で

あった。

註

1。 前川 要 1984「猿投窯における灰釉陶器生産最末期の諸様相」 (『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』ⅡI)

檜崎彰一・斎藤孝正 1982「猿投窯編年の再検討について」 (『愛知陶磁資料館研究紀要』 2)

参考文献

小平和夫ほか 1990『 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4-松本市内その 1 総論編』

原 明芳ほか 1989『 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 3-塩尻市内その 2 吉田川西遺跡』

(2)集 落

検出された遺構は、竪穴住居址がほとんどであり、土坑・掘立柱建物址・墓等はみられない。竪穴住居

址の遺存状況は悪く、いくつかは斜面に位置しているのが要因と考えられるが、壁が全体に遺存していな

い場合もいくつかある。本来集落を構成する要素の全体を把握しているとはとてもいえず、竪穴住居址の

配置に主体を置くことになる点は容赦願いたい。範囲的には、集落が形成されていたと考えられるテラス

を、ほぼ前面にわたって調査している。

時間的にみると焼物の項で述べたように、 9世紀後半代の比較的短時間で形成され、消滅した集落と考
えることができる。ただし、SB16と 28は近接しており、19軒の竪穴住居址が同一時期に存在していたと

は考えられない。本来ならば、ここで遺物を基準に、遺構を時期別に分け、住居の配置を考える必要があ

るが、焼物に時期差は認めることはできず、その作業はできない。

そこで、他のいくつかの要素で集落内部を分析してみよう。まず、遺物の出土量は、第160図 に示すと

おり、住居址の規模に比例しておらず、1,000g前後以下と2,000g以上に大きく分けることが可能である。

近接するため当然時期差が考えられるSB16と 28は遺物量に大きな差がある。若干飛躍的ではあるが、す

べての遺物が廃棄されたという前提にたつと、古い段階の住居の廃絶後のくぼみにはそれ以後継続して生

活が営まれたとするならば、多量の廃棄物が入るはずである。一方、最後の段階の竪穴住居のくぼみには

当然生活時の廃棄物はないはずであり、埋没時に周囲から遺物が埋土とともに入ったとしか考えられず、

出土量も少ないと考えられる。このことから、完全に2時期に住居が建て替えられたとは当然考えられな

いが、大きく新旧を2つに分けることが可能である。これによって住居址群を分けたのが第159図 である。

その竪穴住居の配置は、新旧ともにほぼ同じ位置で散在するように分布しており、テラス内で大きく位置

を替えているとはいえない。また、恣意的に北群と南群にまとまりをつくることもできるが、その必要は

ないと考えられる。それならば、この10軒前後 (徐々に立替えが行われたとしたらさらに数は少なくなるが)

をそのまま一つの単位としてとらえることが可能であろう。集落内部について床面積で住居の規模をみる

と、第 3節 2の とおり、SB14が24。 76m2、 sB28が23。 13m2と 他より突出して規模が大きい。この 2軒が、
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第 5節 成果と課題 (2平安時代)

遺物多量

遺物少量

0       (1:800) 40m
I I I I I

第159図  遺物量別古代遺構分布図

第160図  遺構別遺物出土量
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第3章 向六工遺跡

また時期差をもって存在 していた場合は、 1軒が集落の核 となっていた可能性が強い。ただし、この 2軒

は、松本平の該期の集落 (北方・三の宮・下神・吉田川西遺跡)の核 となっている100m2近 くの住居 と比較

すると規模は小さく、集落の有力者の力の差があらわれていると思われる。それは遺物の面からも、焼物

の項で述べたように緑釉陶器などの特殊な遺物がほとんど本遺跡から出土していない理由ともなろう。

(3)集 落の盛衰
この集落は形成が 9世紀後半で、衰退も10世紀に入るか入らないかの時期で、長くても50年程度の継続

と:考えられる。

最初にこの集落の形成の経緯について考えてみたい。この地に9世紀以前の遺物はほとんどみられず、

居住域として利用されていなかったのは明白であり、このあたリー帯の開発はなされていなかった可能性

が高い。 9世紀後半の状況を松本平にみるとミそれまで下神遺跡に代表されるように、消滅・衰退するよ

うな集落と、松本市北方遺跡に典型例をみるように新たに形成される集落もある。また、集落内部の構成

の′点では、それまでの比較的規模の均一な住居の様相から、大きな住居を中心に規模の小さな住居が周囲

に展開するように、大きな変化がみられる。集落間にも、緑釉陶器の量などで差がみられ、力の格差が広

がったと思われる。また、集落の立地も塩尻市俎原遺跡のように、山麓地など新たな地に展開する状況も

みられ、10世紀に本格化する。このように9世紀後半から末にかけては、古い秩序が解体し新たな秩序が

形成される段階と考えられる。向六工遺跡もこの混乱した時期に、開発が始まり終末を迎えており、その

大きな動向と無縁でなかったと思われる。

3 中世 以降
本遺跡の立地する河岸段丘上の平坦面は、10世紀初頭まで集落が営まれた後、遺物の内容と分布から、

それ以降11～ 14世紀代の間は、焼物等を消費する生活の場として利用されなかったようである。次に集落

が現れるのは、その成立の背景は不明であるが、15世紀代のことである。そしてこの集落は、16世紀末に

は解体することとなる。しかし、集落解体以後も江戸時代末期に再び生活の場として利用され、明治時代

の早い時期に耕作地となってしまうが、この時期の明確な遺構は残存していない。そこで、本項では中世

後半段階の集落にしぼって取り上げることとする。

15～ 16世紀の遺構としては、少数の掘立柱建物址と多数の柱穴群、竪穴、柵址が見られる。溝等の区画

は検出されていないが、視覚的に大きく北・東・南の 3群のまとまりとしてとらえることは可能である。

この遺構群はそれぞれ30～ 50mの間隔をもって分布している。また陶磁器の年代と分布から、時期的には

それほど差がなく、 3群が並存していた可能性が高い。

各群の内容を見ると、いくつかの掘立柱建物址が抽出できたが、さらに多数の柱穴群で構成されており、

確認できた以上の建物の存在が予想される。また、柵址とした遺構以外にも、列状に分布するピットもあ

り、より多くの柵がめぐっていたことであろう。これらの遺構をそれぞれの群ごとに整理してみると、以

下のようになる。

第27表 群別中世遺構一覧
種 別

群
掘立柱建物址 竪 穴 柵址 火葬場 鍛冶場 井戸

Jヒ君羊 ST04    ◎ST12
STll       ST14
ST01

SB24 SA02 SF18～ 27

東群 ◎ST03 SF02～ 17048 SK151

南群 ST13       ST09
ST07

SB27
SX01 SA15 SK1048
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第 161図  中世遣構分布図
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第3章 向六工遺跡

これを見るかぎり、各群は基本的には主屋・納屋・倉庫 (掘立柱建物)、 作業小屋・倉庫 (竪穴)、 周囲

を区画する柵で構成されており、一つの生活の単位と考えることができそうである。その構成内容の違い

は、各群の質の差に起因するのだろう。とくに、北・東群は焼土址が複数存在したり、羽口等も出土して

おり、鍛冶に携わる遺構の可能性が高い。南群も同様に焼土址があるものの、鍛冶道具が出土していない

ため、積極的に鍛冶関係遺構とはみなせないが、一概に否定もできない。このことから、向六工遺跡の中

世集落は、何らかのかたちで鍛冶を生業の一つとしていた可能性がある。ただし、鉄滓の出土量がごく少

ないため、専業的ではなかったか、あるいは季節的な作業であったと推定される。また、井戸は東群のみ

にあるため、「集落の井戸」として存在した蓋然性が高く、 3群がそれぞれにまったく独立していたので
はなく、ある程度の結びつきをもっていたと考えられる。このようにみると、柵で区画されるような 3群

の独立した生活単位が、緩やかな結びつきをもって成立していた中世の村と理解できよう。

なお、墓に関係した遺構は火葬場 1カ所があるのみで、納骨した遺構、土葬した墓はみつかっていない

ため、墓域は異なった場所に求められたと解釈すべきであろう。ただし、火葬は集落内で行われており、

埋葬とは異なった意味をもっていたと考えることもできる。

第 6節 小 結

これまで、今回の調査で検出された遺構・遺物を説明し、考察を加えてきたが、最後に若千の補足を行

いながら時代をおって遺跡の変遷をながめてみる。

最初に向六工遺跡に人跡をとどめるのは縄文早期・細久保式の時期で、ⅣA区の南西部から少数の楕円

押型文土器が出土した。この時期には東条川の下刻は進行しておらず、現在遺跡の南限を画す渓流も遺跡

範囲内を流れ、水辺の小集落であったと推定される。

早期末葉・条痕文土器の時期に至って段丘全面が生活の場となり、上・中・下段にそれぞれ内容の異な

る遺構・遺物が分布する。下段は遺構がほとんど検出されなかったものの、茅山上層式期を含む古い段階

の生活空間となる。上・中段には新しい段階の土器も多く、 5軒の住居が営まれ、とくに上段には焼土址
・集石もあり、多量の土器・石器が残される。住居址の形態にはバ リエーションがみられ、すべての住居

址が地床炉を備え、台石をもつものがある点は前期前葉と共通する。土器は絡条体圧痕文系土器で占めら

れ、わずかに東海系の上の山式を伴い、古段階の編年的位置付けの根拠となる。新段階には東北起源の縄

文条痕文土器が伴い、東海系土器が認められないものの、県内の既知の資料や東北南部との検討から入海

Ⅱ式を下らない時期を推定した。石器は総数の過半数におよぶ石鏃に象徴されるとおり、狩猟具を主体と

することから生業の中心は狩猟活動が担い、堅果類を対象とした採集活動がこれを補っていたようで、わ

ずかに漁扮活動が予想される。石鏃・石匙等の動物質食料に係わる狩猟・解体具と、磨製石斧・石錐等の

工作具をもつ本遺跡の石器組成は、前期初頭へと継承されていく。また石鏃と石匙の主体的な形態は東北

地方と共通する。以上のことから、炉・台石を備えた住居址のほか、東北地方の要素をもつ土器・石器群

は、早期から前期への生産活動全般の転換が顕在化し始める様相を示すものと評価でき、これらの点を明

らかにできたことは特筆される成果である。

早期以降は空白期を経て、五領ケ台式・加曽利EⅢ・Ⅳ式・称名寺式・堀之内 102式が中 0下段から
散発的に出土した。この時期の遺跡の内容は明らかではないが、早期末葉には少ない打製石斧が下段から

集中して出土し、中期後半に盛行する型と類似することから、根茎類を採集した生産域という性格が想定

される。

弥生時代 としては磨製石鏃 1′点と箱清水式土器10片足らずが出土し、筑北に多い中期の磨製石器のみを
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第 6節 小 結

出土する遺跡に新たな 1例 を加えることとなった。

古代では、時期不明確なものも含めて19軒の住居址が検出された。これらは東濃産光ケ丘 1号窯式のみ

の灰釉陶器を出土し、継続時期は9世紀後半50年足らずの期間に限定される。遺構分布と遺物出土量の多

寡から、この間に数回の建て替えが行われたと推定される。住居址の規模は、恣意的に分ければ 3m級・

4m級 05m級の 3者に分けられ、規模に応じて柱の配置が異なるらしい。S B18023を 除く17軒の床面

積の平均は12.62m2と なる。隣接しているS B16028は 5m級でともに床面積が20m2を超える住居で、集

落の中核的存在と考えられ、直径30cm以上の主柱穴が明瞭である。4m級では壁上または壁際の直径10数

cm程度の柱穴が上屋を支えたようである。 3m級では柱穴がみられないものが多いが、S B03の ように細
いが深い柱穴をもつ例もあり、柱穴が不要だったと即断はできない。カマドの位置は西壁 7・ 東壁 5・ 北

壁 4例で、分布には片寄りがない。カマドわきにはいわゆる灰溜めをもつ例があり、確実なものはむかっ

て左側 5・ 右側 3例で、土器とともにカマド石材を灰溜めに投棄した状態のものが目立った。遺物には鉄

鏃・土錘がみられることから狩猟・漁扮活動も推定され、動物質食料の調理には灰溜めでおき火も利用さ

れたことであろう。稲作に不適な本遺跡のような古代山村の主な生業は、雑穀や麻の栽培と考えられてい

るから、散在する住居址の空間地は畑地と推定される。

本遺跡の古代の焼物の様相は、松本平とほとんど変わらないことが明らかとなったが、煮炊具には北信

地方で主体となるロクロ甕が遺構によって一定量みられた。当時の筑北は更級郡に属し、向六工遺跡付近

に東山道の支線が通じていたという説があるが、多少ともこのことを反映しているのかもしれない。

11世紀以降の空白期を経て、15016世紀には中世集落が現れる。掘立柱建物址を主体とするため遺構の

遺存状態はよくなく、集落の全体像の復原は難しいが、主屋・納屋・倉庫・作業小屋・柵で構成される 3

群の生活単位が推定された。この集落は、専業的ではないにせよ鍛冶を生業の一つにしていたことが明ら

かになった。遺跡と関連するのかはわからないが、隣接地に「鍛冶屋」の屋号をもつ家があり、明治時代

までは工房が残っていたというから注目される。

本遺跡の範囲内に岩殿寺の参道が通じ、山門があったという伝承があるため当初から注目されたが、こ

れを立証する根拠は見いだせなかった。ただし、中世の職人が城下・門前に定着するようになるのは、武

器・武具の需要の高まった戦国期といわれるから、甲越戦争を経て青柳氏が減亡する時期に鍛冶を営む集

落が本遺跡に存続していたことは、岩殿寺山門の傍証となる可能性がある。文献からこの間の事情をうか

がうことはできないが、本遺跡の中世集落の動静は、青柳氏や岩殿寺の興亡と決して無関係ではなかった

であろう。

縄文時代・古代・中世とも、さらに検討すべき課題と成果がえられたが、思いつくままに記して結びに

かえることとする。
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じゅうに

第 4章 十二遺跡

第 1節 遺跡の概観と調査の概要

1 遺 跡 の概観
本遺跡は、東筑摩郡坂北村字十二3,264を 中心に所在する。JR篠ノ井線坂北駅の北東約500mに 位置し、

標高は608～ 623mを 測る。東方の青柳城跡から延びる尾根の山間部にある、ほぼ五角形を呈する南東向き

のくぼ地地形である。このため日照は良いものの、眺望に欠ける。県教育委員会文化課による分布調査で

は石鏃の出土が記されているが、遺物は少量で範囲・内容は明確にはなっていない。用水はなく、現状は

大部分が畑地で、谷底は天水利用の水田が営まれるが、かつては全面が桑畑だったという。調査対象地全

面が下り線筑北パーキングエリアの建設予定地を占める。調査開始時には、すでに対象地の中央部約

5,000m2は瓦用の粘土採掘のため、調査不可能の状態であった (P L36)。

2 調査 の概 要
調査対象面積は当初26,500m2が予定されていたが、範囲が不明のため、まず試掘調査を行うこととした

(第 162図 )。 その方法は、対象地全域にかけて25m間隔で等高線と直交する方向に、幅 lmの トレンチ11

本を設定し、重機で掘り下げながら遺構・遺物を確認するものである。この調査は昭和63年 4月 中旬から

下旬に実施し、調査研究員 4名が担当した。この結果 トレンチは総延長約740mと なり、拡張した部分も

含めて1,500m2を 掘り下げた。地表から地山までは平均30cmと浅く、 トレンチャーによる深耕の痕跡が著
しかった。一部に小穴や風倒木痕がかかったのみで、遺構・遺物は検出されなかった。また、表面採集で

も縄文時代の石器と近世の陶磁器を少量得たのみであった。このため土層断面を実測して試掘を終了し、

面的調査にはかからなかった。

3 調査の経過
昭和63年度

4月 14日  機材搬入、テント設営。 トレンチ設定して重機

による掘 り下げ開始。

4月 18日  /Jヽ穴が数値|かかるが、遺構なし。

4月 19日  トレンチ掘 り下げ続行。小穴を検出した 304

トレンチ、石器を採集した 8ト レンチを拡張す

るが遺構・遺物なし。重機作業終了。

4月 20日  304ト レンチを精査 したが、風倒木痕を確認

したのみ。 トレンチ断面を精査。実測準備。

4月 25日  土層断面実測。調査地全体を表面採集。

4月 28日  全体撮影後、機材を撤収し、試掘終了。

5月   図面・写真整理。遺物洗浄・注記。
トレンチ断面実測作業 (昭和63年 4月 )
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第 1節 遺跡の概観と調査の概要

ざ

柱状図実測地′点

第162図 調査区全体図
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第 2節 基本層序と
地形形成

本遺跡は、麻績川と東条川に挟

まれた、尾根の山間部のくぼ地に

ある。麻績川の現河床が西南西方

向であるのに対して、このくぼ地

はほぼ南方向の延びを示しており、

更新世後期の先行河川が残した流

路跡で、風の通 り道 (ウ イン ド

ギャップ)的地形を呈している。

このくぼ地は、周辺が狭小な平坦

山嶺で、山嶺との比高も乏しく、

集水域がないため、わずかに崖錐

性堆積物や腐植物に埋積された地

域である。北側は麻績川の攻撃に

よって急崖となり、河床からの比

高は約50mほ どの高さにある。 く
ぼ地の傾斜面は南斜面で日当たり

は良いが、水不足と背後の急崖、

土地の広がりが狭いことなどが生

活場所としては短所である。

第163図 には、調査地中央部を

北西から南西に切る第 5ト レンチ

の土層断面図と、他の トレンチ各

1カ所の柱状図を示した。表層の

基本土層は次のとおりである。

I 層 :褐色。耕作±。
Ⅱ 層 :5YR3/2黒褐。細粒

砂。多孔質で径 5～ 10

mmの円礫を含む。スコ

リア・炭を少量混入。

粘性ややあり、乾燥す

ると硬 くしまる。

Ⅲ 層 :10Y R7/6明黄褐。細

粒砂。層厚10～ 40cm。

多孔質で径数～30mmの

礫を含む。スコリア・

炭少量混入。黄色砂と

灰白色粘土が斑状とな
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る音6分がある。

Ⅳ 層 :N7/1灰 白。粘土。グライ化。厚い。
このうちⅢ・Ⅳ層が地山に当たり、湖底堆積の砂・粘土層

が隆起・侵食され、表面が土壌化したと推定される。

第 3節 遺 物

第164図 102は 第 8ト レンチ付近で表面採集された。 1
は打製石斧で、板状の粘板岩を素材とする。長さ5。 8cm、 厚

さ1。 5cmで、 刃音Ьに最大幅があり、 3。 9cmを 測る。 頭部は丸

く、側縁は直線的で摩耗している。刃部は片刃状の直刃で、

再生のためか、短身である。 2は緻密な安山岩の特殊磨石

で、上端の欠損は新しい。平面・断面とも三角状で、直線的

な稜には微弱な摩耗を認める。

図示できなかった遺物としては、チャー ト破片、火鉢を含

む内耳質土器、近世後半の瀬戸美濃系御深井釉・鉄釉陶器、

染付の破片10数′点が採集された。

第 3節 遺物・第 4節 小結

o  (1:2)  5 cm

、  o(1:3)5 cm

第 4節 小 結

当初から内容不詳の本遺跡であったが、試掘確認や表面採

集の結果から、希薄な遺物散布地という性格が明らかにな

り、面的調査は不要という結論に至った。山間くぼ地という

やや特異な立地、きわめて水を得にくいという条件を考慮す 第164図  石器実測図

れば、集落の成立が困難なことは当然であろう。攪乱のため調査不可能だった部分を加味しても、継続的

な集落の可能性は低い。少量の出土遺物からあえて遺跡の内容に言及するなら、特殊磨石の存在は縄文時

代早期という年代を示唆し、さらに憶測すれば押型文土器に伴う可能性が高い。おそらく通過性のキャン

プ地や狩猟・採集地といった、痕跡をとどめにくい小規模遺跡であうた可能性があろう。

筑北山地と隣接地の縄文早期遺跡は、第 5図の範囲内では24遺跡が知られ、大半が押型文期に属す。そ

の分布は、麻績村の聖湖周辺と一本松峠、更埴市の千曲高原にわたる三峯山一帯と、大岡村・麻績村にわ

たる聖山頂北東一帯に集中している。これらは標高700～ 1,200mの高所に位置し、これより低位の遺跡と

しては麻績村小学校敷地・仏岩岩陰、坂井村安養寺窪の 3遺跡がある。筑北山地南部では、本遺跡に近い

向六工遺跡のほか、本城村上手山遺跡が知られるのみである。遺跡の片寄りは分布調査の実施状況を反映

する面もあろうが、これまで空白だった地域にわずかでも縄文早期人の足跡を見いだした点を評価したい。

近世の遺物はやはり少量ながら、18世紀以降にまとまっている。本遺跡に集落があったという記録はな

く、明治初期の絵図では青柳村に含まれ、遺跡付近には現麻績村の桑山村へ通ずる道路が見られることか

ら、この往来や農作業の際に陶磁器がもたら
。されたものと考えられる。
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第 1節 遺跡の概観と調査の利

1 遺 跡 の概観
本遺跡は、東筑摩郡麻績村字入田1,053ほかに所在し、JR篠ノ井線聖高原駅の南西1。 7kmの位置である。

高速道路線としては、筑JLパーキングエリアと麻績インターチェンジの中間に当たる。

四阿屋山の支脈、鍋山北麓の扇状地から麻績川左岸の野口段丘の集落一帯が遺跡とされてきた。眺望は

北に開けて聖山を仰ぎ、背後には青柳城を見上げる。遺跡の中心は現集落といわれ、内耳鍋の出土なども

知られたが、範囲・内容は不詳であった。今回の調査対象地は遺跡推定範囲の上限に当たる、標高650m

前後の北向き斜面である。調査地中央を四阿屋山の支脈が分断しているため、東・西 2地区の調査となっ

た。両地区とも現況は水田と畑地であるが、戦前は一面桑畑だったという (P L37)。

2 調査 の概 要
遺跡範囲が不明のため、本調査に先立つ昭和62年 3月 、県教委文化課による試掘が西地区で行われ、中

央部を北流する渓流の左岸は遺構・遺物が皆無であり、右岸で古代の火葬墓らしい遺構が確認され、9,700

m2が調査対象面積となった。本遺跡の調査は同年 7月 8日 から10月 13日 に行われ、 8名 の調査研究員が担

当した。この間、 7月下旬から9月下旬まで、 1～ 5名 の作業従事員の参加を得た。道路が狭いためプレ

ハブが搬入できず、テントを設営して現場基地とした。

まず、範囲不明の東地区について、用地買収済みながら作付けが認められているという条件下で、 7月

上旬に試掘を行った。これには地形・地目に応じて任意に設定したトレンチ (幅 lm)・ テス トピット

(1× lm)を 人力で掘り下げる方法をとった。試掘により、東地区の呆樹園部分には遺構がなく、遺物

も希少という結論を得た。 7月下旬には西地区の水田部分と、青柳城関係者の伝承地、字「泰殿屋敷」を

試掘した。西地区の畑地は地山まで30cm足らずと浅いため、人力によるトレンチと、市松状の2mグ リッ

ド掘り下げとし、水田部分のみ重機を用いた。西地区の遺構の住居址 2軒、土坑 2基の調査が終了し、タ

バコと稲の収穫を待って 9月 中旬から再び東地区の試掘に移り、入力と重機でトレンチをあけ、土坑 1基

を調査した (第 1650167図 )。

測量基準杭は日本道路公団の中心杭、西地区のS T A539+00(X=48,543。 7573、 Y=-41,318。 0347)

を東西両地区共通の基準点として、他の視準可能な中心杭から座標北を算出し、40mの大グリッドを設定

した。ただし、グリッド呼称は東・西別々とし、調査対象地にかかる大グリッドのみに、北からA、 B、

C……を付 した。この結果、 S T A539+00は 西地区のH A01と なり、東地区のK A01の座標は

(X=48,522。 9413、 Y=-41,257。 4474)と なった。遺構の測量には2mグ リッド杭を設定し、トレンチ・テス

トピット位置の測量は光波測距儀によつた。水準測量は西地区ではS T A538+80(655。 136m)、 STA

539+00(655。 152m)、 東地区ではS T A540+00(657。 321m)、 S T A540+80(652。 720m)な どを基準

とした。

遺物の取り上げは2mの小グリッド単位とした。
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第 5章 野口遺跡

3 調査の経過
昭和62年度

7月 8日  機材搬入。西地区にテント設営。東地区の果樹
園にテス トピット・ トレンチ設定。掘 り下げ着

手。

筑北高速道事務所中沢所長・高野調整課長、道

路公団豊科工事事務所田中庶務課長視察。

東地区 トレンチ掘 り下げ終了。遺構なく遺物少

量。西地区にテス トピットをあけ トレンチ設定。

東地区土層断面実測。西地区草刈 り。

本 日より作業従事員 5名参加。西地区の面調査

部分杭打ち。試掘続行。毛涯副知事視察。

内耳鍋等出土。重機で桑の抜根、水田の試掘。

土層断面精査 と実測準備。遺物少なく疲労感大。

平安時代住居址 2軒検出。一同士気上がる。

住居址掘 り下げ。さらに鉄滓を伴う土坑検出。

麻績村平田教育長ほか教育委員視察。

遺構調査。SB02は遺物多く周溝を確認。

5日 麻績村教委の要請あり、10～ 12時に調査 と

並行で現地説明会。平日ながら115名見学。

SB02周溝に石蓋伴う。東地区試掘杭打ち。

西地区遺構調査。東地区 トレンチ掘 り下げ着手。

西地区SK01で火葬骨と蔵骨器を再確認。

東地区 トレンチ精査。水田部分を重機で試掘。

松塩筑事務所小口調査研究員、地質・地形指導。

SB02周溝が暖房設備 と判明。新聞社取材。

SB02追加精査。東地区で炭化物・土坑検出。

西地区調査終了。東地区土層実測。SK03調査。

東地区調査終了。全景撮影。機材・テント撤収。

10～ 12日  遺物洗浄 0注記・復元・実測。図面・写真整理。
63年 3月  トレース・図版作成・仮収納。

7月 10日

7月 21日

7月 22日

7月 27日

8月 7日

8月 19日

8月 25日

8月 26日

8月 31日

9月 3日

9月 7日

9月 9日

9月 14日

9月 21日

9月 29日

9月 30日

10月 1日

10月 2日

10月 8日

10月 12日

第 2節 基本層序と地形形成
本遺跡は、谷底平野を南西流する麻績川左岸の野口段丘上部に立地する。ここは、更新世後期後半に形

成された最低位段丘に属する岩石段丘部と、西ノ沢など小渓流の侵食谷に沿って開けた傾斜面である。後

背山地からの崩積土 (崖錐性堆積物・地すべり堆積物)や押し出し堆積物 (扇状地性堆積物・土石流)に覆わ

れているが、堆積物のいずれかの区別はむずかしい。

周辺山地は、低山性の尾根で集水域が狭 く谷も浅いため、水に不足しており、可耕地のほとんどは畑地

利用である。また、三方を山に囲まれた山懐に立地するが、北に開いているため、冬季の季節風が吹き込

みやすく、寒気にさらされることが多い。

次に トレンチの所見に基づいて、東西 2地区の表層地質を概観する (第 166図 )。 東地区は扇側部中央が

高いカマボコ形の扇状地を呈する。この高まりを畑地、山麓の低地部を水田に利用している。水田部分

(A一 A')は地形の改変があり、 I層の耕作土とⅡ層は盛 り土である。Ⅲ層は円礫を含む泥質土で、級
化構造が見られる。Ⅳ層は細粒砂ないしシル トで礫は少なく、風化砕暦物である。V層は小円礫を含むシ

ル トでグライ化し、分解しないオ直物質が混じるため、開田前は湿地であったことを示す。Ⅵ層は風化した

砂岩を母材とする亜角礫層で、麓暦堆積物である。

グリッド掘り下げ (昭和62年 8月 )

SB02掘 り下げ (昭和62年 8月 )
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第 2節 基本層序と地形形成

Ｅ
寸
　
　
　
（ｏ
Φ
Ｈ　
一　
Ｈ
）　
　
　
ｏ

ｌ

ｏ
ｏ
Ю
。Ю
Ю
Φ

ｌ

ｏ
ｏ
∞
・ｏ
Ю
ｏ

ｌ

ｏ
Ｎ
ｏ
。
【
り
０

Ｉ

Ｈ
∞
卜
・Ю
Ю
ｏ

Ｉ

Ｈ
寸
Ｈ
．ｏ
８

き
い
郎
Ｊ
熙
楓

引
Ｊ
寧
枢
■
“
せ

＝
せ
蒸

′引
Ｊ
翠
枢
区

H目 日

き
い
擦
Ｊ
駆
楓

一
日

四
゛
Ｊ
Ｓ
興

′引
Ｊ
鰹
留

¨
目

＝
せ
終

′＝
Ｊ
駆
楓
■
“
里
¨
Ｈ

Ｈ
∞
卜
．卜
Ю
Ｏ
Ｉ

‐ｌ‐
‐ｌ‐
‐ｌ‐
‐‐‐
ｌ‐‐
ｉ‐‐
出
田
山
田・劇
Ｍ
Ⅲ
＝
＝
＝
ⅢＩ‐‐
――‐
―‐‐
―‐‐
釧
「
剌
劃
『
‐‐‐‐
‐ ‐――
‐ ‐――

Ｏ
Ｎ
い
。
卜
寸
Φ

Ｉ

き

い
憾
寧
枢
罫

¨
Ｆ

嘔
部
く

′＝
Ｊ
区
牌

¨
＞

＝
Ｊ
寧
枢
К

¨
≧

蝉
部
そ

′凱
颯

′＝
Ｊ
区
寧

一
日

引
側

′引
Ｊ
翠
楓
区

Ｈ
目

＝
曇
蒸

′＝
Ｊ
弊
楓
罫

¨
Ｈ

=

一- 187-一

第166図 土層図



第 5章 野口遺跡

西地区Cト レンチ断面                   東地区Aト レンチ断面

畑地部分 (B― B')は単純で、西地区 (C一 C')と 共通し、 5度前後の傾斜をもつ。 I層は耕作土で、
暗褐色のⅡ層が灰色化 したものである。 H層 は風化砂岩を母材としたシル ト質の腐植土で、遺物包含

層である。Ⅲ層はいわゆる腐 り礫層で、遺跡の地山層に当たる。堆積物の量は、谷が深い東地区の方

が多い。

I・ Ⅱ層の出土遺物には縄文時代後期、平安時代、中 0近世のものがあり、層位的には時期による上下

関係は認められなかった。また、遺構はすべて平安時代に属し、いずれも検出面は畑地部分のⅢ層上面、

あるいはそれに相当する風化した砂岩の黄褐色土層であるが、Ⅱ層から掘 り込まれていることは確実と思

われる。

第 3節 遺 構

平安時代の遺構

0 (1:1,000)25m

(1)竪 穴住居址
S B01(第 1680173図 、

P L39)

位置 :西地区のQ17に あ

る。検出 :グ リッド掘 り

下げの際に土器片が集中

して出土し、Ⅲ層上面で

黒色土の落ち込みの一部

を確認したため、拡張し

てカマ ドを確認した。カ

マ ドの前には県教委文化

課による試掘坑がかかっ

ている。埋土 :黒色土の

単層で、耕作がおよんで

おり薄い。規模・形態 :

北向き斜面にあるため南

壁しかプランがわからず、

東西約 3。 9mを測る。壁

西地区 Cト

寸
ヽ

寸
。
お

Ｎ
、
マ

＝

”

X=48,543.7373

o l(1:1,000)25m

第167図 遣構分布図
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第 3節 遺 構

線がゆがんでいるため不整方形らしい。

主軸はおよそN67° E。 床・壁 :南側で

は掘 り下げた地山をそのまま床面とし、

北側は暗褐色土を用いた貼床となる。南

壁は壁高10～ 15cmで緩やかに立ち上が

る。柱穴 :南東隅の壁外にあるPlが柱

穴と思われる。南壁付近に当たると推定

されるP2・ P3も 規模・形態から柱穴の

可能性があるが、壁内・外は不明であ

る。カマ ド:南壁のやや東寄 りにあり、

拳大程度の礫が散在し、袖は原形をとど

めない。火床は平坦で、 ドーナツ状に焼

土が残る。諸施設 :カ マ ドの右わきに長

径80cm・ 深さ10cmを 測る楕円形の P4が

あり、カマ ド石と思われる礫や土器が出

土し、いわゆる灰溜めピットと思われ

る。遺物分布 :カ マ ドとP4付近の床面

およびピット内に土器と礫が集中した。

カマ ドからは土師器甕B(9)・ D

(8)、  P4か らは土師器椀 (3)・ 羽釜

(10)・ 黒色土器AttA(4)が 出土し、

羽釜は多数の破片が接合して、半完形に

復原できた。時期 :隣接する遺構が認め

られないため、出土土器はすべて本址に

伴うと考えられ、10世紀後半と判断され

る。

E657.80」三

5kl
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司ミ
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ギ17(1:30)50cm

S B02(第 1690170・ 173図、 P L38) 第168図  SB01 0カマ ド実測図・遺物分布図

位置 l西地区C15020に あり、 S B01か ら北方に約50m隔たる。検出 :水田部分に試掘坑をあけたところ、

まとまって土器が出土したため重機で拡張した。この際トレンチが西壁の一部を切り、試掘坑のかかった

北壁は多少削平された。地山面でマンガン沈着の著しい黄褐色土の落ち込みを認めた。埋土 :3層に分層

できた。ほぼ水平堆積を示すが水田耕作の影響がありt堆積過程は明らかでない。規模・形態 :南北3。 5

m× 東西3。 4hの方形で、主軸はN19° W。 床・壁 三掘り込んだ地山を床面とする。最も低い北東隅と最も

高い南西隅では約20cmの 比高差がある。壁高は30cIIl前後で、外傾して立ち上がる。西壁には地山層に含ま

れる大礫が露出している。桂穴 :床面中央のP2は深さ 5 cm程度で判然としないが、壁内外を精査しても

ほかにピットは検出できなかった。カマ ド:北壁中央にあり、袖石はほぼ原位置を保つ。左・右袖とも埋

め込んだ安山岩の平石と拳大の礫を芯にするが、袖土は識別できなかった。右袖前の礫も火熱で割れてお

り、袖石 と思われる。燃焼部には天丼材と思われる平石 2枚が落ち込んでいた。火床には厚さ約 6 cmの焼

土がある。諸施設 :北東隅からカマ ドの前を通り、西壁・南壁に沿ってコの字状に溝がめぐる。幅18二 45

cm・ 深さ10～ 20cmを測り、溝壁には地山に含
レ
まれる大小の礫が露出して凹凸がある。幅・深さとも最大の

カマ ド前の部分には、安山岩の平石 1枚が蓋状にかけられている。この部分は溝壁が硬 く焼け、周囲には

小礫 。ローム混

焼土混
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第 5章 野口遺跡

CS響

た④

硼
‐‐‐‐‐‐‐
皿 てⅢ57:4

ts′

「

l~120

°
4ノィ

＼蓬ヨ≧3719

1:灰黄褐色±        4
2:黄褐色±         5
3:黄褐色土、地山層ブロック混

:黄褐色上、炭化物混
:焼土

o    (1:60)

第169図 SB02実測図・遺物分布図

焼土が散在し、炭化物も多かった。

溝の埋土には住居址埋土より炭化物

がやや多く含まれ、西壁付近には炭

化材の一部が残存した。溝は延長約

6m、 底面の比高は最大22cmを 測

る。床面の南東隅には、この溝の端

部から30cm離れて、直径50cmの 円形

に焼けた音6分がある。赤化した音Б分

は深さ約 5 cmに 達する。遺物分布 :

カマ ドの右佃]に は食器が集中し、完

形品を含む土師器杯A(406)、

黒色土器AttA(13014)・ 椀 (150

16)がある。カマ ド石の上から土師

器椀 (7)が出土し、カマ ド構築材

として用いられた可能J性がある。こ 第170図 SB02カマド・溝実測図
のほか床面から多少浮いた状態で比較的大きな破片が散在し、土師器杯A(405)・ 小型甕A(20)・ 甑
(21)、 黒色土器AttA(8～ 12)・ 椀 (17)、 灰釉陶器椀 (18019)があり、煮炊具は少量であった。時

期 :出土土器から、10世紀前半と考えられる。

(2)土 坑
S K01(第 1710173図、 P L39)

位置 :西地区 C12にある。検出 三県教委文化課の試掘で確認された。地表下30数cmの地山上面で、骨粉・

炭化物を含む暗褐色土の落ち込みが明瞭に検出された。規模・形態 :長径43cm・ 短径37cmの ほぼ円形で、

深さ22cmの鍋底状を呈する。南壁は地山に含まれる径40cmの大礫で、掘 り方が見られないため、埋め込ま

尋

題

ｏ
‐

o(1:30)50cm

~/4

6

８篭
♂
一

1:黄褐色土
2:褐色土、焼土混
3:焼土
4:暗褐色土、炭化物・焼土混

D′
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第 3節 遺 構

A′

o  (1:20) 50cm

メ

ｏ
寸

∞
８

く
‐

A――~~~ 653.10

S K01

ヌ

1:褐灰色土、黒褐色土混
2:暗褐色土、鉄滓混
3:黒褐色土、鉄滓、炭化物混
4:灰褐色土、腐植土混
5:にぶい赤褐色土、腐植土混 L

:圭■111ヒ
ミ≡≡まき≡ウ≡:===〕た――

」l[0   (1:20)  50cm

一一一一一一一一一一一一

第171図 SK01 0 02・ 03実測図

れたものではない。埋土・遺物分布 三底面近 くに須恵器甕 (3)が半分に割れて内面を上に向け横転 した

状態、その上に須恵器長頸壺 A(2)、 さらに埋土上部に黒色土器AttA(1)が 底 を上に向けて出土 し

た。土器 3の上にあり、土器 2を含む埋土 (1層)は骨粉 と炭化物を交える。骨は細片10数片ですべて焼

かれた人骨である。確実に部位を同定できたものはなく、形質・性別は不明ながら、乳幼児のような若い

個体ではない (付章第 5節参照)。 時期 :出土土器から9世紀と思われる。所見 :火葬骨と須恵器壺・長頸

壺、土師器椀各 1点 を出土した本土坑は、古代の火葬墓と考えられる。ただし、土器が壊れて集積された

ような状態であること、人骨がきわめて少量だったこと、それにもかかわらず骨片と炭化物を含む埋土が

土器の中にとどまっていたことから、深耕などの際に掘り返された本土坑が、火葬骨を伴っていたため、

破損した土器がす ぐに原位置に埋め戻されたものと推定される。

S K02(第 1710173図 、 P L39)

位置 :西地区C19にある。検出 :グ リッド掘 り下げの際、Ⅱ層下部で、炭化物を多く含んだ褐色土の落ち

陣

墨

色

|ロ

口

ヽ
三二二「三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二IIII三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二三二II

A 658.80 1:灰黄褐色土
2:灰黄褐色土、細礫混
3:炭 化物

七丁走 井8+

S K03 (1:60) 2m

1:炭化物、骨粉混
2:暗 褐色土、地山混
3:暗褐色土 (1層 混
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第5章 野口遺跡

込みを確認した。南北両端を深耕によって切られている。規模・形態 三東西100cm O南北103cm以上の不整

楕円形らしい。深さ15cmo Ⅲ層を掘 り込んで皿状を呈し、底面は焼けておらず、北端には小さな段がある。

埋土・遺物分布 :5層に分層できる。 203層は多量の鉄滓を含み、土師器と羽口破片を少量交える。 4

層は植物の薫製土が混じり、 5層 はⅢ層に近い。鉄滓は4。 3kgあ り、分析の結果、砂鉄を原料 とする鉄塊

をたたいて製品に仕上げる過程で発生した鍛冶滓と推定された (付章第 6節参照)。 時期 :少量の土師器片

から、平安時代と考えられる。所見 :羽 口・多量の鍛冶滓を出土したものの、土坑自体が焼けていないこ

とから、鍛冶炉の残存部とは考えられず、鉄滓を廃棄した土坑と推定される。

S K03(第 1710173図 、 P L39)

位置 :東地区 J10に ある。検出 :水田部分の遺構確認のため重機でトレンチをあけたところ、断面に、土

器片の混じる炭化物層が現れたため周辺を拡張し、第166図 A― A'の V層の灰褐色土上面で検出した。

このため西半分は削られ、東側は上端部を暗渠が切っているほか、切 り盛りによって上部を削平されてい

るらしい。規模・形態 :南北4。 8m・ 東西0。 9m以上で、検出面からの深さは30cm前後である。北向き斜面

にあり、長軸はほぼ北を向き、傾斜度は約 8度を測る。側壁は外傾 して立ち上がり、底面にはわずかな段

差がある。埋土・遺物分布 :埋土は基本的には 2層に分層され、上層 2層の灰褐色土はかなり削平され、

下層の 3層は炭化物層で焼土を交えず、底面も明瞭に焼けた形跡は見られない。炭化物層の中には少量の

炭化材が含まれていた。遺物は上 0下層とも少量含まれ、下層からは土師器杯A・ 甕 B、 黒色土器椀Aが

出土した。時期 :少量の遺物ながら9世紀と推定される。所見 :攪乱が著しいため遺構の全容が不明なが

ら、およその形態と炭化物の埋土から、「焼土坑」とも呼ばれる炭焼窯の可能性が高い。

第 4節 上退

1 縄文 時代 (第 172図、P L4⊃

縄文時代の遺物はすべて遺構外の出土で、 406は東地区、その他は西地区である。
102は称名寺 I式新段階に属し、同一個体と思われる。深鉢の胴中位の破片で、器厚はやや薄い。無

文部と幅の等しい、曲線的な帯状の磨消縄文が描かれている。地文はLRである。

405は石鏃で、黒曜石製である。4は小形で、浅い凹基の無茎石鏃である。 5は長身の有茎石鏃で、

先端部が狭まる形態を呈する。縦長争j片に斜行争j離を施し、鋸歯縁状に仕上げている。 6は珪岩のスク

レーパーで、 3分の 1程度を欠損するが、周縁を刃部としている。3は楕円形の磨石で、一端を欠損する。

図示した面にはアバタ状痕が見られ、 1側縁は特殊磨石のように平坦な磨面となっている。
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第 5章 野口遺跡

2 古代・中世
S B01(第 173図 )

102は土師器杯AⅡ、 3は椀で、いずれも
糸切 り痕を残しており、硬質の良好な焼成であ

る。 4～ 6は黒色土器AttA Ⅱで、内面のヘラ

ミガキは粗雑である。 8は体部下半をヘラケズ

リするいわゆる「武蔵型甕」、 9はやや口縁を

外反させ粗雑なハケ調整で全体を仕上げる長胴

甕である。10は、口縁をやや内湾させ、比較的

体部の長い羽釜である。 7は灰釉陶器の口縁内

部に一条の沈線がいれられる深椀で、東濃産虎

5

o     (1 : 4)   locm

第174図  古代・中世土器・陶磁器実測図

渓山 1号窯式 と思われる。

S B02(第 173図 )

1～ 6は土師器杯AH、 7は比較的長い高台をもつ椀である。いずれも硬質で良好な焼成で糸切 り痕を

残している。 8～ 17は 内面のヘラミガキのはっきりしない黒色土器Aで、 8～ 14は杯AⅡ、15は小椀、16

は椀である。20は ロクロ調整によって仕上げられた小型甕、21は上半部を欠損しているが羽釜形の甑の可

能性が高い。18019は東濃産灰釉陶器で、前者は内面腰部に一条の沈線を巡らす深椀である。いずれも、

大原 2号窯式と思われる。

S K01・ 02・ 03(第 173図 )

1～ 3は火葬墓と考えられるS K01よ り出土しており、いずれも完形に復原できることからも、埋納さ

れた可能性が高い。 1は黒色土器AttA Ⅱで、底部をロクロヘラケズリによって再調整している。 2は 回

縁部を欠損しているが、ほぼ完形の在地産の須恵器長頸壺である。 3は須恵器の甕、あるいは凸帯付四耳

壺の体部下半Q外面のタタキは消されている。時期的には、黒色土器AttAⅡ より、 9世紀前半と考えられる。
4～ 6は S K03よ り出土しており、 4は黒色土器AttA Ⅱ、 5は椀、 6はハケ調整が施された長胴甕で

ある。 7は S K02よ り出土した羽回の破片で、外径10cmを測る。

遺構外 (第 174図 )

1は黒色土器A椀、 2は灰釉陶器の東濃産大原 2号窯式の椀であり、いずれも平安時代後半である。 3

は雷文帯をもつ青磁の小椀で15世紀代と考えられ、 405は 18世紀代の瀬戸美濃系陶器で灰釉が施される。
6も 同じく鉄釉が施される香炉である。 7は珠洲系の片日の付 く招鉢で、内面に 9条の卸目が付けられて

おり、下半は摩耗している。時期的には、日縁の形態より13～ 14世紀と考えられる。

第 5節 成果と課題
1 オン ドル状施設をもつ S B02について
今回の調査で検出された住居址 2軒、土坑 3基はすべて平安時代に属す遺構である。このうちS B02は

北壁にカマ ドをもつ 1辺 3。 5m前後の竪穴住居址で、出土遺物には大原 2号窯式期の灰釉陶器を含み、10

世紀前半に位置付けられる。この時期の住居址としては一般的な規模・形態であるが、石蓋を伴い、内面

が焼けたコの字状の溝は類例が見出せない施設である。これについては、調査中にオンドルであるとの指

摘を受け(註 1)、 新聞紙上や埋文センター年報にその概要を公表してきた。しかしながらその後の調査に

おいても同様の遺構の検出はなく、野口遺跡と渡来人とを直接結びつける根拠もないため、その性格を疑

三三三三三:三 :三三三三!三 ::三 :三 :三三三:三 :三 :!:::三 :三 :三 :三 :11:::::三 :三 :三 :三 :;:三 :三 :三 :;:!:三 :三 :三 :!::

|:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::1::::::::::::i:::::::|:::::::::::::::|
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第5節 成果と課題

問視する声 もある。本節では S B02の 溝をオン ドルとする視′点から検討 してみたい。

日本で調査されたオンドル遺構としては、滋賀県穴太遺跡 (弥生町地区)の「特殊カマ ド」と呼称され

るS X22が最 も著名で、確実な例である(第 174図 3)。 報文では国内外の関連遺構との比較検討が加えら

れているため、本稿も多くを引用した。この遺構は 7世紀前半に属 し、厚さ30cmの盛土部分に石組みで

築かれている。構造は焚き口、支脚石をもつ燃焼室 (カマド本体)、 焚き口に向かって左側につき、中途で

折れ曲がる煙道からなり、上部は削平されて天丼石は残らない。この遺構は百済時代の扶蘇山城内第 3竪

穴建物址例 と類似し、炊事兼暖房用の発達段階のオンドル遺構といわれる〔青山1989〕 。その後、穴太遺跡

S X22は礎石建物に、ほぼ同時期のS X24は切妻大壁住居に伴うオンドルで、渡来人の所産とされている

〔花田1992〕 。

これに関連する長い煙道をもつカマ ドには、 6世紀の例として神戸市郡家遺跡、 7世紀の例として京都

府綾部市の由良川左岸の青野遺跡・青野南遺跡・綾中遺跡、右岸の味方遺跡、舞鶴市桑飼下遺跡等がある。

郡家遺跡では、 6世紀初頭の住居址のカマ ド煙道は粘土を盛 り上げて築かれ、焚き口から直角に壁にぶつ

かり、そこからL字形に折れて壁伝いに外へ出ている例がある。 6世紀後半の住居址では煙道は トンネル

で、壁外へ出て折れ曲がっている (第 174図 4)。 由良川流域の遺跡では 7世紀前半に「青野型住居跡」と

呼ばれる特殊な住居が盛行 し、竪穴住居の一角を掘 り残してカマ ドを築き、 L字形に折れ曲がる長い煙道

がつ くものである(第 174図 506)。 ただしこれらがオンドルであるかどうかは検討が必要である〔申1993〕 。

岡山県山陽町門前池東方 (小片山)遺跡では、 6世紀後半の竪穴住居に表面が黒くすすけた溝が伴い、

トンネル状の煙道として暖房用に使われていたといわれる(註 2)。

穴太遺跡例 とその他の諸例 との相違点としては、穴太遺跡以外はすべて竪穴住居に伴うことと、穴太遺

跡が石で構築されているのに対してその他は土で構築されていることである。共通′点は長い煙道をもつこ

とと、炊事兼用ということで、時期的にも6世紀から7世紀前半までの比較的限られた年代に納まる。

野口遺跡例は竪穴住居に伴い、溝がカマ ド付近にあるとはいえ、明らかに分離しているため煮炊きの用

をなさず、以上の例とは異なるタイプとみられる。また時期的には 3世紀も下り、分布の点でも畿内から

隔絶し、東国唯一の例である。この類例としては、大町市南入日向遺跡 6号住居址を挙げることができる

(第 174図 2)〔島田1992〕 。これは 9世紀後半の竪穴住居で、北東隅にあるカマ ド前を通って東壁際から西

壁外に向かう溝があり、この溝内には所々焼土粒・炭粒がある。カマ ドは痕跡のみであったが、溝に接す

る床面の一部は焼けている。報文ではオンドルの可能性にふれておらず、周溝とも見られるが、野口遺跡

例と構造が類似し時期も近いため、検討を要する例である。

オンドルは朝鮮半島北部の高句麗の版図に属す地域で、初期鉄器時代に出現したといわれる。高句麗に

オンドルが一般化するのは 7世紀であり、渤海に受け継がれ、高麗時代の12～ 13世紀ころに朝鮮南部地域

に伝わり、李朝時代後期に至って朝鮮半島のあらゆる住宅にオンドルが設けられるようになったといわれ

る〔中西1989、 申1993〕 。野口遺跡 S B02の時期は朝鮮半島北部では統一新羅の末期から高麗初期、また渤

海の後期に当たる。この時期のオンドルは床全体を暖める形式ではなく、土間の一部に煙道を通したもの

と考えられているから一脈通ずるものはあるが、資料が乏しいことと筆者の能力的限界から具体的な比較

検討は控える。オンドルは一般に焚き日、または焚き口を兼ねたカマ ド、航道 (煙道)、 熱を伝えるオンド

ル石 (蓋石)、 煙突等の要素から構成される。野口遺跡例の場合、焼道には石を用いず、地山を掘 り込んだ

溝であり、方形竪穴の形態に適応させたためかコの字状を呈する。オンドル石は焚き田部と思われるカマ

ド手前に 1枚残るのみで、当初からそうであったのか、他の部分は取り去られたのかは明らかではないが、

住居址内から平石の破片も出土しなかったため、部分的に石を用いていた可能性が高いように思われる。

焼道は末端付近が浅 くなり、この先にある焼土も性格がわからず、煙突の痕跡は認められなかった。この
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l 野口遺跡 S B02

0    (1:80)   2m

3穴 太遺跡 (弥生町地区)S X22

0   (1:100)  2m

4 郡家遺跡城 ノ前地区
第24次 調査 S B06

2 南入 日向遺跡 6号住居跡

0   (1:80)    2m

(1:80)   2m

‐

‐ｌ

Ｔ

Ｉ

キ

ー

o (1:100) 2m

5 綾中遺跡 S B8102

第175図  オンドル・関連遺構 (4～ 6は 〔青山1986〕 より転載)
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第 5節 成果と課題

ようにオンドルー般の構成要素とは異なる点が多いが、しいてオンドルの構造形式に当てはめればL字形

単航道の変形と見ることができる。

では野口遺跡S B02の 溝を暖房施設として用いるならば、どのような方法があったであろうか。最も火

熱を受ける焚き田部のみに蓋石を置き、航道に石をかぶせなかったとすれば板材を用いた可能性があろう。

また煙突を必要としなかったとすればく住居内に煙が充満しない程度の焚き方であろう。このような前提

に立ち、焚き口部がカマドの手前にあることを考慮すれば、カマドのおき火を蓋石の下に入れ、板材が燃

えない程度に煙をめぐらして床の周囲を暖める方法が推定される。ただし、焼道に石を用いず、地山を

掘っただけの湿気を帯びた溝の中を通った煙が天丼の板を暖める方法では、ほとんど輻射熱を利用するこ

とはできず、きわめて実用性に乏しい施設と考えざるを得ない。

野口遺跡例がオンドルとすれば、出現の背景には渡来人が関与しているのであろうか。これについて思

い出されるのが、第 2章でふれた坂井村の安坂古墳群の存在で、野口遺跡からの距離は約3。 5kmあ る。こ

の古墳群は現在 7基の積石塚方墳からなり、山腹にある102号墳は竪穴式石室を備え5世紀代の築造、

山麓にある304号墳は後期古墳である。『日本後紀』延暦16年 (797)3月 17日条「信濃国の人、外従

八位下前部綱麻呂に姓を安坂と賜う」は、渡来系氏族に定着地の地名を姓として与えた記事で、この「安

坂」は坂井村安坂に比定されている。「前部」は高句麗の 5部の一つであるから、綱麻呂は高句麗人で

あったわけであるが、定着年次は不明である。安坂 304号墳の築造時期が 7世紀ころとしても野口遺跡

S B02と は約 3世紀間の開きがあり、ただちに高句麗系氏族とオンドルを結びつけることはできない。仮

に渡来人の末裔が長期間にわたって故国の伝統を継承したと考えても、筑北地方では現在古墳時代集落の

存在は不明であるから、説得力に欠ける。古代信濃の渡来人はほとんど高句麗系といわれ、積石塚古墳の

出現との関係が議論されてきたが、渡来人の定着地といわれる地域の古墳時代集落の調査例を見ても今日

までオンドル遺構は知られていない。また、発掘調査の進んでいる松本平の古代集落からも発見はない。

このことから、現状では筑北の古墳時代集落からオンドル遺構が検出される可能性はきわめて低いものと

思わざるを得ない。したがって、野口遺跡に関して安坂古墳群と『日本後紀』の記事は状況証拠にはなる

ものの、オンドル=渡来人という図式は簡単には成り立たない。

ここまで野口遺跡S B02の 溝をオンドル遺構として検討してきたが、日本国内の既知の資料には同じタ

イプがなく、東国では唯一例で最も新しい時期に属すること、朝鮮半島の例とはかな―り異なる要素をもつ

こと、暖房施設としては必ずしも有効とはいえなぃこと、単糸屯に渡来系氏族とは結びつけられなぃことな

どを指摘できた。類例のない遺構のためはなはだ不十分な検討結果となったが、オンドルとしてはきわめ

て在地化した形態といえそうである。今後の発掘調査の進展によって同様な遺構の発見を期待するととも

に、主柱を礎石上に載せる工法等、外来建築工法の移入の問題として検討される必要がある。また,、 渡来

人との関連性が見いだしにくいならば、在地で自生的に発生する可能性がないかどうかも問題となろう。

筑北の民俗例として、冬季の炭焼き小屋ではおき火を床下暖房とすれば朝まで暖かいという話を耳にした

ことがある。オンドルの原理とは異なるものの野口遺跡例の使用法と通ずるものがあり、興味がもたれる。

ひるがえって、もし野口遺跡例がオンドル遺構でないとすればどのような性格の遺構なのか、今は答をも

ち合わせていない6

註

1、 奈良国立文化財研究所 (当時)の宮本長二郎氏より、遺構写真からオンドル遺構との教示をえた。

2、 これを報じた1993年 2月 28日 付『山陽新聞』の記事によれば、九州にも検出例があるという。
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2  SK:01002003について

上記の 3基の土坑はいずれも平安時代に属す遺構であるが、それぞれ性格は異なっている。すでに第 3

節 (2)で述べているが、ここで若干の補足を行う。

S K01は 直径40cm前後の掘り方の中に須恵器壺 (3)・ 長頸壺 (2)・ 黒色土器A杯 (1)が折り重

なった状態で出土し、少量の火葬骨を伴ったことから、破壊された火葬墓であることを推定した。時期は

9世紀前半である。図示した 3個体以外に土器が出土していないことと破片がすべて接合したことから、

これらが本来埋納されていた状態を、第175図に推定復原してみた。肩部から上を欠損した3を外容器と

し、 2に火葬骨を納め、 1を 2の蓋と考えてみた。または102の上に3を逆位にかぶせた可能性も高い。
ただし、古代の焼き物の蔵骨器は短頸壺が主流である。S'K01の 場合、 2を 副葬品としても、 1は 3の蓋

にはならず、 3に納骨すれば直接火葬骨に土をかけることになり、推定に無理があろう。 2が口唇部のみ

欠損している点については、意図的なものかどうかは不明である。また、これらの土器が本来この位置に

あったとすれば、掘り方の大きさから3の外側を覆う容器はなかったと思われる。

長野県内の古代の火葬墓は、現在 8例が発掘調査されているのみで、偶然の機会に出土したものは 6例

知られている〔百瀬1987〕 (註 1)。 発掘調査例には、尾根で区切られた斜面に立地する岡谷市の大久保B遺

跡 102号墳墓、膳棚B(白 山)遺跡 1号墓、大洞遺跡 1号墓と、集落内にある塩尻市吉田川西遺跡SM
01、 更埴市五輪堂遺跡 2号火葬墓・平田遺跡 2号火葬墓、明科町ほうろく屋敷H6号住居址埋土中などが

ある。これらの時期は、大久保Bが 8世紀前半、ほうろく屋敷が11世紀後半のほか、既出の 6例 も含めて

すべて 9世紀代に属す。吉田川西遺跡例は須恵器長頸壺を蔵骨器として、直接埋納している。野口遺跡例

は墳墓の構造や副葬品は必ずしも明らかではないが、尾根に画された北向き斜面の平坦部に立地し、 2軒

の住居址の時期は10世紀代であること、遺構外や表面採集遺物にも9世紀前半代の遺物が含まれていない

ことから、集落から離れて単独で存在した可能性が高い。本遺構は小規模の土坑に焼物の蔵骨器のみ埋納

することとあわせて、 9世紀前半の火葬墓の

あり方をよく示している。

S K02は 直径 lmをやや上回る浅い楕円形

土坑で、羽口と4。 3kgの鍛冶滓を出土した。

土器は小破片のため、平安時代の中での詳細

な時期は知 りえない。土坑自体が焼けていな

いことから、鉄滓の廃棄穴と思われるが、住

居址には鍛冶に関連する施設・遺物は見られ 第176図  S K01推定復原図
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第6節 小 結

なかった。 S K03は 東地区唯一の遺構で、攪乱や トレンチのために全容は不明ながら、長さ 5m以上・幅

lm以上で、等高線に直交 し約 8度の傾斜 をもつ掘 り込みである。かなり削平されているが深さ30cm前

後を測 り、埋土の下層は焼土を交えない炭化物層である。少量の土器から時期は 9世紀 と思われる。この

種の遺構は長野県内では「焼土墳」として報告されている。塩尻市の東側山麓部では比較的まとまって検

出されており、竜神平 1～ 7号、青木沢 1号、八窪 103号の焼土墳の調査例がある。遺物を伴わないた

めCM年代測定によって9～ 12世紀とされる 〔百瀬1988〕 。報文では長さ3m前後より大きく平面形が長方

形のA類 と、 2m前後より小さいB類に分類されている。A類には煙道の有無があり、さらに床面に溝や

小ピットをもつものがあるという。また、A類には焼土を交えるものが見られるが、B類には焼土は認め

られないという。野口遺跡例は形態はA類に属するが、焼土が認められない点ではB類の特徴をもつ。た

だし、塩尻市内の諸例はほとんどが等高線の方向に長軸がとおるため、傾斜がない。更埴市清水製鉄遺跡

では10世紀後半の製錬炉・鍛冶炉合計44基のほか、「炭焼成土坑」26基が検出された 〔青木1992〕 。この

遺構は、長さ1。 5m・ 幅70cm・ 深さ40cmほ どの楕円形ないしは長方形をなし、壁面は酸化し底面には炭

層が見られるという。これらの遺跡は斜面に立地するが、平野部の遺跡でも検出例があるという。清水製

鉄遺跡例は、遺構名称が示すとおり用途が明らかであるが、竜神平遺跡例等は製炭用の可能性があるもの

の、必ずしも明らかではない。野口遺跡例も用途は明らかではないが、一般にいわれるように製炭用と考

えておきたい。全体が明らかでないのは惜しまれるが、時期がほぼ確実な1例であり、さらに検討がのぞ

まれる。

註

1。 古代の墳墓 と焼土疲については、原 明芳氏から多くの教示をえた。

参考文献

青木一男 1993 「清水製鉄遺跡」『長野県埋蔵文化財センター年報 9』

小平和夫ほか 1990 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4-松本市内その 1 総論編』

遮那藤麻呂 1984 「日本各地の墳墓一中部・北陸」『仏教考古学講座』第 7巻

百瀬久雄ほか 1987 「大久保 B遺跡」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 1-岡谷市内』

百瀬久雄ほか 1988 「竜神平遺跡」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 2-塩尻市内その 1』

原 明芳ほか 1989 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 3-塩尻市内その 2 吉田川西遺跡』

第 6節 小 結

今回の調査では、平安時代の住居址 2軒・土坑 3基と、縄文後期土器・石器、中世・近世陶磁器少量が

検出され、数量的には必ずしも豊富な成果とはいいがたい。しかしながら、オンドル状施設をもつ S B02、

火葬墓 S K01、 焼土坑S K03と いった類例の少ない古代の遺構ばかりであり、多くの課題を提起すること

となった。これらの遺構については前節で検討してみたが、いずれも結論には至っていない。ことにSB
02については溝をオンドルとした場合にどのような使用法があるか、発生の背景が考えられるのか、可能

性を模索してみたにすぎない。畿内から遠く、かつ時期が新しいことから、オンドルと見るには異論もあ

り、安坂古墳群とも直接的には結びつけられないため、ただちに渡来人がもたらした文物とはいえず、広

範な視野から1真重な検討を必要とする。

これよリー時期古いS K01に かかわる集落が調査区と隣接した野口遺跡の範囲内にあるのか、それとは

離れた別の地′点にあるのか明らかではない。おそらくこの被葬者は、 9世紀に麻績盆地を開発した富豪層
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の一人なのであろう。

S Ko3は 東地区にあり、断定はできないが炭焼窯と推定した。時期は 9世紀で、西地区の集落よりやや

古いが、あえて関連性を求めるなら、鉄滓廃棄土坑の S K02の 存在から鍛冶に用いた炭の生産の可能性が

考えられる。

野口遺跡の中心部は現在の野口集落内と推定されており、耕作による攪乱を考慮しても、わずか 2軒の

住居址を検出した調査区は、遺跡の山側の縁辺部に当たると思われる。 708世 紀と11世紀の追葬が確認

された武士塚古墳以外に、古代遺跡の発掘がなかった麻績盆地では初めての調査例となり、部分的とはい

え吉代の山村のありさまを明らかにできたことは重要な成果である。

本遺跡は青柳城の南麓に位置し、調査区の南西端には字「泰殿屋敷」の一部がかかる。伝承によれば、

「泰殿屋敷」は青柳城とかかわる人物の屋敷で、主は女性であったという。試掘の結果、この地点からは

遺構・遺物とも確認できなかった。しかし、13～ 14世紀の信鉢や15世紀の青磁から、本遺跡西地区が中世

集落を含むことが明らかになった。中世の筑北は、

甲越戦争のはざまにあって動乱の時代であった。こ

とに青柳城はしばしば戦舌Lの舞台となり、そのたび

ふもとの集落に戦渦が及んだことは想像にかたくな

い。発掘の結果は中世集落の内容にまで言及できる

ものではなかったが、今後の地域史研究の一助とな

ることを期待したい。

野口遺跡現地説明会 (昭和62年 9月 )

野口遺跡周辺の現況
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第 1節 遺跡の概観と調査の概要

こ  し

第 6章 古司遺跡

第 1節 遺跡の概観と調査の靭

1 遺 跡 の概観
本遺跡は、東筑摩郡麻績・坂井村境に位置し、調査範囲は麻績村字さいくわん4,472-1を 中心とする。

麻績川が東西流から南西流に曲流する、谷底平野の幅が最も広がった、左岸の小規模な段丘上である。こ

の地域は北に面し、前方の谷筋がほぼ南北方向のため、冬季の季節風である冠着おろしや番場おろしを正

面から受けやすく、積雪もあり、寒気が一段と厳しさを増す。背後の南方には四阿屋山や城山の山すそが

迫る。遺跡地とされた大半は水田で、山麓部は現古司集落である。高速道路用地内はすべて水田であった。

JR篠ノ井線が麻績川と並走し、対岸には麻績神明宮を擁する宮本集落を望む (P L42)。

2 調査 の概要
本遺跡は、当初14,500m2が調査対象面積とされ、弥生時代の集落遺跡と予測された。しかしこの一帯は

伏流水が非常に多く、地下数10cmも 掘ると水がわき出すといい、また対岸の弥生時代集落である立石遺跡

よリー段低いため、遺跡の存在に不安がもたれた。したがって、まず予定地の全面にテストピットを設定

し、試掘調査を行うこととした。この調査は昭和62年 4月 下旬から5月 上旬に実施し、調査研究員 4名が

担当した。調査方法は、東西約220m。 南北約60mの路線内に、東西方向の中心杭を基準に10m間隔で 2

×2mの テストピット22カ所を設定し、さらにそのテストピットを軸に南北方向へ10m間隔のテストピッ

トを配した。ただし、南北列に関しては未買収地や用水路を避けるため、必ずしもこの配置にならない。

結果的にテストピット70カ 所、280m2を掘り下げた (第 177図 )。 この間、地元から数名の作業従事員の参

加を得、すべて入力によった。

テストピットは1～ 1。 5m、 あるいは2m以上の深さまで掘り下げたが、地下水がわき、かつ砂層と泥

炭質層の互層となっていることが確認でき、遺構は皆無であった。遺物は打製石斧や銭貨など少量で、土

層や地形の状況から、古代の居住地としては不適当と推定された。この結果本調査の必要性が危惧された

ため、地質専門の調査研究員に古地形・古環境の復原を依頼するとともに、県教育委員会ならびに県遺跡

調査指導委員会に事後の対応を諮った。地質調査の詳細は後述するが、端的にいうと調査地は中世以前は

湿地帯という所見を得た。こうした調査の結果に基づいて上記の指導を受け、居住地や生産地を含めた遺

跡の可能性はきわめて低いという結論に達し、本調査は見送った。

3 調査の経過
昭和62年

4月 20日  筑北地区最初の調査に当たり、道路公団豊科工

事事務所、麻績・坂井村教育委員会も列席し、

発掘開始式を行う。テレビ局の取材があった。

テストピット設定、掘 り下げ開始。

4月 24日  H-2の 黒色泥炭層から打製石斧出土。この層

を縄文時代相当として層序の相対年代を一応把

握する。土層は泥炭質で深 く、湧水のため掘 り
発掘調査開始式 (昭和62年 4月 )
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第177図  調査区全体図

下げは難航する。

4月 27日  松塩筑調査事務所の小口徹調査研究員に地質調

査を依頼。付近一帯の古環境・地形形成過程に

ついて助言を得る。

5月 1日 作業従事員による全テス トピットの掘 り下げ作

業を終了。

5月 6日  HO、 H-2、 H-3、 G-1の 断面精査 と実

測、写真撮影

5月 11日  土層サンプリング、全体図作成、全景写真撮影

を行い、調査をいったん中止する。

5月 21日  県遺跡調査指導委員森鳴稔氏、県教委文化課原

係長ら視察。後日、調査打ち切 りを決定。

6月   図面・写真整理。遺物洗浄・注記。

10～ 12月  遺物実測。図面 トレース・図版作成等。

63年 3月 原稿執筆。いったん収納。

第 2節 表層地質と地形形成過程

1 地形・地質の概観
本遺跡周辺の地形は、山地・扇状地・段丘面 。(河川)に 大雑把に区分できる (第 180図 C)。 山地は主に

第二系の砂岩や泥岩から成 り、急峻な地形を呈す。扇状地には古司や山秋の小規模なもの、山崎や宮本の

中規模のもの、麻績や楡窪の大規模なものがある。段丘面には安坂川と永井川下流域に見られる高位の I

◆
Q

、ヽ、
ヽ
Ｗ
ｆ
、
、卜
／
／

ノ

試掘作業 (昭和62年 4月 )
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麻績川流域に見られ本遺跡の立地する中位のH、 最も新しいⅢの 3面がある。河川は安坂川と永井川が合

流して麻績川となるが、かつて聖高原駅付近に麻績扇状地の発達によって閉塞部が生 じ、麻績川がダム

アップされ、後にこれが破堤して河道周辺の侵食が始まったと考えられる。

2 遺跡の表層地質
(1)各土層の性質 (第 1780179図 )
a、 シロテン層 (仮称)最 上位層で、多くは耕

土化されたり削平される。主として細砂から成り

細礫を混入する淘汰の悪い堆積物である。細礫の中

には周辺山地から供給された砂岩片が含まれ、これ

が自く目立つため “シロテン"と した。水:田により

鉄とマンガンが集積し、特にマンガンl■‐斑状～結核

状で湿田の影響が現れている。下限には中礫や河成

砂の挟在がしばしば見られ、下位層との堆積の断絶

を推測できる。本層は全体に北西方に緩 く傾斜し、

麻績川にかかわる堆積物と考えられる。なお、上面

の水田区画は現地形に調和的である。

b、 ジャマ層 (仮称) 淘汰の良いシル トから成

り、泥炭化している。上部に水酸化鉄の沈着が見ら

れるが、鉄分の多い地下水がシロテン層との境界部

を多く通過したためと思われる。本層は南半に発達

し、北方に層厚を減じて中心杭付近で消滅する。こ

の点、本層が楔状に堆積したかt後に北半を削争jさ
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a～ fは 第178図 に準ずる

第179図 パネルダイヤグラム
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れたか、古司扇状地付近を調査 しない限り明確な解答は得られない。なお、本層を含む下位層の上限には、

水田土壌の痕跡は認められない。

C、 ザラ層 (仮称) シル ト～中砂から成る単層の集合体。全体の傾向として、下部から上部へ粒度を
細かくし、中間に薄層を挟在する。下限付近は必ず中砂層となり、石英粒を多量に含み水酸化鉄により弱

く汚染されている。また、多くの場合アシやヨシの痕跡と思われる細身のタカシヨゾウを密に含み、この

傾向は北西部に顕著である。層厚は北西方に厚 く、南方へ極端に薄 くなる。また、東方へ分布高度を徐々

、に上げる傾向がある。最も厚い北西部では、上部が細粒、下部が粗粒のセットが 3単位見られ、上部のシ

ル ト～細砂は腐植化傾向にある。上部と下部の境は漸移し、流速が徐々に衰えては植物が繁茂する湿原と

なり、流水に覆われてはまた静かな環境に戻るという繰 り返しを表す。南部の薄層部は多くが中砂から成

り、全体に腐植している。ザラ層堆積中は常に水際にあって堆積量が少なく、継続して植生があったこと

を推測できる。南部のテストピットは水没のため調査が不能だったが、耕土下はす ぐに本層の最下端層が

出現するという。地形的には段丘面Ⅲに属し、より上位層が存在しない可能性が高い。したがうて、少な

くともジャマ層堆積後の新しい侵食面と考えられる。

d、 ジョウ層 (仮称)上 部がシル トの泥炭層、下部が細砂から成 り、下部から上部へ漸移する。しば
しば下半は酸欠のために溶脱しており、低湿の環境下に長 くあったことを想起させる。太身のタカシヨゾ

ウを粗に含んだり、植物繊維を混入したりする。本層は下位の大礫層の傾斜に沿って傾いて堆積し、下部

の細砂層にラミナが発達する箇所もある。また、H-2で 本層上部下限から打製石斧が出土した。出土位
置が層理面でないこと、上位に落ち込みや攪乱が見られないことから原位置を保つものと思われる。

e、 シタ層 (仮称) 主としてシル ト層から成る粘性の強い泥炭。下部は細砂層に漸移する。植物繊維
を含み、下半または全体が溶脱する。本層の層厚等の詳細は不明だが、上部の泥炭層が北方へ厚 くなる傾

向がある。

f、 大礫層 東方のテストピットの比較的高いところで観察される淘汰の悪い円礫層で(本地域の基盤
をなすものと思われる。東から西へ緩やかに傾斜し、E列付近で急激に高度を下げて地下深部に没する。

分布状況は明らかではないが、上面の傾き具合から考察して、古司遺跡付近が本層分布の西限と思われる。

(2)堆 積環境
本遺跡の土層をグルニピングすると、下位より①礫層、②粗粒・細粒のセット層、③シルトの薄層

(ジ ャマ層)、 ④淘汰の悪い砂の 4区分が可能である。

①は扇状地堆積物の本体に当たり、土石流堆積物であろう。おそらく楡窪周辺の最高位段丘面か扇状地

の埋没扇端部と思われる。現在見られるいわゆる “沖積扇状地"の多くは、最終氷期の最盛期から後氷期

の増温期 (18,000～ 7,000年 B.P)の間にその骨格が形成されたらしいことを考え合わせると、本遺跡の
基盤もこのころに形成されたと思われる。

②は本遺跡で観察される土層の主体を占める。単層やラミナが見られ、低地へ向けて傾斜していること

から、扇状地前面を埋積した前置層様の堆積物と考えられる。これらの堆積によって扇端部は完全に埋没

し扇状地前面が平坦地化されたと思われるが、このような前置層様の堆積が行われた背景として「閉じら

れた水域」、すなわち池または湖の存在が予想される (こ こではプールと呼ぶ)。 本地域では、地形・地質

概観で推察した聖高原駅付近の閉塞部が、プール形成の主因となった可能性が高く、プールの範囲は段丘

面Ⅱの分布域と整合すると考えられる。また、プールであった時期はジョウ層から打製石斧が出土してい

ることから、縄文時代を含むかなりの期間であったと思われるが、その下限をどこまでさかのぼることが

できるか正確なところはわからない。
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第 2節 表層地質と地形形成過程

③は平坦面形成後に上面を薄く覆った頂置層相当層と考えられる。湿原として最も安定したころに堆積

したもので、後の削景jを受けない限り段丘面Ⅱ上を被覆していると思われる。

④は下位の堆積物とはまったく異なる環境下に堆積している。層相から推定すると氾濫性または泥流性

の乱流堆積物であろう。前者ではそれまでのプールから古麻績川が出現し、その氾濫が考えられる。後者

では上流側で密度の低い泥流が発生し、本地域一帯の平坦面にシート状に広がって堆積したと考えられ、

この場合まだ古麻績川は出現していなかったと思われる。すでに述べたようにシタ層からジョウ層にかけ

てプール内は平坦化され、ジャマ層堆積期には平

坦面は安定している。シロテン層はジャマ層の側

方を切つて北西方に低 く堆積しており、事前に本

遺跡の北西方向にくぼ地が存在しない限り、シロ

テン層のような乱流堆積物の側方傾斜堆積を説明

できない。したがって、シロテン層が堆積するこ

ろには古麻績川は出現していたと考えられる。

では、プールから古麻績川への環境の変化はい

つごろか。明確な根拠がなく、はなはだ心もとな

いが、以下の理由により中世中ごろと考えたい。

シタ層・ジョウ層・ザラ層上部およびジャマ層は

泥炭化したシル トが主体であり、堆積に多くの時

間が費やされている。また、歴史時代で1400年代

と1700年代に小氷期があって、この間日本では降

水量が多かったとの説が知られており、全国的に

洪水が多発したそうである。確かに他の地域、例

えば松本盆地や西日本でも中世と近世の河川の堆

積物は厚 く、上記の説にはうなずけるものがあ

る。本地域の河川の増水期は 2回、すなわち古麻

績川出現時のプール温水から破堤にかかわる増

水、それにシロテン層堆積にかかわる増水が考え

られる。特に前者の増水は上流からの多量の河水

の恒常的な流入があったことが予想され、当時こ

の一帯に近世的な村が形成されていたら想像をは

るかに越える被害が生 じただろう。こうした場

合、おそらく免税などの措置がとられたはずで、

その経緯等については文書や伝承に残されている

と思われる。さらに近世の土木技術からすれば、

当然ジャマ層上の湿田は開田がなされていたはず

で、麻績谷随―の広々とした平坦面であるがゆえ

に条里状の方形区画の水田が営まれていたはずで

ある。しかしながら、ジャマ層上限に水田土壌の

痕跡はなく、水田区画は現地形に調和している。

したがって、古麻績川の出現は中世後期以前、 第180図  遺跡周辺の地形形成過程

てやう;う

B 縄文前期～中世初頭

段丘面 I

巨三∃
裏丘面Ⅱ ①扇状地 ④段丘面

C 中世～近世
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第6章 古司遺跡

ジャマ層の離水 (プールの消滅)は それより前の中世中ごろと考えられる。

3 地形形成過程 (第 180図 )
① 最終氷期から縄文早期ごろまで

周氷河作用により山地は著しく削争Jを受けて岩暦が小谷を埋め、さらに増温期に入ってこれらの岩暦や

風化砕暦物が下流へ運ばれ、緩急の扇状地およびこれらの合流体が形成された。古司遺跡付近はその端部

に位置する。

② 縄文前期から中世初頭まで
麻績扇状地の発達に伴って聖高原駅付近に閉塞部が生じるとともに、永井川と安坂川による流水と浮流

物質が滞って本地域はプールと化した。シルト～中砂を緩慢に堆積し、時に流水に覆われながらアシやヨ

シなどが生い茂る湿原が広がっていた。

③ 中世から現在
中世の小氷期に入って降水量が増し、プールは浴水してやがて閉塞部が破堤した。この結果古麻績川が

出現し、段丘面Ⅱが形成された。当初は川底も高く、上流からの豊富な流水は破堤部に集中し、本地域で

古麻績川を蛇行させ、段丘面Ⅱを側刻して河川域を広げた。その後麻績川の氾濫によるシロテン層が段丘

面H上を覆った。開田はそれ以降のことである。現在に至るまで破堤部が広がるにつれて麻績川は下刻を

開始し、蛇行曲率を小さくしながら河道の安定化が図られた。やがて川底が下がり、河川域も狭まって段

丘面Ⅲの形成をみる。

o (2:3)3cm

o (1:3)5cm

石器実測図・銭貨拓本図

第 3節 遺 物

縄文時代としてはH-2の Ⅲ層から打製石斧 1′点が出

土し層序年代の唯一の根拠となった (第 181図 1)。 輝石

安山岩の横長余J片 を素材とする、撥形の完形品である。

円刃を呈し、摩減が著しく表面には擦痕がある。ほかに

Vか ら黒曜石破片が 1点出土した。古代では、BO・ H

OのⅡ層、Xlか ら摩滅した土師器・須恵器の小破片が

出土した。中世では、K2の Ⅱ層から同一個体の内耳鍋

10数片、Yの Ⅱ層上部から景徳元宝 (第 181図 2)1点

が出土した。表面採集の遺物には、拳骨茶碗、染付茶

碗、長石釉・鉄釉陶器片があり、18世紀以降の所産であ

る。

抑
結

第 4節 小

弥生時代の集落址として期待された本遺跡であったが、調査の結果、当地はかつて湿地帯で、人々の住

めるような環境ではなかったことを確認するにとどまった。以前本遺跡で採集されたという弥生時代遺物

は、おそらく調査地南側の山麓出土と思われ、遺跡の中心もそちらと推定される。希薄な遺物散布地で

あったことを確認し、地形形成過程を明らかにして本地区の調査を終了したが、今後は麻績川右岸の弥生

時代集落、立石遺跡に対して、左岸の古司遺跡の中心地が明らかになることを望みたい。
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第 1節 遺跡の概観と調査の概要

ね お いり

第 7章 子尾入遺跡

第 1節 遺跡の概観と調査の概要

1 遺 跡 の概観
本遺跡は、東筑摩郡麻績村字子尾入5,442を 中心に所在する。三峯山 (1,131m)の 南麓、標高690m前

後の地点で、一本松 トンネルの麻績側坑口に当たる。本調査区は坂井村の山崎集落へ下る南北方向の峡谷

で、眺望 。日照を欠く。現状はカヤや雑木が繁茂する荒地となっているが、約20年前までは畑 0水田が営

まれ、段状の地形に名残をとどめる。谷の中央に細い水路が走るが、飲用には適さないという (P L43)。

2 調査 の概 要
遺跡の内容が不詳のうえ、立地条件から推測して遺構・遺物が多出するとは考えられないため、試掘確

認を行ったうえで本調査の方法を検討することとした。この調査は昭和62年 4月 下旬から5月上旬にかけ

て行い、調査研究員4名 が担当した。現場は水道の仮設や通勤に難があるため、作業従事員の協力は得な

かった。また、到底人力による掘り下げは無理で、重機によるトレンチ調査とした。

トレンチは幅 2mと し、地形に合わせて調査区の中央を切る南北約200mの トレンチ 1本 (A)と 、こ

れに直交する東西50～ 80mの トレンチを約25m間隔で 6本 (B～ G)設定した (第 182図 )。 設定方法は、
測量基準点として日本道路公団の中心杭、上り線S TA581+00(X=51,251。 9781、 Y=-38,525。 2610)と 、

同S T A582+00(X=51,341.9410、 Y=-38,481.6910)の 値から座標北を算出し、基準高は後者の杭高

691。 325mを 用いた。この結果、掘り下げたトレンチは総延長610m、 調査面積は1,400m2と なった。遺構

は確認されず、少量の遺物が出土したにとどまり、地質的な所見からも面的な調査は不要と判断されたた

め県教育委員会文化課、県遺跡調査指導委員会に諮り、土層断面を実測して調査を終えた。

3 調査の経過
昭和62年

4月 23日  東西・南北に トレンチ設定。草刈 り。
4月 27日  重機によリトレンチ掘 り下げ開始。
5月 1日  遺構・遺物なくトレンチ 3本追加。
5月 6日  トレンチ掘 り下げ完了。
5月 7日  土層断面を清掃し、実測に着手。
5月 8日  土層実測を続行。重機で危険箇所を埋め戻す。
5月 11日  Aト レンチで土器・石器片を採集。
5月 18日  雨と湧水のため、 トレンチの排水に終始する。
5月 21日  土層実測を続行。森鳴稔氏、県教委文化課原係

長ら視察。面的調査は不要と判断。

5月 26日  Aト レンチで大型打製石斧を採集。
5月 27日  土層実測を完了。機材を撤収し調査終了。
6月 2日  トレンチの残 り部分を重機で埋め戻す。
6月    遺物洗浄・注記。図面・写真整理。
10～ 12月  遺物実測。図面 トレース・図版作成等。
63年 3月 原稿執筆。いったん収納。

試掘作業 (昭和62年 4月 )

断面精査 (昭和62年 5月 )
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第 7章 子尾入遺跡
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第182図 調査区全体図
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第 2節 基本層序と地形形成

本遺跡の所在する三峯山南麓は、第二系の砂岩や礫岩を基盤とする。調査地点は大峰面群の侵食平坦面

を解析した先行河川の流路跡で、南北方向に開口した谷地形をなし、周辺山地からの崖錐や上流部からの

土石流など、粗粒堆積物に埋められている。この狭い谷は浅 く粗粒堆積物は透水してしまい、水が得がた

いι調査地点の表層の基本層序は、次のとおりである (第 183図 )。

I 層 :黄褐色腐植±。耕作土。植物根が多く入り込んでいる。

Ha層 :暗褐色砂壌土:Ⅱ b層 より風化が進んでいる。

Hb層 :暗褐色砂壌±。Ⅲ層由来の風化礫を多く含む。

Ⅲ 層 :黄褐色礫層。砂岩または礫岩のいわゆる腐 り礫層。基盤層が風化で粘土～土砂化した部分。

H層は土壌のB層、 I層はA層に相当する。H層は調査区の中では均等な堆積を示さず、地表からⅢ層

までが浅い場合、Ⅱ層を欠く部分が多い。また、耕作や抜根による凹凸がⅡ層上部を攪乱している。南北

のAト レンチは100分の7。 5ほ どの勾配をもつ。北側ほど急傾斜で地表からⅢ層まで30～ 50cm、 南側は緩傾

斜でⅢ層まで80～ 100cmに達する部分もある:こ の部分ではⅡ層は厚 く泥質となる。またく東西のBト レ

ンチは100分の 4ほ どの勾配で西に傾 く。斜面下方のCト レンチは100分の3。 3ほ どの勾配で西に傾き、東

側ではⅢ層まで120cmに達する。東西 トレンチ断面にはいくつかの埋没した沢が露呈し、晴天下でも湧水

がある。Ⅱ層中にはⅢ層上面に接して多数の大礫が見られるが、河道の定まらない流路の土砂流出で残存

したものであろう。また、調査区から100mほ ど南で谷幅が狭まり、傾斜を強めて山崎の扇状地を形成し

ている。このため調査区南側は滞水しやすく、しばしば雑木の生い茂る湿原となったと推定される。
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第 2節 基本層序と地形形成
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第 7章 子尾入遺跡

(1:3)

1

10cm

2

第184図 石器実測図

第 3節 遺 物

図示した石器はいずれもAト レンチⅡ層の出土である。第184図 1は打製石斧で、頭部と刃部を欠損す

るが現存長 16。 5cm、 最大幅11。 4cmを測る大形品。輝石安山岩の転石を素材とし、両面の中央に広 く自然面

を残す。側縁からの景J離で成形し、入念に刃潰しされている。いわゆる撥形に属し側縁はわずかに内湾す

る。 2は桂岩の石核で多方向から争J離され、下端は潰れている。 304は景j片である。 3は ホルンヘルス。
縦長で表面上端には細かい争J離痕をもつ。表面の一部に縦方向の擦痕が見られ、石器の欠損部分の可能性

がある。 4は黒曜石。横長で表面は多方向から粗雑に景J離される。裏面の争J離は側縁で階段状をなす。

図化にたえなかった遺物には内耳鍋、美濃大窯期の灰釉皿、近世の地元産らしい鉄釉陶器がある。

第 4節 小 結

今回の調査では遺構は検出されず、縄文時代、中世末～近世の遺物が少量出土したにすぎない。険しい

山地を背後に控え、日照にかける閉ざされた狭い谷は居住には不向きで、縄文時代の狩猟・採集地として

も、遺跡として痕跡をとどめないものと思われる。本調査区の拠点となる遺跡は、かつて遺物が出土した

という北側の平坦地、現在果樹園となっているあたりであろう。また、中・近世の遺物は、山崎集落から

一本松峠の往来や、山仕事のさいにもたらされたのであろう。

(2:3)
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